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はじめに
このたびは、DAQLOGGER または DAQLOGGER クライアントパッケージをお買い上げい
ただきましてありがとうございます。
このユーザーズマニュアルは、DAQLOGGER と DAQLOGGER クライアントパッケージの
使用方法について説明したものです。ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき、
正しくお使いください。
お読みになったあとは、ご使用時にすぐにご覧になれるところに、大切に保存してくだ
さい。ご使用中に取り扱いがわからなくなったときなどにきっとお役に立ちます。

ご注意
●	本書の内容は、性能・機能の向上などにより、将来予告なしに変更することがあります。
●	本書の内容に関しては万全を期していますが、万一ご不審の点や誤りなどお気づきの

ことがありましたら、お手数ですが、お買い求め先までご連絡ください。
●	本書の内容の全部または一部を無断で転載、複製することは禁止されています。
●	ソフトウエアを同時に複数のコンピュータで使用することを禁止します。また、複数

の使用者によって使用することも禁止します。
●	ソフトウエアを第三者に譲渡することおよび貸与することを禁止します。
●	当社は、ソフトウエアのパッケージを開封した時点で、オリジナルディスクに物理的

な欠陥がある場合を除き、いかなる保証もいたしません。
●	当社は、ソフトウエアの使用に関して直接または間接に生じるいっさいの損傷につい

て責任を負いません。
●	ライセンス番号は再発行できません。ライセンス番号は大切に保管してください。

商標
●	DAQWORX、DAQLOGGER、および DAQEXPLORER は、当社の登録商標または商標です。
●	Microsoft、Windows、および Windows	Vista は、米国 Microsoft	Corporation の米国

およびその他の国における登録商標または商標です。
●	Adobe および Acrobat は、Adobe	Systems	 Incorporated( アドビシステムズ社 ) の登

録商標または商標です。
●	本書に記載している製品名および会社名は、各社の登録商標または商標です。
●	本書では各社の登録商標または商標に、® および ™ マークを表示していません。

履歴
●	2003 年	6 月	 初版発行
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ソフトウエア使用許諾契約書

ご使用前に必ずお読みください。
このたびは横河電機株式会社（以下「横河」といいます）のソフトウェアをお求めいただきまして誠にありがとうございます。本ソフトウェアをインストールまたは使
用することにより、お客様は本契約の各条項に同意したものとみなされます。本契約に同意いただけない場合は、本ソフトウェアのインストールおよび使用は行わず、
直ちに本ソフトウェアの販売元にご連絡ください。本ソフトウェアを未使用のまま返品いただくことにより、本ソフトウェアについてお支払い済みの金額について払戻
しを受けられる場合があります。

ソフトウエア使用許諾契約書
第 1 条 ( 適用範囲 )
本契約は，横河の以下の製品およびこれに付帯して提供される関連資料（以下併せて「横河ソフトウェア製品」といいます）に適用します。横河が別に定める場合を除き、
横河が提供する横河ソフトウェア製品の改訂版および機能追加版についても本契約が適用されます。
対象製品：DAQWORX（但し、購入した品目のソフトウェアに限る）

第 2 条 ( 使用権の許諾 )
1.	 横河は、お客様に対し、横河ソフトウェア製品について、別途合意した使用料を対価として、以下のライセンス数と同じ台数のコンピュータ上における、お客様の自

己使用を目的とした、非独占的かつ譲渡不能の使用権を許諾します。
	 ライセンス数：１
2.	 横河が書面により別途合意または規定した場合を除き、次の行為は禁止されます。
	 a.	 横河ソフトウェア製品を複製すること（ただし、バックアップ用に１部複製することは可能としますが、この場合複製物の管理に厳重な注意を払うものとします。）
	 b.	 横河ソフトウェア製品またはそれらの使用権を第三者に販売、転貸、頒布、譲渡、質入もしくは再使用を許諾したり、公衆送信もしくは送信可能化すること
	 c.	 ネットワークを介して指定コンピュータ以外のコンピュータ上で横河ソフトウェア製品を使用すること
	 d.	 	ダンプ、逆アッセンブル、逆コンパイル、リバースエンジニアリング等により横河ソフトウェア製品をソースプログラムその他人間が読み取り可能な形式へ変

換もしくは複製すること、修正もしくは他の言語への翻訳等により横河ソフトウェア製品を提供された形式以外に改変すること、またはこれらを試みること
	 e.	 横河ソフトウェア製品に使用または付加された保護の機構（コピープロテクト）を除去したり、除去を試みること
	 f.	 横河ソフトウェア製品に表示されている著作権、商標、ロゴその他の表示を削除すること
3.	 横河ソフトウェア製品およびそれらに含まれる一切の技術、アルゴリズム、ノウハウおよびプロセスは、横河または横河に対し再使用許諾権または譲渡権を付与して

いる第三者の固有財産および営業秘密であり、横河ソフトウェア製品の権利は横河または当該第三者に帰属し、お客様に権利の移転や譲渡を行うものではありません。
4.	 前項記載の固有財産および営業秘密ならびにキーコードは、横河ソフトウェア製品を使用するために必要とされるお客様の役員、従業員またはそれに準じる者以外の

第三者に開示、漏洩しないものとし、お客様は当該従業員等に対しては秘密保持の義務を負わせるものとします。
5.	 本契約終了または解除時は、横河ソフトウェア製品およびその複製物を横河に返却するとともに、コンピュータまたは記憶媒体に記録されている複製物を完全に消去

するものとします。横河ソフトウェア製品およびその複製物が記録されている記憶媒体を廃棄する場合は、必ずこれに記憶されている内容を完全に消去するものとし
ます。

6.	 横河ソフトウェア製品には、横河が第三者（横河の関係会社を含みます）から再使用許諾権または譲渡権を付与されているソフトウェアプログラム（以下「第三者プ
ログラム」という）を含む場合があります。かかる第三者プログラムの供給者（以下「供給者」といいます）が本契約と異なる使用許諾条件を定めている場合には、
別途提示される当該条件が本契約に優先して適用されます。第三者プログラムによっては、お客様が供給者から直接使用許諾を受ける形態のものもあります。

7.	 横河ソフトウェア製品には、オープンソースソフトウェア（以下「OSS」といいます）が含まれる場合があります。OSS については、別途提示される条件が本契約に
優先して適用されます。

第 3 条 ( 特定用途に関する制限 )
1.	 横河ソフトウェア製品は、横河、お客様間にて別途書面で合意した場合を除き、航空機の運行、船舶の航行もしくはこれらを地上でサポートする機器、鉄道施設、原

子力施設もしくは放射線関連機器、または医療機器もしくは医療施設に関連した使用、その他高度な安全基準が求められる状況下での使用を目的として設計、製造ま
たは使用許諾されたものではありません。

2.	 お客様が前項の目的で横河ソフトウェア製品を使用する場合には、横河および供給者は当該使用により発生するいかなるクレームおよび損害に対しても責任を負わな
いものとし、お客様は、お客様の責任においてこれを解決するものとします。

第 4 条 ( 保証 )
1.	 横河ソフトウエア製品は、当該製品完成時または出荷時の現状のままでお客様に提供されるものとし、記録媒体の破損または損傷を除き、横河および供給者は瑕疵担

保責任その他の保証責任を一切負わないものとします。記録媒体に破損、損傷などの瑕疵が発見された場合は，出荷後 12 ヶ月に限り、横河はこれを無償で交換しま
す（ただし、お客様の費用で横河の指定するサービス拠点に当該ソフトウエア製品の記憶媒体を送付していただく場合に限ります）。横河はいかなる場合であっても、
横河ソフトウェア製品に瑕疵および不具合のないこと、的確性、正確性、信頼性もしくは最新性などの品質上または性能上の明示もしくは黙示の保証をするものでは
ありません。また、横河ソフトウェア製品が他のソフトウェアとの間で不整合、相互干渉などの影響のないことを保証するものでもありません。

2.	 横河は、自己の判断により必要と認めた場合、横河ソフトウェア製品に関するバージョンアップ（以下、「バージョンアップ」といいます）を実施し、これを有償ま
たは無償にて提供することがあります。ただし、横河は、バージョンアップまたはバージョンアップ後の製品をお客様に提供する義務を負うものではありません。

3.	 製品によっては、有償保守サービスが提供される場合があります。保守サービスの範囲および条件は、横河が別途定めるところによります。ただし、横河が保守対応
をするのは、カタログまたは一般仕様書に別に記載のない限り、最新のバージョンおよびその直前のバージョンまでとし、直前のバージョンについてはバージョンアッ
プ後５年間に限るものとします。また、受注停止のものについては、受注停止後５年内に限り対応します。標準品以外の製品については、保守対応できない場合があ
ります。なお、横河以外により改変または修正された横河ソフトウェア製品については、横河は一切対応しないものとします。

第 5 条 ( 特許権，著作権等の侵害に関する損害賠償責任 )
1.	 お客様は、横河ソフトウェア製品につき、第三者から特許権、商標権、著作権その他の知的財産権の侵害に基づき使用の差し止め、損害賠償請求等が行われた場合は、

書面にて直ちに請求の内容を横河に通知するものとします。
2.	 前項の通知がなされ、当該請求等が横河の責に帰すべき事由による場合は、その防御および和解交渉について、お客様から横河に防御、交渉に必要なすべての権限を

与えていただき、かつ必要な情報および援助をいただくことを条件に、横河は自己の費用負担で当該請求等の防御および交渉を行い、前項記載の第三者に対して最終
的に認められた責任を負うものとします。

3.	 横河は第１項における請求またはその恐れがあると判断した場合は、横河の選択により、横河の費用で下記のいずれかの処置を取ることができるものとします。
	 a.	正当な権利を有する者からかかる横河ソフトウェア製品の使用を継続する権利を取得する。
	 b.	第三者の権利の侵害を回避できるようなソフトウェア製品と交換する。
	 c.	第三者の権利を侵害しないようにかかる横河ソフトウェア製品を改造する。
	 d.	前各号の処置がとれない場合、本契約を解除し、かかる製品の簿価のうち既に横河が受領した金額を限度として損害を賠償する。
4.	 前各項にかかわらず、第 1 項の請求にかかる侵害が、横河以外の者による横河ソフトウェア製品の改変に起因する場合、横河以外の第三者が納入した製品と横河ソフ

トウェア製品との組み合わせによる場合、お客様または発注者の指示に起因する場合、横河の助言に従わない場合その他横河の責に帰すべき事由によらない場合は、
横河は前各項の責任を負わないものとします。

5.	 本条の定めが知的財産権侵害に関する横河および供給者の責任のすべてとします。本条にかかわらず、第三者プログラムまたは OSS に起因する請求等については別
途提示される条件が優先します。

第 6 条 ( 責任の制限 )
1.	 本契約に従い使用されている横河ソフトウェア製品によって、横河の責に帰すべき事由によりお客様が損害を被った場合は、横河は、本契約の規定に従って対応する

ものとしますが、横河および供給者は、いかなる場合においても、派生損害、結果損害、その他の間接損害（営業上の利益の喪失、業務の中断、営業情報の喪失等に
よる損害その他）については一切責任を負わないものとし、かつ横河の責任（前条における責任を含む）は、かかる横河ソフトウェア製品について横河が既にお支払
いを受けた金額の残存簿価を限度とします。なお、横河が納入した製品につきお客様が横河の書面による事前の承諾なく改造、改変、他のソフトウェアとの結合を行
い、またはその他、カタログ、一般仕様書、基本仕様書、機能仕様書もしくはマニュアルとの相違を生ぜしめた場合は、横河は一部または全ての責任を免れることが
できるものとします。

2.	 本契約の遂行または違反その他本契約に関してお客様が横河に対して有するすべての請求権は、請求の原因となる事由の発生から３ヶ月以内に横河に対して書面で通
知しない限り、当該３ヶ月の経過をもって消滅するものとします。

第 7 条 ( 輸出規制 )
お客様は、事前に横河の同意を得た場合を除き、横河ソフトウェア製品の全部または一部を、直接、間接を問わず輸出または他国に提供しないものとします。横河が同
意した場合、お客様は、日本国、アメリカ合衆国その他関連国の輸出関連法規を遵守し、自らの責任と費用において輸出入許可の取得その他必要な手続きを行うものと
します。
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第 8 条 ( 監査、使用の差止め )
1.	 横河は、お客様による本契約の履行を確認するため、合理的な範囲で、お客様の関連施設に立ち入り監査することができるものとします。
2.	 横河ソフトウェア製品の使用許諾後といえども、使用環境の変化または許諾時には見出せなかった不適切な環境条件が見られる場合、その他横河ソフトウェア製品を

使用するに著しく不適切であると横河が判断した場合には、横河はお客様に対して当該使用を差止めることができるものとします。

第 9 条 ( 譲渡 )
お客様は、横河ソフトウェア製品の譲渡を行う場合は、譲受人に本契約が適用されることを明示しこれを順守させるとともに、横河ソフトウェア製品をすべて譲受人に
譲渡し、お客様自身が保有する複製物を完全に消去するものとします。

第 10 条 ( 解除 )
横河は、お客様が本契約に違反した場合には、何ら催告を要することなく通知をもって本契約を解除できるものとします。この場合お客様は直ちに横河ソフトウェア製
品の使用を中止し、第 2 条第 5 項に従い横河ソフトウェア製品およびその複製物を返却または消去するものとし、支払い済みの使用料は返金されないものとします。本
契約終了後といえども第 2 条第 4 項および第 5 項、第 3 条、第 5 条、第 6 条および第 11 条は効力を有するものとします。

第 11 条 ( 管轄裁判所 )
横河ソフトウェア製品の使用または本契約に関して生じた紛争については、両者誠意を持って協議解決するものとします。ただし，一方当事者が他方当事者に協議解決
をしたい旨の通知後 90 日以内に両当事者間で協議が整わない場合は東京地方裁判所 ( 本庁 ) を第一審の専属的合意管轄裁判所とします。

以上

ソフトウエア使用許諾契約書
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このマニュアルの利用方法

このマニュアルの構成
このユーザーズマニュアルは、以下に示す第 1 章〜第 9 章、および索引で構成されてい
ます。

章 タイトル 内容
1 ご使用になる前に DAQLOGGER と DAQLOGGER クライアントパッケージの

概要を説明しています。
また、DAQLOGGER や DAQLOGGER クライアントパッケー
ジを使用するときに必要な PC 環境、インストールの方法
などについて説明しています。

2 DAQLOGGER の使用環境を
設定する

DAQLOGGER を使用するために必要な環境やタグなどの
設定について説明しています。

3 モニタを行う 収集中のデータを画面に表示したり、画面表示を変更す
る方法について説明しています。

4 ビューアで波形を表示する 収集されたデータを波形または数値で表示したり、画面
表示を変更する方法について説明しています。また、指
定した区間の統計演算を表示したり、データ形式を変換
する方法についても説明しています。

5 ファイルユーティリティ 収集データのファイルを結合 / 分割する操作について説
明しています。また、収集データやレポートデータを
Excel/ASCII/Lotus の形式に変換する操作方法について説
明しています。

6 イベントプロセッサ アラーム、時間、システム状態の各設定条件が成立する
ときに、ターゲットファイルに対して、FTP サーバへの転
送、E-Mail の送信、ファイル変換を行う操作方法につい
て説明しています。

7 レコーダを設定する レコーダの設定方法について説明しています。
8 DAQLOGGER クライアント

パッケージを使う
DAQLOGGER クライアントパッケージの操作方法につい
て説明しています。

9 エラーメッセージと対処方法 エラーメッセージと対処方法について説明しています。
索引 アルファベット順、五十音順の索引を記載しています。

このマニュアルにおける説明の範囲
このマニュアルでは、オペレーティングシステム (OS) の基本的な操作については説明し
ていません。OS の基本的な操作については、それぞれのユーザーズガイドなどをお読
みください。
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このマニュアルで使用している記号

● 単位
	 K	「1024」の意味です。	 使用例：100KB
	 M	「1024k」の意味です。	 使用例：10MB
	 G	「1024M」の意味です。	 使用例：2GB

● 表示文字
	 メニュー、コマンド、ダイアログボックス、ボタンの表記は、すべて「」で囲んで表

記しています。

● 操作説明ページで使用しているシンボル
	 第 1 〜 8 章で操作説明をしているページでは、説明内容を区別するために、次のよう

なシンボルを使用しています。

	 	 	 	
操作手順 数字で示す順序で各操作をしてください。ここでは、 初めて操作

をすることを前提に、 手順を説明しています。操作内容によって
は、 すべての操作を必要としない場合があります。

	 	 	 	 Note 操作をするうえで、知っていると便利な情報が記載されています。
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1.1 DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージ
の概要

DAQLOGGER
DAQLOGGER は、DAQLOGGER をインストールしたパーソナルコンピュータ ( 以下、「PC」
と呼びます ) に接続されたレコーダ機器 ( 以下、「レコーダ」と呼びます ) や他の PC に
接続された複数のレコーダから測定 / 演算データを収集するためのソフトウエアです。
扱うことのできる最大チャネル数は、1600 チャネルです。また、Gate ソフトウエアを
介して、DX100P/DX200P、MX100、WT シリーズ、µR10000、µR20000、小規模計装機器、
DAQLOGGER では直接サポートしない横河製、他社製の計測機器、および横河製、他社
製の DCS や PLC など OPC サーバを有する機器のデータを収集、監視できます。

接続機種
DAQLOGGER では、DAQ32Plus、DAQEXPLORER、DAQLOGGER、MXLOGGER、または
Gate ソフトウエアがインストールされてイーサネットで接続された複数の PC やレコー
ダ (µR、VR、DX、CX、MV、DARWIN) と通信し、データを収集することができます。
各アプリケーションソフトウエアにおいて、1 つの収集周期でデータを収集するシステ
ムを1単位とすると、それぞれ内部に次の数のシステムを所有しています。レコーダ (µR、
VR、DX、CX、MV、DARWIN) は 1 台を 1 システムとします。
・	 DAQ32Plus：1
・	 DAQEXPLORER：最大 16
・	 DAQLOGGER：1
・	 MXLOGGER：最大 61
・	 GateMODBUS：1
・	 GateCONTORL：32
・	 GateMODBUS、GateCONTORL、および GateEye 以外の Gate ソフトウエア：最大 16
DAQLOGGER には最大 32 システムを接続することができます。
たとえば、DAQEXPLORER の 15 システム、DAQ32Plus の 1 システム、Gate ソフトウエ
アの 1 システム、および DX1 台からデータを収集していて、さらに MXLOGGER からデー
タを収集するときは、MXLOGGER の 61 システムのうち、14 システムからだけデータを
収集することができます。ソフトウエアで収集した測定データと、レコーダで測定した
データは同様に扱われます。通信できる各ソフトウエアのバージョンは次のとおりです。

	 DAQ32Plus	 R9.01 以降
	 DAQEXPLORER	 R1.01 以降
	 DAQLOGGER	 R3.01 以降
	 MXLOGGER	 R1.01 以降
	 Gate	 R1.01 以降

第 1 章	 ご使用になる前に
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1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要

VIEW  RECORDER  VR200

DAQLOGGER DAQLOGGER クライアント

RS-232/RS-422コンバータ

µR、VR、DX、CX、MV、
DARWIN、DAQEXPLORER、
DAQ32Plus、DAQLOGGER、
MXLOGGER、Gate混在で
最大32システムまで

RS-232

RS-232

RS-422

イーサネット

データ転送
データ収集

データ収集

データ収集

ハブ

DAQLOGGER DAQ32PlusMXLOGGER

VIEW  RECORDER  VR200

DAQEXPLORER1台

VIEW  RECORDER  VR200

Gate

MX100

おもな機能は、次のとおりです。
・	 1 台の PC に、µR 記録計 (µR1000/µR1800)、ビューレコーダ (VR100/VR200)、

DAQSTATION(DX100/DX200/DX200C/CX1000/CX2000/DX1000/DX2000)、モバイル
コーダ (MV100/MV200)、MVAdvanced(MV1000/MV2000)、および DARWIN(DA100/
DC100/DR130/DR200) の機器を混在して最大 32 台まで接続可能。

・	 接続されているレコーダから、最大チャネル数 (1600) 以下のチャネルの測定 / 演算
データを、最短 1 秒の周期で収集し保存することが可能 ( 接続台数やチャネル数によ
り遅くなることがあります )。

・	 収集中の測定 / 演算データを、トレンド、ディジタル ( 数値 )、メータ、アラーム、カラー
グラフの 5 種類の形式でモニタ表示が可能。

・	 保存した測定 / 演算データを再表示し、測定 / 演算データ / アラーム / マークの検索、
カーソルで指定した区間の統計演算、「アスキー」「ロータス」「エクセル」の形式にデー
タ変換、ファイルの一部を切り出して別ファイルとして保存、印刷などが可能。

・	 チャネルごとにタグ名 ( 半角 16 文字以下 ) を付け、タグ名によるデータ管理が可能。
・	 タグを最大 50 グループにグループ分け ( 最大 32 タグ / グループ ) して管理すること

が可能。
・	 使用者や目的に応じた DAQLOGGER の設定 ( これを「プロジェクト」と呼びます ) を

保存しておき、切り替えることが可能。
・	 使用者の操作レベルの設定や、パスワードプロテクト機能により、誤操作からの保護

が可能。
・	 PC 上で、時報・日報・週報・月報などのレポート作成が可能。
・	 PC からレコーダ本体の設定が可能。
・	 DDE サーバ機能を搭載。
・	 収集したデータを、ネットワークを経由して他の PC に送ることが可能 ( データを受

け取る側の PC には、DAQLOGGER クライアントパッケージが必要です )。
・	 E-Mail 機能により、アラームが起こったことを E-Mail で通知することが可能。
・	 FTP 機能により、データファイルやレポートファイル作成時にファイルを FTP サーバ

に転送することが可能。
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ソフトウエア構成
DAQLOGGER は、次の 14 種類のソフトウエアで構成されます。
●	マネージャソフトウエア
	 最初に起動され、DAQLOGGER の他のソフトウエアの起動を管理します。
	 複数プロジェクトを管理します。

・	 プロジェクトは、使用者や目的に応じた DAQLOGGER の設定単位です。プロジェ
クトには、以下に説明しているすべてのソフトウエアの設定が含まれます。複数
のプロジェクトを作成し、保存することができます。プロジェクトを切り替える
ことで、保存済みの複数の異なる設定を、簡単に切り替えることができます。

・	 プロジェクトには、「Supervisor」「Operator」「User」という 3 つの操作レベルか
らひとつを設定して操作可能範囲を制限できます。

・	 プロジェクトごとにパスワードを設定して、操作を制限することができます ( パス
ワードプロテクト機能 )。

・	 パソコンのデスクトップ上のアイコンや Windows のタスクバーを隠して
DAQLOGGER 以外のソフトを起動できなくすることができます ( デスクトッププロ
テクト機能 )。

	 データ収集を実行するロガーソフトウエアや、レポートを作成するレポートソフトウ
エアのユーザインタフェースを担当します。それぞれのソフトウエアの説明をご覧く
ださい。

	 マネージャソフトウエアの操作方法については、「2.3 節」「2.4 節」「2.5 節」をご覧く
ださい。

●	ロガーソフトウエア
	 指定された周期で、レコーダからデータを取り込みます。これを「スキャン」と呼び

ます。また、取り込んだ測定 / 演算データを指定した周期でハードディスクに保存し
ます。これを「レコード」と呼びます。

	 ロガーソフトウエア自体は画面上に表示されることはありません。マネージャソフト
ウエアを介して、下記の操作を行います。
・	 スキャンの開始 / 停止
・	 レコードの開始 / 停止
・	 スキャンの条件 ( スキャン周期、開始するタイミング、スキャン開始時の演算チャ

ネルの動作 )、レコードの条件 ( レコード周期、データの保存先ディレクトリ、ファ
イル名、ファイルの分割保存 ) の設定

・	 レコーダを自動的に再接続する機能の設定
・	 収集中のデータ情報 ( スキャン周期、レコード周期、レコード開始時刻、レコード

終了予定時刻、レコードファイル名、レコードデータ数 ) を表示できます。
	 ロガーソフトウエアの操作方法については、「2.9 節」をご覧ください。

●	モニタソフトウエア
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 ロガーソフトウエアでスキャンした測定 / 演算データやアラームの状態を下記の 5 種

類のモニタ画面で表示できます。各モニタでは、グループ設定ソフトウエアで設定し
たグループごとに、タグ設定ソフトウエアで設定したタグを表示します。

	 また、モニタソフトウエアの詳細設定画面で、タグの割付変更、タグごとの表示
ON/OFF、メータモニタで使用するメータの指定、タグ表示色、その他の表示条件を
設定できます。

	 表示はスキャン周期で更新されます。
・	 トレンドモニタ
	 スキャン中の測定 / 演算データをグループごとにトレンド表示します。時間軸の拡

大縮小、表示する Y 軸ゾーンの指定など、表示条件を変更できます。

1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要
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1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要

・	 ディジタルモニタ
	 スキャン中の測定 / 演算データを、グループごとに数値で表示します。
・	 メータモニタ
	 スキャン中の測定 / 演算データを、グループごとにメータで表示します。メータは、

バーメータ、アナログメータ、サーモメータの 3 種類から選択できます。
・	 アラームモニタ
	 グループ内のタグのアラームの状態を、グループごとにひとつの表示で表示し、

すべてのグループのアラームの状態を、1 画面に一覧表示します ( オーバビュー表
示 )。

	 グループのタグのうち、ひとつでもアラームが発生すると、アラーム発生中の表
示になります。

	 また、タグごとのアラームの発生 / 解除のログを、アラームタイプ、発生 / 解除日
時、タグ名とともに表示します ( アラームログ表示 )。

・	 カラーグラフモニタ
	 スキャン中の測定 / 演算データを、グループごとにカラーグラフで表示します。カ

ラーグラフでは、表示スケールの最大値付近を赤、最小値付近を青、中間値付近
を緑で表示します。

	 モニタソフトウエアの操作方法については、「第 3 章」をご覧ください。

●	ビューアソフトウエア
	 マネージャソフトウエアまたは Windows のスタートメニューから起動します。
	 ロガーソフトウエアでレコードしてハードディスクや記憶メディアに保存されている

データを扱うソフトウエアです。現在レコード中のデータは、ハードディスクに保存
された部分だけを扱うことができます。
・	 1グループあたり最大32個のタグのデータを、最大50グループに分けて、波形表示、

ディジタル値表示することができます。
・	 元のデータのタグ割付、タグの表示 ON/OFF、その他の表示条件を変更して表示す

ることができます。また、変更した表示条件を保存することができます。
・	 カーソルで指定した区間の、最大値、最小値、最大値−最小値、平均値、実効値

を算出できます。
・	 検索条件を設定して、測定 / 演算データ、アラーム、マークを検索できます。
・	 ファイルの一部を切り出して別ファイルとして保存することができます。
・	 レポートファイルの読み込みと表示もできます。
・	 データ形式を「アスキー」「ロータス」または「エクセル」の形式に変換すること

ができます。
・	 表示したデータを印刷できます ( プリンタが必要です )。

	 ビューアソフトウエアについては、「第 4 章」をご覧ください。

●	環境設定ソフトウエア
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 DAQLOGGER で使用するレコーダ番号に、接続されているレコーダを割り当てるとと

もに、レコーダの機器構成と通信を設定します。ここで設定される内容をもとにして、
DAQLOGGER がデータを収集します。

	 設定内容は次のとおりです。
・	 通信の種類 (RS-232、RS-422、イーサネット )

・	 RS-422 の場合のポート、アドレス、ボーレート、パリティ、ストップビット
・	 RS-232 の場合のポート、ボーレート、パリティ、ストップビット
・	 イーサネットの場合のアドレス、ログイン名、ユーザ ID、パスワード

・	 接続されているレコーダの機種、測定チャネル数、演算チャネル数
・	 DARWIN の場合は、スタンドアロンモデル / 拡張モデル、スタイル番号、オプショ

ン、サブユニット / モジュール構成
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1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要

	 通信ポートを指定して、そのポートに接続されているレコーダを自動的に判別して登
録する自動機種判別機能を搭載しています ( 一部の機種は自動機種判別できませんの
で、手動で設定してください )。

	 環境設定ソフトウエアについては、「2.6 節」をご覧ください。
	
●	タグ設定ソフトウエア
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 DAQLOGGER で使用するタグに、各レコーダのチャネルを割り当てます。一つのチャ

ネルに、複数のタグを付けることもできます。
	 また、タグに名前 ( 文字列 ) を設定できます。これを「タグ名」と呼びます。タグ名

は通信でレコーダから読み込むこともできます。
	 タグ名、タグ番号、レコーダ番号を指定して、タグを検索することができます。
	 タグ設定ソフトウエアの操作方法については、「2.7 節」をご覧ください。

●	グループ設定ソフトウエア
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 タグ設定ソフトウエアで設定したタグをグループに割り当て、グループに名前を付け

ることができます。ひとつのグループに最大 32 個のタグを割り当てることができま
す。最大 50 グループまで設定できます。

	 モニタソフトウエアでは、ここで設定したグループごとにデータが表示されます。
	 グループ設定ソフトウエアの操作方法については、「2.8 節」をご覧ください。

●	設定ソフトウエア
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 PC に接続されているレコーダの、セットモード ( 設定モード ) やセットアップモード

( 基本設定モード ) の内容を編集し、レコーダに設定するときに使用します。
	 初めて設定ソフトウエアを起動すると、環境設定ソフトウエアで設定されているモデ

ル、測定 / 演算チャネル数、DARWIN のオプションとモジュール構成に基づいて、初
期化されたセットモードやセットアップモードの設定画面が表示されます。
・	 次の方法で設定情報の編集ができます。

・	 接続されているレコーダから通信で読み込む ( 通信で受信 )
・	 フロッピーディスクなどの記憶メディアに保存されている設定ファイルを読み

込む ( これを設定ファイルの「インポート」と呼びます )
・	 最初から作る

・	 編集後の設定情報をレコーダに設定する方法には、
・	 接続されているレコーダに通信で書き込む ( 通信で送信 )
・	 編集した設定情報を記憶メディアに保存し、レコーダで記憶メディアからレコー

ダに書き込む ( これをファイルの「エクスポート」と呼びます )
があります。
ただし、レコーダにより、以下の制限があります。
・	 µR 記録計の場合、セットモードの設定は、通信による送受信でできます。
	 しかし、セットアップモードの設定はできません。本体で設定してください。

また、本体に記憶メディアドライブを搭載していないので、記憶メディアから
の設定はできません。

・	 VR ビューレコーダの場合、セットモードの設定は、通信による送受信またはファ
イルのインポート / エクスポートでできます。セットアップモードの設定は設
定ファイルのインポート / エクスポートでできます。通信ではできません。
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1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要

・	 DX/CX	DAQSTATION および MV モバイルコーダの場合、設定モードと基本設定
モードの設定は、通信による送受信または設定ファイルのインポート / エクス
ポートでできます。ただし、ネットワーク (IP アドレスなど ) の設定は通信では
できません。本体で設定するか、設定ファイルのエクスポートで設定してくだ
さい。

・	 DARWIN の場合、セットモードとセットアップモードの設定は、通信による送
受信または設定ファイルのインポート / エクスポートでできます。

・	 /AS1 オプションでユーザを登録して使用している DX1000/DX1000N/DX2000
の場合、シリアル通信による設定の送信はできません。

・	 また、設定ソフトウエアではオプションの有無などを変更したり、サブユニット
/ モジュール構成を変更 (DARWIN の場合 ) して設定情報を作成することができま
す。この機能は、接続レコーダの設定変更を前もって準備する場合などにご利用
ください。

・	 下記の制御コマンドをレコーダに送信することができます。
・	 レコーダの日付時刻を、パソコンの日付時刻に設定する (µR、VR、DX、MV、

CX、DA、DR、DC)
・	 記録を開始 / 停止する (µR、DX、MV、CX、DR、DC)
・	 演算を開始 / 停止する (µR、VR、DX、MV、CX、DA、DR、DC)
・	 データメモリを初期化する (VR、DX、MV、CX、DC)
・	 指定したディスプレイを表示する (µR、VR、DX、MV、CX、DR、DC)
・	 再構築を実行する (DA、DR200( 拡張 )、DC)

	 ただし、/AS1 オプションでユーザを登録して使用している DX1000/DX1000N/
DX2000 の場合、シリアル通信による制御コマンドの送信はできません。

	 設定ソフトウエアの操作方法については、「第 7 章」をご覧ください。

●	レポートソフトウエア
	 1 時間、1 日、1 週間、または 1 ヶ月間の、スキャンまたはレコードデータの、瞬時値、

最大値、最小値、平均値、積算値、累計積算値を求め、設定した時刻に、ファイル出
力したり印刷できます。レポートソフトウエアは画面上に表示されることはありませ
ん。レポートの開始 / 停止操作と、レポートの設定 ( 下記 ) は、マネージャソフトウ
エアで行います。

	 以下の設定ができます。
・	 レポートの種類 ( 時報、日報、週報、月報 ) と対象タグ、およびタグごとの作成デー

タの種類
・	 レポートに使用するデータ ( スキャンデータまたはレコードデータ )
・	 レポートの出力先 ( ファイル保存 / 印刷 ) と保存ファイルの形式 ( バイナリ / テキ

スト )
・	 レポート作成日時

	 また、レポートバイナリファイルは、ビューアソフトウエアで表示することができま
す。

	 レポートソフトウエアの操作方法については、「2.10 節」をご覧ください。

●	DDE* サーバソフトウエア
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 DDE サービスを提供します。ロガーで取り込んだデータや時間などを、EXCEL など

の DDE 対応の Windows アプリケーションソフトウエア上に、表示することができま
す。最大 1600 タグの DDE 通信が可能です。

	 DDE サーバソフトウエアの操作方法については、「2.11 節」をご覧ください。
*：Dynamic	Data	Exchange
	 Windows アプリケーション間で、通信により、コマンドとデータの交換を行うための手法も

しくは手順。データ提供側のデータベースをサーバ、データを利用するアプリケーション側
をクライアントと呼ぶ。
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1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要

●	モニタサーバソフトウエア
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 収集したデータを、イーサネットで接続されている PC( リモートモニタ *) に転送しま

す。最大 16 台のリモートモニタを接続できます。
	 リモートモニタでは、受け取ったデータをモニタ画面に表示して監視できます。
	 モニタサーバソフトウエアの操作方法については、「2.12 節」をご覧ください。

*：	 リモートモニタ
	 リモートモニタには、DAQLOGGER クライアントパッケージが必要です。DAQLOGGER ク

ライアントパッケージの機能の概要については、次の「DAQLOGGER クライアントパッケー
ジ」をご覧ください。

●	ファイルユーティリティソフトウエア
	 ファイルユーティリティでは、DAQLOGGER が生成するデータファイルまたはレポー

トファイルに対して、「結合」、「分割」、「変換」、「再構成」の 4 種類の機能を行います。
結合	 	 ：	 時間の連続しているデータファイルを 1 つにつなげます。
分割	 	 ：	 条件に従って、データファイルを分割・切断します。
変換	 	 ：	 データファイルまたはレポートファイルを Excel/ASCII/Lotus 形式に変換

して出力します。
再構成	 ：	 データファイルの結合と分割を一括処理します。

	 ファイルユーティリティソフトウエアの操作方法については、「第 5 章」をご覧くだ
さい。

●	イベントプロセッサソフトウエア
	 イベントプロセッサは、8 個のイベント処理を同時に行うことのできるソフトウエア

です。1 個のイベント処理の設定は、イベント条件 / ターゲットファイル / 実行処理
の各項目からなります。イベント処理では、イベント条件で指定された条件に合致す
るときに、ターゲットファイルで指定したファイルを、実行処理で指定したコマンド
で処理を行います。イベントプロセッサソフトウエアの操作方法については、「第6章」
をご覧ください。

●	コントロールサーバ
	 マネージャソフトウエアから起動します。
	 イーサネットで接続されている PC( リモートコントローラ **) からスキャン開始 / レ

コードの開始 / 停止、イベントプロセッサのスタート / 停止などのコントロールがで
きます。

	 コントロールサーバの操作方法については、「2.13」節をご覧ください。
**：	リモートコントローラ
	 リモートコントローラには、DAQLOGGER クライアントパッケージが必要です。クライア

ントパッケージの機能の概要については、次項の「DAQLOGGER クライアントパッケージ」
をご覧ください。

DAQ32Plus、DAQEXPLORER、DAQLOGGER、MXLOGGER がインストールされた PC と
通信する場合は、以下の点にご注意ください。
・	 通信方式はイーサネットだけです。
・	 DAQ32Plus、DAQEXPLORER、DAQLOGGER、MXLOGGER を接続した場合、設定ソフ

トウエアで設定できる項目はありません。
・	 データの測定時刻は、接続元の DAQLOGGER が動作している PC の時刻となります。

そのため、接続先の DAQ32Plus、DAQEXPLORER、DAQLOGGER、MXLOGGER の測定
時刻と異なる場合があります。

・	 モニタサーバのポート番号を変更していたり、特定のシステムと接続するときは、環
境設定ソフトウエアで、モニタサーバのポート番号とシステム番号 (DAQEXPLORER、
MXLOGGER) を設定する必要があります (2.6 節参照 )。
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DAQLOGGER クライアントパッケージ
DAQLOGGERクライアントパッケージは、ネットワークで接続されているPC(モニタサー
バ *) からデータを受け取り、モニタ画面に表示するソフトウエアです。
おもな機能は次のとおりです。
・	 最大 16 台のモニタサーバと接続が可能。
・	 ひとつのサーバから最大 1600 タグまで、最短 1 秒の周期でデータを受け取り、表示

を更新することが可能 ( 接続サーバ数やタグ数により、遅くなることがあります )。
・	 サーバからのデータを、トレンド、ディジタル(数値)、メータ、アラーム、カラーグラフ、

サーキュラ ( 円形グラフ ) の 6 種類の形式でモニタ表示。
・	 タグをグループ分けして表示することが可能 ( 最大 50 グループ、最大 32 タグ / グルー

プ )。
・	 DAQLOGGER のロガーソフトウエアで収集されたデータのファイルを読み込んで再

表示し、区間演算、データ変換、ファイル情報の表示、印刷など、各種操作が可能
(DAQLOGGER のビューアソフトウエアと同じ機能 )。

*	 モニタサーバ側には、DAQLOGGER が必要です。

ソフトウエア構成
●	リモートモニタソフトウエア
	 Windows のスタートメニューから起動します。
	 モニタサーバとの接続条件 ( 接続ホスト名、使用ポート番号、データ取り込み頻度 )

を設定し、サーバとの接続を開始 / 切断します。接続条件は保存できます。
	 モニタサーバからのデータを、下記の 6 種類のモニタ画面で表示できます。各モニタ

で、タグの割付を変更したり、タグの表示を ON/OFF するなど、表示条件を設定でき
ます。また、その表示条件を保存できます。

	 データの表示は接続条件で設定される周期 ( データ取り込み頻度 ) で更新されます。
・	 トレンドモニタ
	 取り込んだデータを、グループごとにトレンド表示します。時間軸の拡大縮小、

表示する Y 軸ゾーンの指定など、表示条件を変更できます。
・	 ディジタルモニタ
	 取り込んだデータを、グループごとに数値で表示します。
・	 メータモニタ
	 取り込んだデータを、グループごとにメータで表示します。メータは、バーメータ、

アナログメータ、サーモメータの 3 種類から選択できます。
・	 アラームモニタ
	 グループ内のタグのアラームの状態をグループごとにひとつの表示で表示し、す

べてのグループのアラームの状態を 1 画面に一覧表示します ( オーバビュー表示 )。
	 グループのタグのうち、ひとつでもアラームが発生すると、アラーム発生中の表

示なります。
	 また、タグごとのアラームの発生 / 解除のログを、アラームタイプ、発生 / 解除日
	 時、タグ名とともに表示します ( アラームログ表示 )。
・	 カラーグラフモニタ
	 取り込んだデータを、グループごとにカラーグラフで表示します。カラーグラフ

では、表示スケールの最大値付近を赤、最小値付近を青、中間値付近を緑で表示
します。

・	 サーキュラモニタ
	 取り込んだデータを、グループごとに円形グラフで表示します。

	 リモートモニタソフトウエアの操作方法については、「8.1 節」「8.2 節」をご覧ください。

1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要

1-8 IM WX101-01



●	ビューアソフトウエア
	 Windows のスタートメニューから起動します。
	 ロガーソフトウエアでレコードしてハードディスクや記憶メディアに保存されてい

るデータを扱うソフトウエアです。機能は、DAQLOGGER のビューアソフトウエア
と同じです。DAQLOGGER のビューアソフトウエアの説明をご覧ください。ただし、
DAQLOGGER がレコード中のデータは扱えません。

	 ビューアソフトウエアについては、「8.3 節」をご覧ください。

●	ファイルユーティリティソフトウエア
	 Windows のスタートメニューから起動します。
	 DAQLOGGER が生成するデータファイルまたはレポートファイルに対して、「結合」「分

割」「変換」「再構成」の 4 種類の機能を行います。
	 機能は DAQLOGGER のファイルユーティリティソフトウエアと同じです。
	 DAQLOGGER のファイルユーティリティソフトウエアの説明をご覧ください。
	 ファイルユーティリティソフトウエアについては、「第 5 章」をご覧ください。

●	リモートコントローラ
	 Windows のスタートメニューから起動します。
	 コントロールサーバとの接続条件 ( 接続ホスト名、使用ポート番号、ログインパスワー

ド ) を設定し、接続を開始 / 切断します。
	 接続中には以下のコントロールが可能です。

・	 スキャン開始、レコード開始、停止
・	 イベントプロセッサ開始、停止、ユーザイベントの発行

1.1　DAQLOGGER/DAQLOGGER クライアントパッケージの概要
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1.2 必要な PC システム環境と接続できるレコーダ

PC システム (DAQLOGGER の場合 )
● オペレーティングシステム (OS)
	 次の OS で動作します。

・. Windows.Vista.Home.Premium.SP2.(64 ビット版を除く )
・. Windows.Vista.Business.SP2.(64 ビット版を除く )
・. Windows.7.Home.Premium、SP1.(32 ビット版、64 ビット版 )
・. Windows.7.Professional、SP1.(32 ビット版、64 ビット版 )
・. Windows.8.(32 ビット版、64 ビット版 ).( デスクトップモードに対応）
・. Windows.8.Pro.(32 ビット版、64 ビット版 ).( デスクトップモードに対応）

	 オペレーティングシステムの言語とソフトウエアの表示言語は次のとおりです。
OS の言語 ソフトウエアの表示言語
日本語 日本語
中国語 中国語
その他 英語

● ファイルシステム
	 NTFS を推奨します。
	 FAT(FAT32) の場合は、NTFS に比べて 1 つのフォルダ内に保存できるファイルの制限

が厳しく、多数のファイルを保存して追加保存できなくなると、ソフトウエアが正常
に動作しなくなるため、定期的にソフトウエアの記録を停止して、フォルダ内のデー
タファイルを別フォルダに移動してください。

● PC 本体
	 上記の OS が動作し、下記の CPU とメモリを搭載した機種。
	 OS が Windows	Vista の場合

Pentium	4			3GHz 以上の Intel 社製 x64 または x86 プロセッサ。2GB 以上のメモリ。
	 OS が Windows	7、Windows	8 の場合
	 32 ビット版：Pentium	4　3GHz 以上の Intel 社製 x64 または x86 ロセッサ。2GB 以

上のメモリ。
	 64 ビット版：Pentium	4　3GHz 相当以上の Intel 社製 x64 プロセッサ。2GB 以上のメ

モリ。

● ハードディスク
	 空き容量が 200MB 以上 ( 収集するデータ量により、これ以上必要な場合があります。)

● CD-ROM ドライブ ( インストール時に使用 )

● マウス、キーボード
	 OS がサポートするマウス、キーボード

● ディスプレイ
	 OSが推奨するビデオカードとOSに対応した1024ｘ768ドット以上、65,536色(16bit、

High	Color) 以上のディスプレイ。
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● 通信ポート
・	 OS がサポートする RS-232 ポート (COM1 〜 COM9 から選択 )
・	 OS がサポートするイーサネットポート (DAQSTATION、MV、DARWIN と Ethernet

接続する場合、モニタサーバを使用する場合）

● プリンタ ( 印刷時に使用 )
	 OS がサポートするプリンタとプリンタドライバ

● 通信コンバータ (RS-422 で通信するときに必要 )
	 RS-232/RS-422 コンバータ

● レコーダ
・	 µR 記録計
	 µR1000 または µR1800 で、通信オプション /C3(RS-422) 付き。
	 µR12000 は対象外です。(µR10000、µR20000 を使用するには、GateµR が必要です。)

・	 VR ビューレコーダ
	 VR100(VR104P、VR104D、VR106P、VR106D)、VR200(VR202、VR204、VR206、VR202	

S2、VR204	S2、VR206	S2) で、通信オプション /C3(RS-422) 付き。

・	 DX	DAQSTATION
	 DX100(DX102、DX104、DX106、DX112)、DX200(DX204、DX208、DX210、DX220、

DX230)、DX200C、DX1000(DX1002、DX1004、DX1006、DX1012、DX1002N、
DX1004N、DX1006N、DX1012N)、DX2000(DX2004、DX2008、DX2010、DX2020、
DX2030、DX2040、DX2048)。シリアル通信で接続する場合は、通信オプション
/C2(RS-232)、または /C3(RS-422/RS-485) 付き。

・	 MV モバイルコーダ
	 MV100(MV102、MV104、MV106、MV112)、または MV200(MV204、MV208、MV210、

MV220、MV230)。シリアル通信で接続する場合は、通信オプション /C2(RS-232)、ま
たは /C3(RS-422/RS-485) 付き。

•	 MVAdvanced
	 MV1000(MV1004、MV1006、MV1008、MV1012、MV1024)、または

MV2000(MV2008、MV2010、MV2020、MV2030、MV2040、MV2048)。シリアル通信
で接続する場合は、通信オプション /C2(RS-232)、または /C3(RS-422/RS-485) 付き。

・	 CX	DAQSTATION
	 CX1000(CX1000、CX1006、CX1200、CX1206)、CX2000(CX2000、CX2010、CX2020、

CX2200、CX2210、CX2220、CX2410、CX2420、CX2610、CX2620)。シリアル通信
で接続する場合は、通信オプション - □ -1(RS-232)、- □ -2(RS-422/RS-485) 付き。

・	 DARWIN
	 DA100、DR130、DR200(DR231、DR241、DR232、DR242)、DC100 で通信オプショ

ンまたは通信モジュール ( イーサネット、RS-232-C、RS-422-A/RS-485) 付き。

Note
・. 本ソフトウエアでは、2035 年以降のデータは取り扱えません。
・. DAQLOGGER は、DAQLOGGER の動作している PC の時刻を元にデータのタイムスタンプ

を作成します。このため、DAQLOGGER 起動中に PC の時刻やそれに関連する設定 ( タイム
ゾーンや夏時間 / 冬時間の設定 ) を変更しないでください。

1.2　必要な PC システム環境と接続できるレコーダ
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PC システム (DAQLOGGER クライアントパッケージの場合 )
● オペレーティングシステム (OS)：DAQLOGGER の場合と同じです
● PC 本体：DAQLOGGER の場合と同じです
● ハードディスク
	 200MB 以上

● CD-ROM ドライブ ( インストール時に使用 )
● マウス：DAQLOGGER の場合と同じです
● ディスプレイ：DAQLOGGER の場合と同じです
● 通信ポート
	 OS がサポートするイーサネットポート

● プリンタ ( 印刷時に使用 )：DAQLOGGER の場合と同じです

Note
本ソフトウエアでは、2035 年以降のデータは取り扱えません。

1.2　必要な PC システム環境と接続できるレコーダ
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2.1 設定の流れ

以下に、設定の流れを示します。

・通信環境を設定する
・機器環境を設定する
・環境情報を保存する
・最後に保存した環境設定に復帰する
・シリアルポートを初期化する
・環境設定を印刷する
・環境設定を終了する

・ロガーを設定する
・スキャンを行う
・レコードを行う
・レコーダの演算をスタート/ストップする
・収集データの情報を表示する
・スキャン/レコードを停止する

・DDEサーバを起動する
・DDEサーバを設定する
・DDEサーバを休止する/終了する
・DDEクライアントを準備する

・モニタサーバを起動する
・モニタサーバを設定する
・モニタサーバを休止する/終了する
・リモートモニタを準備する

・設定情報を読み込む
・VRシリーズを設定する
・μRシリーズを設定する
・DXシリーズを設定する
・CXシリーズを設定する
・MVシリーズを設定する
・DARWINを設定する
・設定を印刷する
・設定を保存する
・設定をレコーダに書き込む
・レコーダへ制御コマンドを送信する
・FDによる設定データの取り扱い

レコーダを準備する

DAQLOGGERを起動する

プロジェクトを設定する

環境を設定する

・プロジェクトに操作レベルを設定する
・パスワードプロテクトを設定する
・デスクトッププロテクトを設定する

セキュリティを設定する

タグを設定する

レコーダを設定する

ロギングを行う

・時報，日報，週報，月報の
　　　　　　　レポート内容を設定する
・プリンタを設定する
・設定を登録する
・現在の設定を再表示する
・レポートの設定を終了する
・レポートを開始/停止する

レポート機能を設定する

DDEサーバを設定する

2.2節

2.3節

・新規プロジェクトを作成する
・既存プロジェクトを選択する
・既存プロジェクトを削除する

2.4節

2.5節

2.6節

・タグ情報を設定する
・レコーダからタグ情報を読み込む
・タグを検索する
・指定したタグ数分だけ表示を移動する
・タグ情報を印刷する
・タグ情報を保存する
・タグ情報の設定を終了する

2.7節

グループを設定する

・グループにタグを割り当てる
・タグの表示/非表示を切り替える
・グループ名を変更する
・グループ設定を保存する
・グループ設定を終了する

2.8節

モニタサーバを設定する

第7章

2.9節

2.10節

2.11節

2.12節

コントロールサーバを
設定する

2.13節

レコーダは「設定ソフトウエア」
で設定できます。

第 2 章	 DAQLOGGER の使用環境を設定する
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2.2 レコーダを準備する

DAQLOGGER を使用する前に、レコーダ本体で通信の設定をしてください。その後、PC
とレコーダを接続します。

µR1000、µR1800、VR100、VR200 の場合
● RS-422 通信を設定する
	 以下の設定を行います。

	 ・	 ボーレート		 	 ：9600bps
	 ・	 データ長	 	 	 ：8bit
	 ・	 パリティ	 	 	 ：None
	 ・	 ストップビット	 ：1bit
	 ・	 アドレス	 	 	 ：レコーダごとにアドレスが重ならないように設定

それぞれの通信機能のマニュアル (IM	4D5B1-10J、IM	4H3B1-10J、IM	4N1A1-11J) を参照
してください。

DX100、DX200、DX200C、DX1000、DX2000、MV100、MV200、MV1000、
MV2000、CX1000、CX2000、DARWIN の場合

● イーサネット通信を設定する
	 イーサネット搭載モデルでは、使用するネットワーク環境に従って、以下の設定を行

います。
	 ・	 IP アドレス
	 ・	 サブネットマスク
	 ・	 デフォルトゲートウェイ

● RS-232 通信を設定する
	 RS-232 搭載モデルでは、以下の設定を行います。

	 ・	 ボーレート		 	 ：38400bps
	 ・	 データ長	 	 	 ：8bit
	 ・	 パリティ	 	 	 ：None
	 ・	 ハンドシェィク	 ：CR:RS
	 ・	 プロトコル		 	 ：標準 (DX、MV、CX の場合だけ設定 )
	 ・	 ストップビット	 ：1 ビット (DX、MV、CX では 1 ビット固定です )

● RS-422/RS-485 通信を設定する
	 RS-422/RS-485 搭載モデルでは、以下の設定を行います。

	 ・	 ボーレート		 	 ：	38400bps( 同一結線上に、µR と VR をマルチドロップする場
合は、9600bps)

	 ・	 データ長	 	 	 ：8bit
	 ・	 パリティ	 	 	 ：None
	 ・	 4 線式 /2 線式		 ：4 線式 (DARWIN の場合だけ設定 )
	 ・	 プロトコル		 	 ：標準 (DX、MV、CX の場合だけ設定 )
	 ・	 アドレス	 	 	 ：レコーダごとにアドレスが重ならないように設定
	 ・	 ストップビット	 ：1 ビット (DX、MV、CX では 1 ビット固定です )

通信設定の詳細は、通信インタフェースユーザーズマニュアル (IM	04L02A01-17、IM	
MV100-17、IM	DA100-11J、IM	DR231-11J、IM	DC100-11J、IM	04L31A01-17、IM	
04L41B01-17、または IM	MV1000-17) を参照してください。
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2.3 DAQLOGGER を起動する

DAQLOGGER を起動する
操作手順

1. 	 スタートメニューの「プログラム」-「YOKOGAWA	DAQWORX」-「DAQLOGGER」
-「マネージャ」を選択します。マネージャソフトウエアが起動して、「DAQLOGGER
マネージャ」画面が表示されます。「DAQLOGGER マネージャ」画面には、下図
のように 13 種類のボタンがあります。

	 	 	 	 	 	

スキャン開始

ビューア起動
タグ設定起動

グループ設定起動
スキャン/レコード停止

モニタ起動

レコード開始

DDEサーバ起動
モニタサーバ起動 ステータス表示部状態を表示するアイコン

メニュー

設定起動

環境起動

コントロールサーバの起動

ファイルユーティリティ起動

	 状態を表示するアイコンの意味は、下記のとおりです。

	 	 	 	

・スキャン中/アラーム発生あり：赤色点滅
　マウスでアイコンをポイントして、右ボタンをクリックすると、
　「アラーム情報クリア」のメニューが表示されます。メニューを押すと、
　緑色点滅になります。
・スキャン中/アラーム発生なし：緑色点滅
・スキャン停止中：灰色

・スキャン中/データ取りこぼしなし：青色点滅
・スキャン中/データ取りこぼしあり：黄色点滅
　マウスでアイコンをポイントして、右ボタンをクリックすると、「データ取りこぼ
　し情報クリア」のメニューが表示されます。
　メニューを押すと青色点滅になります。

・スキャン中：一部分点滅表示
・スキャン停止中：点滅表示なし

・レコード中：赤色、一部分点滅表示
・レコード停止中：灰色

・スキャン中/レコーダが正常応答、スキャン停止中：白
・スキャン中/異常応答レコーダあり：「X」印表示
　マウスでアイコンをポイントして、右ボタンをクリックすると、
　「レコーダ切断」「レコーダ再接続」のメニューが表示されます。
　「レコーダ切断」メニューから特定のレコーダを選択すると、そのレコーダ
　との通信接続を切り離します。レコーダを再び通信接続する場合は、
　「レコーダ再接続」メニューからレコーダを選択します。

レポート動作中：白色、停止中：灰色

　イベントプロセッサ
　動作中：水色点滅、停止中：灰色
　待機中：水色、エラーあり：赤色点滅
　マウスでアイコンをポイントして、　右ボタンをクリック
　すると、「エラー情報クリア」のメニューが表示されます。
　メニューを押すと、水色点滅になります。

2. 	 ボタンをクリックすると、それぞれの動作が実行されます。

Note
・. レコーダ切断機能は、レコーダのチャート紙を交換する場合などにご使用ください。
・. レコーダの切断後にチャネルの入力レンジを変更しないでください。チャネルの入力レン

ジを変更すると、レコーダを再接続するときに、そのチャネルは OFF として処理されます。
・. 上記の方法で切断したレコーダには、自動再接続はできません。自動再接続の詳細は、2.9

節をご覧ください。
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DAQLOGGER を終了する
操作手順

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「アプリケーショ
ンの終了」を選択するか、またはウインドウのタイトルバー最右端の「閉じる」
ボタンを押します。

Note
マネージャソフトウエアを終了する前に、起動している DAQLOGGER のソフトウエアはすべ
て終了してください。

2.3　DAQLOGGER を起動する
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2.4 プロジェクトを設定する

プロジェクトとは、DAQLOGGER 全体を単位とする設定単位です。プロジェクトは複数
作成でき、プロジェクトごとに、ロガーやレポートの設定、マネージャから起動される
そのほかのソフトウエアの設定を保存することができます。
プロジェクトを切り替えることで、保存済みの複数の異なる設定を、簡単に切り替える
ことができます。

Note
以下の操作は、マネージャ以外のソフトウエアがすべて終了していて、かつパスワードプロテ
クトが解除されていないと、実施できません。

新規プロジェクトを作成する
新規プロジェクトの作成は、カレントプロジェクトの操作レベルが「Supervisor」でな
ければ、行えません。

操作手順
1. 	 操作に先立ち、以下のことを確認します。

	 ・通信を実施していない状態であること

	 ・マネージャ以外のソフトウエアがすべて動いていないこと

	 ・パスワードプロテクトが解除状態であること

2. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「プロジェク
ト設定」を選択します。「プロジェクト設定」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 初期状態では、プロジェクトが「Project1」で、操作レベルが「Supervisor」です。

3. 	 「新規作成」ボタンを押します。「新しいプロジェクト」ダイアログボックスが表
示されます。
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4. 	 プロジェクト名を入力し、操作レベルを選択した後に、「OK」ボタンを押します。
新規プロジェクトが作成されます。操作レベルについては、2.5 節の「プロジェ
クトに操作レベルを設定する」を参照してください。

Note
・. プロジェクト名には、「¥./.:.,.;.*.?.” <.>.|」の文字、または下記の文字列を使用できません。
. con、prn、aux、aux1、aux2、com1、com2、com3、com4、com5、com6、com7、

com8、com9、nul、clock
・. 既存のプロジェクト名と同一名で、操作レベルが同一の新規プロジェクトは作成できませ

ん。同一プロジェクト名でも、操作レベルが異なる場合は、新規作成できます。

5. 	 パスワード機能を使用する場合は、2.5 節の「●パスワード機能を初めて設定する」
の操作を実施します。

6. 	 ロガー自動スタート機能を設定します。「自動スタートしない」「スキャン状態で、
自動スタートする」「レコード状態で、自動スタートする」から選択します。

Note
ロガー自動スタート機能では、マネージャの起動時に「自動的にデータ収集をスキャン状態で
行う」「レコード状態で行う」「行わない」から選択できます。

既存プロジェクトを選択する
すでに複数のプロジェクトが作成されている場合に、その中のプロジェクトを選択する
操作です。

操作手順
1. 	 「新規プロジェクトを作成する」( 前項 ) に同じ

2. 	 「新規プロジェクトを作成する」( 前項 ) に同じ

3. 	 「プロジェクト選択」リストボックスで、目的のプロジェクトを選択します。

4. 	 選択したプロジェクトで、「パスワード機能を使用する」がチェックされていると、
「パスワード入力」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

5. 	 パスワードを入力後、「OK」ボタンを押します。

	 入力したパスワードが、選択したプロジェクトのパスワードと一致しない場合、
プロジェクトを開くことはできません。

プロジェクトをコピーする
プロジェクトの設定内容を別のプロジェクトにコピーできます。

操作手順
1. 	 「新規プロジェクトを作成する」( 前項 ) に同じ

2. 	 「新規プロジェクトを作成する」( 前項 ) に同じ

2.4　プロジェクトを設定する
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3. 	 「プロジェクト選択」リストボックスでコピー先のプロジェクトを選択します。
コピー先プロジェクトには操作レベルが Supervisor のプロジェクトを選択してく
ださい。

4. 	 「コピー」ボタンをクリックして「プロジェクトコピー」ダイアログボックスを
開きます。

	 	 	 	 	 	

5. 	 コピー元のプロジェクトとコピーする設定項目を選択します。

	 コピーできる設定項目はリストで表示されている項目だけです。チェックボック
スがグレーの項目はコピー元のプロジェクトに設定がない項目です。

既存プロジェクトを削除する
不要となったプロジェクトを削除する場合の操作です。

操作手順
1. 	 「新規プロジェクトを作成する」	( 前項 ) に同じ

2. 	 「新規プロジェクトを作成する」	( 前項 ) に同じ

3. 	 「プロジェクト選択」リストボックスで、目的のプロジェクトを選択します。

4. 	 「削除」ボタンを押します。

Note
・. 操作レベルが「Supervisor」のプロジェクトが１つしかない場合には、このプロジェクトを

削除できません。
・. 他にパスワードを使用していないプロジェクトがある場合だけ、このプロジェクトを削除

できます。

2.4　プロジェクトを設定する
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2.5 セキュリティを設定する

各プロジェクトには、セキュリティの確保と誤操作防止のために、操作レベルを割り当
てることができます。
また、セキュリティ機能としては、この操作レベルの割り当てとは別に、パスワードを
使ったセキュリティと、デスクトッププロテクト機能があります。

プロジェクトに操作レベルを設定する
各プロジェクトには、「Supervisor」「Operator」「User」のいずれかの操作レベルを割り
当てることができます。
各レベルの操作制限事項は、次のとおりです。

機能 Supervisor Operator User
ロガー 全操作可能 全操作可能 設定変更禁止　開始 / 停止は可
モニタ 全操作可能 全操作可能 全操作可能
ビューア 全操作可能 全操作可能 全操作可能
DDE 全操作可能 全操作可能 設定変更禁止　休止 / 解除は可
モニタサーバ 全操作可能 全操作可能 設定変更禁止　休止 / 解除は可
レポート 全操作可能 全操作可能 設定変更禁止　開始 / 停止は可
グループ設定 全操作可能 全操作可能 保存禁止
設定 全操作可能 送信禁止　保存禁止 送信禁止　保存禁止
タグ 全操作可能 保存禁止 保存禁止
環境 全操作可能 操作禁止 操作禁止
ファイルユーティリティ 全操作可能 全操作可能 全操作可能
イベントプロセッサ 全操作可能 全操作可能 設定変更禁止　開始 / 停止は可
コントロールサーバ 全操作可能 全操作可能 設定変更禁止

操作手順
操作レベルの設定は、新規プロジェクト作成時に行うもので、設定済みの操作レベルを
変更することはできません。
また、操作は、独立したものではなく、2.4 節の「新規プロジェクトを作成する」の操
作手順 4 で、実施します。

4. 	 「操作レベル」セルをクリックして、リストボックスから目的の操作レベルを選
択します。
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パスワードプロテクトを設定する
パスワードプロテクトは、プロジェクトの操作レベルに関係なく、以下の操作制限を行
う機能です。

機能 プロテクト	オフ	(OFF) プロテクト	オン	(ON)
ロガー プロジェクトの操作レベルに従う 全操作禁止
モニタ プロジェクトの操作レベルに従う 変更保存禁止
ビューア プロジェクトの操作レベルに従う 全操作可能
DDE プロジェクトの操作レベルに従う 全操作禁止
モニタサーバ プロジェクトの操作レベルに従う 全操作禁止
レポート プロジェクトの操作レベルに従う 全操作禁止
グループ設定 プロジェクトの操作レベルに従う 起動禁止
設定 プロジェクトの操作レベルに従う 起動禁止
タグ プロジェクトの操作レベルに従う 起動禁止
環境 プロジェクトの操作レベルに従う 起動禁止
ファイルユーティリティ プロジェクトの操作レベルに従う 全操作可能
イベントプロセッサ プロジェクトの操作レベルに従う 全操作禁止
コントロールサーバ プロジェクトの操作レベルに従う 全操作禁止

	 パスワードプロテクトは、パスワード機能を使用する設定になっているプロジェクト
で、パスワードプロテクト ON になっているときのみ、有効です。

操作手順
● パスワード機能を初めて設定する／パスワード機能を使用する

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「プロジェク
ト設定」を選択します。「プロジェクト設定」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 「パスワード機能を使用する」ボックスをクリックして、チェックを入れます。

	 「パスワード設定」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2.5　セキュリティを設定する
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3. 	 「新しいパスワード」と「新しいパスワードの確認入力」に、設定するパスワー
ドを入力後、「OK」ボタンを押します。

Note
・. パスワードは半角 16 文字以内で、使用できる文字に制限はありません。
・. 設定したパスワードは、忘れないようにしてください。

● パスワード機能を使用しない
	 この操作を行っても、設定済みのパスワードは消去されません。再度、パスワード機

能を有効にすると、設定済みのパスワードが有効になります。

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「プロジェク
ト設定」を選択します。「プロジェクト設定」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 「パスワード機能を使用する」ボックスをクリックして、チェックを外した後に、
「OK」ボタンを押します。

● パスワードを変更する
	 すでにパスワードが設定されている状態で、パスワードを変更したい場合の操作です。

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「プロジェク
ト設定」を選択します。「プロジェクト設定」ダイアログボックスが表示されます。
( 上図参照 )

2. 	 「変更」ボタンを押します。「パスワード設定」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

3. 	 「新しいパスワード」と「新しいパスワードの確認入力」に、変更するパスワー
ドを入力後、「OK」ボタンを押します。

Note
・. パスワードは半角 16 文字以内で、使用できる文字に制限はありません。
・. 設定したパスワードは、忘れないようにしてください。

2.5　セキュリティを設定する
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● パスワードプロテクトを ON する
	 パスワード機能が有効なプロジェクトで、パスワードプロテクトを ON にします。
	 環境設定ソフトウエア、タグ設定ソフトウエア、設定ソフトウエア、グループ設定ソ

フトウエアが起動している場合には、操作できません。

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「パスワード
プロテクト」を選択します。パスワードプロテクトが ON になります。

● パスワードプロテクトを OFF する
	 ON 状態にあるパスワードプロテクトを、OFF にする操作です。

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「パスワード
プロテクト」を選択します。「パスワード入力」ダイアログボックスが表示され
ます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 パスワードを入力後、「OK」ボタンを押します。

	 パスワードが設定されているものと異なる場合は、OFF できません。

Note
パスワード機能を有効にしても、パスワードプロテクトが OFF のままでは、パスワードによ
るセキュリティはかかりません。

2.5　セキュリティを設定する
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デスクトッププロテクトを設定する
デスクトッププロテクトは、画面上に表示される Windows のスタートメニューバーと
アイコン ( ショートカット ) を、一時的に隠す機能です。
デスクトッププロテクト ON の場合は、他のソフトウエアを起動できませんので、PC を、
不用意な操作から保護することができます。

操作手順
● デスクトッププロテクトを ON にする

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「デスクトッ
ププロテクト」を選択します。「デスクトッププロテクト」ダイアログボックス
が表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 「パスワード」と「パスワードの確認入力」に、設定するパスワードを入力後、「OK」
ボタンを押します。

Note
・. パスワードは半角 16 文字以内で、使用できる文字に制限はありません。
・. 設定したパスワードは、忘れないようにしてください。

● デスクトッププロテクトを OFF にする
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「デスクトッ

ププロテクト」を選択します。「パスワード入力」ダイアログボックスが表示さ
れます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 設定したパスワードを入力後、「OK」ボタンを押します。

2.5　セキュリティを設定する
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2.6 通信環境と接続対象を設定する

直接レコーダと通信し測定 / 演算データを収集する場合には、接続対象のレコーダとの
通信方式や、接続されているレコーダの機種や入力点数などを正しく設定する必要があ
ります。また、DAQEXPLORER、DAQ32Plus、DAQLOGGER、MXLOGGER、および Gate
のアプリケーションソフトウエアがインストールされた PC とイーサネットを介して測
定 / 演算データを収集する場合には、対象 PC の IP アドレスやモニタサーバのポート番
号などを設定する必要があります。

直接レコーダと通信する場合の環境設定
シリアル通信環境を設定する ( シリアル通信の場合だけ )
シリアル通信ポートの設定を行います。データ長は、8 ビット固定です。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「ENVI」ボタンを押します。環境設定ソフト

ウエアが起動して、「DAQLOGGER 環境」画面が表示されます。

	

選択範囲のレコーダ番号
の設定値を、選択範囲の
先頭の設定値に設定しま
す。

選択範囲内のDARWIN
機器の「拡張/スタンド
アロン」を、一括して
切り替えます。

「拡張/スタンドアロン」
を切り替えると、初期化
されます(2-20ページ参照)。

選択範囲のレコーダ
番号の設定値を初期
化します。
初期化とは、レコー
ダ番号に対するレコ
ーダの割り当てを外
し、他の設定も全て
クリアする操作です。

選択範囲内のRS-422
接続機器に、アドレス
が、若いアドレスから、
レコーダ番号順に割り
当てられます。
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2. 	 「シリアル設定」タブをクリックします。「シリアル設定」タブ画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	

選択範囲のポート番号の設定値を、
選択範囲の先頭の設定値に設定しま
す。

選択範囲のポートを、
一括してON/OFFし
ます。

3. 	 「ポート番号」セルのチェックボックスをクリックして、使用するポートを使用
状態に設定します。

	 複数のポートが選択されている場合には、下部のツールセルをクリックすると、
選択した範囲の「ポート番号」の使用 / 未使用を、一括して切り替えることがで
きます。

4. 	 選択した各ポートを設定します。「タイプ」「ボーレート」「パリティ」「ストップ
ビット」の各セルをクリックすると、選択可能な項目がリストボックスで表示さ
れますので、その中から、目的の設定を選択します。

	 ここでの各ポートの設定は、接続するレコーダの設定と同じにします。

	 レコーダの設定については、「2.2　レコーダを準備する」を参照してください。

　	 	 	 	 	

	 下部のツールセルをクリックすると、選択されている範囲の先頭の設定値を、選
択範囲の他のセルにコピーできます。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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接続対象レコーダを設定する
以下の設定操作を実施する前に、接続されているレコーダのモデル、チャネル、搭載オ
プションと通信アドレスなどの情報を調べておきます。
シリアルポートで接続する場合には、前項の操作で、あらかじめシリアル通信環境設定
作業が完了している必要があります。

操作手順
レコーダ設定画面で、接続するレコーダの通信ポートとアドレスを、レコーダ番号に割
り当てます。

1. 	 通信ポートは、「レコーダ設定」タブ画面の「ポート」セルをクリックして、リ
ストボックスから選択します。

	 例えば、レコーダ番号 1、2、3、4 にイーサネットで接続されているレコーダを、
レコーダ番号 5 に COM1 のポートで接続されているレコーダを、レコーダ番号 6、
7、8 に COM2 のポートで接続されているレコーダを割り当てる場合は、それぞ
れの「ポート」セルに、Ethernet、COM1、COM2 を入力します。

2. 	 「アドレス」セルをクリックして、「ポート」を設定したレコーダのアドレスを設
定します。RS-232 が割り当てられているポートでは、アドレスの設定はありま
せん。

	 RS-422 の場合、下部のツールセルをクリックすると、選択されている範囲のア
ドレスが若いアドレスから番号順に並べ替えられます。

	 ・	 RS-422 の場合
	 以下のダイアログボックスが表示されますので、手動で設定してください。

	 µR 記録計：1 〜 16

	 VR ビューレコーダ：1 〜 16

	 DX(DX1000、DX2000 を除く )/CX、DAQSTATION、MV モバイルコーダ：1 〜 32

	 DARWIN：1 〜 31

	 DX1000/DX2000：1 〜 99

	 MV1000/MV2000：1 〜 99

	 	 	 	 	 	

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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	 ・	 Ethernet の場合
	 以下のダイアログボックスが表示されますので、手動で設定してください。

	 	 	 	 	 	

	 IP アドレスまたはホスト名

	 レコーダに設定したアドレスを、IP アドレスまたはホスト名で入力します ( 半角
英数字 255 文字以下 )。

	 ログイン名

	 DX、MV、CX の場合に、レコーダに設定したログイン名 ( ユーザ名 ) を設定しま
す ( 半角英数字 20 文字以下 )。

	 ユーザ ID

	 レコーダに設定したユーザ ID を設定します ( 半角英数字 20 文字以下 )。

Note
ユーザ ID は、拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付き DX1000/DX2000 で、ユーザ.ID
を使用する設定のときだけ有効です。それ以外の場合は何を入力しても無効です。

	 パスワード

	 DX、MV、CX の場合に、レコーダに設定した、上記ログイン名に対するパスワー
ドを設定します ( 半角英数字 20 文字以下 )。

Note
・. 設定ソフトウエアで DX、MV、CX に設定を送信する場合、またはマネージャソフトウエア

から演算アクション ( 演算のスタート / ストップなど、2.9 節を参照 ) を行う場合には、「管
理者」権限のログイン名を指定します。

・. モニタサーバのポート番号 / システム番号は、指定する必要がありません。
・. 拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付き DX1000/DX2000 のパスワードが初期状態の

ときは、DX に接続できません。DX 本体または DX に付属の DAQSTANDARD からパスワー
ドを設定してください。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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3. 	 「番号」セルを選択し、「機種判別」ボタンを押すか、メニューバーの「通信」-「自
動機種判別」を選択します。

	 「ポート」と「アドレス」を設定したレコーダの「番号」セルを選択すると、「機
種判別」ボタンが有効になります。

	 自動機種判別を行うと、指定通信ポートに接続されている指定アドレスのレコー
ダの機種名が自動的に判別されます。

自動機種判別ボタン

	 機種判別が不能な場合には、以下のダイアログボックスが表示されますので、接
続されている機種のボタンを押してください。

	 	 	 	 	 	

	 終了時に、以下の様な通信セージが表示されます。

	 	 	 	 	 	

Note
自動機種判別ではモデルやオプションなどを正確に判別できない場合があります。その場合は、
次ページの「●手動設定操作」に従い、手動で設定してください。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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4. 	 通信メッセージを確認したあとに「OK」ボタンを押します。

	 自動判別された機種名や測定チャネルなどが、「レコーダ設定」タブ画面に表示
されます。

5. 	 自動的に判別されて表示された機種情報と、接続されているレコーダの機種情報
が一致しているかどうか確認します。

	 正しく設定されていない場合には、以下の手順で各項目を設定し直します。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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● 手動設定操作
A. 	 必要に応じて、「モデル」セルをクリックして、リストボックスからモデル名を

選択します。

	 下部のツールセルをクリックすると、選択した範囲に、選択範囲の先頭に設定さ
れているモデルをコピーできます。

B. 	 必要に応じて、「測定チャネル」セルをクリックして、リストボックスから測定チャ
ネル数を選択します。
リストボックスに表示されるチャネル数は、通信する機種によって異なります。
・VR100	 ：1、2、3、4、6
・VR200、VR200	S2	 ：1、2、3、4、6
・µR1000	 ：1、2、3、4、6
・µR1800	 ：1、2、3、4、6、12、18、24
・DX100、DX1000	 ：2、4、6、12
・DX200	 ：4、8、10、20、30
・DX200	 ：4、8
・DX200	 ：4、8、10、20、30、40、48
・MV100	 ：2、4、6、12
・MV200	 ：4、8、10、20、30
・MV1000	 ：4、6、8、12、24
・MV2000	 ：8、10、20、30、40、48
・CX1000	 ：NONE、6
・CX2000	 ：NONE、10、20
・DARWIN の機種	 ：選択不可、「DARWIN のオプション、サブユニット / モジュー

ル構成などの設定」( 後項 ) で設定します。

Note
DAQEXPLORER、DAQ32Plus、DAQLOGGER、MXLOGGER、および Gate の選択肢については、「ア
プリケーションソフトウエアがインストールされた PC と通信する場合の環境設定」(2-22 ペー
ジ ) をご覧ください。

C. 	 必要に応じて、「演算チャネル」セルをクリックして、リストボックスから演算チャ
ネル数を選択します。
リストボックスに表示されるチャネル数は、機種によって異なります。
・VR100	 ：演算オプションがないため選択不可能
・VR200、VR200	S2		 ：NONE、1、2、3、4、6
・µR1000	 ：NONE、4	( 測定チャネルが 1、2、3、4 の場合 )
	 	 ：NONE、6	( 測定チャネルが 6 の場合 )
・µR1800	 ：NONE、4	( 測定チャネルが 1、2、3、4 の場合 )
	 	 ：NONE、12	( 測定チャネルが 6、12、18、24 の場合 )
・DX100	 ：NONE、4、8	( 測定チャネルが 2、4 の場合 )
	 	 ：NONE、12	( 測定チャネルが 6、12 の場合 )
・DX200	 ：NONE、8	( 測定チャネルが 4、8 の場合 )
	 	 ：NONE、30	( 測定チャネルが 10、20、30 の場合 )
・DX200C	 ：NONE、8
・DX1000	 ：NONE、12( 測定チャネルが 2、4 の場合 )、24( 測定チャネルが 6、

12 の場合 )
・DX2000	 ：NONE、12( 測定チャネルが 4、8 の場合 )、60( 測定チャネルが

10、20、30、40、48 の場合 )
・MV100	 ：NONE、4、8	( 測定チャネルが 2、4 の場合 )
	 	 ：NONE、12	( 測定チャネルが 6、12 の場合 )
・MV200	 ：NONE、8	( 測定チャネルが 4、8 の場合 )
	 	 ：NONE、30	( 測定チャネルが 10、20、30 の場合 )
・MV1000	 ：	NONE、12	( 測定チャネルが 4、8 の場合 )、24( 測定チャネルが 6、

12、24 の場合 )
・MV2000	 ：	NONE、12	( 測定チャネルが 8 の場合 )、60( 測定チャネルが 10、

20、30、40、48 の場合 )

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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・CX1000	 ：NONE、12
・CX2000	 ：NONE、30
・DARWIN の機種	 ：NONE、30	(「スタンドアロン」の場合 )
	 	 ：NONE、60	(「拡張」の場合 )
・モニタサーバの機種	 ：演算チャネルがないため、選択不可能

D. 	 必要に応じて、「制御チャネル」セルをクリックして、以下のダイアログボック
スを設定します。「制御チャネル」セルは、モデルが CX のときだけ有効です。

	 	 	 	 	 	

E. 	 必要に応じて、「拡張チャネル」を設定します。「拡張チャネル」セルは、モデル
が DX2000 と MV2000 の /MC オプション付きのときだけ有効です。

● DARWIN のオプション、サブユニット / モジュール構成などの設定
	 DA100、DR130、DR200、DC100 の場合、拡張タイプ / スタンドアロンタイプ、オプ

ションの有無、サブユニット / モジュール構成を設定します。

A. 	「レコーダ設定」タブ画面で「システム」欄の「スタンドアロン」または「拡張」
セルをクリックすると、「システムオプション」ダイアログボックスが表示され
ます。表示される項目を、下記の操作で設定します。

	 「スタンドアロン」または「拡張」：ラジオボタンで選択 (DR130 の場合は「スタ
ンドアロン」のみ )

	 スタイル番号：セルをクリックしてリストボックスから選択

	 メモリ容量 (DC100 の場合のみ )：セルをクリックしてリストボックスから選択

	 オプション：チェックボックスをクリックしてチェックマークを設定

	 	 	 	 	 	

Note
DARWIN シリーズのシステム変更をした場合、システム構成に影響がないときは、システム構
成の初期化を行いません ( 次ページ参照 )。「初期化」ボタンは、初期化しなければならないと
きにだけ表示されます。初期化の必要がない場合は「OK」ボタンが表示されます。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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 「レコーダ設定」のタブ画面で、「スタンドアロン / 拡張」を切り替える (2-13
ページ参照 )

	 「レコーダ設定」のタブ画面で、下部の	ツールセルをクリックすると、選択され
ている DA100、DR200、DC100 の「スタンドアロン」「拡張」を交互に切り替え
ることができます。「スタンドアロン」「拡張」を切り替えると、下記の操作手順
B の「初期化」が実行されます。

 「レコーダ設定」のタブ画面で、演算チャネル数を設定する
	 演算チャネル数は、「演算チャネル」セルをクリックしてリストボックスから選

択することもできます。演算チャネル数に「None」以外を設定すると、「システ
ムオプション」ダイアログボックスの「演算オプション」に、チェックマークが
付きます。

B. 	 「初期化」ボタンを押すと、設定した内容を有効にして、そのレコーダの設定が
下記のように初期化されます。

機種 スタンドアロン
/ 拡張

測定
チャネル

演算
チャネル *

サブユニット数 モジュール構成

DA100 スタンドアロン
拡張

0
0

30
60

0
0

モジュールなし
モジュールなし

DR130 スタンドアロン 10 30 0 DU100-1 ＊ 1 台
DR200 スタンドアロン

拡張
10
0

30
60

0
0

DU100-1 ＊ 1 台
モジュールなし

DC100 スタンドアロン
拡張

0
0

30
60

0
0

モジュールなし
モジュールなし

*　演算オプション付きの場合です。演算オプションなしの場合は、「NONE」と表示されます。

	 「閉じる」ボタンを押すと、設定した内容をキャンセルしてダイアログボックス
を閉じます。

C. 	 「システム」欄の右側のセル ( サブユニット数が表示されています ) をクリックす
ると、「システムモジュール」ダイアログボックスが表示されます。表示される
項目を、下記の操作で設定します。

	 「システムモジュール」ダイアログボックスでサブユニットやモジュールの設定
をすると、「測定チャネル」セルに測定チャネル数が、システム欄にサブユニッ
ト数が表示されます。

	 	 	 	 	 	

Unit0

Unit1

Unit2

Unit3

Unit4

Unit5

	 サブユニットを割り付けたときの状態です。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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	 	 モジュールの設定
	 モジュールを取り付ける位置をクリックするとモジュール選択のダイアログボッ

クスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 「削除」のチェックボックスをクリックしてチェックマークをはずすと、取り付け
可能なモジュールが選択可能になります。ラジオボタンでモジュールを選択します。

	 押し締め入力端子の場合は、「クランプ」のチェックボックスをクリックして
チェックマークを設定します。

	 モジュールを削除する場合は、「削除」のチェックボックスをクリックしてチェッ
クマークを設定します。

	 「OK」ボタンを押すと、設定した内容が有効になり、モジュール選択のダイアロ
グボックスが閉じられます。

	 「復帰」ボタンを押すと、モジュール選択のダイアログボックスを開いたときの
設定に戻ります。

	 「キャンセル」ボタンを押すと、設定した内容が破棄され、モジュール選択のダ
イアログボックスが閉じられます。

	 	 サブユニットの設定
	 サブユニットの位置をクリックするとサブユニット選択のダイアログボックスが

表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 「削除」のチェックボックスをクリックしてチェックマークをはずすと、サブユ
ニットが選択可能になります。ラジオボタンでサブユニットを選択します。

	 サブユニットを削除する場合は、「削除」のチェックボックスをクリックして
チェックマークを設定します。

	 「OK」ボタンを押すと、設定した内容が有効になり、サブユニット選択のダイア
ログボックスが閉じられます。

	 「復帰」ボタンを押すと、サブユニット選択のダイアログボックスを開いたとき
の設定に戻ります。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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	 「キャンセル」ボタンを押すと、設定した内容が破棄され、サブユニット選択の
ダイアログボックスが閉じられます。

	 サブユニットのモジュールの設定方法は、前出の「モジュールの設定」と同じです。

	 「レコーダ設定」のタブ画面で、下部の	ツールセルをクリックすると、選択され
ている範囲の先頭のサブユニットのモジュール構成を、選択範囲の「拡張」タイ
プの DA100、DR200、DC100 にコピーすることができます。

アプリケーションソフトウエアがインストールされた PC と通信する場合の環境設定
以下の設定操作を実施する前に、接続対象の PC の IP アドレス、モニタサーバのポート
番号などの情報を調べておきます。

操作手順
1. 	 通信ポートは、「レコーダ設定」タブ画面の「ポート」セルをクリックして、

「Ethernet」を選択します。

2. 	 「アドレス」セルをクリックして、接続対象 PC の IP アドレス / ホスト名を設定
します。

	 	 	 	 	 	
接続先に複数のモニタサーバが
起動していて、ポート番号また
はシステム番号を指定するとき
だけチェック

システム番号を指定(右の入力ボックスで指定)してデータを収集する
ときは「システム番号」を選択
(Gateが接続対象の場合、「システム番号なし」を選択すると、
全システムからデータを収集することが可能)

	 IP アドレスまたはホスト名

	 接続対象の PC の IP アドレスまたはホスト名で入力します ( 半角英数字 255 文字以下 )。

	 モニタサーバ

	 接続対象の PC の対象に複数のアプリケーションソフトウエアをインストールさ
れ、複数のモニタサーバが起動されているときだけ、モニタサーバのポート番号
とシステム番号を指定します。指定しないで機種判別操作を行うと、若い番号の
モニタサーバのうち、若いシステム番号のシステムが検索されます。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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Note
・. DAQEXPLORER や Gate が接続対象の場合、1 つのモニタサーバに複数のシステム番号が存

在します。
・. Gate が接続対象の場合は、全システムからデータを収集するときは、システム番号指定欄

で「システム番号なし」を選択することができます。

3. 	 「番号」セルを選択し、「機種判別」ボタンを押すか、メニューバーの「通信」-「自
動機種判別」を選択します。

	 「ポート」と「アドレス」を設定した「番号」セルを選択すると、「機種判別」ボ
タンが有効になります。

	 自動機種判別を行うと、アプリケーションソフトウエア (「モデル」セルに表示 )
や対象レコーダの測定チャネル数などが自動的に判別されます。このとき、アプ
リケーションソフトウエアでモニタサーバが起動しスキャン ( データ収集 ) が開
始されている必要があります。

自動機種判別ボタン

Note
接続先のアプリケーションソフトウエアによって、以下の点に注意してください。
・. DAQLOGGER がインストールされた PC と通信する場合
. データ収集する前にあらかじめ接続先の DAQLOGGER のスキャンを開始しておいてください。
. データ収集中に接続先のスキャンを停止すると、DAQLOGGER の「R5.01 以降」では、通信

接続が切断されます。「R3.0x」または「R4.0x」の場合は、スキャンを停止したり演算を停
止した以降のデータは更新されず常に同じ値になります。スキャンを再開すると通信接続が
切断されます ( ロガー条件設定で自動接続を ON にしている場合、自動的に再接続されます )。

・. DAQ32Plus がインストールされた PC と通信する場合
. データ収集する前にあらかじめ接続先のDAQ32Plusのモニタを開始しておいてください。リリー

スナンバーが R10.03 以降の DAQ32Plus では、モニタを開始していないと接続できません。ま
た、データ収集中に接続先のモニタを停止すると、通信接続が切断されます。DAQ32Plus.R9.0x.
R10.01.R10.02の場合は、スキャンを停止した以降のデータは更新されず、常に同じ値になります。

・. DAQEXPLORER がインストールされた PC と通信する場合
. データ収集する前にあらかじめ接続先の DAQEXPLORER のデスクトップ上に、モニタリン

グ ON にして DAQSTATION またはモバイルコーダをマウントしておいください。
. データ収集中にマウントされている DAQSTATION またはモバイルコーダのモニタリング設

定を OFF にしたりアンマウントすると、通信接続が切断されます。
・. MXLOGGER がインストールされた PC と通信する場合
. DAQLOGGER でデータ収集する前に、あらかじめ接続先の MXLOGGER のスキャン ( データ

収集 ) を開始しておいてください。
・. 各 Gate がインストールされた PC と通信する場合
. GateMX100 と GateMX/MW 以外の場合は、データ収集する前にあらかじめ接続先の

Gate のプロセスを実行するか、サービスを実行しておいてください。データ収集中に接
続先 Gate のプロセスやサービスを停止すると、通信接続が切断されます。GateMX100、
GateMX/MW の場合は、データ収集する前にあらかじめ GateMX100、GateMX/MW でのデー
タ収集を開始しておいてください。データ収集中に GateMX100、GateMX/MW でのデータ
収集を停止すると、通信接続が切断されます。

・. Gate シリーズに接続する場合、自動機種判別では、それぞれの Gate シリーズでシステム
の番号が 01 に設定された機種が表示されます。システムの番号が 02 以降の機種を表示
するには、システム欄で番号を指定してください。また、システム番号を設定するとき、
Gate シリーズの設定画面の番号は、0 から始まる番号にして 0、1、2、... とした番号で設
定してください。

. たとえば、GateWT の番号 1、2、3、…は、DAQLOGGER の設定で、システム番号 0、1、2、
…としてください。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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● 手動設定操作
	 「モデル」、「測定チャネル」、「演算チャネル」、「制御チャネル」、「システム」の各項目は、

手動で設定することも可能ですが、通常は、自動機種判別で取得してください。

環境設定を保存する
現在の設定を保存します。

操作手順
1. 	 ツールバーの「設定保存」ボタンを押すか、「DAQLOGGER 環境」画面のメニュー

バーで、「ファイル」-「設定保存」を選択します。

	 設定した環境情報が保存されます。

最後に保存した環境設定に復帰する
最後に保存した設定内容を、再読み込みします。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 環境」画面のメニューバーで、「ファイル」-「復帰」を選択します。

	 最後に保存した環境情報が、読み込まれます。

シリアルポートを初期化する
パソコンを起動直後などに、シリアル通信バッファに不要なデータが存在し、通信を開
始したときにエラーが発生することがあります。この機能は、シリアル通信バッファを
初期化する機能です。

操作手順
1. 	 「シリアル設定」タブをクリックします。「シリアル設定」タブ画面が表示されます。

2. 	 初期化するポートを選択します。

3. 	 「DAQLOGGER 環境」画面のメニューバーで、「通信」-「シリアルポート初期化」
をクリックします。通信バッファの初期化が実行されます。

環境設定を印刷する
「DAQLOGGER 環境」画面の「ファイル」メニュー下の「印刷」「印刷プレビュー」「プ
リンタの設定」の操作は、Windows の印刷コマンドに準じます。
レコーダ設定とシリアル設定の内容が印刷されます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 環境」画面のメニューバーで、「ファイル」-「印刷」を選択します。

	 「印刷」ダイアログボックスが表示されます。

2. 	 ダイアログボックスで、印刷設定を行い、「OK」ボタンを押します。

環境設定を終了する
未保存の環境情報がある場合には、保存確認メッセージが表示されますので、メッセー
ジに従って、保存操作を行ってください。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 環境」画面のメニューバーで、「ファイル」-「アプリケーション

の終了」を選択するか、または画面のタイトルバー最右端の閉じる」ボタンを押
します。

	 環境設定ソフトウエアが終了します。

2.6　通信環境と接続対象を設定する
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2.7 タグを設定する

環境設定ソフトウエアで設定されている各レコーダのチャネルを、DAQLOGGER が使用
するタグに割り当て、タグ名を付けます。また、モニタソフトウエアとビューアソフト
ウエアでは、ここで設定するタグ情報を用いて収集データを扱います。

基本操作
● タグを選択する
・	 各番号セル ( タグ番号 ) を、クリックします。
・	 タグを連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」キー

を押しながらクリックします。

● タグの使用 / 未使用を切り替える
・	 チェックボックスを、クリックすると、使用 / 未使用が切り替わります。
・	 連続選択している場合は、下部のツールセルをクリックすると、選択範囲のタグを一

括して切り替えることができます。

● セルの設定を行う
	 セルをクリックすると、リストボックスまたは選択肢のウインドウが表示されますの

で、その中から、目的の設定を選択します。

● ヘッダ項目でソートする
	 一覧表のヘッダ項目 (「タグ番号」「使用」「タグ名」「レコーダ番号」「チャネル番号」)

をクリックすると、クリックした項目で、一覧表の内容をソートできます。

タグ情報を設定する
タグ情報は、自動割付で設定し、その後、必要に応じて編集します。
自動割付は、環境設定で設定したレコーダのすべてのチャネルを、DAQLOGGER のタグ
番号に割り当てる機能です。最大タグ数は、1600 です。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「TAG」ボタンを押します。タグ設定ソフト

ウエアが起動して、「DAQLOGGER タグ設定」画面が表示されます。

選択範囲の先頭の「レコーダ番号/チャネル番号」を始
点として、環境設定で割り当てられているレコーダ順
に、選択範囲のタグに、レコーダ番号とチャネル番号
を割り当てます。
例： レコーダ チャネル
選択範囲の先頭タグ Rec05 07
2番目のタグ Rec05 08
3番目のタグ Rec06 01
4番目のタグ Rec06 02

全タグを一括して
選択/非選択します。

検索条件設定ボタン

項目名をクリックする
と、その項目の昇順で
並べ替えられます。

選択範囲のタグの使用/未使用を、
一括して切り替えます。

選択範囲の先頭のタグ名に通し番号を付けて、
選択範囲のタグ名として設定します。
例： 実行前 実行後
選択範囲の先頭タグ名 TAG-A TAG-A-0001
2番目のタグ名 - TAG-A-0002
3番目のタグ名 - TAG-A-0003
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2. 	 「自動割付」ボタンを押すか、メニューバーの「編集」-「自動割付」を選択します。

	 環境設定ソフトウエアで設定した機器環境に従って、レコーダ番号とチャネル番
号が自動的に割り当てられます。レコーダ番号 01 の測定チャネル、レコーダ番
号 01 の演算チャネル、レコーダ番号 01 の内部ループチャネル (CX だけ )、レコー
ダ番号 01 の外部ループチャネル (CX だけ )、レコーダ番号 02 の測定チャネル．．．
の順に、タグ番号 1 から割り当てられます。

		 	 	 	 	 	

自動割り付けボタン

3. 	 「使用」セルのチェックボックスをクリックして、タグの使用 / 未使用を切り替
えます。

	 下部のツールセルをクリックすると、選択した範囲のタグの使用 / 未使用を、一
括して切り替えることができます。

自動割付されたタグ情報を編集する場合には、以下の操作で各項目を設定します。

● 手動設定操作

A. 	 必要に応じて、「タグ名」セルをクリックし、タグ名を変更します。

	 タグ名には、漢字、ひらがな、カタカナを含めて16文字まで入力できます。ただし、
全角文字は 2 文字と数えます。

	 下部のツールセルをクリックすると、選択した範囲のタグのうちの一番上のタグ
名を基準として、「タグ名 -nnnn」(nnnn：数値で 1 ずつ増加 ) という形式で、タ
グ名をリネームします。

B. 	 必要に応じて、「レコーダ番号」セルをクリックして、リストボックスからタグ
に割り付けるレコーダを選択します。

	 リストボックスに表示されるレコーダ番号は、以下のとおりですが、環境設定ソ
フトウエアで接続していないレコーダ番号は、表示されませんので、選択できま
せん。

	 R01：モデル名	〜	R32：モデル名	、NONE

C. 	 必要に応じて「チャネル番号」セルをクリックし、選択ダイアログボックスで、
タグに割り当てるチャネルを選択します。

2.7　タグを設定する
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	 選択ダイアログボックスには、環境設定ソフトウエアで設定した測定チャネルや
演算チャネル、内蔵ループ、外部ループ、拡張チャネルの番号が表示されます。

	 下部のツールセルをクリックすると、選択した範囲のタグのうちの一番上のタグ
に割り当てられたチャネルを基準として、それ以下のタグに 1 を加えてチャネル
番号を設定します。

	 チャネルがレコーダの最後のチャネルに達した場合は、次のレコーダ番号に移り
ます。

	 レコーダ番号が最後まで達した場合は、番号の若いレコーダに戻ります。

Note
ひとつのチャネルを、複数のタグに割り当てることができます。

レコーダからタグ情報を読み込む
接続されているレコーダから、タグ文字列を読み込み、タグ名に入力することができま
す。

操作手順
1. 	 タグ情報を読み込むタグを選択します。

2. 	 「DAQLOGGER タグ設定」画面のメニューバーで、「通信」-「タグ取得」を選択
します。

	 タグ受信中のウインドウが表示され、タグ取得が実行されます。選択範囲のタグ
名が、接続されているレコーダの、指定されているチャネルのタグ文字列に置き
換わります。実行後、「通信メッセージ」ダイアログボックスが表示されます。
内容を確認して、「OK」ボタンを押すと、「通信メッセージ」ダイアログボック
スが閉じられます。

	 エラーメッセージが表示される場合は、「第 9 章　エラーメッセージと対処方法」
を参照してください。

Note
・. DA にはタグ設定がないため、タグは受信できません。
・. タグが 16 文字を超える場合は、16 文字まで読み込みます。このとき、16 文字を超える文

字を削除するメッセージが表示されます。

テキストファイルのタグ文字列をインポートする
テキストデータをタグ名として取り込むことができます。テキストデータに制御文字(改
行文字と区切り符号文字以外の文字 ) が存在する場合、それらの文字はスペースに置き
換えられます。

制御文字：		書式に影響し、データ伝送を制御する、またはその他の制御機能を実
行することを目的とする文字。(0x00 〜 0x1F と 0x0a)

改行文字：	LF(0x0a)、CR(0x0d)、CR+LF(0x0d+0x0a)
区切り符号文字：	 	文字列の始め、または終わりを示すために使われる一つ以上の文字。

タブ (0x09)、改行文字
インポートするテキストデータのファイル構成は次のとおりです。
・	 タグ情報 (1 行目がタグ番号 TAG0001) とし、空白は有効です。ただし、文字列の最

後尾の空白は無効です。
・	 改行するまでを 1 行のタグ情報とします。
・	 16 文字以上は削除します。
・	 文字列にタブコードが含まれる場合、タブコード以降の文字を無視します。

2.7　タグを設定する
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・	 読み込んだ行が「改行だけ」、または「タブコードと改行だけ」の場合、その行のタ
グ名を削除します。

・	 最大 1600 行のデータをインポートします。(1601 行目以降は無効です。)

例：[TAB] はタブコード、[CR/LF] は改行コード、[SP] はスペースコードとします。

テキスト インポートしたときのタグ名
123456789[CR/LF] 123456789
123456789[TAB]ABCDEFG[CR/LF] 123456789
[TAB][CR/LF] 対応する行のタグ名を削除します。
[CR/LF] 対応する行のタグ名を削除します。
123456789[SP][SP][SP][CR/LF] 123456789

文字列最後尾のスペースは無効です。

操作手順
1. 	 「ファイル」-「インポート」を選択します。「インポート」画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 ファイルを選択して「開く」をクリックします。タグ名の表示が変わります。

タグ文字列をテキストファイルにエクスポートする
現在表示しているタグ名をテキストファイルに保存します。
1 行目をタグ番号 1(TAG0001) として、タグ文字列だけを出力します ( 使用する / しない、
レコーダ番号、およびチャネル番号のデータは出力しません )。タグ文字列が設定され
ていない場合は、改行だけを書き出します。設定されているタグ行 ( 空行ではない行 )
までをファイルに出力します。

操作手順
1. 	 「ファイル」-「エクスポート」を選択します。「エクスポート」画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 ファイルの保存場所を指定し、ファイル名を入力するか、または既存のファイル
名を選択して「保存」をクリックします。新規に保存、または既存のファイルに
上書き保存されます。保存するファイルが書き込み禁止の場合、エラーメッセー
ジが表示されます。

2.7　タグを設定する
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タグを検索する
すべてのタグの中から、タグ名、タグ番号、またはレコーダ番号を指定してタグを検索
できます。タグが選択されているときは、選択されているタグから検索を開始します。

操作手順
1. 	 ツールバーの「検索条件設定」ボタンを押すか、「DAQLOGGER タグ設定」画面

のメニューバーで、「編集」-「検索設定」選択します。「移動 / 検索」ダイアログ
ボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 「タグ名」「タグ番号」または「レコーダ番号」のボタンをクリックして、項目
を選択します。

3. 	 選択した項目のセルをクリックして検索する内容を入力します。

	 検索動作は以下のとおりです。

	 タグ名：入力された文字列がタグ名に含まれるタグを検索します ( 大文字、小文
字は識別されます )。

	 タグ番号：入力されたタグ番号のタグを検索します。

	 レコーダ番号：表示されるリストボックスから、レコーダ番号を選択します。選
択されたレコーダ番号のレコーダに割り当てられているタグを検索します。

4. 	 「次候補」または「前候補」ボタンをクリックすると、検索条件に適合したタグ
が選択されて表示されます。さらに「次候補」または「前候補」ボタンを押すと、
検索条件に適合した次のタグが選択されて表示されます。

	 該当するタグがない場合、何も実行されません。

	 「移動 / 検索」ダイアログボックスを表示したまま、タグの設定変更ができます。

5. 	 「移動 / 検索」ダイアログボックスの「閉じる」ボタンを押すと、「移動 / 検索」
ダイアログボックスが閉じます。「編集」メニューの「次候補」または「前候補」
の項目、ツールバーの「次候補」または「前候補」のアイコンで検索を実行できます。

2.7　タグを設定する
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指定したタグ数分だけ表示を移動する
指定したタグ数だけ表示を移動できます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「検索設定」ボタンを押すか、「DAQLOGGER タグ設定」画面のメ

ニューバーで、「編集」-「検索設定を選択します。「移動 / 検索」ダイアログボッ
クスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 移動幅のセルをクリックして、1 回の操作で移動するタグ数を入力します。

3. 	 「下方」または「上方」ボタンを押すと、指定したタグ数だけタグが移動して表
示されます。

4. 	 「移動 / 検索」ダイアログボックスの「閉じる」ボタンを押すと、「移動 / 検索」
ダイアログボックスが閉じます。「編集」メニューの「下へ移動」または「上へ移動」
の項目、ツールバーの「下へ移動」または「上へ移動」のアイコンで、表示の移
動を実行できます。

タグ情報を印刷する
「DAQLOGGER タグ設定」画面の「ファイル」メニュー下の「印刷」「印刷プレビュー」「プ
リンタの設定」の操作は、Windows の印刷コマンドに準じます。
選択されているタグのみが印刷、印刷プレビューの対象になります。ただし、何も選択
されていない場合は、すべてのタグが対象になります。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER タグ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「印刷」を選択します。

	 「印刷」ダイアログボックスが表示されます。

2. 	 ダイアログボックスで、印刷設定を行い、「OK」ボタンを押します。

タグ情報を保存する
現在の設定を保存します。スキャン中またはレコード中は、タグ情報を保存できません。

操作手順
1. 	 ツールバーの「保存」ボタンを押すか、「DAQLOGGER タグ」画面のメニューバー

で、「ファイル」-「設定保存」を選択します。

	 設定したタグ設定情報が保存されます。

2.7　タグを設定する
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タグ情報の設定を終了する
未保存のタグ情報がある場合には、保存確認メッセージが表示されますので、メッセー
ジに従って、保存操作を行ってください。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER タグ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「アプリケーション

の終了」を選択するか、または画面のタイトルバー最端の「閉じる」ボタンを押
します。

	 タグ設定ソフトウエアが終了します。

2.7　タグを設定する
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2.8 グループを設定する

タグ設定ソフトウエアで設定されているタグを、グループに割り当てます。1 グループ
あたり最大 32 個のタグを割り当てることができ、最大 50 グループまで設定できます。
また、グループに名前をつけることができます。
モニタソフトウエアとビューアソフトウエアでは、ここで設定するグループごとに収集
データを表示します。

基本操作
● 波形番号 (W ＊＊ ) を選択する
・	 各番号セルを、クリックします。
・	 波形番号を連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」

キーを押しながらクリックします。
・	 波形番号のコラムの最上部の「No.」セルをクリックすると、全波形番号が選択また

は非選択の状態になります。

● タグの表示 / 非表示を切り替える
・	 波形番号のセルのチェックボックスをクリックすると、表示 / 非表示が切り替わりま

す。
・	 連続選択した状態で下部のツールセルをクリックすると、選択範囲の表示 / 非表示を

一括して切り替えることができます。

● セルの設定を行う
・	 セルをクリックすると、タグ選択のダイアログボックスが表示されますので、その中

から、目的のタグを選択します。

グループにタグを割り当てる
グループにタグを割り当てる方法には、自動設定と手動設定の 2 とおりがあります。
自動設定では、1 グループあたりの設定タグ数を指定して、タグをグループに自動的に
割り当てることができます。タグ設定ソフトウエアで設定されたタグが、先頭のタグか
ら順にグループに割り当てられます。ただし、割り当てられるタグは、タグ設定ソフト
ウエアでレコーダとチャネルが割り当てられていて、「使用 ON」に設定されているタグ
( 白色で表示 ) です。「使用 OFF」またはレコーダとチャネルが割り当てられていないタ
グ ( 灰色で表示 ) は、グループに割り当てられません。

操作手順
自動設定する場合は、次のように操作します。

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「GROUP」ボタンを押します。

	 グループ設定ソフトウエアが起動され、「DAQLOGGER グループ設定」画面が表
示されます。

2. 	 グループ名一覧の表示部で、「No.」欄のセルをクリックする、タグ割り当て表示
部のグループタブをクリックして、グループを選択します。
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選択範囲を一括して
ON/OFFします。

このボタンをクリックすると，グループ
一覧表示部を表示/非表示できます。

選択範囲の先頭のタグを始点として，タグ設定ソフトウエアで
設定されている順番に，選択範囲にタグを割り当てます。

割り当てられたタグ情報 グループ選択タブ グループ一覧表示
(グループ番号とグループ名)

波形番号
自動設定ボタン

3. 	 ツールバーの「自動設定」ボタンを押すか、「DAQLOGGER グループ設定」画面
のメニューバーで、「編集」-「自動定」を選択します。「自動設定」ダイアログボッ
クスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 1 グループあたりのタグ数をキーボード入力して、「OK」ボタンを押すと、

	 タグが自動的にグループに割り当てられます。設定した 1 グループあたりのタグ
数は、ダイアログボックスを閉じた後も保存されます。

	 	 	 	 	 	

2.8　グループを設定する
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自動設定での割り当ての一部を変更するか、手動でタグをグループに割り当てる場合は、
次のように操作します。

4. 	 グループタグをクリックしてグループを選択します。

5. 	 タグを割り当てる波形番号の、「タグ番号」「タグ名」または「モデル：チャネル」
のセルをクリックし、選択ダイアログボックスで、割り当てる「タグ番号」「タグ名」
または「モデル：チャネル」を選択します。タグを割り当てない場合は、「None」
を選択します。

	 「タグ番号」「タグ名」または「モデル：チャネル」の内、ひとつを変更すると、
他もタグ定ソフトウエで設定されているとおり変更されます。

	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	

	 「No.」コラムの波形番号を連続選択して、下部のツールセルをクリックすると、
選択範囲の先頭のタグを基準として、タグ設定ソフトウエアで設定されている順
番に、選択範囲にタグが割り当てられます。

タグの表示 / 非表示を切り替える
操作手順

1. 	 「No.」コラムのセルのチェックボックスをクリックすると、タグの表示 / 非表
示が切り替わります。

	 連続選択している場合は、下部のツールセルをクリックすると、選択範囲の波形
番号の表示 / 非表示を一括して切り替えることができます。

グループ名を変更する
操作手順

1. 	 グループ名一覧の表示部で、「グループ名」のセルをクリックするか、タグ割り
当て表示部のグループ名表示部をクリックし、グループ名をキーボード入力しま
す。一方で変更すると、他方も同様に変更されます。

グループ設定を保存する
スキャンまたはレコードを実行中は、グループの設定は保存できません。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER グループ設定」画面のメニューバーで、「ファイル」-「設定保存」

を選択します。設定が保存されます。

Note	
グループ設定の設定内容は、モニタソフトウエアの表示詳細設定でも設定 / 変更できる内容で
す。ここでタグ割り当て、タグの表示 / 非表示、グループ名を変更して保存すると、その内容
がモニタソフトウエアにも反映されます。ただし、モニタソフトウエアの表示詳細設定で設定
されている上記以外の内容 ( たとえば「スケール」「メータ種類」など ) はそのままです ( タグ
割り当てを変更しても、タグの他の設定内容は変わりません )。

2.8　グループを設定する
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グループ設定の内容を印刷する
操作手順

● プリンタの設定をする
1. 	 「DAQLOGGER グループ設定」画面のメニューバーで、「ファイル」-「プリンタ

の設定」を選択します。

2. 	 「プリンタの設定」ダイアログボックスが表示されるので、「プリンタ」「用紙」「印
刷の向き」を使用するプリンタに合わせて設定します。

	 	 	 	 	 	

● グループ設定の内容を印刷プレビュー表示する
3. 	 「DAQLOGGER グループ設定」画面のメニューバーで、「ファイル」-「印刷プレ

ビュー」を選択するか、または画面のツールバーで、「印刷プレビュー」アイコ
ンをクリックします。

4. 	 印刷するグループを選択するダイアログボックスが表示されるので、印刷するグ
ループを選択します。

	 	 	 	 	 	

有効なグループ(少なくとも1個以上のタグが割り当て
られているグループ)だけを選択します。

すべてのグループを選択します。

2.8　グループを設定する
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5. 	 「OK」ボタンを押すと、印刷プレビュー画面が表示され、選択したグループの印
刷イメージが表示されます。

	 	 	 	 	 	

6. 	 印刷プレビュー画面の「閉じる」ボタンを押すと、印刷プレビュー表示を閉じます。

● グループ設定の内容を印刷する
7. 	 「DAQLOGGER グループ設定」画面のメニューバーで、「ファイル」-「印刷」を

選択するか、または画面のツールバーで、「印刷」アイコンをクリックします。

8. 	 印刷するグループを選択するダイアログボックス ( 前項「グループ設定の内容を
印刷プレビュー表示する」を参照 ) が表示されるので、印刷するグループを選択
します。

9. 	 「OK」ボタンを押すと、選択したループの印刷処理を行い、「印刷」ダイアログボッ
クスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

10. 	「OK」ボタンを押すと、印刷を開始します。

2.8　グループを設定する

2-37IM WX101-01

DAQ
LO
GGER

の
使
用
環
境
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索



グループ設定を終了する
未保存のグループ設定がある場合には、保存確認メッセージが表示されますので、メッ
セージに従って、保存操作を行ってください。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER グループ設定」画面のメニューバーで、「ファイル」-「アプリケー

ションの終了」を選択するか、または画面のタイトルバー最右端の「閉じる」ボ
タンを押します。「DAQLOGGER グループ設定」画面が閉じられ、グループ設定
ソフトウエアが終了します。

2.8　グループを設定する
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2.9 ロガーを設定する

スキャンとレコードを実行前に、ロガーソフトウエアでロガーを設定してください。

ロガーを設定する
ロガー設定の手順は、以下のとおりです。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ロガー」-「設定」を選択

します。
	 「ロガー設定」画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 「スキャンインターバル」フィールドに、スキャン周期を秒単位でキーボード入
力します。

Note
接続されているレコーダの台数などによっては、設定したスキャン周期ではデータを取りこぼ
す場合があります。このような場合には、スキャンインターバルの値を適度に大きく設定して
ください。

3. 	 「レコーディングレート」フィールドに、何回スキャンしたら、データ保存を実
施するかをキーボード入力します。	
たとえば、スキャンインターバルが 2 秒で、レコーディングレートが 5 の場合は、
2 × 5=10 秒間隔で、測定 / 演算データがファイルに保存されます。このデータ
保存周期は、「レコーディングレート」フィールドの右に表示されます。

4. 	 必要に応じて、正時モードでスキャンするかどうかを設定します。

	 スキャンインターバルが 1 分未満 (1 〜 59) の場合は、毎分 00 秒にスキャンを行
うように、1分以上(60〜3600)の場合は、毎時00分00秒にスキャンを行うように、
スキャン開始時刻を調節します。

	 この正時モードは、スキャンインターバルが 1 分未満の場合は 60 の約数のとき、
1 分以上の場合は 3600 の約数のときに、有効となります。
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5. 	 必要に応じて、正時モードでレコードする / しないを設定します。

	 レコードの正時モードは、スキャンの正時モードが設定されているときに有効と
なります。

	 レコードインターバル ( スキャンインターバルｘレコーディングレート ) が１分
未満 (1 〜 59) で 60 の約数のときは、毎分 00 秒にレコードを行うように、レコー
ドインターバルが 1 時間未満 (60 〜 3599) で 3600 の約数のときは、毎時 00 分
00 秒にレコードを行うように、レコードインターバルが 24 時間以下 (3600 〜
86400) で 86400 の約数のときは、毎日 00 時 00 分 00 秒にレコードを行うように、
レコード開始時刻を調節します。

6. 	 「開始条件」フィールドは、レコーディング開始の条件を設定するもので、「即時」
「時刻」のいずれかを選択します。

	 即時開始の場合は、「RECORD」ボタンを押した時点からレコードを開始します。
時刻指定の場合は、指定した時刻から自動的にレコードを開始します。

7. 	 「終了条件」フィールドは、レコーディングの終了条件を、「連続」「時刻」「デー
タ数」の中から選択します。

	 連続の場合は、「STOP」ボタンを押すとレコードを終了します。時刻の場合は、
指定した時刻に自動的にレコードを停止します。データ数の場合は、指定した数
のデータをレコードした時点で停止します。たとえば、レコードインターバルが
2秒で、データ数を100と設定すると、2x100＝ 200秒後にレコードを停止します。

8. 	 「フォルダ選択」ボタンを押します。ここでは、レコーディング結果 ( データファ
イル ) を保存するフォルダを指定します。

	 「フォルダの参照」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

9. 	 データファイルの保存場所を指定して、「OK」ボタンを押します。

Note
レポートファイルも、ここで指定したフォルダに保存されます。

10. 	必要に応じて、「ファイル名指定」フィールドでデータファイルのファイル名を
指定します。指定した文字列がファイル名の先頭に付加されます。

	 例えば「ABCD」と指定すると、ABCD-0000.mld、ABCD-0001.mld、…のように
なります。指定しなければ、0000.mld、0001.mld、…のようになります。拡張子
の「.mld」は固定です。

2.9　ロガーを設定する
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11. 	必要に応じて、「日付を付ける」フィールドで日付の設定をします。

	 日付を付ける指定をすると、ファイル名の先頭に 8 桁の数字が付加されます。	
例えば、1999 年 1 月 25 日にレコードしたファイルの場合には、19990125-0000.
mld、19990125-0001.mld、…のようになります。

	 ただし、手順 12 の「ファイル分割」で「時毎」を選択した場合は、ファイル名
の先頭に 10 桁の数字が付加されます。

	 例えば、1999 年 1 月 25 日 15 時にレコードしたファイルの場合には
「1999012515-0000.mld」となります。

	 なお、ファイル名を指定した場合は、ABCD-19990125-0000.mld のように、指定
したファイル名の後に日付が付加されます。

12. 	「ファイル分割」フィールドでは、データ保存の際のファイル分割の仕方を設定
します。リストボックスには、「Off」「データ数」「月毎」「日毎」「時毎」の 5 種
類が表示されますので、この中から分割方法を選択します。

	 データ数の場合は、分割データ数をキーボード入力してください。

	 日毎の場合には毎日午前 0 時ごとに、時毎の場合には毎時 0 分ごとに、ファイル
分割が行われます。

	 月毎の場合には、基準日 (1 〜 28) を選択します。0 時 00 分 00 秒を過ぎたときに
前のレコーディングデータまでファイルが作成されます。0 時 00 分 00 秒のデー
タは、次のファイルに保存されます。

	 	 	 	 	 	

13. 	必要に応じて、「コメント設定」フィールドの「詳細設定」ボタンをクリックします。
コメントの項目名と内容を入力します。コメントは項目名と内容を 1 セットとし
て、8 ビットまで入力できます。項目名は半角 16 文字、内容は半角 64 文字まで
入力できます。

	 	 	 	 	 	

Note
データスキャン中と停止中は、コメント内容を変更できます。データレコード中は、コメント
内容は変更はできません。表示だけできます。

14. 	 	1 回の測定でフォルダに保存するデータファイル数を制限する場合は、「記録中
のデータファイル数を制限する」のチェックボックスにチェックして、制限数を
1 〜 2000 の間で入力します。データファイル数が制限数を超えるときは、その
測定で作成した最も古いデータファイルを削除します。

2.9　ロガーを設定する
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15. 	必要に応じて、「自動再接続」を設定します。チェックボックスをクリックして
ON にしたあとに、再接続を試行する時間間隔 ( 秒 ) をキーボード入力します。

	 この自動再接続機能は、初回通信時に通信エラーになったレコーダや、何らかの
トラブルで通信接続が切れたレコーダに対して、同レコーダが復旧したかどうか
を指定秒数ごとにチェックして、復旧している場合に再びスキャン対象に加える
ものです。

Note
・. 通信エラーになったレコーダのデータは、OFF 表示されます。
・. モニタ画面とビューア画面の通信リトライ時の動作は次のとおりです。
 モニタ画面の動作
. 通信リトライが成功した場合、通信が回復した接続機器のチャネル設定を再読み込みし、

波形を再表示します。通信リトライで機器と接続できないときは、小数点位置、スケール、
トリップ点の設定は初期値になり、通信リトライが次回以降に成功して再接続したときに、
正しい小数点位置を読み込み、すべてのモニタ画面を再表示します。

. 初回通信エラー後のリトライ成功時のチャネル詳細設定の読み込み動作は、初回通信でエ
ラーがない場合の動作と同じです。

 ビューア画面の動作
. 通信リトライが成功したあとで、ロギングしているファイルを表示する ( ロギング波形表

示ボタンを押した ) 場合は、ファイルを再読み込みします。通信時に機器と接続できない
場合は、小数点位置、スパンなどは初期値となるため、通信リトライが成功した場合は正
しい小数点位置の再読み込みが必要です。

16. 	必要に応じて、「演算」を設定します。「アクション」のセルをクリックし、リス
トボックスから、スキャン開始時のレコーダの演算動作を選択します。演算機能
を持つすべてのレコーダに共通です。
	無し：何もしません
	スタート：演算をスタートします
	ストップ：演算をストップします	 クリア：演算をクリアします
	クリア & スタート：演算をクリアした後、スタートします

	 	 	 	 	 	

	 ただし、レコーダにより下記のように動作します。
アクション µR VR DX*/MV*/CX* DARWIN
スタート 動作します 動作します 動作します 動作します
ストップ 動作します 動作します 動作します 動作します
クリア クリア動作なし 演算停止中のみ動作 演算停止中のみ動作 動作します
クリア＆スタート 動作します 動作します 動作します 動作します
*. DX、MV、CX をイーサネットで接続している場合、管理者レベルのログイン名が設定され

ていることが必要です (「2.6 節」の「接続対象レコーダを設定する」をご覧ください )。

17. 	「OK」ボタンを押すと、設定したロガー設定情報が保存され、「ロガー設定」画
面が閉じられます。

	 「キャンセル」ボタンを押すと、設定したロガー設定情報が破棄され、「ロガー設定」
画面が閉じられます。

2.9　ロガーを設定する
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スキャンを行う
スキャンとは、通信接続されているレコーダと通信を行い、データを PC に取り込むこ
とをいいます。データを保存するときは、スキャンを開始したあと、レコード操作が必
要です。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「SCAN」ボタンを押します。
	 各レコーダの情報を取得後、スキャンが開始されます。

	 「ロガー設定」画面の最下部の「スキャン開始」ボタンを押してもスキャンが開
始されます。

Note
スキャン開始までの待機時間は、レコーダの接続台数によって異なります。例えば、8 台接続
している場合には約 40 秒程度かかります。

2. 	 データをモニタするか、またはレコードを行います。
	 「第 3 章　モニタを行う」または次項「レコードを行う」を参照してください。

3. 	 「STOP」ボタンを押します。
	 スキャンが停止します。

レコードを行う
レコードは、スキャン中のデータをファイル保存します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「RECORD」ボタンを押します。
	 各レコーダの情報を取得後、レコードが開始されます。前述の「ロガーを設定する」

で設定した条件で、データが保存されます。

	 「ロガー設定」画面の最下部の「レコード開始」ボタンを押してもレコードが開
始されます。

2. 	 終了条件を満たすか、または「STOP」ボタンを押すと、レコードが停止して、スキャ
ン状態に戻ります。

Note
スキャン中やレコード中に、PC の日付時刻を変更しないでください。

レコーダの演算をスタート / ストップする
この操作は、スキャン中またはレコード中に実行できます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ロガー」をクリックし、メ

ニューからレコーダの演算動作を選択します。項目をクリックすると動作が実行
されます。演算機能を持つすべてのレコーダに共通です。
演算スタート	 ：演算をスタートします
演算ストップ	 ：演算をストップします
演算クリア	 ：演算をクリアします
演算クリア & スタート	：演算をクリアしたのち、スタートします

	 ただし、レコーダごとの動作条件は、前ページの操作手順 14 での説明と同じです。

2.9　ロガーを設定する
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収集データの情報を表示する
操作手順

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「ロガー」-「ロガー情報」
を選択します。下図のように、収集中のデータの情報が表示されます。

	 	 	

スキャンを停止する / レコードを停止する
下記の操作を行うと、レコード状態では、レコードを停止して、スキャン状態になります。
スキャン状態では、スキャンを停止して、通信停止状態になります。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ画面の「STOP」ボタンを押します。
	 実行中の処理 ( スキャンまたはレコード ) が、停止されます。

2.9　ロガーを設定する
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2.10 レポート機能を設定する

1 時間、1 日、1 週間、1 力月の収集データの瞬時値、最小値、最大値を、さらに収集デー
タからの演算により、平均値、積算値、累計積算値を求め、設定した時刻に、印刷また
はファイル出力します。
ファイルは、バイナリ形式かテキスト形式で出力され、バイナリ形式のファイルは、
ビューアソフトウエアで表示することができます
レポー卜の種類には次の 4 種類があります。

種類 レポート作成間隔 演算内容
時報 1 時間おき

(1 時、2 時‥23 時、24 時 )
レポート作成時の瞬時値
1 時間の平均値 / 最大値 / 最小値
1 時間の積算値 / 累計積算値

日報 1 日おき ( 設定時刻 ) レポート作成時の瞬時値
1 日の平均値／最大値／最小値
1 日の積算値／累計積算値

週報 1 週おき ( 設定曜日、時刻 ) レポート作成時の瞬時値
1 週間の平均値／最大値／最小値
1 週間の積算値

月報 1 カ月おき ( 設定日、時刻 ) レポート作成時の瞬時値
1 カ月の平均値／最大値／最小値	
1 カ月間の積算値

ファイル名は先頭にレポート種類 (H: 時報、D: 日報、W: 週報、M: 月報 ) が付き、「-」に
続いて出力時の西暦 4 桁、月 2 桁、日 2 桁、時 2 桁の数字が付加されます。出力先に同
名のファイルがすでに存在する場合は、ファイル名の後ろに [-XXXX](0001 から始まる 4
桁の連番 ) が付加されます。
例：2010 年１月 2 日 3 時に作成された月報（テキスト形式）は、M-2010010203.txt と
いうファイル名になります。同名のファイルが存在していたら M-2010010203-0001.txt
なります。

● 使用するデータ
	 スキャンデータかレコードデータを選択できます。
	 スキャンデータを指定している場合はスキャンが、レコードデータを指定している場

合はレコードが実行されていることが必要です。
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● 積算値と累計積算値
 ・ 積算値

	 時報の場合 1 時間、日報の場合 1 日、週報の場合 1 週間、月報の場合 1 か月の合
計演算です。それぞれのレポート作成時にリセットされます。

 ・ 累計積算値
	 時報と日報だけに設定できます。
	 時報の場合、レポート作成時刻 ( 日報で設定されているレポート作成時刻 ) までの

合計演算値です。毎日、日報で設定されているレポート作成時刻でリセットされ
ます ( 日報の積算値と同じです )。

	 日報の場合、レポート作成日、時刻 ( 月報で設定されているレポート作成日時 ) ま
での合計演算値です。毎月、月報で設定されているレポート作成日時でリセット
されます ( 月の積算値と同じです )。

	 時報の累計積算演算の例を、次に示します。日報のレポート作成時刻が 8 時の場
合です。

	 	 	 	 	
7:00   8:00   9:00  10:00

時刻
△　 △ △ △△ △ △△　

▲ ▲
△　
▲

時報のレポート作成
設定したレポート作成時刻

演算結果

累計積算

積算

8:00   9:00  10:00   11:00

・ 積算単位
	 積算値、累計積算値を算出する場合、積算単位の指定が必要です。
	 流量値のように、/s、/min、/hour、/day の単位を持った入力の場合、データを取り

込む周期と入力値の単位が違うため、単純に加算すると、実際の値と演算結果が異な
ります。このような場合、合計演算したデータを入力信号の単位に合うように変換し
て、出力できます。

	 たとえば、データを取り込む周期が 2 秒、入力値が 100 ｍ 3/min の場合、単純に合
計演算すると 2 秒おきに 100 を加算していくので、1 分後には 3000 になってしまい
ます。積算時間を /min に設定すると、その値に「2 秒 /60 秒」を掛けるため、実際
の入力値に近い結果が得られます。次の換算式で積算値を計算します。

積算単位 変換式
無変換 Σ ( 測定 / 演算データ )
秒 Σ ( 測定 / 演算データ ) ×データ取り込み周期 ( 秒 )*
分 Σ ( 測定 / 演算データ ) ×データ取り込み周期 ( 秒 )*/60
時 Σ ( 測定 / 演算データ ) ×データ取り込み周期 ( 秒 )*/3600
日 Σ ( 測定 / 演算データ ) ×データ取り込み周期 ( 秒 )*/3600

*. データ取り込み周期とは、スキャンインターバルまたはレコーディングインターバルのこ
とです。

2.10　レポート機能を設定する
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● 異常データの取り扱い
	 演算対象データに異常データがあった場合、演算の種類と異常データの種類によって

次のように扱います。

異常データの種類 平均値 最大 / 最小値 瞬時値 積算値
プラスオーバ 演算対象外 演算対象 異常データを演算結果とする 演算対象
マイナスオーバ 演算対象外 演算対象 異常データを演算結果とする 演算対象
対象チャネルが SKIP 演算対象外 演算対象外 異常データを演算結果とする 演算対象
対象チャネルなし 演算対象外 演算対象外 異常データを演算結果とする 演算対象
エラー、停電 演算対象外 演算対象外 異常データを演算結果とする 演算対象
データ収集抜け 演算対象外 演算対象外 異常データを演算結果とする 演算対象
データ出力不能 演算対象外 演算対象外 異常データを演算結果とする 演算対象

基本操作
● 「タグ番号」と「タグ名」の表示を切り替える

・	 下部のツールセルをクリックすると、表示が切り替わります。

● タグを選択する
・	 各番号セル ( タグ番号、タグ名 ) を、クリックします。
・	 タグを連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」

キーを押しながらクリックします。

● レポート項目を、指定 / 解除する
・	 該当セルを、クリックすると、指定 / 解除することができます。
・	 タグを連続選択している場合、下部のツールセルをクリックすると、選択中のタ

グについて、ツールセルが属するレポート項目を、一括して指定 / 解除できます。

● グループでレポート項目を、一括して指定 / 解除する
・	 ヘッダ項目 (「瞬時値」「最小値」「最大値」「平均値」「積算値」「累計積算値」)	を

クリックすると、あらかじめ、モニタ画面でグループが設定されている場合は、「グ
ループ選択」画面に設定済みのグループが表示されます。

・	「番号」セルのチェックボックスをクリックすると、グループ単位で、一括して、
設定を指定 / 解除できます。

時報、日報、週報、月報のレポート内容を設定する
起動時に表示されるタグは、保存されているカレントプロジェクトの内容です。
2.8 節までの作業で、指定済みの有効なタグのみが表示されます。

レポートを実行しているときは設定できません。

2.10　レポート機能を設定する
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操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「その他」-「レポート」-「設

定」を選択します。

	 「DAQLOGGER レポート」画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	

クリックすると、「グループ選択」画面が表示されます。

選択範囲の設定値を、選択範囲の
先頭の設定値にします。

選択範囲のレポート項目を
一括指定/解除します。

タグ番号/タグ名
表示の切り替え。

2. 	 設定するレポート種類のタブをクリックしてタブ画面を表示させます。

	 時報、日報、週報、月報の設定用のタブ画面は、共通で、設定不能項目は、項目
名がグレー表示となり、入力できません。

3. 	 レポート項目を設定します。

	 ・	 タグとレポート項目を関連付ける
	 レポートを行うタグ ( 設定表には、タグ番号またはタグ名が表示 ) の項目セル (「瞬時値」
「最小値」「最大値」「平均値」「積算値」「累計積算値」) を、クリックします。	複数項目
を選択することができます。

	 また、選択範囲のタグを一括して設定する場合は、各項目欄下部のツールセルをクリッ
クします。

	 グループ単位で設定を行う場合は、次の「・	グループ選択画面でグループごとに設定
する」をご覧ください。

	 ・	 グループ選択画面でグループごとに設定する
	 レポート項目の設定を、グループ単位で、一括して指定 / 解除します。
	 グループ設定を行うヘッダ項目 (「瞬時値」「最小値」「最大値」「平均値」「積
	 算値」「累計積算値」のいずれか )	をクリックします。
	 「グループ選択」画面が表示されます。

Note
このグループ選択画面は、あらかじめ、グループ設定ソフトウエアまたはモニタソフトウエア
でグループが設定されていない場合には、内容が表示されないため、利用できません。

2.10　レポート機能を設定する
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グループ名/タグ番号
表示を切り替えます。

選択範囲のグループについて、
一括して指定/解除します。

「最大値」のセルをクリックしたときの画面

チェックボックス
緑：グループ内の一部のタグがレポート対象に選択されている
青：グループ内のすべてのタグがレポート対象に選択されている
灰：グループ内のどのタグもレポート対象に選択されていない

	 グループ名に対応する「番号」セルのチェックボックスをクリックして、
ON( 青 ) にします。

	 画面を表示したときの設定に戻す場合には、「復帰」ボタンを押します。

	 グループ選択 ( 複数選択可 ) が完了したら、「OK」ボタンを押します。

	 グループ名またはタグ番号を表示できます。

	 「タグ番号」を表示したときに、「表示位置」のセルをクリックすると、ポイン
タが移動してタグ番号をスクロールすることができます。下部のツールセルのボ
タンをクリックすると、選択したグループのタグ番号をスクロールすることがで
きます。

	 	 	 	 	 	

左の欄がタグ番号表示の時に、このツマミをドラッグ
すると、タグ番号をスクロールできます。

左の欄がタグ番号表示の時に、このボタンを押
すと、タグ番号を1つずつスクロールできます。

2.10　レポート機能を設定する

2-49IM WX101-01

DAQ
LO
GGER

の
使
用
環
境
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索



4. 	 入力元を指定します。

	 「スキャン」または「レコード」を選択します。

	 ・スキャン	 ：スキャンインターバルごとのデータを使用する

	 ・レコード	 ：レコーディングインターバルごとのデータを使用する

5. 	 出力先を指定します。

	 ・バイナリ	 ：	 レポートをバイナリ形式のファイル ( 拡張子：.rbi) で出力する

	 	 	 表示は、ビューアで行う

	 ・テキスト	 ：	 タブ区切り形式のテキストファイル ( 拡張子：.txt) を出力する

	 	 	 そのフォーマットは、次のとおり

	 	 	 　	

 ●1行目は，種類，"REPORT"，作成時刻，収集開始時刻

 HOURLY REPORT Aug/20/1999 10:00:00 (START=Aug/20/1999 09:58:51)

 ●2行目は，項目名

NO TAG UNIT INSTANT MIN MAX AVERAGE SUM TOTAL

 ●3行目以降は，各タグのデータ

001 TAG-REC01-01 mV 173.2 -200.0 200.0 1.25667e+001 8.671000e+002 8.671000e+002

	 ・印刷	 ：	 プリンタ設定で指定されたプリンタへ出力する

	 	 	 出力形式は「テキスト」に同じ

	 	 	 以下に、印字サンプルを示す

	 	 	 	

Note
「出力先」の指定では、「印刷」だけを指定することはできません。

2.10　レポート機能を設定する
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6. 	 基準日時を指定します。

	 レポートを作成する日時です。

	 日報では時刻、月報では日と時刻、週報では曜日と時刻を指定します。時刻は、
各レポート ( 時報、日報、週報、月報 ) で、共通です。

Note
月報の「基準日」に 29 日、30 日、31 日を指定すると、その日がない月のレポート作成日は、
次の例のように、29 日、30 日、31 日相当日になります。
例：「基準日」の指定が「31 日」のとき、6 月のレポートは、6 月 30 日の次の日、つまり 7 月
1 日の基準時に作成されます。7 月のレポートは、7 月 2 日から 31 日のデータで作成されます。

7. 	 積算と累計積算のための積算単位を設定します。

	 積算値または累計積算値のセルをクリックして、リストボックスから積算単位を
選択します。リストボックスには、「無変換」「秒」「分」「時」「日」が表示されます。

	 「積算単位」の欄の「演算共通」のチェックボックスをクリックしてチェックマー
クを設定しておくと、そのレポート種類内で、積算または累計積算のどちら

	 かの積算単位を設定すると、もう一方も同じ積算単位に設定されます。

	 「積算単位」の欄の「レポート共通」のチェックボックスをクリックしてチェッ
クマークを設定しておくと、すべてのレポート種類で、同一タグの、同一演算種
類の積算単位が、選択した積算単位に設定されます。

プリンタを設定する
印刷に使うプリンタを設定します。
プリンタの設定の操作は、Windows の印刷コマンドに準じます

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER レポート」画面で、画面最下段の「プリンタ設定」ボタンを押し

ます。

	 「プリンタの設定」ダイアログボックスが表示されます。

2. 	 ダイアログボックスで印刷設定を行い、「OK」ボタンを押します。

設定を登録する
現在の設定を保存して、設定作業を終了します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER レポート」画面で、画面最下段の「OK」ボタンを押します。

	 設定データを保存して、終了します。

現在の設定を再表示する
現在の設定操作を中止し、設定操作前の情報を、再表示します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER レポート」画面で、画面最下段の「復帰」ボタンを押します。

	 作業中の設定情報を破棄して、設定操作前の情報を、再表示します。

2.10　レポート機能を設定する
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レポートの設定をプリントアウトする
	 レポート設定をプリントアウトできます。

操作手順
1. 	 DAQLOGGER マネージャ画面で「その他」-「レポート」-「設定印刷」を選択します。

2. 	 各プリント設定したあと「OK」を押すと、レポート設定をプリントアウトします。
時報、日報、月報、週報ごとにページを変えてプリントアウトします。

レポートの設定を終了する
操作手順

1. 	 「DAQLOGGER レポート」画面で、画面最下段の「OK」ボタンを押すと、設定
が保存され、「DAQLOGGER レポート」画面が閉じられます。

	 「キャンセル」ボタンを押すと、設定が破棄され、「DAQLOGGER レポート」画
面が閉じられます。

レポートを開始 / 停止する
操作手順

● レポートを開始する
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「その他」-「レポート」-「開

始」を選択します。レポートが開始されます。

● レポートを停止する
1. 	 「DQLOGGER マネージャ」画面のメニューバーで、「その他」-「レポート」-「停

止」を選択します。レポートが停止されます。

2.10　レポート機能を設定する
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2.11 DDE サーバを設定する

DDE サーバを使うと、ロガーで取り込んだデータや時刻などを、EXCEL などのクライア
ントで取り込むことができます。DDE の詳細については、市販の専門書をご覧ください。

DDE サーバを起動する
操作手順

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「DDE」ボタンを押します。

	 DDE サーバソフトウエアが起動して、「DAQLOGGER	DDE」画面が表示されます。

	 この状態でスキャンまたはレコードを開始すると、「DAQLOGGER	DDE」画面で
表示されているトピックのデータの更新が開始されます ( スキャンまたはレコー
ドがすでに開始されているときは、「DAQLOGGER	DDE」画面が表示されるとデー
タの更新が開始されます。

	 トピック「data」で表示されるデータ数は、最大チャネル数 (1600、1000、また
は 400) です。

	 	 	 	 	 	 	

DDE サーバを設定する
設定変更が必要な場合に、以下の操作をします。

操作手順

1. 	 「DAQLOGGER	DDE」画面のメニューバーで、「DDE サバ」-「アプリケーション
名設定」を選択します。

	 「アプリケーション名設定」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 アプリケーション名をキーボード入力し、「OK」ボタンを押します。

	 アプリケーション名の初期値は「MLDdeSrvr」です。

2. 	 「DAQLOGGER	DDE」面のメニューバーで、「DDE サーバ」-「更新周期」を選択
します。
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	 「更新周期」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 以下のいずれかを選択後、「OK」ボタンを押します。初期値は「スキャンインター
バル」です。

	 ・スキャンインターバル

	 　ロガーで設定したスキャンインターバルで、各項目を更新します。	
ただし、スキャンを実施していない場合は、更新は行われません。

	 ・レコードインターバル

	 　ロガーで設定したレコードインターバルで、各項目を更新します。	
表示される時刻とデータは、実際にレコーディングした値が表示されます。	
ただし、レコードを行っていない場合は、更新は行われません。

	 上記のインターバルの設定は、「ロガー設定」画面で行います。	
設定操作については、「2.9　ロガーを設定する」をご覧ください。

DDE サーバを休止する / 終了する
操作手順

1. 	 DDE サーバを休止する / 休止中を解除するときは次のように操作します。

	 「DAQLOGGER	DDE」画面のメニューバーで、「DDE サーバ」-「休止」を選択します。
「DAQLOGGER	DDE」画面で表示されているトピックのデータの更新が停止され
ます。また、DDE クライアント側のデータ更新も停止されます。

	 休止を解除するときは、「DAQLOGGER	DDE」画面のメニューバーで、「DDE サー
バ」-「休止」を選択します。

2. 	 DDE サーバを終了するときは次のように操作します。

	 「DAQLOGGER	DDE」画面のメニューバーで、「DDE サーバ」-「終了」を選択するか、
画面のタイトルバー最右端の「閉じる」ボタンを押します。「DAQLOGGER	DDE」
画面が閉じられ、DDE クライアント側のデータ更新が停止されます。

Note
DDE サーバを直接終了するとき、「M4132.サーバを終了させます。よろしいですか ?」のメッ
セージが表示されます。「はい」を選択すると、接続しているクライアントが存在する場合は、
通信が切断されます。また、次回 DAQLOGGER マネージャを起動するとき、DDE サーバは起
動されません。

2.11　DDE サーバを設定する
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DDE クライアントを準備する
DDEサーバは、以下に表示する文字列(アプリケション名、トピック名、項目名)を用いて、
DDE クライアントがデータを読み取ることができるように、DDE サービスを提供します。

	 	 	

(変更可)

トピック名

TAG1600 (収集データ) 

(収集データ)

アプリケーション名

.................

.................

.................

項目名

 time (時刻)

no (データ番号)

MLDdeSrvr sdate date (日付)

data TAG0001 

アプリケーション名のみが変更可能で、他は固定です。データ数は、最大チャネル数
(1600) です。
DDE クライアントでのデータの指定方法は、ご使用のソフトウエアの取扱説明書をご覧
ください。
エクセルを使用する場合、セルに、「= アプリケーション名 | トピック名 ! 項目名」と入
力します。たとえば、TAG0001 の表示する場合は、「=MLDdeSrvr|data!TAG0001」と入
力します。

2.11　DDE サーバを設定する
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2.12 モニタサーバを設定する

収集したデータを、イーサネットで接続されているリモートモニタに転送します。最大
16 台のリモートモニタを接続できます。
リモートモニタでは、受け取ったデータをモニタ画面に表示して監視できます。

モニタサーバを起動する
操作手順

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「M.SERV」ボタンを押します。

	 モニタサーバソフトウエアが起動して、「DAQLOGGER	モニタサーバ」画面が表
示されます。

	 「DAQLOGGER	モニタサーバ」画面が表示されている状態が、モニタサーバが起
動されている状態です。リモートモニタ側でモニタサーバに接続すると、接続ホ
スト名と接続中のクライアント名が、「DAQLOGGER	モニタサーバ」画面に表示
されます。

	 	 	 	 	 	

(クライアント名)

モニタサーバを設定する
使用するポート番号を変更する場合に、以下の操作をします。ポート番号の初期値は

「50280」です。
以下の操作は、リモートモニタと通信している状態でも実行できますが、設定されたポー
ト番号は、モニタサーバを再起動したときに有効になります。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER	モニタサーバ」画面のメニューバーで、「モニタサーバ」-「ポー

ト番号」を選択します。

	 「ポート番号」ダイアログボックスが表示されます。

	 ポート番号 (1 〜 65535) をキーボード入力し、「OK」ボタンを押します。
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モニタサーバを休止する / 終了する
操作手順

1. 	 モニタサーバを休止する / 休止中を解除するときは次のように操作します。

	 「DAQLOGGER	モニタサーバ」画面のメニューバーで、「モニタサーバ」-「休止」
を選択します。リモートモニタ側のデータ更新が停止されます。

	 休止を解除するときは、「DAQLOGGER	モニタサーバ」画面のメニューバーで、「モ
ニタサーバ」-「休止」を選択します。リモートモニタ側のデータ更新が再開さ
れます。

2. 	 モニタサーバを終了するときは次のように操作します。

	 「DAQLOGGER	モニタサーバ」画面のメニューバーで、「モニタサーバ」-「終了」
を選択するか、画面のタイトルバー最右端の「閉じる」ボタンを押します。リモー
トモニタとの通信が切断されます。

リモートモニタを準備する
「第 8 章　DAQLOGGER クライアントパッケージを使う」をご覧ください。

2.12　モニタサーバを設定する
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2.13 コントロールサーバを設定する

コントロールサーバは、リモートコントロールソフトウエア (「第 8 章　DAQLOGGER
クライアントパッケージを使う」をご覧ください。) から発信される各制御要をマネー
ジャソフトウエアに転送します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「C.SERV」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

コントロールサーバの起動

	 DAQLOGGER をインストール後、初めて使用する場合は、ログインパスワードの
設定画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 ログインパスワードは、リモートコントロールソフトウエアで使用するパスワー
ドを設定してください。

	 ログインパスワードを設定すると「DAQLOGGER コントロールサーバ」画面が表
示されます。

	 	 	 	 	 	

	 「接続ホスト名」画面には、接続中のリモートコントローラがある PC のホスト
名が表示されます。

	 「ログ」画面には、以下の通信履歴が表示されます。最新の履歴または選択した
履歴はハイライトで表示されます。

	 	 Protect	Cancel：	 コントローラによりパスワードプロテクトが解除された。

	 	 Protect	ERROR：	 パスワード解除に失敗した。

	 	 Connect	ERROR：	 通信が切れた。

	 	 Port	Open：	 ポートをオープンした。

	 	 Port	Close：	 ポートを閉じた。

	 	 Open	ERROR：	 ポートオープンに失敗した。

	 	 Login：	 リモートコントローラによりログインされた。

	 	 Host:***：	 ホスト「***」が接続した。
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	 	 Logout：	 リモートコントローラがログアウトした。

	 	 LoginERROR：	 リモートコントローラのログインに失敗した。

	 	 Scan	Start：	 スキャンスタートコマンドを受信した。

	 	 Record	Start：	 レコードスタートコマンドを受信した。

	 	 Scan	Stop：	 スキャンの停止コマンドを受信した。

	 	 Record	Stop：	 レコードの停止コマンドを受信した。

	 	 EventProcessor	Start：	 イベントプロセッサスタートコマンドを受信した。

	 	 EventProcessor	Stop：	 イベントプロセッサ停止コマンドを受信した。

	 	 UserEvent：	 ユーザイベントを受信した。

2. 	 「コントロールサーバ」-「ポート番号」を選択して、リモートコントロールソ
フトウエアと通信するポート番号を設定します。他のアプリケーションソフトウ
エアと重複しないように設定してください。

	 	 	 	 	 	

3. 	 ログインパスワードを変更する場合は、「コントロールサーバ」-「ログインパス
ワード」を選択して、現在のログインパスワード入力ダイアログボックスを表示
します。

4. 	 現在のログインパスワードを入力して、新しいログインパスワードを入力するダ
イアログボックスを表示します。

5. 	 新しいログインパスワードを入力します。

Note
コントロールサーバを直接終了するとき、「M4132.サーバを終了させます。よろしいですか ?」
のメッセージが表示されます。「はい」を選択すると、接続しているクライアントが存在する
場合は、通信が切断されます。また、次回 DAQLOGGER マネージャを起動するとき、コントロー
ルサーバは起動されません。

2.13　コントロールサーバを設定する
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3.1 モニタ画面に波形を表示する

モニタソフトウエアは、ロガーソフトウエアでスキャン中の測定 / 演算データとアラー
ムを表示します。
モニタ画面には、トレンド、ディジタル、メータ、アラーム、カラーグラフの 5 種類の
形式があります。

モニタを表示する
操作手順

1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「MONITOR」ボタンを押します。

	 「DAQLOGGER データモニタ」画面が表示されます。

	 スキャンまたはレコード中でないと、測定 / 演算データは表示されません。

	 スキャンまたはレコードを開始するときは、「DAQLOGGER マネージャ」画面の
「SCAN」または「RECORD」ボタンを押してください。

メニューバー
ツールーバー

(スタンダードバー)

モニタバー

ステータスバー

・	 モニタ画面を開かない状態でスキャンを開始しても、データは取り込まれています。
モニタ画面を開くと、それまでに取り込まれたデータが表示されます。

・	 モニタ画面を開いた後にスキャンを開始することもできます。スキャン方法について
は「2.9　ロガーを設定する」を参照してください。

・	 トレンドモニタでは、最大で 3600 点のデータを表示できます ( スキャンインターバ
ルが 1 秒のとき 1 時間分 )。

2. 	 モニタバーの「TREND」「COLOR」「METER」「DIGITAL」「ALARM」のいずれかの
ボタンを押します。選択したモニタ画面が新規に表示されます。

インターネットエクスプローラ Ver4.0以降がインストール
されている場合に、ボタン右側にリストボックスが表示さ
れます。
現在開かれているモニタ画面を一覧し、選択すると、同画面
が一番上に表示されます。
インターネットエクスプローラVer. 4.0以降がインストール
されていないときは、ボタンの右クリックでも、この一覧を
表示することができます。

ここをクリックすると、
画面が新規に表示されます。

第 3 章	 モニタを行う



3-2 IM WX101-01

3.1　モニタ画面に波形を表示する

Note
・. 複数のモニタ画面を同時表示できますが、PC のパフォーマンスが低下する可能性がありま

す。
・. 複数のモニタ画面を表示しているときに、モニタ画面を整列させることができます。メ

ニューバーの「ウインドウ」-「重ねて表示」または「並べて表示」を選択してください。
・. アラームモニタは、最大 2 画面まで表示できます。その他のモニタ画面は、12 画面まで表

示できます。モニタ画面表示数が上限を超えた場合、モニタバーのボタンをクリックする
と 1 〜 12 の順番で前面表示します。

● トレンドモニタ

表示設定の保存

波形表示の一時休止

時間軸の
拡大/縮小

表示グループの選択

モニタ表示形式の選択

トリップ点

時刻または時間
波形表示の
ON/OFF

ゾーンバー

ゾーンバーを
クリックする
とカレント波
形が切り変わ
ります。

アラーム表示
(上からレベル
1、2、3、4)

スケール

アラーム表示の
ON/OFFボタン

詳細設定

タグ番号/タグ名表示
の切替えボタン

リンクのON/OFF

このバーをドラッグする
と、波形表示エリアを広
くしたり狭くできます。
(モニタ休止中の操作)

このバーをクリックすると、
表示ゾーンの表示を隠したり
表示できます。

波形表示エリ
アの輝度調整
つまみ

グリッドの輝
度調整つまみ

波形表示エリア

ゾーン表示エ
リア

カーソル値表示ボタン
カレント波形マーク

波形表示ゾーンボタン
波形表示制限(クリップ)ボタン

アラーム発生で赤い
バーが点滅

トリップ点

自動設定

● メータモニタ

表示設定の保存

波形表示の一時休止

表示グループの選択

アラーム発生で赤い
バーが点滅

バーメータ

アラーム表示
(左からレベル
1、2、3、4)

アラーム表示の
ON/OFFボタン

詳細設定

タグ番号/タグ名表示
の切替えボタン

リンクのON/OFF

波形表示色
アナログ
メータ

タグ番号/タグ名

モニタ表示形式の選択

サーモメータ
(温度計)  

自動設定
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● ディジタルモニタ

表示設定の保存

波形表示の一時休止

表示グループの選択

モニタ表示形式の選択

アラーム表示
(左からレベル
1、2、3、4)

波形表示色

アラーム表示の
ON/OFFボタン

タグ番号/タグ名表示
の切替えボタン

リンクのON/OFF

スケールに対する
現在の測定値

タグ番号/タグ名
アラーム発生で赤い
バーが点滅

詳細設定
自動設定

● アラームモニタ

表示設定の保存

波形表示の一時休止

オーバビュー/ログ
の切り替え

モニタ表示形式の選択

アラーム表示
アラームが発生すると赤い色に変わります。
未確認アラームがあると、ランプの周りに点滅する黄色の輪が表示されます。
クリックすると、アラームを確認したことになり、輪が消えます。

アラーム表示の
ON/OFFボタン

タグ番号/タグ名表示
の切替えボタン

リンクのON/OFF

グループ番号

詳細設定
自動設定

ログ表示画面は「アラームモニタ」(3-16 ページ ) をご覧ください。

3.1　モニタ画面に波形を表示する



3-4 IM WX101-01

3.1　モニタ画面に波形を表示する

● カラーグラフモニタ

表示設定の保存

波形表示の一時休止

時間軸の
拡大/縮小

表示グループの選択

モニタ表示形式の選択

時刻または時間

アラーム表示の
ON/OFFボタン

タグ番号/タグ名表示
の切替えボタン

リンクのON/OFF

タグ番号/タグ名

カーソル値表示ボタン

アラーム発生で赤い
バーが点滅

カラーバーの色は、スケールと値により決まります。
スケールの最小値から最大値までを50色に分けて表示します。
青(最小値)、水色、緑、黄、赤(最大値)の順です。

波形表示色
詳細設定

自動設定

モニタ画面を整列する
操作手順

1. 	 メニューバーの「ウインドウ」-「重ねて表示」または「並べて表示」を選択します。
表示されている複数のモニタ画面が、重ねて表示または並べて表示されます。

スタンダードバー ( ツールバー )/ モニタバー / ステータスバーを表示 / 非表示する
操作手順

1. 	 メニューバーの「表示」をクリックして、メニューから、非表示にするバーを選
択します。先頭のチェックマークが消え、バーが非表示になります。表示する場
合は再度クリックしてください。
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3.2 表示条件を設定する

ここでは、各モニタに共通のスケール、ゾーン、波形色などのモニタ表示と、メータモ
ニタに表示するメータ種別を、設定します。

Note
以下の説明は、タグの識別名を「タグ名」として説明します。識別名を「タグ番号」で表示し
たい場合には、ツールバーの「タグ番号表示」ボタンを押してください。

基本操作
● 波形番号を選択する
・	 波形番号 (「No.」セル ) を、クリックします。
・	 波形番号を連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」

キーを押しながらクリックします。

● 設定の使用 / 未使用を切り替える
・	 チェックボックスを、クリックすると、使用 ( 青 )/ 未使用が切り替わります。
・	 連続選択している場合は、下部のツールセルをクリックすると、選択範囲を一括して

切り替えることができます。

● 波形番号の内容をコピーする
　選択中の波形番号 (「No.」) の表示設定を、他の波形番号にコピーする操作です。

1. 	 「表示詳細設定」ダイアログボックス画面で、「コピー詳細」ボタンを押します。

	 「コピー詳細」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	

2. 	 コピーする項目をチェックして、「OK」ボタンを押します。

3. 	 コピー元の「No.」セルをクリックします。

4. 	 「コピー」ボタンを押します。

5. 	 コピー先の「No.」セルを選択 ( 複数選択可 ) します。

	 連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」キー
を押しながらクリックします。

	 選択が完了したら、「貼り付け」ボタンを押します。
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3.2　表示条件を設定する

グループにタグを自動的に割り当てる
収集データはグループごとに表示されます。1 グループあたりのタグ数を指定 ( 最大 32
タグ / グループ ) し、最大 50 グループまで、自動的に割り当てることができます。

操作手順
1. 	 メニューバーの「表示」-「自動設定」を選択します。「自動設定」ダイアログボッ

クスが表示されます。

	 	 	 	 	

2. 	 「1 グループあたりの設定タグ数」をクリックして、数値を設定します。

3. 	 必要に応じて、「現在の設定を再使用」のチェックボックスをクリックしてチェッ
クマークを設定します。

	 チェックマークが設定されてない場合、「表示詳細設定」のタグに関するすべて
の情報が初期化されます。

	 チェックマークが設定されている場合、タグ割り当てだけが変更され、それ以外
の設定内容はそのままです。

4. 	 「OK」ボタンを押すと、タグがグループに自動的に割り当てられます。

	 タグ設定ソフトウエアで設定されたタグが、先頭のタグから順にグループに割り
当てられます。ただし、割り当てられるタグは、レコーダ ( レコーダ番号 ) とチャ
ネル ( チャネル番号 ) が割り当てられていて、「使用 ON」に設定されているタグ
です。無効なタグ (「使用 OFF」またはレコーダが割り当てられていないタグ ) は、
グループに割り当てられません。

	 ひとつのグループに、指定した 1 グループあたりのタグ数のタグが割り当てられ
ると、次のグループに割り当てられます。

Note
・. グループ名、グループへのタグの割り当て、タグの表示 / 非表示の情報は、グループ設定

ソフトウエアでも持っています。モニタソフトウエアの「表示詳細設定」ダイアログボッ
クス画面でこれらを変更して保存すると、グループ設定ソフトウエアの設定も変更されま
す。

・.「1 グループあたりの設定タグ数」および「現在の設定を再使用」の設定は、ダイアログボッ
クスを閉じた後も保存されます。
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3.2　表示条件を設定する

グループごとに表示条件を設定する
表示単位は、グループとなります。1 グループあたり最大 32 個のタグを設定可能で、最
大 50 グループまで、登録することができます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「詳細設定」ボタンを押すか、メニューバーの「表示」-「詳細設定」

を選択します。

	 「表示詳細設定」ダイアログボックス画面が表示されます。

登録するタグ
グループ名

グループタブ

表示色

表示範囲

メータ表示の種類

トリップ点の設定

表示のON/OFF ゾーン(表示位置)

トリップ点の表示ON/OFF

コピー内容の選択コピー
ボタン

貼り付け
ボタン

バーメータ

アナログメータ
温度計

選択範囲の
波形表示を
一括ON/OFF

選択範囲
のY軸複数
表示を一括
ON/OFF

選択範囲のタグ名を，
選択範囲の先頭波形
番号のタグ名から順
次タグ設定(タグ設定
ソフトウエアで設定
されている順)

選択範囲の
メータを
一括設定

選択範囲の
トリップ
点をON/OFF

選択範囲のゾーン設定を，
選択範囲の先頭波形番号の
ゾーン設定と同じ設定にする

選択範囲のY軸を
選択範囲の先頭
波形番号のY軸
設定と同じ設定
にする

選択範囲を
初期設定に
一括設定

Y軸表示

選択範囲を
初期設定に
一括設定

選択範囲を下記のように一括設定
トリップ1：スケールの最大値
トリップ2：スケールの最小値

2. 	 設定を実施するグループを表示するために、タブをクリックします。

	 各グループごとの設定タブ画面に切り替わります。

3. 	 「グループ名」フィールドには、「Group ＋数字 2 桁」で初期値が表示されます。

	 変更する場合は、「グループ名」フィールドをクリックして、キーボード入力し
ます。入力可能文字数は、半角で 16 文字までです。

4. 	 グループを構成するタグを登録 / 変更 / 削除するために、目的の「タグ名」セル
をクリックします。

	 「タグ名」ダイアログボックスが表示されます。割り当てるタグ名をクリックす
ると、ダイアログボックスが閉じ、「表示詳細設定」ダイアログボックス画面に
入力した設定が反映されます。割り当てをしない場合は、最下段の「None」を
クリックします。

Note
本ダイアログボックスには、タグ設定ソフトウエアで設定したタグ名が表示されます。
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5. 	 波形の表示 / 非表示を設定します。

	 モニタ画面に、当該表示番号のデータを表示する場合は、「No.」セルのチェック
ボックスを ON( 青 ) にします。

6. 	 Ｙ軸を設定します。

	 複数軸ゾーン選択時の Y 軸の表示 / 非表示と、軸のタイプ ( 線形 / 対数 ) を指定
します。

7. 	 メータ表示の種類を、「メータ種類」欄のバーメータ、アナログメータ、サーモメー
タの中から選択します。

Note
メータ種類の設定は、メータモニタのみで有効です。

8. 	 「スケール」セルの数値をクリックして、スケール値をキーボード入力します。

	 入力可能な範囲は、小数点を除く、− 1016 〜 1016 です。

	 最小値を最大値よりも大きな値に設定すると、波形が上下に反転します。

Note
入力した数値の小数点位置は、小数点以下の有効桁数に応じて、タグごとに調整されます。

9. 	 「ゾーン」セルの数値をクリックして、ゾーンの表示領域をキーボード入力します。
入力可能な範囲は、最小値が 0 〜 99%、最大値が 1 〜 100% です。

	 モニタ画面上では、トレンドモニタの表示エリアの下端を 0%、上端を 100% と
する範囲内 ( ゾーン ) で波形が表示されます。

10. 	「トリップ 1」または「トリップ 2」セルの数値をクリックして、表示位置をキー
ボード入力します。

	 チェックボックスをクリックして、使用 ( 青 )/ 未使用を指定します。

Note
・. トリップ点は、タグごとに設定したスケール値の範囲内で設定できます。
・. トリップ点 1 は赤色、トリップ点 2 は青色で表示されます。
・. トレンドモニタの表示更新が休止状態の場合には、トレンドモニタ上でトリップ点をドラッ

グして、移動することができます。
・. トリップ点の表示位置を入力すると、「トリップ 1」または「トリップ 2」セルのチェックボッ

クスが自動的に ON( 青 ) になります。トリップ点を表示しない場合は、チェックボックス
をクリックして OFF にしてください。

3.2　表示条件を設定する
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11. 	表示色を変更するタグの「色」セルをクリックします。

	 「色」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	

12. 	いずれかの色をクリックして、変更する色を設定します。

Note
新しい色を作成する場合は「色の作成」ボタンを押します。ダイアログボックスに表示される
パレットを操作して、新しい色を作成してください。

13. 	「色」ダイアログボックスの「OK」ボタンを押します。

	 指定した色で波形が表示されます。

● 設定内容を適用する / 表示詳細設定を終了する
14. 	「表示詳細設定」ダイアログボックス画面の「OK」ボタンを押します。

	 新規設定が適用され、「表示詳細設定」ダイアログボックス画面が閉じます。

	 「適用」ボタンを押した場合には、新規設定が適用されますが、ダイアログボッ
クス画面は閉じません。

	 「キャンセル」ボタンを押した場合には、新規設定が破棄され、ダイアログボッ
クス画面が閉じられます。

● 設定を保存する
15. 	「DAQLOGGER データモニタ」画面のメニューバーで、「ファイル」-「表示設定保存」

を選択するか、ツールバーの「表示設定保存」ボタンを押します。設定が保存さ
れます。

	 または、3.6 節の「モニタを終了する」の操作時に設定を保存します。

Note
グループ名、グループへのタグの割り当て、タグの表示 / 非表示の情報は、グループ設定ソフ
トウエアでも持っています。モニタソフトウエアでこれらを変更して保存すると、グループ設
定ソフトウエアの設定も変更されます。

3.2　表示条件を設定する
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3.3 モニタ画面を変更する

必要に応じて、モニタ画面の表示方法を変更することができます。
ここでは、モニタ全般、トレンドモニタ、アラームモニタ、カラーグラフで変更が可能
な表示方法について説明します。

モニタ全般
● 他のモニタとリンクする
1 つのモニタ画面で表示グループやタグ番号 / タグ名表示を切り替えたり、トレンドモ
ニタでカーソルを移動すると、他のモニタ画面にも設定内容が反映されるようにするこ
とができます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「リンク」ボタンを押すか、メニューバーの「モニタ」-「リンク」

を選択します。

リンクボタン

● 表示グループを切り替える
グループ単位で、表示されているスキャンデータを切り替えます。
なお、リンクが設定されている場合には、他のモニタ画面でもそのグループのスキャン
データに切り替わります。

操作手順
1. 	 モニタ画面の「グループ」タブをクリックします。

	 選択したグループのスキャンデータが表示されます。

● タグ番号 / タグ名表示を切り替える
タグの識別名の表示を、タグ番号かタグ名のいずれかに切り替えます。
なお、リンクが設定されている場合には、他のモニタ画面でもタグ番号表示とタグ名表
示が切り替わります。

操作手順
1. 	 ツールバーの「タグ番号」ボタンまたは「タグ名」ボタンを押すか、メニューバー

の「表示」-「タグ番号」または「タグ名」を選択します。

	 	 	 	 	

タグ番号/タグ名表示ボタン

● 設定を保存する
前ページの「設定を保存する」操作と同じです。
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トレンドモニタ
● 時間軸を変える
時間軸の表示を変更することができます。時刻表示でも時間表示でも、右端に、現在の
倍率が示されます。時刻表示では、左端に日付が示されます。

操作手順
1. 	 メニューバーの「時間軸」-「時刻表示」または「時間表示」を選択します。

	 ・時刻表示：時刻を表示する

	 ・時間表示：スキャンを開始した時からの相対時間を表示する

	 	 	 	 	

●時刻表示

●時間表示

● 時間軸を拡大 / 縮小する
波形が表示される時間幅を調整することができます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「拡大」ボタンまたは「縮小」ボタンを押すか、メニューバーの「時

間軸」-「拡大」または「縮小」を選択します。

	 波形が時間軸の方向（横方向）に拡大 / 縮小して表示されます。

Note
・. 拡大 / 縮小の倍率は、1/1000、1/500、1/200、1/100、1/50、1/20、1/10、1/5、1/2、1、2、

5、10、20 倍の 14 種類です。
. ただし、表示可能な最小の倍率は波形表示エリアのピクセル数によって異なります。その

ため、モニタ画面サイズによって、表示可能な最小の倍率が変わります。
・. 拡大 / 縮小の倍率によって、時刻や時間の表示形式（例：MM/DD.HH:MM や HH:MM:SS など）

が自動的に切り替わります。

● Y 軸の表示ゾーンを選択する
波形の表示方法を変更することができます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「波形表示ゾーン」ボタンを押すか、メニューバーの「Y 軸」から

設定する波形表示ゾーンを選択します。

	 	 	 	 	

スライドゾーン
自動ゾーン

複数軸ゾーン

フルゾーン
編集ゾーン

指定ゾーン

3.3　モニタ画面を変更する
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・	 指定ゾーン
	 「表示詳細設定」ダイアログボックス画面で設定したゾーンで、波形を表示します。

	 トレンドモニタ画面上ではゾーンの変更はできません。

	 ゾーンの設定変更は、「表示詳細設定」ダイアログボックス画面で行います。

	 この「表示詳細設定」ダイアログボックス画面の設定操作については、「3.2　表
示条件を設定する」をご覧ください。

・	 編集ゾーン
	 「表示詳細設定」ダイアログボックス画面で設定したゾーンで、波形を表示します。

	 トレンドモニタ画面のゾーン表示エリアで、ゾーンの変更操作ができます。

	 ゾーン表示エリアでは、ゾーンバーの上下端にある「つまみ」をドラッグして、
ゾーンを変更します。ゾーン表示エリアで変更したゾーン設定は、「表示詳細設定」
ダイアログボックス画面に反映されます。このため、ゾーン表示エリアでゾーン
設定を変更した後に「指定ゾーン」に切り替えると、変更後のゾーンで表示され
ます。

・	 フルゾーン
	 表示されているすべての波形に対して、全ゾーンを割り当てる。

	 	 	 	 	

・	 スライドゾーン
	 各波形のゾーン幅を等しくし、表示ゾーンの開始位置を少しずつずらしながら表

示します。

	 	 	 	 	

・	 自動ゾーン
	 表示されている波形の数に応じて、波形表示エリアを等分割して表示します。

	 	 	 	 	

3.3　モニタ画面を変更する
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・	 複数軸ゾーン
	 「表示詳細設定」ダイアログボックス画面で設定したゾーンで、波形と複数の Y

軸 ( スケール ) を表示します。

	 この Y 軸複数同時表示設定の操作は、モニタ表示更新が休止状態で、「トレンド
モニタ」画面上で実施することも可能です。

	 Y 軸を追加する場合：	 ゾーン表示エリアで、表示をするゾーンバーをドラッ
グし、波形表示エリアにドロップします。

	 Y 軸を削除する場合：	 波形表示エリアで、消去する Y 軸をドラッグし、ゾー
ン表示エリアにドロップします。

	 	 	 	 	 	 	

スケールを表示するゾーンバーを
ドラッグ&ドロップ

消去するY軸(スケール)を
ドラッグ&ドロップ

3.3　モニタ画面を変更する
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● 表示制限をつける
表示範囲外の波形を、どのように表示するかを設定するものです。

操作手順
1. 	 ツールバーの「クリップ」ボタンを押すか、メニューバーの「Y 軸」-「クリップ」

を選択します。

	 	 	 	 	

クリップ

	 波形の Y 軸方向の表示範囲が「詳細設定」で設定したスケールの最小値から最大
値の範囲に制限されます。スケール (min) よりも小さな測定値はスケールの最小
値に、スケール (max) よりも大きな測定値はスケールの最大値になるように表示
されます。

	 ・表示波形に表示制限を付けた場合の表示例

	 	 	 	 	

	 ・表示波形に表示制限を付けていない場合の表示例

	 	 	 	 	

● 波形表示を ON/OFF する
特定の波形を目立たせるために、他の波形を表示しないようにすることができます。

操作手順
1. 	 ゾーンバー下の「波形表示 ON/OFF」ボックスをクリックして、波形表示を

ON( 青 )/OFF します。

	 	 	 	 	

グリッドの輝度調整

波形表示エリアの輝度調整

波形表示ON/OFF

波形選択表示

ゾーンバー

3.3　モニタ画面を変更する
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● 波形表示の線の太さを指定する
操作手順

1. 	 メニューバーの「表示」で、「標準線」「中太線」「太線」のいずれかを選択します。

● 輝度を調節する
グリッドと背景の明るさを調整することができます。

操作手順
1. 	 表示ゾーンエリア右側のグリッド輝度調整または波形表示エリアの輝度調整のつ

まみをマウスでドラッグすると、グリッドと背景のそれぞれの輝度が変わります。

● トリップ点を移動する
モニタ休止状態での操作です。
トリップ点の ON/OFF は、「表示詳細設定」ダイアログボックス画面で行います。

操作手順
1. 	 ツールバーの「モニタ休止」ボタンを押すか、メニューバーの「モニタ」-「休止」

を選択します。

	 モニタの表示更新を休止します。

2. 	 必要に応じて、トリップ点を目的の位置までドラッグします。

	 	 	 	 	

ドラッグ前 ドラッグ後

3.3　モニタ画面を変更する
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● アラームを表示する
トレンドモニタでは、波形表示部の下部にアラーム状態が表示されます。
アラームが発生すると、発生している時間幅が波形表示色で、表示されます。
上から、レベル 1、レベル 2、レベル 3、レベル 4 の順に表示されます。
複数のアラームが同時発生した場合には、カレントの波形 (「波形選択表示」マークが
付いている ) を一番上に表示する形で、重ねて表示されます。

	 	 	

アラーム発生なし

アラーム発生

アラーム1
アラーム2
アラーム3
アラーム4

操作手順
1. 	 ツールバーの「アラーム表示 / 非表示」ボタンを押すか、メニューバーの「表示」

-「アラーム」を選択します。

	 アラームが表示または非表示となります。

	 	 	 	 	

アラーム表示/非表示ボタン

ディジタルモニタ / メータモニタ
● アラームを表示する
ディジタルモニタ、メータモニタでは、アラームの状態をランプの色で表示します。ア
ラームが発生していない時は緑、アラームが発生している時は赤、レコーダでアラーム
が設定されていない時は黒で表示されます。アラームランプは、左から、レベル 1、レ
ベル 2、レベル 3、レベル 4 の順に表示されます。

操作手順
操作手順は、上記のトレンドモニタの場合と同じです。

アラームモニタ
● オーバビューとアラームログを切り替える
アラームモニタの表示形式を「オーバビュー」と「アラームログ」のいずれかに切り替
えることができます。

操作手順
1. 	 アラームモニタの「オーバビュー」タブ、または「ログ」タブをクリックします。

・	 オーバビュー表示

	 グループ内のアラーム状態を、次の 4 パターンで表示します。

	 緑のランプ：	 グループに登録しているタグのうち、波形表示を ON にしている	
タグで、アラームが発生しているものがない。	
または、1 つもアラームを設定しているタグがない。

	 赤いランプ：	 グループに登録しているタグのうち、波形表示を ON にしているタ
グのどれか 1 つで、アラームが発生している。

	 緑のランプと点滅している黄色の輪：現時点でアラームは発生していないが、未
確認の過去に発生したアラームがあります。

	 赤いランプと点滅している黄色の輪：現時点でアラームが発生し、未確認の過去
に発生したアラームがあります。

3.3　モニタ画面を変更する
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Note
・. アラームランプの周りに点滅する黄色い輪が表示されている場合は、未確認のアラームが

あります ( アラームホールド中 )。
・. 未確認アラームの確認操作は、輪が点滅しているグループをクリックすることで行います。
. クリックすると、点滅中の輪が消えます。
. メニューバーの「表示」-「ホールドリセット」を選択すると、一括解除できます。

・	 アラームログ表示
	 発生したアラームの種類、発生 / 解除時刻、タグを、リスト形式で表示します。

モニタ休止状態で、過去 100 件までのアラームログを見ることができます。

	 アラームログの表示形式は、次の通りです。

	 	 	 	 	

アラームの発生/解除アイコン

アラームの種別アイコン
アラーム発生，解除時刻

タグ表示

アラームレベル

発生/解除

アラーム種別文字

	 アラーム種別は、次のアイコンで表示されます。

測定値上限アラーム(赤)
偏差上限アラーム
設定値上限アラーム
出力値上限アラーム

測定値下限アラーム(青)
偏差下限アラーム
設定値下限アラーム
出力値下限アラーム

差上限アラーム(赤) 差下限アラーム(青)

変化率上昇限アラーム(赤) 変化率下降限アラーム(青) ディレイ上限アラーム(赤) ディレイ下限アラーム(青)

偏差上下限アラーム 上下限偏差内アラーム その他のアラーム

アラーム種別文字は、次のように表示されます。
H：測定値上限アラーム
PVH：測定値上限アラーム (CX の制御チャネルの PV 値の上限アラーム )
DVH：偏差上限アラーム (CX だけ )
SPH：設定値上限アラーム (CX だけ )
OTH：出力値上限アラーム (CX だけ )

3.3　モニタ画面を変更する
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L：測定値下限アラーム
PVL：測定値下限アラーム (CX の制御チャネルの PV 値の下限アラーム )
DVL：偏差下限アラーム (CX だけ )
SPL：設定値下限アラーム (CX だけ )
OTL：出力値下限アラーム (CX だけ )

dH：差上限アラーム
dL：差下限アラーム
RH：変化率上昇限アラーム
RL：変化率下降限アラーム
tH：ディレイ上限アラーム
tL：ディレイ下限アラーム
DVO：偏差上下限アラーム (CX だけ )
DVI：上下限偏差内アラーム (CX だけ )
ETC：その他のアラーム (CX だけ )

● アラーム音を鳴らす / 停止する
アラームが発生したときに、アラーム音を鳴らすことができます。アラーム音が鳴るの
は、次の条件をすべて満たしているときだけです。
・	 アラームモニタが表示されている
・	 アラーム音機能が「ON」になっている
・	 モニタに表示されているタグのうち、少なくとも 1 つでもアラームが発生している

操作手順
1. 	 メニューバーの「モニタ」-「アラーム音」を表示して、チェックマーク表示が

あるかどうか確認します。表示があるとアラーム音は「ON」、表示がないとアラー
ム音は「OFF」です。「ON」→「OFF」、「OFF」→「ON」の切り替えは再度「モニタ」
-「アラーム音」を表示することで行います。

2. 	 アラーム音を停止するには、アラームモニタにおいてすべてのグループをクリッ
クして確認作業を行います。または、メニューバーの「表示」-「ホールド」-「リ
セット」を選択します。

Note
・. 一度鳴り始めたアラーム音は、すべてのアラームが解除されても、停止操作を行わないか

ぎり鳴り続けます。
・. アラーム音を鳴らすためには、音源が必要です。
・. アラームモニタは、最大 2 画面表示できます。アラームモニタを 2 画面表示し、2 画面と

もにアラーム音の鳴る条件を満たしている場合、アラーム音を停止させるには、2 画面に
対して各々アラーム音を停止させる操作を行う必要があります。

カラーグラフモニタ
● 時間軸を変える
時間軸の表示を変更することができます。時刻表示でも時間表示でも、右端に、現在の
倍率が示されます。時刻表示では、左端に日付が示されます。前述のトレンドモニタと
同じ機能です。

操作手順
1. 	 メニューバーの「時間軸」-「時刻表示」または「時間表示」を選択します。

	 ・時刻表示：時刻を表示する

	 ・時間表示：スキャンを開始した時からの相対時間を表示する

3.3　モニタ画面を変更する
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3.4 カーソルを活用する

トレンドモニタとカラーグラフモニタでは、カーソルを使って、指定した位置のスキャ
ンデータの値を表示することができます。
また、アラームモニタでは、アラームログ表示で指定した区間の始点と終点のスキャン
データの値を表示することができます。
カーソルには、カーソル A とカーソル B の 2 種類があります。

「カーソル値」ダイアログボックス画面には、カーソル A とカーソル B のスキャンデー
タ値と、カーソル A とカーソル B の値の差が表示されます。
リンクを ON にしておくと、表示されているトレンドモニタとカラーグラフモニタすべ
てに、カーソル移動が反映されます。

カーソルを表示して、カーソルの場所の値を読む
カーソル操作は、モニタの表示更新が休止状態で実施します。

● トレンドモニタのカーソル値表示
操作手順

1. 	 ツールバーの「モニタ休止」ボタンを押すか、メニューバーの「モニタ」-「休止」
を選択して、モニタの表示更新を休止します。

モニタ休止ボタン

Note
. 表示更新中にはカーソルは表示されません。カーソルを表示するには、「モニタ休止」ボタ

ンを押して、表示更新を休止してください。
. 表示更新を再開するとカーソルは消えます。

2. 	 表示エリア上でスキャンデータを読み取る位置をポイントして、次のスキャン
データを読み取る位置までドラッグします。最初にポイントした点がカーソルA、
ドロップした点がカーソル B となります。

	 	 	 	 	 	

カーソルBカーソルA

3. 	 ツールバーの「カーソル値表示」ボタンを押すか、メニューバーの「表示」-「カー
ソル値表示」を選択します。

	 	 	 	 	 	

カーソル値表示ボタン
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	 「カーソル値」ダイアログボックス画面が表示され、カーソルで指定した位置の
収集日時刻と値が表示されます。

	 カーソルの位置を微調整する場合は、データ番号の横にある「カーソル移動」ボ
タンを押します。1 データ単位で、カーソルが移動します。

	 モニタ画面とこの「カーソル値」ダイアログボックス画面は、一方を操作すると、
他方にも、その結果が反映されます。

	 	 	 	 	 	

アラーム表示(左からレベル1，2，3，4)
アラーム発生中：赤
アラーム発生なし：緑

カーソル移動ボタン

● アラームログ表示からカーソル値を表示する
モニタの表示更新休止状態で、アラームモニタの「ログ」タブ画面上で、リストをクリッ
ク後、ドラッグすると、カーソル区間が選択されます。
そのときに、「カーソル値」ダイアログボックス画面が表示中ですと、カーソル選択区
間の始点と終点のデータが表示されます

操作手順
1. 	 ツールバーの「モニタ休止」ボタンを押すか、メニューバー「モニタ」-「休止」

を選択します。

	 モニタの表示更新が休止します。

2. 	 ツールバーの「カーソル値表示」ボタンを押すか、メニューバーの「表示」-「カー
ソル値表示」を選択します。

	 「カーソル値」ダイアログボックス画面が表示されます。

3.4　カーソルを活用する
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3. 	 アラームモニタの「ログ」タブ画面上で、カーソル値を表示する 2 点を始点と終
点とする形で、ドラッグを行います。

	 2 点の値が、「カーソル値」ダイアログボックス画面に表示されます。

	 	 	 	 	 	 カーソル選択領域の始点と終点の値を表示する

カーソルを消去する
表示中のカーソルを消去するための操作です。
なお、以下の操作を行わなくとも、表示更新を再開すると、カーソルは消去されます。

操作手順
1. 	 メニューバー「表示」-「カーソル消去」を選択します。

	 カーソルを消去した場合には、「カーソル値」ダイアログボックス画面の各欄に
は何も表示されません。

Note
「カーソル値」ダイアログボックス画面は、表示更新を再開すると消えます。

3.4　カーソルを活用する
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3.5 モニタ画面を保存する

スナップショット機能
アクティブなモニタ画面の画像をファイル (PNG 形式 ) として保存します。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「スナップショット」を選択します。

2. 	 出力ファイル名を指定するダイアログボックスが表示されるので、ファイル名を
指定して「OK」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

	 メニューを選択した時点でアクティブなモニタウインドウの画像ファイルが保存
されます。拡張子は「.png」です。

Note
PNG 形式で保存した画像を見るときには、PNG 形式の画像ファイルをサポートしているアプ
リケーションソフトウエアが必要です。
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3.6 モニタを休止、終了する

モニタを休止する
モニタの表示更新を休止します。表示更新が休止している間もデータは取り込まれるた
め、表示更新を再開すると、休止していた間にスキャンされた値が表示されます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「モニタ休止」ボタンを押すか、メニューバーの「モニタ」-「休止」

を選択します。

	 モニタ画面の表示更新が休止します。

波形モニタ休止ボタン

2. 	 再度「モニタ休止」ボタンを押すか、メニューバーの「モニタ」-「休止」を選
択します。

	 モニタ画面の表示更新が再開されます。

モニタ画面を閉じる
モニタ画面を閉じている間も表示用のデータは取り込まれるので、表示を再開すると、
モニタ画面を閉じていた間にスキャンされた値が表示されます。

操作手順
1. 	 各モニタ画面の最上段最右端の「閉じる」をクリックします。

	 モニタ画面が閉じます。

Note
表示を再開する場合は、モニタバーで、呼び出すモニタ画面のボタンを押します。

モニタを終了する
モニタソフトウエア終了時に、モニタの表示条件が変更されていれば、その設定を保存
するかどうかを問い合わせるダイアログボックスが表示されますので、必要に応じて、

「はい」または「いいえ」を選択してください。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER データモニタ」画面で、メニューバーの「ファイル」-「アプリケー

ションの終了」、または「DAQLOGGER データモニタ」画面最上段最右端の「閉じる」
を選択します。

	 モニタソフトウエアが終了します。
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4.1 ビューア画面に波形を表示する

ビューアソフトウエアでは、ロガーソフトウエアでレコードしたデータを、波形または
ディジタル数値で表示します。また、レポート機能で作成したデータも表示できます。
ビューア画面では、次のデータファイルを表示できます。

・	 ロガーソフトウエアでレコード中またはレコードしたデータファイル ( 拡張子：.mld)
・	 レポートソフトウエアで作成したレポートバイナリファイル ( 拡張子：.rbi)
・	 データファイルの接続状態を保存するリンクファイル ( 拡張子：.lml)

3 章で説明したモニタがリアルタイム表示用であるのに対して、以下で説明するビュー
アは、保存されているデータの表示用です。

Note
VR、DX、MV、CX、DC、DR 本体でフロッピーディスクに保存したデータファイルを、ビュー
アソフトウエアで読み込むことはできません。

ビューアを表示する
操作手順

1. 	 ビューアソフトウエアを、次のいずれかの方法で起動します。
・	「DAQLOGGER マネージャ」画面の「VIEWER」ボタンを押します。
・	Windows のスタートメニューから「プログラム」-「YOKOGAWA	DAQWORX」

-「DAQLOGGER」-「データビューア」を選択します。

Note
ロガーソフトウエアでレコード中のデータについては、「DAQLOGGER マネージャ」画面から
起動した場合には表示できますが、スタートメニューから起動した場合には表示できません。

	 「DAQLOGGER データビューア」画面が表示されます。

メニューバー
ツールバー

ステータスバー

2. 	 この後、次頁以降で説明する「保存したデータファイルを開く」、「レコード中の
波形を表示する」と「レポートバイナリファイルを表示する」のいずれかの操作
を行います。

第 4 章	 ビューアで波形を表示する
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4.1　ビューア画面に波形を表示する

保存したデータファイルを開く
操作手順

1. 	 ツールバーの「ファイルを開く」ボタンを押すか、メニューバーの「ファイル」-「開
く」を選択します。

	 「ファイルを開く」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 目的のファイルがある場所とファイルの種類を選択すると、ファイル名が表示さ
れます。

Note
・. 複数のデータファイルを同時に開くことができます。同時に開くことができるデータファ

イル数は、PC のメモリサイズとディスクの空き容量に依存します。
・. 開くことができるファイルの拡張子は「.mld」、「.rbi」( レポートバイナリファイル ) と「.lml」

( リンクファイル ) です。

3. 	 データファイルの場合には、目的のファイルを選択して ( このとき、選択された
ファイルのファイル情報が、ダイアログボックスの下部に表示されます )、「開く」
ボタンを押します。波形が表示されます。

Note
ファイルサイズが大きい ( 収集点が 8K 以上でかつ、読み込みサイズが 10MB 以上 ) 場合、読
み込み方法を指定する「処理選択」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	

次のどちらかを選び、「選択」ボタンを押すと波形が表示されます。
・.「データをその都度ファイルから読み込む ( メモリ最小 )」を選択した場合
. 必要なメモリサイズが最小になるようにして、表示します。表示スピードは遅くなります

がメモリ消費量は最小に抑えることができます。
・.「データをすべてメモリに読み込む ( スピード最大 )」を選択した場合
. データをすべてメモリに読み込んで、表示します。メモリ消費量は多くなりますが、表示

スピードは速くなります。
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4. 	 データファイルの表示を変更するときは、以下の操作を行ってください。
・	ツールバーの「波形表示」ボタンを押すか、メニューバーの「ウインドウ」-「波

形表示」を選択します。
・	ツールバーの「ディジタル値表示」ボタンを押すか、メニューバーの「ウイン

ドウ」-「ディジタル表示」を選択します。

● 「波形表示」画面
時間軸の拡大/縮小

表示グループの選択

時刻または時間波形表示のON/OFF

ゾーンバー

ゾーンバーをクリック
するとカレント波形が
変わります。

アラーム表示のON/OFF

詳細設定クリップボードへのコピー

このバーをドラッグすると、波形表示エリアを広くしたり狭くできます。

このバーをクリックすると、表示ゾーン
の表示を隠したり表示できます。

波形表示エリアの
輝度調整つまみ

グリッドの
輝度調整つまみ

波形表示エリア

ゾーン表示エリア

ファイルを開く
保存

任意マーク
レコード中のデータ表示

ゾーン自動設定

表示制限の設定
波形表示

ディジタル値表示
カーソル間のデータ表示

カーソル間の区間演算

プリントアウト
バージョン表示

検索設定

オーバビュー
スプレッダ

前方接続表示
後方接続表示

アラーム表示
(上からレベル
1、2、3、4)

グリッド密度の切り替え

● 「ディジタル値表示」画面

表示色

アラーム表示(左からレベル1，2，3，4)

タグ番号/タグ名

時刻/時間

トリガマーク

波形表示 ディジタル値表示

4.1　ビューア画面に波形を表示する
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4.1　ビューア画面に波形を表示する

● データオーバビュー
波形表示状態のときに、オーバビュースプレッダを下方にドラッグすると、「データオー
バビュー」エリアが表示されます。
データオーバビューでは、読み込んだデータ値を色で表示します。データ値がスケール
Max 以上の場合に「赤」、スケール値 Min 以下の場合に「青」となります。その間は、
赤→黄→緑→水色→青と変化します。
データオーバビューの白い枠で囲まれている部分が、波形表示されています。

	 	 	

データ
オーバビュー

白い枠で囲まれた部分が波形表示されています。
枠をドラッグ、またはマウスホイールを操作して波形表示範囲を移動することができます。

オーバビュー
スプレッダ

レコード中の波形を表示する
ロガーソフトウエアでレコード中のデータを、波形表示します。

操作手順
1. 	 ツールバーの「ロギング波形表示」ボタンを押すか、メニューバーの「表示」-「ロ

ギング波形表示」を選択します。

	 現在、ロガーソフトウエアでレコード中のデータファイルの内容が、波形表示さ
れます。

	 	 	 	 	 	

ロギング波形表示

Note
・.「ロギング波形表示」ボタンが有効になるのは、ロガーソフトウエアでレコード中のときです。
・. 初回通信リトライが成功したあとで、ロギングしているファイルを表示する場合は、「ロギ

ング波形表示」ボタンを押します。ファイルが再読み込みされます。初回通信時に機器と
接続できない場合は、小数点位置、スパンなどは初期値となるため、再接続が成功したとき、
正しい小数点位置の再読み込みが必要です。

2. 	 必要に応じて、再び、ツールバーの「ロギング波形表示」ボタンを押します。

	 最新のレコードデータが表示されます。
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4.1　ビューア画面に波形を表示する

レポートバイナリファイルを表示する
レポートバイナリファイルの内容を、表形式で画面表示します。

操作手順
1. 	 「保存したデータファイルを開く」の操作手順で、「ファイルを開く」ダイアログ

ボックスを表示します。

2. 	 目的のファイルがある場所を指定し、「ファイルの種類」で、レポートバイナリファ
イル ( 拡張子：.rbi) を選択すると、ファイル名が「ファイル名一覧」に表示されます。

	 	 	 	 	 	

3. 	 目的のファイルを選択して ( このとき、選択されたファイルのファイル情報が、
ダイアログボックスの下部に表示されます )、「開く」ボタンを押します。レポー
トバイナリファイルの内容が、表形式で表示されます。

Note
レポートバイナリファイルの場合は、変換と印刷のみが可能で、レポートデータの編集は行え
ません。
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4.1　ビューア画面に波形を表示する

読み込んだファイルの情報を見る
アクティブウインドウのデータファイルの情報を見ることができます。

操作手順
1. 	 メニューバーの「情報」-「読み込みファイル情報」を選択すると、「読み込みファ

イル情報」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 このダイアログボックスでは、データの印字出力の際のヘッダ ( 上図の「印字タ
イトル」) を、入力または変更することができます。

	 フィールドを選択後、キーボード入力します。入力可能な文字数は、半角で 32
文字以内です。

Note
・. 印字タイトルの入力または変更は、「印刷設定」ダイアログボックスでも設定できます。
・. 印字タイトルを入力または変更すると、「印刷設定」ダイアログボックスの印字タイトルに、

反映されます。

モニタ画面を整列して表示する
操作手順

1. 	 メニューバーの「ウインドウ」-「重ねて表示」または「並べて表示」を選択します。
表示されている複数のモニタ画面が、重ねて表示または並べて表示されます。

ツールバー / ステータスバーを表示 / 非表示する
操作手順

1. 	 メニューバーの「表示」をクリックして、メニューから、非表示にするバーを選
択します。先頭のチェックマークが消え、バーが非表示になります。表示する場
合は再度クリックしてください。
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4.2 表示条件を設定する

タグ設定ソフトウエアで設定したタグごとに、スケール、ゾーン、波形色などのビュー
ア画面の表示条件を設定します。

Note
以下の説明は、タグの識別名を「タグ番号」として説明します。識別名を「タグ名」で表示し
たい場合には、メニューバーの「表示」-「タグ名」を選択してください。

基本操作
● 波形番号を選択する
・	 波形番号 (「No.」セル ) を、クリックします。
・	 波形番号を連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」

キーを押しながらクリックします。

● 設定の使用 / 未使用を切り替える
・	 チェックボックスを、クリックすると、使用 ( 青 )/ 未使用が切り替わります。
・	 連続選択している場合は、下部のツールセルをクリックすると、選択範囲を一括して

切り替えることができます。

● 波形番号の内容をコピーする
　選択中の波形番号 (「No.」) の表示設定を、他の波形番号にコピーする操作です。

1. 	 「詳細設定」ダイアログボックス画面で、「コピー詳細」ボタンを押します。

	 「コピー詳細」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 コピーする項目をチェックして、「OK」ボタンを押します。

3. 	 コピー元の「番号」セルをクリックします。

4. 	 「コピー」ボタンを押します。

5. 	 コピー先の「番号」セルを選択 ( 複数選択可 ) します。

	 連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」キー
を押しながらクリックします。

	 選択が完了したら、「貼り付け」ボタンを押します。

グループごとに表示条件を設定する
表示単位は、グループとなります。1 グループあたり最大 32 個のタグを設定可能で、最
大 50 グループまで、登録することができます。

「詳細設定」ダイアログボックス画面は、設定項目として「メータ種別」がない点と、
画面最下段中央の「スケール計算」ボタンを除くと、モニタ画面の「表示詳細設定」ダ
イアログボックス画面と共通です。
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操作手順
1. 	 ツールバーの「詳細設定」ボタンを押すか、メニューバーの「表示」-「詳細設定」

を選択します。

	 「詳細設定」ダイアログボックス画面が表示されます。

登録するタグ グループタブ

表示色

表示範囲 トリップ点の設定

表示のON/OFF グループ名
ゾーン(表示位置)

トリップ点の表示ON/OFF

コピー内容
の選択

コピー
ボタン

貼り付け
ボタン

選択範囲の
波形表示を
一括ON/OFF

選択範囲
のY軸複数
表示を一括
ON/OFF

選択範囲のタグ番
号を、選択範囲の
先頭波形番号のタ
グ番号から順次タ
グ設定(タグ設定ソ
フトウエアで設定
されている順)

選択範囲の
トリップ
点をON/OFF

選択範囲の先頭波形
番号の設定値を、選
択範囲にコピーする

Y軸表示

選択範囲を下記のように一括設定
トリップ1：スケールの最大値
トリップ2：スケールの最小値

選択範囲を
初期設定に
一括設定

2. 	 設定を実施するグループを表示するために、タブをクリックします。

	 各グループごとの設定タブ画面に切り替わります。

3. 	 「グループ名」フィールドには、モニタソフトウエアで設定したグループ名が表
示されます。

	 変更する場合は、「グループ名」フィールドをクリックして、キーボード入力し
ます。入力可能文字数は、半角で 16 文字以内です。

4. 	 グループを構成するタグを登録 / 変更 / 削除するために、目的の「タグ番号」セ
ルをクリックします。

	 「タグ番号」ダイアログボックスが表示されます。割り当てるタグ名をクリック
すると、ダイアログボックスが閉じられ、「詳細設定」ダイアログボックス画面
に、入力した設定が反映されます。割り当てをしない場合は、最下段の「None」
をクリックします。

4.2　表示条件を設定する



4-9IM WX101-01

ビ
ュ
ー
ア
で
波
形
を
表
示
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

	 	 	 	 	 	

Note
本ダイアログボックスには、タグ設定ソフトウエアで設定したタグのタグ番号が表示されます。

5. 	 波形の表示 / 非表示を設定します。

	 グラフ上に、当該表示番号のデータを表示する場合は、「No.」セルのチェックボッ
クスを ON( 青 ) にします。

6. 	 Ｙ軸を設定します。

	 複数軸ゾーン選択時の Y 軸の表示 / 非表示と、軸のタイプ ( 線形、対数 ) を指定
します。

7. 	 「スケール」セルの数値をクリックして、スケール値をキーボード入力します。

	 入力可能な範囲は、小数点を除く、− 1016 〜 1016 です。

	 最小値を最大値よりも大きな値に設定すると、波形が上下に反転します。

Note
入力した数値の小数点位置は、小数点以下の有効桁数に応じて、タグごとに調整されます。

	 「スケール計算」ボタンを押すと、選択されたタグのスケールの最小値 / 最大値が、
自動的にタグごとのデータの最小値 / 最大値に設定されます。

8. 	 「ゾーン」セルの数値をクリックして、ゾーンの表示領域をキーボード入力します。
入力可能な範囲は、最小値が 0 〜 99%、最大値が 1 〜 100% です。

	 波形表示エリアの下端を 0%、上端を 100% とする範囲内 ( ゾーン ) で波形が表示
されます。

9. 	 「トリップ 1」または「トリップ 2」セルの数値をクリックして、表示位置をキー
ボード入力します。

	 チェックボックスをクリックして、使用 ( 青 )/ 未使用を指定します。

Note
・. トリップ点は、タグごとに設定したスケール値の範囲内で設定できます。
・. トリップ点 1 は赤色、トリップ点 2 は青色で表示されます。
・.「波形表示」画面上で、トリップ点をドラッグして、移動することができます。
・. トリップ点の表示位置を入力すると、「トリップ 1」または「トリップ 2」セルのチェックボッ

クスが自動的に ON( 青 ) になります。トリップ点を表示しない場合は、チェックボックス
を外して OFF にしてください。

4.2　表示条件を設定する
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10. 	表示色を変更するタグの「色」セルをクリックします。

	 「色」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

11. 	いずれかの色をクリックして、変更する色を設定します。

Note
新しい色を作成する場合は「色の作成」ボタンを押します。ダイアログボックスに表示される
パレットを操作して、新しい色を作成してください。

12. 	「色」ダイアログボックスの「OK」ボタンを押します。

	 指定した色で波形が表示されます。

13. 	「詳細設定」ダイアログボックス画面の「OK」ボタンを押します。

	 新規設定が適用され、「詳細設定」ダイアログボックス画面が閉じます。

4.2　表示条件を設定する
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4.3 波形表示、ディジタル値表示画面で表示を変更す
る

ビューア画面の表示方法を変更することができます。
ここでは、波形表示の際に変更が可能な表示方法について説明します。

「波形表示」画面は、表示ゾーンエリアが画面の左側にあること、波形表示で線の太さ
を指定することができないことを除くと、「トレンドモニタ」画面と類似しています。

● 時間軸を変える
時間軸の表示を変更することができます。両表示とも、右端に、現在の倍率が示されます。
時刻表示では、左端に日付が示されます。

クリップボードにコピーしたデータも、設定した時間軸の表示になります。

操作手順
1. 	 メニューバーの「時間軸」-「時刻表示」または「時間表示」を選択します。

	 ・時刻表示：時刻を表示する

	 ・時間表示：先頭からの相対時間を表示する

	 	 	 	 	

●時刻表示

●時間表示

	

● 時間軸を拡大 / 縮小する
波形が表示される時間幅を調整することができます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「拡大」ボタンまたは「縮小」ボタンを押すか、メニューバーの「時

間軸」-「拡大」または「縮小」を選択します。

	 波形が時間軸の方向（横方向）に拡大 / 縮小して表示されます。

Note
・. 拡大 / 縮小の倍率は、1/1000、1/500、1/200、1/100、1/50、1/20、1/10、1/5、1/2、1、2、

5、10、20 倍の 14 種類です。
. ただし、表示可能な最小の倍率は波形表示エリアのピクセル数によって異なります。その

ため、ビューア画面サイズによって、表示可能な最小の倍率が変わります。
・. 拡大 / 縮小の倍率によって、時刻や時間の表示形式（例：MM/DD.HH:MM や HH:MM:SS など）

が自動的に切り替わります。

	 なお、メニューバー「時間軸」-「倍率設定」を選択すると、「時間軸倍率」ダイ
アログボックスが表示されます。

	 入力した任意の倍率で、時間軸を拡大または縮小できます。

	 ・拡大の設定範囲：1 〜 20 倍（正の正数）

	 ・縮小の設定範囲：1/1 〜 1/1000（分母は正の整数）

	 また、メニューバー「時間軸」-「全体表示」を選択すると、「波形表示」画面に、
全体が表示できる様に拡大倍率を自動調整します。
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● Y 軸の表示ゾーンを選択する
波形の表示方法を変更することができます。

操作手順
1. 	 ツールバーの「波形表示ゾーン」ボタンを押すか、メニューバーの「Y 軸」から

設定する波形表示ゾーンを選択します。

	 	 	 	 	

スライドゾーン

自動ゾーン
複数軸ゾーン

フルゾーン

編集ゾーン

指定ゾーン

・	 指定ゾーン
	 「詳細設定」ダイアログボックス画面で設定したゾーンで、波形を表示します。
	 ビューア画面上ではゾーンの変更はできません。
	 ゾーンの設定変更は、「詳細設定」ダイアログボックス画面または次の編集ゾー

ンで行います。

	 「詳細設定」ダイアログボックス画面の設定操作については、「4.2　表示条件を
設定する」をご覧ください。

・	 編集ゾーン
	 「詳細設定」ダイアログボックス画面で設定したゾーンで、波形を表示します。
	 ビューア画面のゾーン表示エリアで、ゾーンの変更ができます。
	 ゾーン表示エリアでは、ゾーンバーの上下端にある「つまみ」をドラッグして、ゾー

ンを変更します。ゾーン表示エリアで変更したゾーン設定は、「詳細設定」ダイ
アログボックス画面に反映されます。このため、ゾーン表示エリアでゾーン設定
を変更した後に「指定ゾーン」に切り替えると、変更後のゾーンで表示されます。

	 	 「上伸縮つまみ」をマウスでドラッグすると、ゾーンの上端が移動します。
	 	 同様に、「下伸縮つまみ」をドラッグするとゾーンの下端が移動します。
	 	 また、ゾーンバーをドラッグするとゾーン全体が移動します。

	 	 	 	 	 	 	 	

上伸縮つまみ

下伸縮つまみ

アクティブ波形

ゾーンバー

・	 フルゾーン
	 表示されているすべての波形に対して、全ゾーンを割り当てます。

	 	 	 	 	 	

4.3　波形表示、ディジタル値表示画面で表示を変更する
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・	 スライドゾーン
	 各波形のゾーン幅を等しくし、表示ゾーンの開始位置を少しずつずらしながら表

示します。

	 	 	 	 	 	

・	 自動ゾーン
	 表示されている波形の数に応じて、波形表示エリアを等分割して表示します。

	 	 	 	 	 	

・	 複数軸ゾーン
	 「詳細設定」ダイアログボックス画面で設定したゾーンで、波形と複数の Y 軸 ( ス

ケール ) を表示します。
	 この Y 軸複数同時表示設定の操作は、「波形表示」画面上で実施することも可能

です。

	 Y 軸を追加する場合：	 ゾーン表示エリアで、表示するゾーンバーをドラッグ

	 	 し、波形表示エリアにドロップします。

	 Y 軸を削除する場合：	 波形表示エリアで、消去する Y 軸をドラッグし、ゾーン
	 	 表示エリアにドロップします。

	 	 	 	 	 	 	

消去するY軸(スケール)を
ドラッグ&ドロップ

スケールを表示するゾーンバーを
ドラッグ&ドロップ

4.3　波形表示、ディジタル値表示画面で表示を変更する
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Note
表示されるトリップとグリッドは、Y 軸表示エリア最右端の軸のものとなります。

● 表示制限をつける
表示範囲外の波形を、どのように表示するかを設定するものです。

操作手順
1. 	 ツールバーの「クリップ」ボタンを押すか、メニューバーの「Y 軸」-「クリップ」

を選択します。

	 	 	 	 	 	

クリップ

	 波形の Y 軸方向の表示範囲が「詳細設定」で設定したスケールの最小値から最大
値の範囲に制限されます。スケール (min) よりも小さな測定値はスケールの最小
値に、スケール (max) よりも大きな測定値はスケールの最大値になるように表示
されます。

	 ・表示波形に表示制限を付けた場合の表示例

	 	 	 	 	 	 	 	

	 ・表示波形に表示制限を付けていない場合の表示例

	 	 	 	 	 	 	 	

● 波形表示を ON/OFF する
特定の波形を目立たせるために、他の波形を表示しないようにすることができます。

操作手順
1. 	 ゾーンバー下の「波形表示 ON/OFF」ボックスをクリックして、波形表示を

ON( 青 )/OFF します。

4.3　波形表示、ディジタル値表示画面で表示を変更する
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● 輝度を調節する
グリッドと背景の明るさを調整することができます。

操作手順
1. 	 表示ゾーンエリア左側のグリッド輝度調整または波形表示エリアの輝度調整のつ

まみをマウスでドラッグすると、グリッドと背景のそれぞれの輝度が変わります。

● トリップ点を移動する
トリップ点の ON/OFF は、「詳細設定」ダイアログボックス画面で行います。

操作手順
1. 	 必要に応じて、トリップ点を目的の位置までドラッグします。

	 	 	 	 	 	

ドラッグ前 ドラッグ後

● グリッド表示の変更
グリッドの種類を 3 つの中から選択できます。

操作手順
1. 	 ツールバーのグリッド密度切り替えボタンをクリックするか、またはメニュー

バーの「Y 軸」をクリックして、グリッド種類を指定します。

	 グリッド表示が切り替わります。

グリッド密度の切り替え

グリッド表示例

4.3　波形表示、ディジタル値表示画面で表示を変更する
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● アラーム表示する
操作手順

1. 	 ツールバーの「アラーム表示 / 非表示」ボタンを押すか、メニューバーの「表示」
-「アラーム」を選択します。

	 「波形表示」と「ディジタル値表示」の両画面と、「カーソル値」ダイアログボッ
クス画面に、各タグのアラーム状態が表示されます。

	 ただし、読み込んだデータファイルにアラームデータがない場合には、アラーム
は表示されません。

・	 「波形表示」画面
	 アラームが発生している時間幅が波形表示色で、表示されます。複数のアラーム

が同時発生している場合には、カレントの波形 (「波形選択表示」マークが付い
ている ) を一番上に表示する形で、重ねて表示されます。

	 	 	 	 	 	

アラーム表示

レベル1
レベル2
レベル3
レベル4

・	 「ディジタル値表示」画面

	 	 	 	 	 	

アラーム表示
アラーム発生中：赤，アラーム無し：緑

レベル1 レベル2 レベル3 レベル4

・	 「カーソル値」ダイアログボックス画面

	 	 	 	 	 	

アラーム表示(左からレベル1，2，3，4)
アラーム発生中：赤，アラーム無し：緑

Note
・. 上記のいずれかの画面でアラーム情報の表示設定を ON/OFF すると、残りの 2 画面も連動

します。
・. 読み込んだデータファイルにアラームデータがない場合には、メニューバーの「表示」-「ア

ラーム」はグレイ表示となり、選択できません。

4.3　波形表示、ディジタル値表示画面で表示を変更する
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4.4 カーソルを活用する

「波形表示」画面では、カーソルを使って指定した位置のレコードデータの値を表示す
ることができます。カーソルにはカーソル A とカーソル B の 2 種類があります。カーソ
ル A とカーソル B それぞれのレコードデータや、カーソル A とカーソル B の値の区間
統計演算の結果を表示できます。

カーソルを表示して、カーソルの場所の値を読む
操作手順

1. 	 データビューアの「波形表示」画面上でレコードデータを読み取る位置をポイン
トして、次のレコードデータを読み取る位置までドラッグします。最初にポイン
トした点がカーソル A、ドラッグした点がカーソル B となります。

	 	 	 	 	 	

カーソルBカーソルA

2. 	 ツールバーの「カーソル値表示」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

カーソル値表示ボタン

	 「カーソル値」ダイアログボックス画面が表示され、カーソルで指定した位置の
収集日時刻と値が表示されます。

	 カーソルの位置を微調整する場合は、データ番号の横にある「カーソル移動」ボ
タンを押します。1 データ単位で、カーソルが移動します。

　 	 また、カーソルの操作と表示は、「波形表示」と「デジタル表示」の両画面と、
この「カーソル値」ダイアログボックス画面とで、連動します。

	 	 	 	 	 	

これらのボタンで、カーソルを
1データずつ移動できます。
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カーソルを消去する
表示中のカーソルを消去するための操作です。

操作手順
1. 	 メニューバー「表示」-「カーソル消去」を選択します。

	 カーソルを消去した場合には、「カーソル値」ダイアログボックス画面の各欄に
は何も表示されません。

カーソル間のデータをクリップボードにコピーする
カーソルで指定した範囲のレコードデータをクリップボードにコピーして、活用するこ
とができます。

操作手順
1. 	 「波形表示」または「ディジタル値表示」画面で、クリップボードにコピーした

い範囲 ( 最大 1000 点 ) を、カーソルのドラッグ & ドロップで選択します。

2. 	 ツールバーの「コピー」ボタンを押すか、メニューバーの「編集」-「コピー」
を選択します。

	 Windows のクリップボードに、レコードデータがコピーされます。

	 	 	 	 	 	

コピーボタン

3. 	 クリップボードにコピーしたレコードデータは、他のアプリケーションに貼り付
けて利用することができます。

	 ・クリップボードへのコピー例

	 	 	 	 	 	

Note
・. クリップボードにコピーできるデータ数は最大 1000 データです。
・. クリップボードには、選択しているグループに登録しているチャネル、タグ番号、および

タグ名すべてがコピーされます。
・. 時間は、時間軸の表示モードが「時刻」の場合は時刻を、「時間」の場合には先頭データか

らの相対時間が、出力されます。

4.4　カーソルを活用する



4-19IM WX101-01

ビ
ュ
ー
ア
で
波
形
を
表
示
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

区間統計演算結果を表示する
カーソル A とカーソル B のデータを区間統計演算し、その結果を表示します。
最小値、最大値、P-P 値、平均値、実効値の 5 種類があります。

操作手順
1. 	 「波形表示」または「ディジタル値表示」画面で、演算の対象とする区間を、カー

ソルのドラッグ & ドロップで選択します。最初にポイントした点がカーソル A、
ドラッグした点がカーソル B となります。

2. 	 ツールバーの「区間演算」ボタンを押すか、メニューバーの「ウインドウ」-「演
算結果表示」を選択します。

	 	 	 	 	 	

区間演算ボタン

	 「演算結果」ダイアログボックス画面に、その結果が表示されます。

	 	 	 	 	 	

演算するデータ範囲(データNo.)

Note
・. 演算区間を変えるなど演算条件を変更した場合は、「再計算」ボタンを押してください。
・. 演算結果ダイアログボックス画面には、現在アクティブなビューア画面に表示されている、

タグ名またはタグ番号が表示されます。波形が表示されているかどうかは、関係ありません。
・. 演算の区間を指定していない場合は、先頭データから最終データまでの区間を演算します。

4.4　カーソルを活用する
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4.5 マークを活用する

カーソルで指定した時間軸上の位置にマークを付けることができます。波形表示では波
形の上側に、ディジタル値表示では左側に表示されます。
初期状態では、下記のマークが付けられています。
TRIG：	 	 	 ロガーでデータ収集を開始した時点のデータ ( ファイルの先頭データ )
BOUNDARY：	ロガーで収集データをファイル分割して保存している場合の分割点のデー

タ (2 番目以降のファイルの先頭データ )、データ切り出し (4.7 節を参照 )
で作成したファイルの先頭データ

マークを付ける
操作手順

1. 	 「波形表示」画面上のマークを付けたい位置か、「ディジタル値表示」画面の「Date	
[No]」欄でマークを付けるセルを、クリックします。

	 カーソル A が表示されます。このとき、カーソル B は作成しません。

2. 	 ツールバーの「任意マーク追加」ボタンを押すか、メニューバーの「編集」-「任
意マーク追加」を選択します。

	 	 	 	 	 	

任意マークボタン

3. 	 「マーク」ダイアログボックスが表示されます。

	 「全グループ」または「表示グループ」を、ラジオボタンを押して選択します。

	 「全グループ」：すべてのグループにマークをつける

	 「表示グループ」：表示しているグループのみにマークをつける

	 マーク文字列を、キーボード入力します。入力可能な文字数は、半角で 16 文字
以内です。

	 	 	 	 	 	

4. 	 「OK」ボタンを押します。

	 カーソル表示位置に、マークが表示されます。

Note
・. マーク文字列を変更する場合は、変更するマークをダブルクリックしてください。
・. カーソル A とカーソル B の位置が一致していないと、マークを付けることはできません。



4-21IM WX101-01

ビ
ュ
ー
ア
で
波
形
を
表
示
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

マークを削除する
操作手順

1. 	 「波形表示」または「ディジタル値表示」画面上で、削除するマークをはさむ形
でカーソル A とカーソル B で設定します。

2. 	 メニューバーの「編集」-「マーク削除」を選択します。

	 すべてのグループの、選択した範囲内にあるマークが、削除されます。

マークの表示を初期化する
操作手順

1. 	 メニューバーの「編集」-「マークを初期状態に戻す」を選択します。

	 マークが初期状態に戻ります。

4.5　マークを活用する
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4.6 測定 / 演算データ、アラーム、マークを検索する

条件を指定して、測定 / 演算データ、アラーム、マークを検索することができます。

測定 / 演算データ、アラーム、マークを検索する
設定した条件に一致したデータを検索して、カーソルを位置づけることができます。検
索範囲はカーソルで指定されている範囲です。カーソルが表示されていない場合は、全
範囲を検索します。カーソルがひとつだけ表示されている場合は、カーソル位置からデー
タの端まで検索します。
検索してデータが見つかると、見つかったデータを含む範囲が表示され、データ位置に
カーソルが位置付けられます。そのデータを含む波形が「非表示」に指定されていたと
きは、「表示」に変更されます。

操作手順
1. 	 「波形表示」または「ディジタル値表示」画面で、カーソルで検索範囲を選択します。

2. 	 メニューバーで、「編集」-「検索設定」を選択します。または、ツールバーの「検
索設定」ボタンを押します。「検索」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

グループ選択ボタン

タグ選択ボタン

3. 	 検索機能では 2 つの検索条件を設定できますが、その 2 つの条件の OR または
AND を設定します。セルをクリックして、リストボックスから OR または AND
選択します。

	 OR：どちらか一方の条件にあてはまる

	 AND：2 つの条件にあてはまる

操作手順 4 〜 8 を繰り返して、条件 1、2 を設定します。

4. 	 検索種類を設定します。セルをクリックして、リストボックスから種類を選択し
ます。

	 無：条件を設定しない

	 データ：データ種類 (LACK、+OVER、-OVER、OFF) を検索する ( 次ページ参照 )

	 マーク：マークを検索する

	 アラーム：アラームを検索する

	 値：測定値 / 演算値データ値を検索する
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データを検索する場合
5. 	 検索するグループを選択します。
	 グループ選択ボタンをクリックすると、グループ選択のダイアログボックスが表

示されますので、グループを選択します。「ALL」を押すとすべてのグループが検
索の対象になります。

	 	 	 	 	 	

6. 	 検索するタグを選択します。
	 タグ選択ボタンをクリックすると、タグ No. またはタグ名選択のダイアログボッ

クスが表示されます。操作手順 5 で選択されたグループに含まれるタグが表示さ
れます。タグを選択します。「ALL」を押すと、指定されたグループの、すべての
タグが検索の対象になります。

	 	 	 	 	 	

7. 	 検索するデータ種類を設定します。
	 セルをクリックして、リストボックスからデータ種類を選択します。
	 LACK：データ抜けを検索する
	 +OVER：プラスオーバデータを検索する
	 –OVER：マイナスオーバデータを検索する
	 OFF：OFF データ * を検索する

*	 OFF データとは、レコード中に、レコードと通信できなくなったときの測定 / 演算デー
タです。

マークを検索する場合
5. 	 検索するグループを選択します。
	 操作方法は、「データを検索する場合」と同じです。

6. 	 マーク文字列を設定します。
	 設定した文字列を含む名前を持つマークが検索されます。大文字、小文字の区別

はされません。「*」( 半角のアステリスク ) だけを指定すると、すべてのマーク
を検索します。

アラームを検索する場合
5. 	 検索するグループを選択します。
	 操作方法は、「データを検索する場合」と同じです。

4.6　測定 / 演算データ、アラーム、マークを検索する
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6. 	 検索するタグを選択します。
	 操作方法は、「データを検索する場合」と同じです。

7. 	 アラーム種類を設定します。
	 セルをクリックして、リストボックスからアラーム種類を選択します。
	 アラーム All：すべてのアラームを対象とする
	 アラーム 1、アラーム 2、アラーム 3、アラーム 4：それぞれのアラーム No.( アラー

ムレベル ) のアラームを対象にする

8. 	 検索するアラーム状態を設定します。
	 セルをクリックして、リストボックスからアラーム状態を選択します。
	 変化点：アラームが ON から OFF、または OFF から ON になったデータ位置
	 始点：アラーム ON 状態が開始されたデータ位置
	 終点：アラーム ON 状態が終了したデータ位置 (OFF になる直前の ON のデータ

位置 )
	 ON：アラーム ON 状態のデータ位置
	 OFF：アラーム OFF 状態のデータ位置

データ値を検索する場合
5. 	 検索するグループを選択します。

	 操作方法は、「データを検索する場合」と同じです。

6. 	 検索するタグを選択します。

	 操作方法は、「データを検索する場合」と同じです。

7. 	 比較種類を設定します。比較値の設定は、操作手順 8 で行います。
	 セルをクリックして、リストボックスから比較種類を選択します。
	 ==：比較値と等しいデータを検索する
	 >：比較値より大きいデータを検索する
	 <：比較値より小さいデータを検索する
	 >=：比較値より大きいか等しいデータを検索する
	 <=：比較値より小さいか等しいデータを検索する
	 !=：比較値と等しくないデータを検索する

8. 	 比較値を設定します。
	 セルをクリックして、数値を入力します。
	 数値の範囲は、-1E16 〜 1E16 です。通常表現に加えて、指数表現でも指定でき

ます ( 例：32E+5)。

Note
. 設定する値が 1.2345E12 のような場合、測定値は上記のようなきりのよい数値ではないた

め、検索できない場合があります。

検索方向
9. 	 ラジオボタンをクリックして「逆方向」または「順方向」を選択します。表示さ

れているカーソルの数と、「逆方向」「順方向」の設定により、下記の検索方向に
なります。

表示されているカーソル数 逆方向 / 順方向 検索方向
なし 順方向

逆方向
データ先頭からデータ終端
データ終端からデータ先頭

1 つ
(A と B が同じ位置 )

順方向
逆方向

カーソル位置からデータ終端
カーソル位置からデータ先頭

2 つ
(A が B より時間軸上で前 )

順方向
逆方向

カーソル A からカーソル B
カーソル B からカーソル A

4.6　測定 / 演算データ、アラーム、マークを検索する
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10. 	検索条件に一致したデータの位置に表示するカーソルを設定します。カーソルA、
カーソル B、またはカーソル A と B を指定します。

11. 	「実行」ボタンを押すと検索が実行され、検索条件に一致したデータの位置にカー
ソルが表示されます。ダイアログボックスの下部に検索結果 ( グループ番号、波
形番号、データ番号 ) が表示されます。

	 続けて「実効」ボタンを押すと、検索条件に一致した次のデータの位置にカーソ
ルが表示され、ダイアログボックスの下部に検索結果が表示されます。

	 検索条件に一致するデータがない場合は、ダイアログボックスの下部に「該当な
し」と表示されます。

12. 	「閉じる」ボタンを押すと、「検索」ダイアログボックスが閉じられます。

● アラーム検索の例
グループ 1、タグ番号 TAG0005 の、カーソルで指定された範囲のアラームレベル 1 のア
ラーム変化点にカーソルを移動させる手順を説明します。

1. 	 グループ 1 の波形を表示し、カーソルで範囲を指定します。

2. 	 ツールバーの「検索設定」ボタンを押します。「検索」ダイアログボックスが表
示されます。

3. 	 検索条件で下記のように設定します。
	 OR/AND：ひとつの条件のみ設定しますので変更する必要はありません
	 検索種類：「アラーム」
	 グループ：「Group01」
	 タグ：「TAG0005」
	 アラームレベル：「アラーム 1」
	 アラーム状態：「変化点」
	 第 2 条件：「無」

4. 	 検索方向を時間経過の方向に設定します。

	 「順方向」のラジオボタンをクリックします。

5. 	 検索結果にカーソル A を位置づけます。

	 カーソル位置づけ：カーソル A のチェックボックスをクリックしてチェックマー
クを付けます

6. 	 「実行」ボタンを押すと、検索が実行され、カーソル A が条件と一致したアラー
ム変化点に位置づけられます。カーソル値表示でデータを読みとることができま
す。

7	. 	 再度、「実行」ボタンを押すと、次の ( 条件と一致した ) アラーム変化点にカーソ
ル A が位置づけられます。

「実行」ボタンを押すとカーソルA
が次の検索結果点に移動します。

最初の検索結果(カーソルA)

TAG0005の波形(橙)

検索範囲を指示したと
きのカーソルAの位置
(点線は表示されません)

カーソルB

アラーム1

4.6　測定 / 演算データ、アラーム、マークを検索する
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4.7 データ形式を変換する

データを、ASCII、Lotus	1-2-3、Excel の 3 つのデータ形式に変換することができます。
各データ形式の拡張子は、次のとおりです。
・	 ASCII	 ：.txt
・	 Lotus	1-2-3	 ：.wj2
・	 Excel	 ：.xls
	

操作手順
1. 	 メニューバーの「変換」で、「アスキー変換」「ロータス変換」「エクセル変換」

のいずれかを選択します。
	 各変換のダイアログボックスが表示されます。

2. 	 変換するデータ範囲 ( 変換開始点のデータ番号と変換終了点のデータ番号 ) とス
テップ数を入力します。

	 指定範囲内のすべてのデータを変換する場合は、ステップ数を 1 に設定してくだ
さい。

	 	 	 	 	 	

3. 	 変換するデータをグループで指定するときは、「グループ指定」のラジオボタン
を押して、テキストボックスに設定値をキーボード入力します。

	 グループ情報が E 表示のときは指数表示、F 表示のときは通常表示で出力します。
	 レコードデータの場合、変換するデータをタグ番号で指定するときは、「タグ指定」

のラジオボタンをクリックして、タグ番号のボタンをクリックします。
	 チャネル表示が LOG チャネルのとき、指数表示で出力します。
	 タグ番号を選択するダイアログボックスが表示されますので、設定するタグ番号

をクリックします。

4. 	 変換したファイルの保存先のフォルダまたはファイル名を変更する場合は、メ
ニューバーの「ファイル」を選択します。

	 「ファイル名変更」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

5. 	 保存する場所やファイルの種類を選択し、ファイル名をキーボード入力します。
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6. 	 「OK」ボタンを押します。

	 レコードデータが、選択したデータ形式に変換された後に、ファイルに保存され
ます。

レコードデータのファイル変換フォーマット
Lotus	1-2-3、Excel、ASCII のファイルフォーマットを以下に示します。

● Lotus 1-2-3 のファイルフォーマット

	 	 	 	

● Excel のファイルフォーマット

	 	 	 	

● ASCII のファイルフォーマット

	 	 	 	

タイトル

先頭データの収集日時

末尾データの収集日時

収集周期(レコーディング周期)

データ数

グループ

コメント情報(8行)

タグ番号

タグ名

単位

日付の形式

データ収集時刻と値
(データ数分繰り返し)

CR

CR

CR

CR

CR

CR

CR

CR

CR

CR

CR

CR

LF

LF

LF

LF

LF

LF

LF

LF

LF

LF

LF

LF

4.7　データ形式を変換する
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● タイトル

	 	 	 	

1

“

2

D

3

A

4

Q

5

L

6

O

7

G

8

G

9

E

10

R

11 12 13

(

14 15

X

16

.

17

X

18

X

19

)

20

21 22 23 24

o

25

f

26

t

27

w

28

a

29

r

30

 e

31 32

I

33

D

34 35

1

36

2

37

3

38

-

39

4 

40

5

41

6

42

7 

43 44

8

45

“ CR

R X.XXはソフトウエアのレビジョン番号です。SoftwareIDはライセンス番号です。

R

S

46

LF

● 先頭データの収集日時

	 	 	 	

1

“

2

S

3

t

4

a

5

r

6

t

7 8

T

9

i

10

m

11

e

12

“

13

,

14

“

15

1

16

9

17

9

18

8

19

-

20

0

21

3

22

-

23

3

24

1

25 26

0

27

1

28

:

29

0

30

2

31

:

32

0

33

0

34

.

35

0

36

“

37

CR

38

LF

● 末尾データの収集日時

	 	 	 	

1

“

2

E

3

n

4

d

5 6 7 8

T

9

i

10

m

11

e

12

“

13

,

14

“

15

1

16

9

17

9

18

8

19

-

20

0

21

3

22

-

23

3

24

1

25 26

2

27

3

28

:

29

5

30

9

31

:

32

5

33

9

34

.

35

0

36

“

37

CR

38

LF

● データ収集周期

	 	 	 	

1

“

2

S

3

a

4

m

5

p

6

l

7

e

8 9

R

10

a

11

t

12

e

13 14

(

15

S

16

e

17

c

18

)

19

“

20

,

21

データ収集周期の例（上段：60秒，下段：1秒）

22 23 24 25 26 27 28

デ ー タ 収 集 周 期

29 30 31

CR

32

LF

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

6 0 . 0

1 . 0

4.7　データ形式を変換する
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● データ数

	 	 	 	

1

“

2

D

3

a

4

t

5

a

6 7

C

8

o

9

u

10

n

11

t

12

“

13

 ,

14

データ数

15 16 17 18 19 20

21

データ数の例(上段：100データ、下段：120000データ)

22 23 24 25

CR LF

15 16 17 18 19 20 21 22 23

1 2 0 0 0 0

1 0 0

● グループ

	 	 	 	

1

変換時にグループ指定で行った場合、そのグループの範囲が表示されます。
タグ指定で行った場合、グループ範囲にはすべて空白が挿入されます。

“

2

G

3

r

4

o

5

u

6

p

7

“

8

,

9

“

10

0

11

2

12

-

13

1

14

0

15

“

● コメント情報

	 	 	 	

1

“

“

2

C

項目名　16文字

内容　64文字

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

o m m e n t 1

13

“ ，

32

“

． ． ． ． ． ． 95 96

25 26 27 28 29 30 31

“ ，

“

コメント番号が1の場合の例

● タグ番号

	 	 	 	

1

“

2

T

3

A

4

G

5 6

N

7

o

8

.

9

“

10

, ,

11 12 13

11

“

12 13

A G 0 0

“ A G 0 0

“ A

T

T

T G 1 6

14 15 16

0

0

0

17

1

2

0

18

14 15 16

タ グ

タ グ

番 号

番 号

17 18 19 20

21

1つのタグ番号が占める長さは9文字固定です。各タグ番号は「”」「”」で囲まれます。タグ番号が7文字より
長くなることはありません。

タグ番号の例

22 23 24 25 26 27 28 29 30

, . . . . . . . .

?

CR

?

LF

“

“

“

19

4.7　データ形式を変換する
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● タグ名

	 	 	 	

1

“

2

T

3

a

4

g

5 6

N a m e “ ,

7 8 9 10 11

タ グ 名

12 13 14 15 16 17 18 19 20

12

“ “

13

T

14

A

15

G

16

0

17

0 0 1

18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

21

1つのタグ名が占める長さは18文字固定です。各タグ名は「”」「”」で囲まれます。16文字に満たないタグ名
は後ろに空白が追加されます。タグ名が16文字より長くなることはありません。

タグ名の例（タグ名TAG0001の場合)

22 23 24 25 26 27 28 29

. . . . . . . . .

?

CR

?

LF

● 単位

	 	 	 	

1

“

2

U

3

n

4

i

5

t

6

“ , ,“ “ “デ ー タ

7 8 9 10 11 12 13 14 15

単 位

16 17 18 19 20

8

“ “

9

V

10 11 12 13 14 15

21

1つの単位が占める長さは10文字固定です。各単位は「”」「”」で囲まれます。8文字に満たない単位は空白が
挿入されます。単位が8文字より長くなることはありません。単位指定がない場合はすべて空白になります。

単位の例（Vという単位の場合）

22 23 24 25

“ , . . . . . . . . . . .

?

CR

?

LF

● 日付の形式

	 	 	 	

1

“

2

Y

3

Y

4

Y

5

Y

6

- M M - D D

7 8 9 10 11 12 13 14 15

H H : m m : SS

16 17 18 19 20

1

“

2

D

3

D

4

D

5 6

H H : m m :

7 8 9 10 11 12 13 14 15

S S . S “

16

時間の場合

時刻の場合

21 22

. S

23

“

4.7　データ形式を変換する
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● 収集時刻と値

	 	 	 	

1

“

2

Y

3

Y

4

Y

5

Y

6

- M M - D D

7 8 9 10 11 12 13 14 15

H H : m m : SS

16 17 18 19 20

21

.

22

S

23

“

24

,

25 26

値

27 28 29 30 31 32 33 34 35

, 値

36 37 38 39 40

1

“

2

1

3

9

4

9

5

8

6

- 0 3 - 3 1

7 8 9 10 11 12 13 14 15

1 0 : 3 0 : 01

16 17 18 19 20

21

.

22

0

23

“

24

,

41 42 43 44

, . . . . . . . . . . . . . . LFCR

? ?

1

“

2

D

3

D

4

D

5 6

H H : m m :

7 8 9 10 11 12 13 14 15

S S . S “ ,

16 17 18 19 20

21 22

値

23 24 25 26

値

27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

41 42 43 44 45 46 47

, . . . . . . . . . . . LFCR

? ?

時間の場合

1

“

2

0

3

0

4

3

5 6

1 0 : 3 0 :

7 8 9 10 11 12 13 14 15

1 0 . 5 “

16

時間の場合（3日10時30分10.5秒の場合）

25 26 27 28 29

1

30

0 . 1 2 ,

31 32 33 34

1 2 0 0 . 0 ,

値の例（時刻の場合）

時刻の場合

時刻の占める長さは23文字固定です。時間の占める長さは16文字固定です。1つの測定値が占める長さは9文字
固定です。

時刻の例（1998年3月31日10時30分10秒の場合）

値

,,

4.7　データ形式を変換する
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レポートデータのファイル変換フォーマット
Lotus	1-2-3、Excel、ASCII のファイルフォーマットを以下に示します。

● Lotus 1-2-3 のファイルフォーマット
● Excel のファイルフォーマット
	 ASCII の各項目を、セルに対応させたものです。

● ASCII のファイルフォーマット
	 タブ区切りのテキストファイルです。
	 レポート機能によるテキストファイルと同じフォーマットです。

	 	 	 	

 ●1行目は，種類，"REPORT"，作成時刻，収集開始時刻

HOURLY REPORT Aug/20/1999 10:00:00 (START=Aug/20/1999 09:58:51)

 ●2行目は，項目名

NO TAG UNIT INSTANT MIN MAX AVERAGE SUM TOTAL

 ●3行目以降は，各タグのデータ

001 TAG-REC01-01 mV 173.2 -200.0 200.0 1.25667e+001 8.671000e+002 8.671000e+002

4.7　データ形式を変換する
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4.8 データを切り出す

データファイルの一部分のデータを切り出して ( コピーして )、保存することができます。
この操作をしても、元のデータは変わりません。

操作手順
1. 	 カーソルで切り出すデータ範囲を選択します。

2. 	 メニューバーで「変換」-「ファイル切り出し」を選択します。

	 「ファイル切り出し」のダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

3. 	 「開始点」「終了点」に、カーソルで指定した範囲が、データ番号で表示されます。

	 切り出すデータ範囲を変更する場合は、それぞれのセルをクリックして数値を入
力します。

4. 	 「ファイル．．．」ボタンを押すと、「ファイル名変更」のダイアログボックスが表
示されます。必要に応じて、ファイル名や保存先を変更して、「OK」ボタンを押
します。

Note
・. デフォルトのファイル名は、
. 「元のファイル名」-「切り出す範囲の先頭のデータ番号 (8 桁 )」.mld
. となります。
・. レポートデータは切り出せません。

5. 	 「OK」ボタンを押すと、ファイルが作成され、ダイアログボックスが閉じられます。
「キャンセル」ボタンを押すとファイルを作成せずにダイアログボックスが閉じ
られます。
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4.9 データを印刷する

ビューアに表示したレコードデータまたはレポートデータを、PC に接続したプリンタ
に出力することができます。

プリンタを設定する
印刷に使うプリンタを設定します。
プリンタの設定操作は、Windows の印刷コマンドに準じます。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「プリンタの設定」を選択します。

	 「プリンタの設定」ダイアログボックスが表示されます。

2. 	 ダイアログボックスで印刷設定を行い、「OK」ボタンを押します。

Note
プリンタは、ご使用のシステム環境に従って、設定してください。

印刷プレビューをする
操作手順

1. 	 メニューバーの「ファイル」-「印刷プレビュー」を選択します。
	 「印刷設定」ダイアログボックスが表示されます。

2. 	 印刷範囲などを指定します。
	 波形表示の場合には、各ボタンを押して「印刷範囲」と「色指定」を設定します。

必要に応じて「印刷タイトル」をキーボード入力します。

	 	 	 	 	 	

	 ディジタル値表示またはレポートデータの場合には、印刷範囲を指定します。
	 間引き印刷する場合、間引きするデータ数 ( ステップ数 ) を指定します。
	 たとえば、ステップ数 1 のときは全データを印刷し、ステップ数 2 のときは、1 デー

タおきに印刷します。

	 	 	 	 	 	

3. 	 「OK」ボタンをクリックします。
	 印刷プレビュー画面が表示されます。

Note
印刷プレビューの操作については、ご使用のシステムの取扱説明書を参照してください。
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印刷する
操作手順

1. 	 ツールバーの「印刷」ボタンを押すか、メニューバーの「ファイル」-「印刷」
を選択します。

2. 	 印刷範囲などを指定します。

	 波形表示の場合には、各ボタンを押して「印刷範囲」と「色指定」を設定します。
必要に応じて「印刷タイトル」をキーボード入力します。

	 	 	 	 	 	

	 ディジタル値表示またはレポートデータの場合には、印刷範囲を指定します。

	 間引き印刷する場合、間引きするデータ数 ( ステップ数 ) を指定します。

	 たとえば、ステップ数 1 のときは全データを印刷し、ステップ数 2 のときは、1 デー
タおきに印刷します。

	 	 	 	 	 	

3. 	 「OK」ボタンを押します。

	 「印刷」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

4. 	 「プリンタ名」と「印刷部数」を設定して、「OK」ボタンを押します。

	 印刷が開始されます。

Note
「印刷」ダイアログボックスの「印刷範囲」は無効です。「印刷設定」ダイアログボックスで設
定した「印刷範囲」が有効になります。

4.9　データを印刷する
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4.10 データファイルを接続表示する

ファイル接続表示機能
ファイル接続表示機能では、時間的に連続したデータファイル同士を仮想的に1つのデー
タファイルであるかのように表示します。この機能により、分割してデータ収集を行っ
たデータファイル群を、ビューア上で仮想的に 1 つのファイルであるかのように表示し
たり、扱うことができます。

● 時間的に連続したデータファイル

	 	 	 	

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6) (7)(8)

基準時刻範囲

時間の流れ

時間的に連続なファイル
・(1)、(4)
・(2)、(3)、(5)

時間的に非連続なファイル
・(6)、(7)
・(8)

：基準時刻範囲と重複部分がなく、基準時刻範囲と連続しているファイル
：基準時刻範囲と重複部分をもち、過去、未来または両方の時刻範囲をもつファイル

(時間的に連続なファイルは、同じデータ収集期間(レコード開始からレコード収集
まで)に生成されたデータファイル同士である必要があります。
上記の条件を満たしていても、異なるデータ収集期間に生成されたデータファイル
同士は、時間的に連続なファイルではありません。)

：基準時刻範囲と連続していないファイル
：基準時刻範囲に含まれているファイル

前方ファイルを接続する
現在表示している範囲に時間的に連続で過去の時刻をもつデータファイル ( 上図の (3)、
(4)、(5)) を探し、データファイルの接続を行います。検索範囲は、現在読み込んで表示
しているデータファイルと同一のフォルダだけです。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「前方ファイルを接続」を選択するか、ツールバー

の「前方ファイルを接続」ボタンを押します。現在、表示している範囲に時間的
に連続で過去の時刻をもつデータファイルを検索します。

2. 	 検索結果によって次の 3 とおりの動作が実行されます。
・	接続できるファイルがなかった場合、接続は行われず、以降メニューバーの

「ファイル」-「前方ファイルを接続」とツールバーのボタンが選択できなくな
ります。

・	接続できるファイルが 1 個だけ見つかった場合、そのファイルとの接続が自
動的に行われます。

・	接続できるファイルが 2 個以上見つかった場合、「前方接続ファイル候補」ダ
イアログが表示されます。このダイアログに接続できるファイル名のリスト
が、先頭時刻・末尾時刻とともに表示されます。前方接続の場合、先頭時刻の
古い順に表示されます。接続したいファイル名の表示部分をクリックすると接
続が実行されます。
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3. 	 接続したいファイル名を選択したとき、「処理選択」ダイアログボックスが表示
される場合があります。どちらかの処理を選択して、「選択」をクリックすると、
接続が行われます。

Note
・.「処理選択」ダイアログボックスは、選択したファイルを追加することによって、表示デー

タ数が 8KB 以上かつ読み込みサイズが 10MB 以上になる場合に表示されます。詳細は、4.1
節の「保存したデータファイルを開く」をご覧ください。

・. データファイル接続を行うと、タイトルに表示されているデータファイル名の拡張子が
「.mld」から「.lml」に変更されます。( すでに「.lml」になっている場合は、変更されません。)

後方ファイルを接続する
現在表示している範囲に時間的に連続で未来の時刻をもつデータファイル ( 上図の (1)、
(2)、(3)) を探し、データファイルの接続を行います。検索範囲は、現在読み込んで表示
しているデータファイルと同一のフォルダだけです。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「後方ファイルを接続」を選択するか、ツールバー

の「後方ファイルを接続」ボタンを押します。現在、表示している範囲に時間的
に連続で未来の時刻をもつデータファイルを検索します。

2. 	 検索結果によって次の 3 とおりの動作が実行されます。
・	接続できるファイルがなかった場合、接続は行われず、以降メニューバーの

「ファイル」-「後方ファイルを接続」とツールバーのボタンが選択できなくな
ります。

・	接続できるファイルが 1 個だけ見つかった場合、そのファイルとの接続が自
動的に行われます。

・	接続できるファイルが 2 個以上見つかった場合、「後方接続ファイル候補」ダ
イアログが表示されます。このダイアログに接続できるファイル名のリスト
が、先頭時刻・末尾時刻とともに表示されます。後方接続の場合、先頭時刻の
古い順に表示されます。接続したいファイル名の表示部分をクリックすると接
続が実行されます。

	 	 	 	 	 	 	 	

3. 	 接続したいファイル名を選択したとき、「処理選択」ダイアログボックスが表示
される場合があります。詳細は、前項の「前方ファイルを接続する」をご覧くだ
さい。

4.10　データファイルを接続表示する
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接続ファイル一覧を表示する
接続中のファイル一覧を表示して、現在のファイルの接続状態を確認することができま
す。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ウインドウ」-「接続ファイル一覧」を選択します。「接続中のファ

イル一覧」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 表示される内容は、「データファイル名」「先頭時刻」「末尾時刻」です。先頭時
刻の古い順位に一覧表示されます。

4.10　データファイルを接続表示する
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4.11 表示条件を保存する / ビューアを終了する

ビューアソフトウエアの終了時には、直前の表示状態の設定データを保存することがで
きます。次回起動時にその設定データを読み込んで、その表示状態を復元します。
なお、「ファイル」-「表示条件保存」を選択しても、表示状態の設定データを保存する
ことができます。4.10 節の「ファイル接続表示機能」によって、複数のデータファイル
を接続表示している場合は、その時点の表示条件を保存し、かつ、接続状態をリンクファ
イルとして保存します。次回起動時にそのリンクファイルを読み込むと、接続状態も復
元して表示されます。

表示条件ファイルに保存される内容は次のとおりです。
・印字タイトル
・カーソル A、カーソル B の位置
・表示波形のリミッタの ON/OFF
・詳細設定で設定した内容
・マーク情報
・時間軸の倍率
・時間軸の表示モード ( 時刻 / 時間 )
・波形表示エリア
・波形表示エリアの背景の色とグリッドの色
・Y 軸のゾーン指定
・アクティブな波形
・選択していたグループ
・アラームの表示 ON/OFF
・タグ識別名の表示 ( タグ番号 / タグ名 )
・グループ名

表示条件を保存する
データファイルの表示条件を保存します。表示条件は、データファイルと同じディレク
トリに、拡張子「.dml」で保存されます。複数のファイルを接続している場合、表示条
件に加えて、その接続状態をリンクファイル ( 拡張子は .lml) に保存します。
レポートデータ ( レポートバイナリファイル ) の場合には、この表示条件がありません。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「表示条件保存」を選択します。または、ツールバー

の「表示条件保存」ボタンを押します。

	 表示状態の設定データが保存されます。

表示条件を名前を付けて保存する
リンクファイルをファイル名を指定して保存します。複数のデータファイルを接続表示
しているときだけ有効です。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「名前を付けて表示条件保存」を選択します。

2. 	 「ファイル選択」ダイアログボックスが表示されるので、ファイル名を指定して
「OK」ボタンを押します。

	 リンクファイルとそのときの表示条件ファイルが保存されます。

Note
リンクファイルを読み込んで接続状態を復元する場合、接続する各データファイルは、リンク
ファイルと同じフォルダ内にある必要があります。
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ビューアを終了する
未保存の表示条件がある場合には、保存確認メッセージが表示されますので、メッセー
ジに従って、保存操作を行ってください。

操作手順
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「アプリケーションの終了」、またはウインドウの

最上段最右端の「閉じる」を選択します。

	 ビューアソフトウエアが終了します。

4.11　表示条件を保存する / ビューアを終了する
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5.1 ファイルユーティリティを起動する

ファイルユーティリティは、DAQLOGGER が生成するデータファイルまたはレポート
ファイルに対して、次の 4 種類の機能を行います。
結合：	時間の継続したファイルを一つのファイルに結合します。
分割：	一つのファイルをいくつかのファイルに分割します。
変換：	Excel、ASCII、Lotus1-2-3 形式にデータ変換します。
再構成：	いったん結合し、新しい条件で分割します。

操作の対象となるファイルの拡張子は次のとおりです。「結合」、「分割」、「変換」、「再構成」
の操作で対象となるファイルが異なります。各操作の説明をご覧ください。
.mld：DAQLOGGER のロガーが生成したデータファイル
.rbi：DAQLOGGER のレポートソフトウエアが生成したバイナリ形式のレポートファイル

それぞれ入力ファイル / ディレクトリ ( 元のファイル / ディレクトリ ) と出力ファイル
/ ディレクトリ ( 保存先ファイル / ディレクトリ ) を設定して実行します。「ディレクト
リ」の場合は、選択したディレクトリ内の条件に合うすべてのファイルが対象になりま
す。実行中にステータス表示部に処理内容を表示します。
また、「結合」、「分割」、「変換」、「再構成」により元のファイルは影響を受けません。

ファイルユーティリティを起動する
操作手順

次の方法で起動できます。
・	 プロジェクトを選択後、マネージャソフトウエアのファイルユーティリティ起動ボタ

ンをクリックするか、タスクバーのランチャアイコンを右クリックして「ファイルユー
ティリティ起動」を選択してください。

・	 Windows のスタートメニューから「プログラム」-「YOKOGAWA	DAQWORX」-
「DAQLOGGER」-「ファイルユーティリティ」を選択してください。

第 5 章	 ファイルユーティリティ
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5.2 測定データファイルを結合する

次の条件にあてはまる複数のデータファイルを結合し、ひとつのデータファイルを生成
します。出力ファイルの拡張子は「.mld」です。
・	 データ収集時にファイル分割モードを有効 ( データ数、月毎、日毎、時毎 ) にして、

分割保存したデータファイル
・	 ファイルユーティリティの正時モードで分割したデータファイル ( 定時モードは除き

ます )
・	 ファイルユーティリティの分割モードで分割したデータファイル

	 	 	

保存先ファイル/ディレクトリ(選択した内容が表示されます)

元のファイル/ディレクトリ(選択した内容が表示されます)

出力タイプ(ファイル/ディレクトリ)を選択

ステータスバー

入力タイプ(ファイル/ディレクトリ)を選択



5-3IM WX101-01

フ
ァ
イ
ル
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

操作手順
1. 	 「結合」のタブをクリックします。結合設定のページが表示されます。

	 	 	 	 	 	

実行中のファイル操作と入力ファイル，出力ファイルを表示します
処理の進行状況の目安を表示します

● 結合するファイルを指定する
「入力」で結合するファイルの存在するディレクトリを指定します。
入力タイプのリストボックスは「ディレクトリ」に固定です。

2. 	 「選択」をクリックし、表示されるダイアログボックスで結合するファイルのあ
るディレクトリを指定します。

3. 	 一つのファイルとして結合可能なデータごとに候補がまとめられて表示されま
す。候補タブをクリックします。

4. 	 ファイルリスト左端の番号の列をドラッグして結合するファイルを指定します。

Note
ドラッグでファイルを指定しない場合は、すべてのファイルを結合します。

5.2　測定データファイルを結合する
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● 出力ファイルを指定する
「出力」で出力ファイルの名前と保存先を指定します。

5. 	 出力タイプのリストボックスは「ファイル」に固定です。

6. 	 「選択」をクリックします。表示されるダイアログボックスで出力ファイルを保
存するディレクトリを選択し、ファイル名を入力します。

	 	 	 	 	 	

Note
・.. 保存に時間がかかるため、フロッピーディスクなどの外部メディアを出力ファイルの保存

先に指定しないでください。
・. ルートディレクトリを出力ファイルの保存先に指定しないでください。
・. 保存先のディスク容量は十分確保してください。

7. 	 「実行」をクリックすると「結合」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

Note
「中止」の処理に時間がかかる場合があります。

5.2　測定データファイルを結合する
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5.3 測定データファイルを分割する

データファイルを分割して複数のデータファイルを生成します。出力ファイル名は自動
生成され、拡張子は「.mld」です。
分割のタイプには「正時」、「分割」、「切出し」の 3 種類があります。

正時
元のファイルを１日単位、１時間単位に分割します。
１日単位の場合は、１日の決まった時間のデータだけを分割することもできます。

分割
元のファイルを指定した長さのファイルに分割します。

切出し
元のファイルからデータ数または時間を指定して一部分を切り出します。

Note
「正時」、「分割」の場合、分割出力されたファイルのうち、最後のファイルは指定した長さよ
り短くなることがあります。

● 出力ファイル名
	 「正時」、「分割」の場合は分割する元ファイル（入力ファイル）のファイル名に通し

番号を付けてファイル名とします。
	 元ファイル名 _ 通し番号 .mld

	 「切出し」の場合は、元ファイル名に拡張子「.mld」を付けて出力ファイル名とします。
出力ディレクトリ内に同じ名前のファイルがある場合は、元ファイル名に通し番号を
付けて出力ファイル名とします。

操作手順
1. 	 「分割」のタブをクリックします。分割設定のページが表示されます。
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5.3　測定データファイルを分割する

2. 	 「入力」で分割する元ファイルを指定します。

	 入力タイプのリストボックスで「ファイル」か「ディレクトリ」を選択します。

Note
「ディレクトリ」を選択した場合、そのディレクトリ内の条件に合うすべてのファイルを分割
します。

3. 	 「選択」をクリックし、表示されるダイアログボックスでファイルまたはディレ
クトリを指定します。

4. 	 「出力」で出力ファイルを保存するディレクトリを指定します。

	 出力タイプのリストボックスは「ディレクトリ」に固定です。

	 「選択」をクリックして表示されるダイアログボックスで、ディレクトリを指定
します。

Note
・. 保存に時間がかかるため、フロッピーディスクなどの外部メディアを出力ファイルの保存

先に指定しないでください。
・. ルートディレクトリを出力ファイルの保存先に指定しないでください。
・. 保存先のディスク容量は十分確保してください。

● 「正時」の場合
5. 	 「分割設定」のプルダウンメニューで「正時」を選択します。

・ １日単位で分割するとき
6. 	 「間隔設定」で「１日」のラジオボタンをクリックします。

7. 	 「実行」をクリックすると「分割」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

・ １時間単位で分割するとき
6.	 	「間隔設定」で「１時間」のラジオボタンをクリックします。

7. 	 「実行」をクリックすると「分割」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

・ 決まった時間のデータを切り出すとき ( 定時モード )
6.	 	「間隔設定」で「１日」のラジオボタンをクリックし、「定時モード」をチェック

します。

7. 	 テキストボックスに切り出す範囲を時刻で指定します。図の例では、10：00 か
ら 14：00 までのデータを出力します。

8. 	 「実行」をクリックすると「分割」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

Note
23：00 から 1：00 のように日をまたいだ時刻の設定もできます。
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5.3　測定データファイルを分割する

● 「分割」の場合
5. 	 「分割設定」のプルダウンメニューで「分割」を選択します。

	 	 	 	 	 	

・ 長さをデータ数で指定するとき
6. 	 「長さ指定」で「データ数」のラジオボタンをクリックします。

7. 	 テキストボックスにデータ数を入力します。

8. 	 「実行」をクリックすると「分割」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

・ 長さを時間で指定するとき
6. 	 「長さ指定」で「時間」のラジオボタンをクリックします。

7. 	 テキストボックスに時間を入力します。図の例では、一つのファイルが 1 日と 2
時間 3 分 4 秒の長さになるように分割します。

8. 	 「実行」をクリックすると「分割」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。



5-8 IM WX101-01

● 「切出し」の場合
5. 	 「分割設定」のリストボックスで「切出し」を選択します。

	 	 	 	 	 	

・ 位置をデータ番号で指定するとき
6. 	 「位置指定」で「データ番号」のラジオボタンをクリックします。

7. 	 「先頭データ番号」のテキストボックスに切り出す位置の先頭のデータ番号を入
力します。

8. 	 リストボックスで「末尾データ番号」か「データ数」を選択し、切り出す末尾デー
タのデータ番号またはデータ数をテキストボックスに入力します。

9. 	 「実行」をクリックすると「分割」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

・ 位置を時間で指定するとき
6. 	 「位置指定」で「時間」のラジオボタンをクリックします。

7. 	 「先頭時間」には、切り出す先頭の位置を、元のファイルの先頭からの時間で入
力します。

8. 	 リストボックスで切り出す末尾データの条件を「末尾時間」または「時間」から
選択します。「末尾時間」を選択した場合は、元のファイルの先頭からの時間を
入力します。「時間」を選択した場合は切り出す時間幅を入力します。図の例で
は元のファイルの先頭から 1 日と 2 時間目のデータから 3 日と 4 時間目のデータ
までを切り出します。

9. 	 「実行」をクリックすると「分割」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

Note
・. 元のファイル内に指定した切出し位置がない場合はファイルを生成しません。
・.「中止」の処理に時間がかかる場合があります。

5.3　測定データファイルを分割する
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5.4 データ形式を変換する

データファイルとレポートファイルのデータを Excel/ASCII/Lotus1-2-3 の形式に変換し
ます。

操作手順
1. 	 「変換」のタブをクリックします。変換のページが表示されます。

	 	 	 	 	 	

● データ変換するファイルを指定する
「入力」でデータ変換するファイルまたはファイルがあるディレクトリを指定します。

2. 	 入力タイプのリストボックスで「ファイル」か「ディレクトリ」を選択します。

Note
「ディレクトリ」を選択した場合、そのディレクトリ内の条件に合うすべてのファイルについ
てデータ変換します。

3. 	 「選択」をクリックし、表示されるダイアログボックスでファイルまたはディレ
クトリを指定します。



5-10 IM WX101-01

5.4　データ形式を変換する

● 出力ファイル / ディレクトリを指定する
「出力」で出力ファイルを格納するファイル / ディレクトリを指定します。

4. 	 出力タイプのリストボックスは、入力が「ファイル」のときは「ファイル」、入
力が「ディレクトリ」のときは「ディレクトリ」を選択してください。

Note
入力がファイルのときに出力をディレクトリに設定したり、入力がディレクトリのときに出力
をファイルに設定すると、入力の設定が自動的に変更されます。

5.	 	「選択」をクリックし、表示されるダイアログボックスでファイルまたはディレ
クトリを指定します。

Note
・. 保存に時間がかかるため、フロッピーディスクなどの外部メディアを出力ファイルの保存

先に指定しないでください。
・. ルートディレクトリを出力ファイルの保存先に指定しないでください。
・. 保存先のディスク容量は十分確保してください。

6. 	 「変換設定」の「ファイル形式」で変換形式を選択します。

	 データファイルの場合は、「範囲指定」のダイアログボックスで変換する範囲を
指定します。

	 「タグ」、「グループ」のいずれかを選択でき、「タグ」の場合は、「全て」、「選択」
で範囲のタグを指定します。

	 	 	 	 	 	

タグの場合

	 	 	 	 	 	

グループの場合

7. 	 「実行」をクリックすると「変換」を実行します。「中止」をクリックすると処理
を中止します。

Note
・. データ変換形式は複数選択できます。
・. 出力ファイル名は、入力ファイル名に変換形式を識別する拡張子が自動的に付いたものに

なります。エクセル変換では「.xls」.( バージョン 8.0（Excel97) 以降で読み込み可能）、ア
スキー変換では「.txt」、ロータス変換では「.wj2」( バージョン 2.0 以降で読み込み可能）
の拡張子が付きます。

・. Lotus1-2-3 および Excel では扱えるデータ数に制限があります。この制限をこえるデータ
は読み込めません。また、変換するデータが制限以下でも、PC の空きメモリの容量が十分
でない場合には、データを読み込めないことがあります。

・.「中止」の処理に時間がかかる場合があります。
・. 保存に時間がかかるため、フロッピーディスクなどの外部メディアを出力ファイルの保存

先に指定しないでください。
・. ルートディレクトリを出力ファイルの保存先に指定しないでください。
・. 保存先のディスク容量は十分確保してください。



5-11IM WX101-01

フ
ァ
イ
ル
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

5.4　データ形式を変換する

変換データのファイルフォーマット
変換データのファイルフォーマットについては、「4.7　データ形式を変換する」をご覧
ください。
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5.5 測定データファイルを再構成する

「結合」と「分割」を一度に行う機能です。複数のデータファイルを一旦結合し、結合
して生成した 1 つのデータファイルを新しい条件で分割し直してファイルを再構成しま
す。
出力ファイル名は、結合するファイルの先頭ファイルの名前を元に自動生成されます。
拡張子は「.mld」です。

● 出力ファイル名
	 結合する元ファイル（入力ファイル）のうち、先頭ファイルのファイル名に通し番号

を付けて出力ファイル名とします。
	 先頭ファイルのファイル名 _ 通し番号 .mld

操作手順
1. 	 「再構成」のタブをクリックします。再構成のページが表示されます。

	 	 	 	 	 	

● 結合するファイルを指定する
「入力」で結合するファイルの存在するディレクトリを指定します。
入力タイプのリストボックスは「ディレクトリ」に固定です。

2. 	 「選択」をクリックし、表示されるダイアログボックスで結合するファイルのあ
るディレクトリを指定します。

3. 	 一つのファイルとして結合可能なデータごとに候補がまとめられて表示されま
す。候補タブをクリックします。

4. 	 ファイルリスト左端の番号の列をドラッグして結合するファイルを指定します。

Note
ドラッグでファイルを指定しない場合は、すべてのファイルを結合します。
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● 出力ファイルを指定する
「出力」で出力ファイルの名前と保存場所を指定します。
出力タイプのリストボックスは「ディレクトリ」に固定です。

5. 	 「選択」をクリックします。表示されるダイアログボックスで出力ファイルを保
存するディレクトリを指定します。

Note
・. 保存に時間がかかるため、フロッピーディスクなどの外部メディアを出力ファイルの保存

先に指定しないでください。
・. ルートディレクトリを出力ファイルの保存先に指定しないでください。
・. 保存先のディスク容量は十分確保してください。

● 分割方法を設定する
「分割設定」で分割方法を設定します。設定方法は、「5.3　測定データファイルを分割す
る」を参照してください。

Note
「切出し」はできません。

5.5　測定データファイルを再構成する
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5.6 ファイルユーティリティを終了する

次の方法でファイルユーティリティを終了できます。
・	 メニューバーの「ファイルユーティリティ」-「終了」を選択します。
・	 システムメニューの「閉じる」を選択します。
・	 システムメニューのファイルユーティリティのアイコンをダブルクリックします。
・	「ファイルユーティリティ」画面の右上部の「 」ボタンをクリックします。

Note
ファイル書き込み中には、ファイルユーティリティを終了することはできません。
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6.1 イベントを設定する

イベントプロセッサ機能では、アラーム、時間、システム状態の各々の設定した条件が
成立するときに、ターゲットファイルに対して、FTP サーバへの転送、E-Mail の送信、ファ
イル変換を行います。例えば、次の処理を行うことができます。
・	 アラーム発生時に、アラーム情報の内容を E-Mail で送信します。
・	 データファイル作成時に、FTP サーバにデータファイルを転送します。
・	 定期的に測定データの瞬時値を E-Mail で送信します。
・	 データファイル作成時に、データファイルをテキストに変換します。

● イベント
	 イベントプロセッサでは、最大 8 個のイベント処理を同時に行うことができます。1

つのイベントの設定は、イベント条件、ターゲットファイル、実行処理の 3 項目から
なります。

Note
イベント処理中に条件が成立した場合、前のイベント処理が終わり次第、処理します。

● イベント条件
	 イベント条件では、イベントを実行するタイミングを指定します。指定できる条件は

次の 4 つです。
・	 アラーム	 ：変化点、OFF → ON、ON → OFF
・	 時刻	 	 	 ：毎分、毎時、毎日、毎週、毎月、周期
・	 システム	 ：	データファイル作成時、レポートファイル作成時、レコーダ切断検

出時、レコーダ復帰検出時、ユーザイベント
・	 データ値	 ：測定データが指定した条件を満たしたときにイベントが発生します。

	 イベント条件は 2 つまで指定でき、2 つの条件の AND/OR を設定できます。

● ターゲットファイル
	 ターゲットファイルでは、実行処理で扱うファイルの種類を選択します。ターゲット

ファイルには、次の 4 種類があります。
・	 データファイル	 	 ：DAQLOGGER のロガーソフトウエアが生成するファイル
・	 レポートファイル	 ：DAQLOGGER のレポートソフトウエアが生成するファイル
・	 PNG ファイル		 	 ：モニタソフトウエアの画面を PNG ファイルにします。
・	 ユーザファイル	 	 ：	イベント発生時のデータ ( アラーム、瞬時値 ) を収集し、テ

キストファイル化します。

● 実行処理
	 実行処理では、イベント条件が成立したときに、ターゲットファイルに対して、イベ

ントで実行する処理を指定します。実行処理には、次の 4 種類があります。
・	 FTP	 	 ：ファイルを FTP サーバに転送します。
・	 E-Mail	 ：E-Mail を送信します。
・	 変換	 	 ：	ファイルをテキストファイル、Microsoft	Excel ファイル、Lotus	1-2-3 ファ

イルに変換します。変換できるファイルは、データファイル (.mld)、レ
ポートファイル (.rbi) だけです。

・	 整形	 	 ：	テキストファイルの内容をタグ付きにします。整形後の出力ファイルも
テキストファイルです。

	 1 つのイベントでは、最大 10 個の実行処理を指定することができます。
	 実行処理の設定は、コピーペーストできます。

第 6 章	 イベントプロセッサ
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イベントを設定する
操作手順

● イベント設定を開始する
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「その他」-「イベントプロセッサ」-「設定」

を選択します。
	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面が表示されます。

	 	 	 	 	 	

Note
イベントプロセッサを実行しているときは、イベントの設定を変更することはできません。

● イベントを新規作成する
2. 	 「新規作成」ボタンを押します。「イベントページ」が表示されます。

3. 	 「設定名」にイベントの名称を入力します。
4. 	 「タグ表記」を「タグ名」「タグ番号」から選択します。

Note
・. イベントは、最大 8 個作成できます。
・. 任意のイベントを選択するときは、イベント設定名が表記されているタブを押してください。
・.「タグ表記」設定は、設定したイベントページだけで有効です。
・.「タグ表記」設定は、保存されません。

6.1　イベントを設定する
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● イベント条件を設定する
5. 	 「イベント条件」タブを押して、「イベント条件ページ」を表示させます。

	 	 	 	 	 	

6. 	 設定したイベント条件に一致したあともイベント条件を有効にする / 無効にする
を指定します。

	 ・	 チェックした場合：	 イベント条件に一致したあとも継続して条件を判断
します。

	 ・	 チェックしない場合：	 1 度イベント条件に一致したらイベント条件は無効
になります。

7. 	 「論理条件」の項目では、2 種類の条件種類の関係を指定するときに「AND」、「OR」
で選択します。

8. 	 「条件種類」で指定する条件を「アラーム」「タイム」「システム」「データ値」か
ら選択します。

9. 	 条件種類ごとに次のように設定します。

・ 「アラーム」の場合
	 指定したアラーム条件が成立するタイミングでイベントを実行します。
	 スキャン実行中だけ条件判断されます。

	 	 	 	

アラームを検出したいタグを指定します。
「グループALL」ボタン/「タグALL」ボタンを押すと、
「グループ選択」ダイアログ/「タグ選択」ダイアログが表示されます。

検出したいアラームを選択します。

アラームの状態を「変化点」「OFF→ON」「ON→OFF」から選択します。

6.1　イベントを設定する
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 「グループ選択」ダイアログボックス

	 	 	 	

指定するグループを選択してクリックすると、ダイアログボックスが
閉じて、選択したグループが反映されます。

 「タグ選択」ダイアログボックス

	 	 	 	

指定するタグを選択してクリックすると、ダイアログボックスが
閉じて、選択したタグが反映されます。

・ 「タイム」の場合
	 スキャン中のデータの時間が指定時刻を越えたときに条件が成立します。
	 スキャン実行中だけ条件判断されます。

	 	 	 	

タイムの周期を「分毎」「時毎」「日毎」「週毎」「月毎」「周期」から指定します。
「周期」の場合、基準時は0です。基準曜日と基準日の値は保存されません。

「時間指定」で「周期」を指定したときだけ設定できます。
正時(00：00)を基準時とした周期に条件が真になります。

「時間指定」で「日毎」「週毎」「月毎」
を指定したときだけ設定できます。

「時間指定」で「月毎」を指定したときだけ設定できます。

「時間指定」で「週毎」を指定したときだけ設定できます。

6.1　イベントを設定する
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・ 「システム」の場合
	 指定したシステム状態が発生したときに、条件が成立します。
	 検出するシステム状態は次のとおりです。

データファイル作成時：	 データファイルの作成が完了したとき。分割指定がないと
レコーディング終了まで発生しません。

レポートファイル作成時：	レポートファイルの作成が完了したとき。レポートの種類
は問いません。

レコーダ切断検出時：	 レコーダの切断を検出したとき。レコーダごとに状態が発
生します。

レコーダ復帰検出時：	 レコーダの接続復帰を検出したとき。レコーダごとに状態
が発生します。

ユーザイベント：	 	 ユーザが任意にイベントのタイミングを発行したとき。
ユーザイベントは、マネージャソフトウエアのメニュー
の「その他」-「イベントプロセッサ」-「ユーザイベント」
で発行します。

	 	 	 	

検出したいシステム状態を「データファイル作成時」「レポートファイル作成時」
「レコーダ切断検出時」「レコーダ復帰検出時」「ユーザイベント」から選択します。

・ 「データ値」の場合
	 測定データが指定した条件を満たしたときに、イベントが発生します。
	 スキャン実行中だけ、条件判断されます。

	 	 	 	

「データ種類」で「比較値」を選択したときだけ有効です。
比較種類と数値を指定します。

・Lack： Lackデータと一致したとき
・＋OVER： ＋OVER値と一致したとき
・－OVER： －OVER値と一致したとき
・OFF： OFF値と一致したとき
・比較値： 以下の比較条件を満たしたとき。ただし、異常データは対象外。
 ＝： 指定した数値と等しい
 ＞： 指定した数値より大きい
 ＜： 指定した数値より小さい
 ＞＝： 指定した数値以上
 ＜＝： 指定した数値以下
 ！＝： 指定した数値と異なる

比較する数値を入力します。指数表現による入力ができます。
小数点以下4桁までの数値に自動的にまるめられます。
設定範囲は-1E16～1E16です。

6.1　イベントを設定する
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● ターゲットファイルを設定する
10. 	「ターゲットファイル」タブを押して、「ターゲットファイルページ」を表示させ

ます。

	 	 	 	 	 	

11. 	「ファイル種類」で指定するファイルを「データファイル」「レポートファイル」
「PNG ファイル」「ユーザファイル」から選択します。

・ 「データファイル」の場合
	 最新に作成完了しているデータファイルをターゲットファイルとします。

	 	 	 	

・ 「レポートファイル」の場合
	 最新に作成完了しているレポートファイルをターゲットファイルとします。レポート

ファイルは、バイナリファイルです。

	 	 	 	

レポートファイルの種類を指定します。

6.1　イベントを設定する
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6.1　イベントを設定する

・ 「PNG ファイル」の場合
	 イベント条件成立時にモニタソフトウエアのアクティブな画面を PNG ファイルに保

存します。

	 	 	 	

出力ファイル名を指定します。
実行時の日付時刻から名前を自動的に付ける「自動命名」と、
固定名を指定できる「ファイル指定」があります。

「出力ファイル」で「ファイル指定」を選択したときだけ有効です。
「選択」ボタンを押すと、「ファイル選択」ダイアログボックスが表示されます。

テキスト領域に文字列を直接入力できます。
「ファイル指定」を選択したときだけ有効です。

 「ファイル選択」ダイアログボックス

	 	 	 	

指定するファイル名を「ファイルの場所」から一覧表示するか、
「ファイル名」に直接入力します。

「ファイル選択」ダイアログボックスを閉じ、
指定したファイル名が反映されます。

Note
出力ファイルがファイル指定で、すでに同名のファイルが存在している場合は、実行時にファ
イルが上書きされます。
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6.1　イベントを設定する

・ 「ユーザファイル」の場合
	 下記に指定する項目の内容でテキストファイルを作成します。また、初回通信に失敗

した接続先について、通信の切断 / 復帰状態も記述します。

出力ファイル名を指定します。
設定の詳細は前項の「PNGファイル」の場合をご覧ください。

ファイル内の項目の区切りを指定します。チェックをするとスペースで、
チェックを外すとタブで区切ります。

時刻情報の出力を指定します。

アラームの情報の出力を指定します。
タグごとの瞬時値の出力を指定します。

出力する任意の文字列を指定します。
レコーダ情報の出力を指定します。

出力するレコーダを指定します。
ボタンを押すと、レコーダ選択
ダイアログが表示されます。

出力するタグまたはグループを指定します。
ボタンを押すと、選択ダイアログが表示されます。
設定の詳細は、「イベント条件を設定する」の

「アラーム」の場合をご覧ください。

 「レコード選択」ダイアログボックス

	 	 	 	

Note
出力ファイルがファイル指定で、すでに同名のファイルが存在している場合は、実行時にファ
イルが上書きされます。

 ユーザファイルの出力例
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6.1　イベントを設定する

● 実行処理を指定する
12. 	「実行処理」タブを押して、「実行処理ページ」を表示させます。

	 	 	 	 	 	

無(拡張子変更のみ)： 既存の命名規則で拡張子だけ変更します。
イベント番号と処理番号を付加： ファイル名にイベント番号Ennと処理番号Pnnを
 付加します。「ファイル名_EnnPnn」となります。
 拡張子も変更します。

イベント番号Enn： イベントを新規作成したときに割り当てられる番号です。
 「設定名」の初期値です。たとえば、「設定名」がEvent01のとき、
 イベント番号はE01です。
処理番号Pnn： 「実行処理」ページ内の処理番号になります。
 番号が1桁の場合は0を補います。たとえば番号1のとき、
 処理番号はP01です。

実行処理の順序を変更する、実行処理をコピーする(6-15ページ参照)

13. 	「自動命名規則」のリストボックスで、「無 ( 拡張子変更のみ )」、「イベント番号
と処理番号を付加」から選択します。

14. 	「番号」列の数字を押して、処理番号を選択します。

15. 	「処理選択」セルで実行する処理を「FTP」、「E-Mail」、「変換」、「整形」から選択
します。



6-10 IM WX101-01

6.1　イベントを設定する

・ 「FTP」の場合

	 	 	 	

ブックマーク：FTPサーバのアクセス先を選択、編集、登録します。「選択」ボタンを押すと、
「ブックマーク選択」ダイアログボックスが表示されます。

サーバ名： FTPサーバのアドレスを指定します。必ず入力します。
「ホスト名+ドメイン名」または「IPアドレス」のどちらかで入力します。

ポート： FTPサーバのポート番号を「0」～「65535」の範囲で入力します。

ログイン名： FTPサーバへのログイン名を指定します。

パスワード： ログインするパスワードを指定します。

ディレクトリ： ファイルを格納するディレクトリのパスを指定します。

入力ファイル：送信するファイルを「ターゲットファイル」「前処理出力」「ファイル選択」
から選択します。
・「ターゲットファイル」を選択すると、「ターゲットファイル」ページで指定した
　ファイルを送信します。
・「前処理出力」を選択すると、「処理一覧」で表示される前番号の処理の
　出力ファイルを送信します。
・「ファイル選択」を選択すると、ファイル名を指定できます。テキスト領域に
　文字列を直接入力するか、「選択」ボタンを押して、「ファイル選択」ダイアログ
　ボックスからファイルを選択します。設定の詳細は、「PNGファイル」の場合を
　ご覧ください。

 「ブックマーク選択」ダイアログボックス

	 	 	 	

「サーバ名」「ポート」「ログイン名」「パスワード」
「ディレクトリ」を入力します。

ユーザ識別用の任意の文字列を入力します。

OK ：保存してダイアログボックスを閉じます。
   選択されている番号のブックマークがFTP画面に反映されます。

キャンセル：編集を破棄して、ダイアログボックスを閉じます。
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6.1　イベントを設定する

・ 「E-Mail」の場合

	 	 	 	

SMTP： SMTPサーバを指定します。必ず入力します。「編集」ボタンを押すと、
「SMTP」ダイアログボックスが表示されます。

題名(Subject)： メールの題名を入力します。

送信者(From)： 送信者のメールアドレスを入力します。「選択」ボタンを押すと、
「アドレス編集」ダイアログボックスが表示されます。

宛先(To)： 宛先のメールアドレスを入力します。「編集」ボタンを押すと、
「アドレス編集」ダイアログボックスが表示されます。

写し(Cc)： 写しのメールアドレスを入力します。「編集」ボタンを押すと、
「アドレス編集」ダイアログボックスが表示されます。

本文ファイル：
メールで送信する内容を指定します。ファイルの内容が、メールの本文になります。
「None」「ターゲットファイル」「前処理出力」「ファイル選択」から選択します。
・「None」を選択すると、「コメント」で指定した内容が本文になります。
・「ターゲットファイル」を選択すると、「ターゲットファイル」ページで指定した
　ファイルの内容が本文になります。
・「前処理出力」を選択すると、「処理一覧」で表示される前番号の処理の
　出力ファイルの内容が本文になります。
・「ファイル選択」を選択すると、ファイル名を指定できます。テキスト領域に
　文字列を直接入力するか、「選択」ボタンを押して、「ファイル選択」ダイアログ
　ボックスからファイルを選択します。設定の詳細は、「PNGファイル」の場合を
　ご覧ください。

添付ファイル：
メールに添付するファイルを指定します。
「None」「ターゲットファイル」「前処理出力」「ファイル選択」から選択します。
・「None」を選択すると、ファイルを添付しません。
・「ターゲットファイル」を選択すると、「ターゲットファイル」ページで指定した
　ファイルを添付します。
・「前処理出力」を選択すると、「処理一覧」で表示される前番号の処理の
　出力ファイルを添付します。
・「ファイル選択」を選択すると、ファイル名を指定できます。テキスト領域に
　文字列を直接入力するか、「選択」ボタンを押して、「ファイル選択」ダイアログ
　ボックスからファイルを選択します。設定の詳細は、「PNGファイル」の場合を
　ご覧ください。

コメント： 「本文ファイル」を「None」に指定した場合は、コメントの内容が
本文になります。

Note
・. E-mail の場合、1 バイトカタカナ文字は、2 バイトカタカナ文字に変換されて送信されます。
・. 宛先 (To) または写し (Cc) に複数のメールアドレスを入力する場合は、カンマ「、」で区切

ります。
・. E-mail 送信中にアラーム解除になると、アラーム解除後の E-mail も送信されます。また、

ネットワーク障害によって生じた機器との通信切断、復帰が発生した場合、これらの情報
も E-mail 送信されます。

・. 連続して成立した複数の条件は、パフォーマンスの都合上、1 件の E-mail に連結して送信
されます。
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 「SMTP」ダイアログボックス

	 	 	 	

ポート番号を数値で入力します。

SMTPサーバのアドレスを文字列で入力します。

OK ：保存してダイアログボックスを閉じます。
   サーバ名をE-Mail画面に反映します。
キャンセル ：編集を破棄してダイアログボックスを閉じます。

 「アドレス編集」ダイアログボックス

	 	 	 	

ユーザ識別用の任意の文字列を入力します。

保存 ：保存してダイアログボックスを閉じます。
キャンセル：編集を破棄してダイアログボックスを閉じます。

E-Mailのアドレスを入力します。

選択されている番号のアドレスを
E-Mail画面に反映します。

6.1　イベントを設定する
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・ 「変換」の場合

	 	 	 	

変換するファイルを選択します。変換可能なファイルは、データファイル(.mld)、
またはレポートファイル(.rbi)です。「None」「ターゲットファイル」「ファイル選択」
から選択します。
・「ターゲットファイル」を選択すると、「ターゲットファイル」ページで指定した
　ファイルを変換します。
・「ファイル選択」を選択すると、ファイル名を指定できます。テキスト領域に
　文字列を直接入力するか、「選択」ボタンを押して、「ファイル選択」ダイアログ
　ボックスからファイルを選択します。設定の詳細は、「PNGファイル」の場合を
　ご覧ください。

入力ファイルに「データファイル」を指定した場合に有効です。
チェックボックスをチェックして、「開始」と「終了」を指定します。

「開始」「終了」の各々の右側のボタンを押すと、グループ選択ダイアログボックス
またはタグ選択ダイアログボックスが表示されます。
指定するグループまたはタグを選択してクリックすると、ダイアログボックスが閉じて、
選択したグループまたはタグが反映されます。

変換する種類を「テキスト」「エクセル」
「ロータス」から選択します。

変換後のファイルを「自動命名」「ファイル選択」から選択します。
自動命名の場合、入力ファイル名の拡張子を、変換種類に応じて
変更したものになります。
設定の詳細は、「PNGファイル」の場合をご覧ください。

6.1　イベントを設定する
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・ 「整形」の場合

整形するファイルを選択します。「ターゲットファイル」ページで作成された
ユーザファイル、またはデータファイル、またはレポートファイルのテキスト
変換後のファイルを指定します。

・「ターゲットファイル」は、「ターゲットファイル」ページで「None」または
　「ユーザファイル」を設定したときに選択できます。

・「ファイル選択」を選択すると、ファイル名を指定できます。
・「前処理出力」は、前処理が「変換」で変換種類がテキストのとき有効です。

指定したファイル形式に整形してファイル出力します。ファイル形式を「HTML」
「XML」「XHTML」から選択します。「整形種類」を変更すると、指定されている
ファイルの拡張子は自動的に変更されます。拡張子には次の種類があります。
・.html：HTML整形出力ファイル
・.xml：XML整形出力ファイル
・.xhtml：XHTML整形出力ファイル
・.dtd：DTDファイル
・.css：スタイルシートファイル
・.xsl：XML用スタイルシートファイル

出力ファイル名を「自動命名」「ファイル選択」から選択します。
自動命名の場合、入力ファイル名の拡張子を、出力ファイルのファイル形式の
拡張子に応じて変更したものになります。
設定の詳細は、「PNGファイル」の場合をご覧ください。

出力ファイルのタイトル名を指定します。
タイトル指定文字数は半角文字(アルファベット)の場合、最大2047文字です。
全角文字(漢字など)の場合、最大1023文字です。

DTD(Document Type Definition)に関する指定を選択し、
必要に応じてファイル名を指定します。

「整形種類」が「XML」の場合に有効です。
・「指定なし」は出力ファイル内にDTDを記述しません。
・「固定表記」は出力ファイル内のDTDに指定された文字列を記述します。
・「相対出力」はDTDファイルを出力ファイルとは別のファイルに出力します。
　出力ファイル内のDTDの記述は相対指定になります。

・「絶対出力」はDTDファイルを出力ファイルとは別のファイルに出力します。
　出力ファイル内のDTDの記述は絶対指定になります。

・「内部埋込」は出力ファイル内にDTDの内容を記述します。

スタイルシートに関する指定を選択し、必要に応じてファイル名を指定します。
・「指定なし」は、出力ファイル内にスタイルシートを記述しません。
・「固定表記」は、出力ファイル内のスタイルシートに指定された文字列を記述します。
・「相対指定」は、出力ファイル内のスタイルシートに指定されたファイルを記述します。
　出力ファイル内のスタイルシートの記述は相対指定になります。

・「絶対指定」は、出力ファイル内のスタイルシートに指定されたファイルを記述します。
　出力ファイル内のスタイルシートの記述は絶対指定になります。

6.1　イベントを設定する
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6.1　イベントを設定する

● 実行処理の順序を変更する、実行処理をコピーする
16. 	実行処理ページの左側の表で、順序を変更したい処理の番号をクリックします。

	 	 	 	 	 	

17. 	操作の選択実行は、表の下部にある「+」「▲」「▼」「□」「◎」「◆」の各ボタン
を押します。各ボタンの操作内容は次の通りです。

	 「+」：	 選択している処理の後ろに新しい処理を追加
	 「▲」：	 上方向に移動
	 「▼」：	 下方向に移動
	 「□」：	 削除
	 「◎」：カレント処理をコピー元に指定する

	 「◆」：カレント処理にコピーする

● 実行処理をテストする
18. 	実行処理ページの左側の表で、テストをしたい処理の「テスト」列のボタンを押

します。
19. 	「ファイル指定」で「ターゲットファイル」または「前処理出力」を指定してい

るときは、確認のメッセージダイアログが表示されます。問題がなければ、「OK」
ボタンを押します。テスト実行を開始します。

	 	 	 	 	 	 	

20. 	テスト実行が終了すると、結果 ( 成功または失敗 ) のメッセージダイアログが表
示されます。

	 	 	 	 	 	

21. 	「OK」ボタンを押すと、「テスト」列のボタンに結果 ( 成功または失敗 ) が表示さ
れます。

Note
「テスト」列のボタンを押したときに、次のメッセージダイアログが表示される場合は、実行
処理の設定の内容が正しくありません。「OK」ボタンを押して、設定しなおしてください。
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設定例
以下は「データファイルが作成されるときに、データファイルをテキストに変換する」
イベントの設定例です。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「その他」-「イベントプロセッサ」-「設定」

を選択します。

2. 	 「新規作成」ボタンを押します。「イベントページ」が表示されます。すでに設定
してあるイベントの設定を変更する場合は、イベント設定名が表記されているタ
ブを押します。

3. 	 イベントを新規に作成する場合は、「設定名」にイベントの名称 ( 例では
Event01) を入力します。

4. 	 「タグ表記」を「タグ名」「タグ番号」から選択します。

5. 	 連続してイベント条件を判定する場合は、「連続」チェックボックスにチェック
します。

6. 	 「イベント条件」タブを押して、「イベント条件ページ」を表示させます。

7. 	 「論理条件」の項目では、2 種類の条件種類の関係を指定するときに「AND」、「OR」
で選択します。( 例では条件は 1 個なので、どちらを選択してもかまいません。)

8. 	 「条件種類」で「システム」を選択します。

9. 	 「システム状態」で「データファイル作成時」を選択します。

10. 	「ターゲットファイル」タブを押して、「ターゲットファイルページ」を表示させ
ます。

6.1　イベントを設定する
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11. 	「ファイル種類」で「データファイル」を選択します。

	 	 	 	 	 	

12. 	「実行処理」タブを押して、「実行処理ページ」を表示させます。

13. 	「番号」列の数字を押して、処理番号を選択します。

14. 	「処理選択」セルで「変換」を選択します。

15. 	「変換種類」で「テキスト」を選択します。

16. 	「入力ファイル」で「ターゲットファイル」を選択します。

17. 	「出力ファイル」で「自動命名」「ファイル選択」のどちらかを選択します。自動
命名を選択すると、作成されたデータファイル名の拡張子が「.txt」であるテキ
ストファイルが作成されます。

18. 	「タグ範囲」または「グループ範囲」で実行処理を行うタグまたはグループの範
囲を指定します。

入力ファイルに「データファイル」を指定した場合に有効です。
チェックボックスをチェックして、「開始」と「終了」を指定します。

「開始」「終了」の各々の右側のボタンを押すと、グループ選択ダイアログボックス
またはタグ選択ダイアログボックスが表示されます。
指定するグループまたはタグを選択してクリックすると、ダイアログボックスが閉じて、
選択したグループまたはタグが反映されます。

19. 	「OK」ボタンを押して、設定内容を保存します。イベントの保存の詳細は、6.2
節をご覧ください。

6.1　イベントを設定する
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6.2 イベントを保存 / 削除 / 再表示 / コピーする

イベントを保存する
イベントごとに、設定を保存します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「保存」ボタンを押します。

2. 	 設定に問題がなければ、イベントは保存されます。

	 設定の指定に問題があるときは、メッセージダイアログが表示されます。「OK」
ボタンを押すと、問題のあるページが表示されるので、設定しなおしてください。

	 	 	 	 	 	

イベントを削除する
イベントごとに、設定を削除します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「削除」ボタンを押します。

2. 	 確認のためのダイアログメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

イベントを再表示する
イベントごとに、現在の設定を破棄して、最新の保存内容を復帰 / 表示させます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「復帰」ボタンを押します。

2. 	 確認のためのダイアログメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。
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6.2　イベントを保存 / 削除 / 再表示 / コピーする

イベントをコピーする
イベント間で設定内容をコピーします。

操作手順
1. 	 イベント設定名のタブをクリックして、コピー元のイベントページを選択表示し

ます。

2. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「コピー」ボタンを押します。

3. 	 イベント設定名のタブをクリックして、コピー先のイベントページを選択表示し
ます。

4. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「貼り付け」ボタンを押します。

5. 	 確認のためのダイアログメッセージが表示されるので、「OK」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

イベント設定を終了する
現在の設定を自動的に保存して、設定作業を終了します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「OK」ボタンを押します。

2. 	 設定に問題がなければ、自動的に設定を保存して終了します。設定に問題がある
ときは、メッセージダイアログが表示されます。ダイアログの詳細は、「イベン
トを保存する」を参照してください。
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6.3 イベントプロセッサを開始 / 停止する

イベントプロセッサを開始する
イベント設定で設定されたイベントの実行を開始します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「その他」-「イベントプロセッサ」-「開

始」を選択します。イベントが 1 個も設定されていない場合は、エラーダイアロ
グが表示されます。

	 	 	 	 	 	

イベントプロセッサを停止する
イベントの実行を停止します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「その他」-「イベントプロセッサ」-「停

止」を選択します。
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6.4 エラー情報を表示する

イベント実行中にエラーが発生した場合、イベントプロセッサは、エラー発生のメッセー
ジダイアログを表示することもなく、実行を中断することもありません。
エラー情報画面では、最後に発生したエラーの情報だけを表示します。また、エラー情
報を初期化することもできます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER イベントプロセッサ」画面の「その他」-「イベントプロセッサ」-

「エラー情報表示」を選択します。「イベントプロセッサエラー情報」画面が表示
されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 エラー情報を初期化するイベントの選択は、「設定名」列のイベント名をクリッ
クします。「初期化」ボタンが有効になります。

3. 	 「初期化」ボタンを押します。選択されているイベントのエラー情報が初期化さ
れます。

4. 	 「OK」ボタンを押して、「イベントプロセッサエラー情報」画面を閉じます。
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7.1 設定ソフトウエアを起動する

設定ソフトウエアでは、接続されているレコーダのセットモード ( 設定モード )、セット
アップモード ( 基本設定モード ) の設定情報を作成して、レコーダに設定することがで
きます。すでにレコーダが設定されている場合は、このソフトウエアを使用してレコー
ダを設定する必要はありません。
設定ソフトウエアの画面は、環境設定ソフトウエアで設定されたレコーダを一覧する「レ
コーダ一覧」ウインドウと、各レコーダの詳細を示す「設定」ウインドウから構成され
ます。

「レコーダ一覧」ウインドウは、環境設定ソフトウエアで設定された最大 32 台の接続レ
コーダについて、そのモデル、測定チャネル数、演算チャネル数、拡張チャネル数を表
示します。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER マネージャ」画面の「SETTING」ボタンを押します。

	 設定ソフトウエアが起動して、「DAQLOGGER 設定」画面が表示されます。

メニューバー

バージョン表示印刷

印刷プレビュー
設定保存(すべてのレコーダ)

設定保存(カレントレコーダ)

「レコーダ一覧」の表示/非表示
レコーダ制御ダイアログの表示

レコーダに設定データを送信
レコーダから設定データを受信

ツールーバー

ステータスバー
設定コピー
レコーダ間で

「レコーダ一覧」ウインドウ 「設定」ウインドウ表示エリア
このバーをドラッグ＆ドロップすると「レコーダ一覧」
と「設定」ウインドウの境界を移動できます

第 7 章	 レコーダを設定する
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	 「設定」ウインドウを表示したとき

	 	 	 	 	 	

「設定」ウインドウ

設定ソフトウエアでは、下記の操作ができます。
・	 レコーダから通信で設定情報を読み込む
	 操作方法は、「7.2 節」をご覧ください。
	 機種ごとの制限事項については、1.1 節の「設定ソフトウエア」をご覧ください。

・	 レコーダに通信で設定情報を書き込む
	 操作方法は、「7.11 節」をご覧ください。
	 機種ごとの制限事項については、1.1 節の「設定ソフトウエア」をご覧ください。

・	 設定情報を編集する
	 操作方法は、「7.3 節」〜「7.10 節」をご覧ください。
	 レコーダのシステム構成 ( オプションの有無など ) やサブユニット / モジュール構成

(DARWIN の場合 ) を変更して設定情報を作成することもできます。

・	 レコーダで作成した設定情報を、フロッピーディスク経由で読み込む
	 操作方法は、「7.13 節」をご覧ください。
	 機種ごとの制限事項については、1.1 節の「設定ソフトウエア」をご覧ください。

・	 作成した設定情報を、フロッピーディスク経由でレコーダに書き込む
	 操作方法は、「7.13 節」をご覧ください。
	 機種ごとの制限事項については、1.1 節の「設定ソフトウエア」をご覧ください。

・	 設定情報を保存する
	 操作方法は、「7.14 節」をご覧ください。
	 設定情報をハードディスクに保存します。設定情報の編集時に随時実行してください。

・	 設定情報を印刷する
	 操作方法は、「7.15 節」をご覧ください。

・	 設定情報を初期化する
	 操作方法は、「7.12 節」をご覧ください。

・	 レコーダに制御コマンドを送信する
	 操作方法は、「7.16 節」をご覧ください。
	 日付時刻の変更、記録の開始などを実行できます。

・	 DARWIN のレポートを開始 / 停止する、バランス動作を実行する
	 操作方法は、「7.17 節」をご覧ください。

7.1　設定ソフトウエアを起動する
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● 「レコーダ一覧」ウインドウを表示 / 非表示する
操作手順

1. 	 メニューバーの「表示」をクリックし、「レコーダ一覧」を選択します。選択す
るごとにウインドウが表示 / 非表示されます。

● 「設定」ウインドウを整列して表示する
操作手順

1. 	 「設定」ウインドウを表示した状態で、メニューバーの「ウインドウ」をクリックし、
「重ねて表示」または「並べて表示」を選択します。「設定」ウインドウが整列します。

● ツールバー / ステータスバーを表示 / 非表示にする
操作手順

1. 	 メニューバーの「表示」をクリックし、表示 / 非表示する項目を選択します。選
択するごとにバーが表示 / 非表示されます。

7.1　設定ソフトウエアを起動する
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7.2 レコーダから設定情報を読み込む

接続されているレコーダから、システム構成と設定情報を PC に読み込みます。

操作手順
1. 	 メニューバーの「通信」-「受信」を選択します。

	 「設定受信選択ダイアログボックス」が表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 受信するレコーダを選択して、「受信」ボタンを押します。

	 ・レコーダをすべて選択する	→	「全て選択」をクリック

	 ・レコーダを個別に指定する	→	現在接続可能な状態にあるレコーダは、「設定受
信選択ダイアログボックス」で青色表示される。目的のレコーダ ( 複数選択可 )
をクリックして、赤色表示にする

3. 	 レコーダからの設定情報の受信が完了すると、「通信メッセージ」ダイアログボッ
クスが表示されます。

	 メッセージの内容を確認して、「OK」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

Note
・. ロガーソフトウエアがレコード中またはスキャン中の場合、設定データを受信できません。
・. VR、µR の場合、システム構成を正しく読みとれない場合があります。読み込んだシステム

構成が、レコーダと一致していることを確認してください。一致していない場合は、「7.4 節」
「7.5 節」を参照して、システム構成をレコーダと一致するように訂正してください。

・. VR.シリーズのセットアップ設定は、通信での読み込みはできません。
. ファイルの「インポート」機能 (「7.12 節」) をご利用ください。
・. イーサネットで通信している場合、通信エラーの判断に数分かかることがあります。
・. DC100 の設定データを読み込んだ場合、「書き込み動作が変更されました」のメッセージが

表示されたときは、書き込み動作の一部が読み込まれていない可能性があります。確認し
てください。

・.「DAQLOGGER 設定」画面は、プロジェクトレベルにより、メニューバーで操作可能となる
項目が異なります。この操作制限の詳細については、「2.5　セキュリティを設定する」を
ご覧ください。
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7.3 設定情報を編集する

設定するレコーダを選択する
操作手順

1. 	 「レコーダ一覧」ウインドウで、設定を変更したいレコーダの「番号」セルをクリッ
クします。

	 選択したレコーダの「設定」ウインドウが、一番上に表示されます。

	 	 	 	 	 	

	 DARWIN(DA、DR、DC) を選択した場合、設定ソフトウエアでのシステム構成や
モジュール構成が、環境設定ソフトウエアで設定したシステム構成やモジュール
構成と異なるときは、下記のメッセージが表示されます。

	 「はい」を選択すると、設定ソフトウエアが持っているレコーダの設定情報を読
み込んで「設定」ウインドウが開かれます。「いいえ」を選択すると、環境設定
ソフトウエアのシステム構成、モジュール構成の初期状態で「設定」ウインドウ
が開かれます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 以下、各レコーダの設定操作を実施しますが、その設定操作の内容は、レコーダ
ごとに、次の 8 タイプに整理されます。

	 ・VR：VR100、VR200、VR200	S2
	 ・µR：µR1000、µR1800
	 ・DX：DX100、DX200、DX200C、DX1000、DX2000
	 ・MV：MV100、MV200、MV1000、MV2000
	 ・CX：CX1000、CX2000
	 ・DA100
	 ・DR130、DR200
	 ・DC100

	 各タイプの「設定」ウインドウとその操作方法は、次ページ以降をご覧ください。
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設定の基本操作
タブ画面での操作は、以下の 2 タイプに整理されます。
便利な編集機能として、レコーダ間コピーとチャネル間コピーがあります。

● チャネルタブ画面での設定
・	 モデルにより名称が異なりますが、「チャネル設定」「測定チャネル」「演算チャネル」

の各タブ画面での操作です。
・	 表示中のタブ画面の設定項目に直接入力することも可能ですが、効率的に入力するた

めの専用入力画面 ( チャネルごとの入力画面 ) が用意されています。
　	専用入力画面は、「CH( チャネル )」セルをダブルクリックすると表示されます。

● チャネルタブ画面以外のタブ画面での操作
・	 モデルにより名称が異なりますが、「その他の設定」「セットアップ設定」「設定関連」

「セットアップ」「書き込み動作」「印字関連」「イベント / アクション関連」「タイマ」
「メッセージ」「定数」その他の各タブ画面での操作です。

・	 タブ画面左側に表示される一覧から、目的の項目を選択すると、タブ画面右側に設定
項目が表示されるタイプと、タブ名の設定内容が最初から表示されるタイプがありま
す。

● レコーダ間での設定のコピー
「レコーダ一覧」ウインドウの「設定コピー」ボタン	を使って、レコーダ間で設定をコピー
する操作です。

Note
・. VR、µR、DARWIN の場合、設定のコピーは、同じモデル間でだけ可能です。ただし、同じ

モデルでも /N1、/N3、/N5 の各オプションが異なる場合はコピーできません。演算、IC メ
モリの各オプションが異なっている場合でもコピーできます。チャネル数が異なる場合は、
対応するチャネルの設定だけコピーされます。(VR、µR、DARWIN)

・. DX、MV、CX の場合、システム情報ごとコピーを行います。

操作手順
1. 	 コピー元となるレコーダの「番号」セルをクリック後、「設定コピー」ボタンを

押します。

	 「コピー選択」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 「コピー選択」ダイアログボックスに表示されるレコーダのモデル名からコピー
先を選択後 ( 複数選択可 )、「OK」ボタンを押します。

7.3　設定情報を編集する
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7.3　設定情報を編集する

● チャネル間での設定コピー
チャネルタブ画面のコピー操作ボタンを使って、チャネル間で設定をコピーする操作で
す。

操作手順
1. 	 コピー元となるチャネルの「CH」セルを選択し、「コピー」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

コピーボタン

 ・ DARWIN の場合
2. 	 「コピー内容の選択」ダイアログボックスが表示されます。コピー項目を選択して、

「閉じる」ボタンを押します。「コピー内容の選択」ダイアログボックスの内容は、
レコーダによって異なります。

	 「全て」ボタンを押すと、すべての項目が選択されます。もう一度「全て」ボタ
ンを押すと、すべての項目の選択が解除されます。

	 操作手順 4 に進みます。

	 	 	 	 	 	

	 DELTA、RRJC の絶対位置指定と相対位置指定について

	 DELTA、RRJC のチャネルをコピーする場合、基準チャネルとの関係を指定する
必要があります。

	 ・ 絶対位置指定

	 	 コピー先での基準チャネル番号は変わりません。

	 	 たとえば、CH005 の基準チャネルが CH002 の場合、CH005 の設定を CH007
にコピーすると、CH007 の基準チャネルも CH002 になります。ただし、ユニッ
ト間でコピーする場合、基準チャネルは同じユニットのチャネルでなければ
ならないため、コピー先での基準チャネルは変更されます。

	 	 たとえば、CH005 の基準チャネルが CH002 で、CH002 の設定が TC、TypeR
の場合、CH005 の設定を CH107 にコピーすると、CH107 の基準チャネルは
CH102 になります。このとき、CH102 が CH002 と同様に TC、TypeR で、か
つスケールが OFF でないとコピーできません。
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7.3　設定情報を編集する

 ・ 相対位置指定

	 	 DELTA または RRJC に設定されたチャネルと基準チャネルの相対位置を保っ
てコピーされます。そのため、コピー先の基準チャネルは、コピー元の基準チャ
ネルと異なります。

	 	 たとえば、CH005 の基準チャネルが CH002 で、CH002 の設定が TC、TypeR

	 	 の場合、CH005 の設定を CH009 にコピーすると、CH009 の基準チャネルは
CH006 になります。このとき、CH009 が CH002 と同様に TC、TypeR でない
とコピーできません。

	 	 基準チャネルも含めてコピーする場合に便利です。

・µR、VR、DX、MV、CX の場合
	 下記の操作手順 2 の操作をします。

2. 	 「コピー詳細」ボタンを押します。

	 「コピー詳細」ダイアログボックスが表示されます。

	 この「コピー詳細」ダイアログボックスの設定内容は、レコーダのシリーズごとに、
異なります。

	 	 	 	 	 	

3. 	 コピー項目の選択を行ったあと、「OK」ボタンを押します。

4. 	 コピー先となるチャネルの「CH」セルを選択 ( 複数選択可 ) します。

	 連続して選択する場合は、最初のセルをクリック後、最後のセルを「SHIFT」キー
を押しながらクリックします。

5. 	 選択が完了したら、「貼り付け」ボタンを押します。

Note
測定チャネルと演算チャネル間では、コピーできません。
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7.4 VR を設定する

システム構成を変更して設定情報を作成する場合は、最初に後述の「システム構成を変
更する」(7-15 ページ ) を実行してください。

設定を編集する
VR100、VR200、VR200	S2 の設定ウインドウを表示し、設定内容タブをクリックするか、
メニューバーのメニューから設定項目を選択します。
設定不能項目は、項目がグレー表示となり、入力できません。各設定項目の詳細につい
ては、それぞれのレコーダのマニュアルを参照ください。
以下の画面例は、VR200 のものです。

● 「チャネル設定」タブ画面
この画面の「CH」セルをダブルクリックすると、入力用の「チャネル設定」画面 (7-11 ペー
ジ ) が表示されます。入力は、どちらの画面でも、行うことができます。

このバーを押すと、「定数」
部を表示/非表示できます

レンジタイプを選択
開平演算のON/OFF

スケーリングON/OFFチャネルごとに設定する
ときにダブルクリック

スパンを設定 スケールを設定 演算で使用する定数を入力入力の種類を選択

リレー番号を選択

差演算の基準チャネルを選択

アラーム値を入力アラームの種類を選択

スケール表示のON/OFF

表示ゾーンを入力 部分圧縮拡大のON/OFFを入力

タグ名を入力
単位を入力 演算式を入力

モード
入力の種類です。演算チャネルの場合は「MATH」を設定します。

レンジ
測定レンジです。
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7.4　VR を設定する

スケーリング
測定値を他の単位に換算して表示する機能を使用する / しないを設定します。

開平演算
開平演算を使用する / しないを設定します。

スパン
表示の上下限値です。

スケール
スケーリング、開平演算の表示の上下限値です。

参照チャネル
差演算のときの基準チャネルです。

アラーム 1 〜 4
アラームの種類とアラーム値、出力リレーです。リレー出力はアラームリレー出力オプ
ション付きの場合に有効です。

ゾーン
波形の表示ゾーンの上下限値です。

部分圧縮拡大
波形の部分圧縮拡大を使用する / しない、圧縮 / 拡大の境界値、境界値を移動する位置
です。

スケール表示
スケールを表示するかしないかを設定します。

タグ
タグ表示するときのタグ名です。

単位
スケーリング、開平演算または演算チャネルの単位です。

演算式
演算チャネルの演算式です。

定数
演算で使用する定数です。
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7.4　VR を設定する

● 「チャネル設定」の入力画面
この画面は、「チャネル設定」タブ画面の入力を効率的に行うためのもので、「チャネル
設定」タブ画面の「CH」セルをダブルクリックすると、表示されます。

	 	 	

「演算子」：モードが「MATH」
の場合、クリックすると演算子
選択のダイアログが開きます。

● 「その他の設定」タブ画面
LCD、データファイル、トリップレート、波形更新レート、メッセージを設定します。
表示内容の切り替えは、画面左半分の一覧項目の選択で行います。

LCD/ データファイル
LCD の輝度、一定時間キー操作がない場合にバックライトを暗くする機能、データファ
イルを FD に保存するときのファイル名の付け方の設定です。

	 	 	

「セーバ時間」で設
定した時間、キー操
作がなければ、バッ
クライトセーバモー
ドになります。

データファイルをFD
に保存するときの
ファイル名の付け方
です。
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トリップレート
トリップ点の設定です。下記は、VR200	S2 の設定画面です。

	 	 	

クリックすると、
色設定ダイアログが
開きます。
(VR200 S2の場合)

波形更新レート
表示波形を更新するレートです。

	 	 	 VR200 S2の場合
のみ有効です。

メッセージ (VR200 S2 のみ有効 )

	 	 	

16文字以下

選択した範囲を
コピー/貼り付け
オペレーションモー
ドの設定メニューに
メッセージ表示を実
行するメニューを表
示するかしないかを
設定します。

7.4　VR を設定する
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●「セットアップ」タブ画面
アラーム方式、入力方式、表示方式、AUX、記憶方式、リモートコントロール、統計演算、
通信方式を設定します。
表示内容の切り替えは、画面半分の一覧項目の選択で行います。

アラーム方式
・	 警報出力リレーの AND/OR
	 先頭のアラーム出力リレーから、どのリレーまでを AND 動作にするかを設定します。

	 	 	

入力方式
バーンアウト、A/D 積分時間、基準接点補償、移動平均またはフィルタを設定します。

VR106、
VR206、
VR206 S2
で有効
VR104、
VR204、
VR202 S2
VR204 S2
で有効
選択した範囲
をコピー/貼り
付け

表示方式

	 	 	
クリックす
ると色設定
ダイアログ
が表示され
る。

7.4　VR を設定する



7-14 IM WX101-01

AUX
チャネル表示 / タグ表示の切り替え、メッセージを表示する言語の選択、メモリエンド
アラームを出力するメモリの残り書き込み時間、パスワードを設定します。

	 	 	

4桁の数字
初期値は0

記憶方式
測定 / 演算データをメモリに書き込む方式です。

	 	 	

サンプルモー
ドがTRIG，
ROTATEで有効

統計演算
統計演算 (TLOG) のタイマと動作の設定です。

	 	 	

リモートコントロール (VR200 S2 のみ )
リモートコントロールの入力端子に、機能を割り当てます。

	 	 	

7.4　VR を設定する
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通信方式 ( 通信オプション付きのときのみ有効 )

	 	 	

システム構成を変更する
設定対象となる VR に合わせて、オプションの有無などのシステム構成を変更するもの
で、必要に応じて実施します。
ダイアログボックスシステム構成の変更は、最初に行ってください。
オプションの変更は「レコーダ一覧」ウインドウに反映されます。

操作手順
1. 	 システム構成を変更する VR の設定ウインドウを開き、「DAQLOGGER 設定」画面

のメニューバーで、「システム」-「システム構成」を選択します。「システム構成」
ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 設定対象の VR に合わせて、モデル、オプションなどを設定します。

3. 	 設定が完了したら「OK」ボタンを押します。タブ画面の設定項目は、ここでの
設定内容を反映したものとなります。

7.4　VR を設定する
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7.5 µR を設定する

システム構成を変更して設定情報を作成する場合は、最初に「システム構成を変更する」
(7-19 ページ ) を実行してください。

設定を編集する
µR1000、µR1800の設定ウインドウ表示し、設定内容タブをクリックするか、メニューバー
のメニューから設定項目を選択します。
設定不能項目は、項目がグレー表示となり、入力できません。
各設定項目の詳細については、レコーダのマニュアルを参照ください。
以下の画面例は、µR1800 のものです。

● 「チャネル設定」タブ画面
この画面の「CH」セルをダブルクリックすると、入力用の「チャネル設定」画面 (7-18 ペー
ジ ) が表示されます。入力は、どちらの画面でも、行うことができます。

このバーを押すと、「定数」
部を表示/非表示できます

レンジタイプを選択
開平演算のON/OFF

スケーリングON/OFFチャネルごとに設定する
ときにダブルクリック

スパンを設定 スケールを設定 演算で使用する定数を入力入力の種類を選択
演算チャネルのスケールの小数点位置を設定

リレー番号を選択

差演算の基準チャネルを選択

アラーム値を入力アラームの種類を選択

定刻印字のON/OFF

表示ゾーンを入力 部分圧縮拡大のON/OFFを入力

ICメモリへのデータ保存のON/OFF

タグ名を入力

単位を入力 演算式を入力

モード
入力の種類です。演算チャネルの場合は「MATH」を設定します。

レンジ
測定レンジです。
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スケーリング
測定値を他の単位に換算して表示する機能を使用する / しないを設定します。

開平演算
開平演算を使用する / しないを設定します。

スパン
表示の上下限値です。

スケール
スケーリング、開平演算の表示の上下限値です。

小数点位置
演算チャネルのスケールの小数点位置です。

参照チャネル
差演算のときの基準チャネルです。

アラーム 1 〜 4
アラームの種類とアラーム値、出力リレーです。リレー出力はアラームリレー出力オプ
ション付きの場合に有効です。

ゾーン
波形の表示ゾーンの上下限値です。

部分圧縮拡大
波形の部分圧縮拡大を使用する / しない、圧縮 / 拡大の境界値、境界値を移動する位置
です。

定刻印字
定刻印字するチャネルを設定します。

IC メモリ保存 (IC メモリオプション付きの場合のみ有効 )
IC メモリにデータを保存するチャネルを設定します。

タグ
タグ表示するときのタグ名です。

単位
スケーリング、開平演算または演算チャネルの単位です。

演算式
演算チャネルの演算式です。

定数
演算で使用する定数です。

7.5　µR を設定する
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● 「チャネル設定」の入力画面
この画面は、「チャネル設定」タブ画面の入力を効率的に行うためのもので、「チャネル
設定」タブ画面の「CH」セルをダブルクリックすると、表示されます。

	 	 	

「演算子」：モードが「MATH」
の場合，クリックすると演算子
選択のダイアログが開きます。

● 「その他の設定」タブ画面
チャートスピード、打点周期、メッセージを設定します。
表示内容の切り替えは、画面左半分の一覧項目の選択で行います。

チャートスピード / 打点周期 ( 打点モデルのみ )

	 	 	

打点モデルのみ

メッセージ

	 	 	

16文字以下

7.5　µR を設定する
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システム構成を変更する
設定対象となる µR に合わせて、オプションの有無などのシステム構成を変更するもの
で、必要に応じて実施します。
ダイアログボックスシステム構成の変更は、最初に行ってください。
オプションの変更は「レコーダ一覧」ウインドウに反映されます。

操作手順
1. 	 システム構成を変更する µR の設定ウインドウを開き、「DAQLOGGER 設定」画面

のメニューバーで、「システム」-「システム構成」を選択します。「システム構成」
ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 設定対象の µR に合わせて、モデル、オプションなどを設定します。

3. 	 設定が完了したら「OK」ボタンを押します。タブ画面の設定項目は、ここでの
設定内容を反映したものとなります。

7.5　µR を設定する
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7.6 DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設
定する

システム構成を変更して設定情報を作成する場合は、最初に「DX100、DX200、
DX200C、MV100、MV200のシステム構成を変更する」(7-42ページ )を実行してください。

設定を編集する
DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200の設定ウインドウ表示し、設定内容タブをクリッ
クするか、メニューバーのメニューから設定項目を選択します。
設定不能項目は、項目がグレー表示となり、入力できません。
各設定項目の詳細については、DX、MV のマニュアルを参照ください。
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● 「測定チャネル」タブ画面　
この画面の「CH」セルをダブルクリックすると、入力用の「チャネル設定」画面 (7-24 ペー
ジ ) が表示されます。入力は、どちらの画面でも、行うことができます。

このタブを選択
チャネルごとに設定するときダブルクリック

差演算
スケール

開平演算

入力の種
類を選択 レンジ/タイプの選択

アラームの種類を選択

リレー番号を選択

フィルタの時定数または移動平均の
サンプリング回数を選択

部分圧縮拡大のON/OFF

設定可能な値の最小値にする
設定可能な値の最大値にする

差演算の基準を選択

スパンを設定

スケールを入力 スケールの単位を入力

アラーム値を入力

タグ名を入力

アラームディレイ時間を入力

表示ゾーンを入力 グラフの設定を選択
チャネルの表示色を選択

初期値を設定

初期値を設定
先頭チャネルの設定をコピー一括設定

すべてのチャネルをOFF

初期値を設定
先頭チャネルの設定をコピー

先頭チャネルの設定をコピー

先頭チャネルの設定をコピー

設定可能な値の最小値にする
設定可能な値の最大値にする

先頭チャネルの設定をコピー
一斉ON/OFF

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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入力の種類 ( モード、レンジ / タイプ )
プルダウンメニューの次の中から選択します。

種類 関連する設定
VOLT( 電圧 ) レンジ、スパン L、スパン U
TC( 熱伝対 ) タイプ、スパン L、スパン U
RTD( 測温抵抗体 ) タイプ、スパン L、スパン U
DI( 電圧レベル / 接点入力 ) レンジ、スパン L、スパン U
SKIP( 測定 / 表示 OFF) なし

Note
・. 設定範囲外の値を入力したときや、スパン L とスパン U を同じ値に設定したときは、デー

タチェック時に修正されます。
・. SKIP を選択したときは、差入力 / スケール / 開平演算やレンジ / タイプなどの項目の設定

が無効になります。

差演算 / 基準
基準チャネルとの入力の差を表示します。
レンジ / タイプの異なるチャネル間で差演算をすると、演算した結果の小数点位置は差
演算を設定したチャネルの小数点位置になります。基準チャネルの小数点以下の桁数が
差演算に設定したチャネルより多い場合は、差演算に設定したチャネルの小数点以下の
桁より下の値を四捨五入してから演算を行います。

表示スパン
表示の上下限値 ( フルスケール ) を設定します。
スパン L とスパン U を同じ値に設定したり、設定範囲外の値を入力したときは、データ
チェック時に修正されます。

スケール
・ スケール L、スケール U、小数点
	 [ スケール L- スケール U] 間をフルスケールにして、スケール値を表示します。変換

したい上下限値を小数点も含めて入力します。
	 スケール L とスケール U を同じ値に設定したり、設定範囲外の値を入力したときは、

データチェック時に修正されます。

・ 単位
	 6 文字以内で単位名を入力します。

開平演算
入力の平方根を演算 / 表示します。入力の種類が VOLT( 電圧 ) のときだけ設定できます。
必要に応じて、スパン / スケール値 / 単位を設定してください。

アラーム
チャネルごとに 4 つのアラーム ( アラーム 1 〜アラーム 4) を設定できます。

・ 種類
	 H/L/h/l/R/r/T/t から選択できます。T/t は DX/MV 本体スタイルが 2 以上のとき選択で

きます。入力の種類や演算の種類などによって、選択できるアラームが異なります。
詳しくは、DX100/DX200/DX200C/MV100/MV200 本体マニュアルの 6.2 節をご覧く
ださい。

・ アラーム値
	 設定した値を境にアラームを発生させます。アラーム値の設定範囲は、入力の種類や

レンジなどによって異なります。

・ アラームディレイ
	 測定値がアラーム設定値以上または以下になっている状態が、設定した時間 ( ディレ

イ時間 ) 継続するとアラームを発生させます。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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・ リレー
	 リレー出力をするときは、出力リレー番号を選択します。リレー出力をしないときは、

[NONE] を選択します。

入力フィルタ / 移動平均
移動平均を設定できるのは、DX106、DX112、DX210、DX220、DX230、MV106、
MV112、MV210、MV220、MV230 です。
入力フィルタを設定できるのは、DX102、DX104、DX204、DX208、DX204C、DX208C、
MV102、MV104、MV204、MV208 です。

・ 入力フィルタ
	 使用するときは、時定数 (2s、5s、10s) を選択します。

・ 移動平均
	 使用するときは、サンプリング回数 (2 〜 16) を選択します。

タグ
16 文字まで入力できます。
チャネル番号の替わりにタグ名を設定して、画面に表示できます。
画面にチャネル名を表示するか、タグ名を表示するかの設定は、[ セットアップ ] 画面で
行います。
[ セットアップ ] 画面でタグを選択すると、データモニタやデータビューアでタグ No./
タグコメントやタグを選択できるようになります。

表示ゾーン
各チャネルの波形を画面のどの範囲に表示するかを設定できます。
下限値および上限値とも、表示スケール上の位置 (％ ) を設定してください。
・	 設定範囲：0% 〜 100%
	 下限値	<	上限値
・	 下限値と上限値の差：5 以上

グラフ
・ 分割数
	 バーグラフの分割数を選択します。

・ バーグラフ
	 バーグラフの基準位置を選択します。バーグラフが縦表示のときは、[ 中央 ] を選択

しても無効です。
	 データチェック時に [ 標準 ] に設定しなおします。

・ スケール
	 トレンド表示でスケール表示をしているときに、スケールを表示する位置を選択しま

す。
	 なお、分割数 / バーグラフ / スケールについて詳しくは、DX/MV 本体マニュアルの 7.10

節をご覧ください。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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部分圧縮拡大
・ 位置 (％ )
	 部分圧縮拡大をする境界値を設定します。設定範囲は、1 〜 99％です。

・ 境界値
	 設定条件は、測定チャネルと演算チャネルで次のように異なります。

・	 測定チャネル
	 SCALE、SQRT を使用していない時	：	 スパン最小値＜境界値＜スパン最大値
	 SCALE、SQRT を使用している時	 ：	 スケール最小値＜境界値＜スケール最大値
・	 演算チャネル
	 スパン最小値＜境界値＜スパン最大値

Note
部分圧縮拡大の設定が有効なのは、[ セットアップ ] タブの [ その他 ] の部分圧縮拡大機能が [ 使
用 ] になっているときです。

表示色
各チャネルの表示色を 16 色から選択できます。

設定内容のコピー / 貼り付け
[ コピー詳細 ]でチェックした項目を、コピー /貼り付けできます。チャネル番号をクリッ
クして、コピー / 貼り付け対象を選択します。
複数のチャネルをコピー元にするときは、チャネル番号をドラッグして、コピーする範
囲を指定します。同様に、複数のチャネルをコピー先にするときは、その範囲のチャネ
ル番号をドラッグします。

● 「チャネル設定」の入力画面　
この画面は、「測定チャネル」タブ画面の入力を効率的に行うためのもので、「測定チャ
ネル」タブ画面の「CH」セルをダブルクリックすると、表示されます。
表示された画面には、「チャネル設定」と「表示関連」の 2 つのタブ画面があります。

2. [チャネル設定]
ダイアログボックス
が開く

3. 設定する項目のタブを選択

4. 各項目の設定終了後，
ここをクリック

1. 設定するチャネルを
ダブルクリック

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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● 「演算チャネル」タブ画面　
この画面の「CH」セルをダブルクリックすると、入力用の画面が表示されます。入力は、
どちらの画面でも、行うことができます。

チャネルごとに設定するときクリック

このタブを選択

アラームの設定(3.2項)

タグ名を入力アラームディレイ時間を入力

表示ゾーン
グラフの設定

部分圧縮拡大
表示色

演算のON/OFF
小数点以下の
桁数を選択

演算式を
入力

表示スパンの設定(6文字以内)
単位を入力

演算式で使う
定数を入力

先頭チャネルの設定をコピー初期値を設定一斉ON/OFF

先頭チャネルの設定をコピー

演算の ON/OFF
各演算チャネルに対して、演算をするかしないかを設定します。

演算式
40 文字以内で入力します。演算式について詳しくは、DX100/DX200/DX200C/MV100/
MV200 のマニュアルをご覧ください。

表示スパン
表示の上下限値を設定します。
設定範囲は、–9999999 〜 99999999 です。また、小数点以下の桁数は、4 桁以内にして
ください。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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アラーム / タグ
測定チャネルの設定と同じです。詳しくは「3.2　測定チャネルを設定する」をご覧くだ
さい。

TLOG 演算
・ タイマ
	 セットアップモードで設定したタイマの 1 〜 3 から選択します。
	 選択したタイマに設定されている時間が、TLOG 演算の演算周期になります。

・ 積算単位
	 積算単位を設定します。

長時間移動平均
・ 間隔 ( インタバル )
	 長時間移動平均使用時のサンプリング間隔を選択します。

・ 回数 ( サンプル数 )
	 サンプル数 ( 移動平均するデータ数 ) を選択します。

表示ゾーン / グラフ / 部分圧縮拡大 / 表示色
測定チャネルと設定のしかたは同じです。詳しくは 7-23 〜 7-24 ページをご覧ください。

定数
演算式で使用する定数を設定できます。定数は DX100/MV100 は 12 個、DX200/
DX200C/MV200 は 30 個まで設定できます。

● 「演算チャネル」の入力画面　
この画面は、「演算チャネル」タブ画面の入力を効率的に行うためのもので、「演算チャ
ネル」タブ画面の「CH」セルをダブルクリックすると、表示されます。
表示された画面には、「MATH 設定」と「表示関連」の 2 つのタブ画面があります。「表
示関連」のタブ画面は「チャネル設定」の入力画面と同じです。

2. [チャネル設定]
ダイアログボックスが
開く

1. 設定するチャネルを
ダブルクリック

3. 設定する項目のタブを選択

演算子を入力するとき
は，ここをクリック

4. 各項目の設定終了後，
ここをクリック

最大値に設定
最小値に設定

先頭の設定をコピー

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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「演算子選択」ダイアログボックス

	 	 	

演算子ボタン

演算子の種類を選択して
演算子ボタンをクリック

● 「設定関連」タブ画面
画面表示、メッセージ / ファイルヘッダ、グループ / トリップライン、4 画面表示、
USER キー、バッチ機能を設定します。
表示内容の切り替えは、画面左半分の一覧項目の選択で行います。

画面表示
このタブを選択 1divあたりの時間を選択

トレンド表示/バーグラフ表示
の表示のしかたを設定

キー操作で復帰
キー操作またはアラーム発生で復帰

選択した時間，キー操作や
アラーム発生がないと，
セーバ機能が働く

Note
MV100 の場合は「設定関連」ページの「USER キー」は表示されません。

表示更新周期
1min/div、2min/div、5min/div、10min/div、20min/div、30min/div、1h/div、2h/div、
4h/div から選択できます。MV102/MV104/MV204/MV208 では本体スタイルが 3 以上の
ときそれらに加えて 15sec/div、30sec/div から選択できます。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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自動セーブ周期
セットアップタブのメモリサンプルの設定で、[ メディア保存 ] が [ オート ]、データの
種類が [DISPLAY] または [EVENT&DISP] のときに設定できます。

自動スクロール時間
表示しているグループを自動的に切り替える周期です。DX/MV のスタイルが 2 以上の
とき設定できます。

サーキュラ表示に関する設定 (DX200C)

全画面を消去して表示更新
1目盛りずつ消去して表示更新

サーキュラ表示
通常のトレンド表示

サーキュラ表示
のときは1周分
の時間を設定

メッセージ / ファイル
ここをクリック
([設定]-[セットモード]からも選択可能)

メッセージを入力 入力したメッセージをコピー

他のメッセージ番号
に貼り付け

コメントを入力
保存先フォルダ名を
入力

・ メッセージ
	 半角で 16 文字まで入力できます。

・ ファイル格納ヘッダ
	 測定 / 演算データファイルのヘッダ部分に、コメントを追加します。

・ ディレクトリ名
	 測定 / 演算データファイルを保存するフォルダ名を設定します。

Note
・. ファイル格納ヘッダ / ディレクトリ名は、半角で 8 文字まで入力できます。AUX、CON、

PRN、NUL、CLOCK は使用できません。
・. ディレクトリ名を指定しないと、DATA0( 初期値 ) が自動的に設定されます。

・ マニュアルセーブ時のセーブ
	 マニュアルセーブ時に全データを保存するか、未保存のデータだけを保存するかを選

択します。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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グループ / トリップライン
ここをクリック([設定]-[セットモード]からも選択可能)

設定をするグループのタブを選択

選択したグループに登録したいチャネルをチェック(青：ON)

トリップラインの色を
選択

グループ名を入力
トリップラインを
ドラッグして設定

トリップラインを
数値で設定

トリップラインの表示のON/OFF

・ グループ名
	 半角で 16 文字まで入力できます。

・ チャネル数
	 各グループに割り付けできる最大チャネル数は、DX100/MV100 は 6 チャネル、

DX200/DX200C/MV200 は 10 チャネルです。割り付けられたチャネルは、[ チャネル
構成 ] 欄に一覧表示されます。

	 なお、チャネルの指定がないときは、CH01 が自動的に割り付けられます。

・ トリップライン
	 1 つのグループに 4 つまで設定できます。
	 ここで設定したトリップラインのうち、No.1 と No.2 の設定は、データモニタとビュー

アのトリップラインに反映されます。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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画面グループ設定 (DX200、DX200C、MV200)
4 画面表示に割り当てる画面を設定します。

ここをクリック([設定]-[セットモード]からも選択可能)
画面グループ名を入力

表示する画面の種類を選択
またはドラッグ＆ドロップ

選択した画面を表示する
グループを選択

選択可能な画面の
種類

・ 画面グループ
	 画面グループは 4 つまで登録できます。

・ グループ名
	 半角で 16 文字まで入力できます。設定したグループ名は DX200/MV200 の [4 画面 ]

表示のサブメニューとして表示されます。

・ 画面の種類
	 各画面グループは、4 つの画面からなります。各画面に何を表示するのかを選択しま

す。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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USER キー (DX100、DX200、DX200C、MV200 だけ )、バッチ機能 ( オプション、
本体スタイルが 2 以上のときだけ )
バッチ設定は本体スタイルが 2 以上で、バッチ機能付きのときに設定できます。

USERキーに割り当てる機能を選択どちらかをクリックで表示

半角16文字以内
で入力

0～9999の範囲
で数値入力

● 「セットアップ」タブ画面
アラーム / リレー / リモート、測定周期 / メモリサンプル、チャネル、キーロック / ロ
グイン、タイマ、レポート、ネットワーク、その他を設定します。
表示内容の切り替えは、画面左半分の一覧項目の選択で行います。

アラーム / リレー / リモート

制御内容を選択

1～15回から選択

選択した範囲を
コピー/貼り付け

・ アラーム
	 アラーム方式を設定します。選択された項目が青になります。

・ リレー出力 AND
	 先頭のアラーム出力リレーから、どのリレーまでを AND にするかを設定します。そ

れ以外のリレーは OR になります。[NONE] を選択すると、すべて OR で動作します。

・ リモート ( オプション )
	 8 個のリモート制御端子に制御内容を割り付けることができます。リモート機能が付

いている場合に有効です。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する



7-32 IM WX101-01

測定周期 / メモリサンプル

	 	 	

データの種類が"EVENT & DISP"または"EVENT"のときに設定

サンプル対象にするときにチェック

・ A/D 積分時間
	 100ms は、測定周期が 2s のときだけ選択できます。

・ 測定周期
	 選択できる測定周期はモデルによって次のように異なります。

DX102、DX104、DX204、DX208、DX204C、DX208C	 ：125ms、250ms
DX106、DX112、DX210、DX220、DX230	 ：1s、2s
MV102、MV104、MV204、MV208	 ：125ms、250ms
MV106、MV112、MV210、MV220、MV230	 ：1s、2s

・ メモリサンプル ( 測定 / 演算データの保存方式 )
・	 ブロック数

データの種類が [EVENT] のときは、1、2、4、8、16 から選択します。
データの種類が [EVENT&DISP] のときは、1、2、4 から選択します。

・	 プリトリガ長
	 0％を設定するとイベントファイルは、すべてトリガ成立後のデータになり、

100％を設定すると、すべてトリガ成立前のデータになります。
・	 メモリサンプル
	 メモリへの保存対象チャネルを選択します。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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チャネル ( バーンアウトと RJC の設定 )

	 	 	

プラス側(100％)に振る
マイナス側(0％)に振る

基準接点補償を内部/外部にする

・ バーンアウト
	 熱電対 (TC) 入力で、熱電対が断線 ( バーンアウト ) したときの測定結果の取り扱い方

法を選択します。

・ RJC　電圧 (uV)
	 基準接点補償を[外部]にしたときに、補償値を–20,000〜20,000の範囲で入力します。

・ 設定内容のコピー / 貼り付け
	 [ コピー詳細 ] でチェックした項目を、コピー / 貼り付けできます。チャネル番号を

クリックして、コピー / 貼り付け対象を選択します。
	 複数のチャネルをコピー元にするときは、チャネル番号をドラッグして、コピーする

範囲を指定します。同様に、複数のチャネルをコピー先にするときは、その範囲のチャ
ネル番号をドラッグします。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する

キーロック / ログイン設定

	 	 	

ログイン/オートログアウト/ユーザIDを使用するときチェック
ユーザ設定を使用時ON

DX100/DX200/DX200C/MV200の
設定画面

	 	 	

MV100の設定画面

・ キーロック設定
 キーロック
	 キーロック機能を使用する場合、キーロック機能を有効にする ( ロック ) か、無効に

する ( フリー ) かを選択します。

 パスワード
	 キーロックを解除するときのパスワードを半角 6 文字以内で入力します。入力後は

[???] が表示されます。

・ ログイン設定
 ユーザ名
	 半角で 16 文字まで入力できます。

 ユーザ ID
	 半角で 4 文字まで入力できます。入力後は [???] が表示されます。

 パスワード
	 半角で 6 文字まで入力できます。入力後は [???] が表示されます。

 セットアップ
	 セットアップモードでの設定変更を許可するかしないかを選択します。

Note
・. ON になっているユーザの [ ユーザ名 ] が重複していると、ユーザ番号の大きいほうのユー

ザは OFF になります。
・. ON になっているユーザの [ セットアップ ] がいずれも [ 不許可 ] になっている場合、一番

若い番号のユーザの [ セットアップ ] が [ 許可 ] になります。
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7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する

タイマ ( オプション )
どれかを選択

タイムアップ時に演算リセット
タイムアップ時にTLOGファイルにデータ保存

タイムアップまでの時間を選択
設定した時刻を基準に
タイムアップ

設定した時間が経過するたびにタイムアップ

統計演算で使用するタイマを 3 種類設定できます。タイマに設定された時間が経過する
と、TLOG ファイルにデータを保存させたり、演算をリセットさせたりできます。
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7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する

レポート ( 時報 / 日報 / 週報 / 月報の作成 )

	 	 	

作成したい日時を設定

レポートチャネルの設定を有効(ON)/無効(OFF)にする
レポートチャネルの対象を選択

・ レポートチャネル
	 レポートチャネルは、DX200/DX200C/MV200で30チャネル、DX100/MV100で12チャ

ネルあります。

・ 基準単位時間の変換
	 TLOG.SUM 演算チャネルの演算結果を、時間単位の値に変換してレポートするかどう

かを [Off( 変換しない )]、[Sec( 秒 )]、[Min( 分 )]、[Hour( 時間 )]、[Day( 日 )] から選択
します。

・ コピー
	 コピー / 貼り付け機能については、7-7 ページをご覧ください。



7-37IM WX101-01

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する

その他 / タイムゾーン

	 	 	

・ タグ / チャネル
	 測定 / 演算チャネルのラベル ( チャネルの識別文字の選択 7-23 ページ参照 ) をタグ名

にするか、チャネル番号にするかを選択します。
	 タグ名を選択すると、ラベル表示をタグ / チャネルから選択できるようになります。

・ メモリアラーム時間
	 内部メモリの空き容量を監視し、空き容量がなくなる何時間前にメモリフルリレー出

力をするかを設定します。この時間をメモリアラーム時間と呼びます。

・ 表示言語
	 画面表示で使用する言語を選択します。
	 DX/MV 本体のスタイルナンバーにより、表示言語の種類が異なります。スタイル 2

以上で日本語、英語のほかに独語、仏語も選択できます。

・ 部分圧縮拡大
	 部分圧縮拡大機能を [ 使用 ] にしていないときは、測定 / 演算チャネルタブの部分圧

縮拡大の設定は無効です。

・ バッチ機能 ( オプション )
	 DX/MV 本体スタイルが 2 以上のとき設定できます。

・ タイムゾーン
	 タイムゾーンを –12：00 〜 12：00 の範囲内で設定します。
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ネットワーク (TCP/IP)

	 	 	

このタブを選択 IPアドレスを設定

ONにしたときは，タイムアウト値を入力 DNSを使用するとき設定

イーサネットを介して DX/MV と通信をする場合、DX、MV 本体側であらかじめ、IP ア
ドレス / サブネットマスク / デフォルトゲートウエイの設定をしておく必要があります。

ネットワーク (FTP)

	 	 	

2. プライマリタブまたはセカンダリタブを選択
1. このタブを選択

ファイル転送先を設定

FTP 機能を使うと、測定 / 演算データをファイル単位で自動的に指定したサーバに送る
ことができます。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する



7-39IM WX101-01

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する

ネットワーク ( シリアル通信 )

	 	 	

このタブを選択

MODBUSまたはMODBUS MASTERのどちらかを設定
MODBUS
MODBUS MASTER

：Modbusスレーブプロトコル
：Modbusマスタプロトコル

ネットワーク ( モドバスマスタ )

このタブを選択
DX100/MV100はC01～C12，
DX200/MV200はC01～C30の範囲で設定

変数のタイプを設定
30001～39999，40001～49999，
300001～365535，400001～465535
の範囲の整数で設定

1～247の範囲の整数で設定
コマンドのON/OFFを設定

読込周期，タイムアウト処理，再読込を設定
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ネットワーク (Web)

	 	 	

このタブを選択

最大16文字まで設定可能
最大6文字まで設定可能

オペレータを選択した場合
ONを選択すると「オペレータ」「モニタ」の各項目の設定が可能

モニタを選択した場合

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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ネットワーク (E-Mail)

	 	 	

このタブを選択
0～65535の範囲の整数で設定

英数字で最大64文字まで設定可能

英数字で最大64文字まで設定可能

アラーム発生時に送信するアラームを選択
英数字で最大32文字

最大64文字

英数字で最大150文字まで設定可能

アラーム情報

送信時刻 メール送信の基準時刻を設定

システムエラー発生時に送信

レポート作成時に送信

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 のシステム構成を変更する
設定対象となる DX、MV に合わせて、オプションの有無などのシステム構成を変更する
もので、必要に応じて実施します。
ダイアログボックスシステム構成の変更は、最初に行ってください。
システムの変更は「レコーダ一覧」ウインドウに反映されます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面で、DX 設定ウインドウまたは MV 設定ウインドウを開

き、メニューバーの「システム」-「システム構成」を選択します。
「システムの構成」ダイアログボックスが表示されます。

 ・DX100/DX200 の場合

	 	 	 	 	 	 	

 ・MV100/MV200 の場合

	 	 	 	 	 	 	

2. 	 設定対象の DX、MV に合わせて、シリアル通信の種類、外部メディアの種類、アラー
ムリレーの点数、FAIL/ メモリエンド出力リレー、バッチ機能の有無を、設定し
ます。タブ画面の設定項目は、ここでの設定内容を反映したものとなります。

3. 	 設定が完了したら「OK」ボタンを押します。

7.6　DX100、DX200、DX200C、MV100、MV200 を設定する
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7.7 DX1000、DX2000 を設定する

システム構成を変更して設定情報を作成する場合は、最初に「DX1000/DX2000 のシス
テム構成を変更する」(7-112 ページ ) を実行してください。

設定を編集する
DX1000、DX2000 の設定ウインドウを表示し、設定内容タブをクリックするか、メニュー
バーのメニューから設定項目を選択します。
設定不能項目は、項目がグレー表示となり、入力できません。
各設定項目の詳細については、DX1000、DX2000 のマニュアルを参照ください。



7-44 IM WX101-01

7.7　DX1000、DX2000 を設定する

拡張チャネルの設定については、測定チャネルの項目と同様に設定してください。
また、測定チャネルの設定画面は、一例ですので、実際の画面と異なる部分があります。

このタブを選択
チャネルごとに設定するときダブルクリック

差演算
スケール

開平演算

入力の種
類を選択

レンジ/タイプの選択

アラームの種類を選択

リレー番号を選択

部分圧縮拡大のON/OFF

差演算の基準を選択

スパンを設定 スケールを入力

スケールの単位を入力
アラーム値を入力

グラフの設定を選択 チャネルの表示色を選択

初期値を設定
先頭チャネルの設定をコピー一括設定

すべてのチャネルをOFF 初期値を設定

先頭チャネルの設定をコピー
設定可能な値の最小値にする

設定可能な値の最大値にする

検出ON/OFFを選択
ローカットの
設定

グリーンバンドの設定

マーク種類を選択する
スケール表示ON/OFFの選択

マーク色を設定する

クリックして入力値補正の設定をする

表示ゾーンを
入力

一斉ON/OFF

タグNo.を入力
移動平均のサンプリング回数を入力

タグ名を入力

アラームディレイ時間を入力
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入力の種類 ( モード、レンジ / タイプ )
モードと、差演算 / スケーリング / 開平演算との対応は以下のとおりです。
モード 差演算 / スケーリング / 開平演算

OFF DELTA SCALE SQRT
SKIP ○ × × ×
VOLT ○ ○ ○ ○
TC ○ ○ ○ ×
RTD ○ ○ ○ ×
DI ○ ○ ○ ×
1-5V × × ○ ×

レンジ /	タイプは、上記の設定によってリストボックスの内容が変わります。
DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 から下記の入力種類が追加されました。
モード 入力種類 説明
TC Type	XK XK	GOST、付加仕様、/N3
RTD Pt100G Pt100GOST、付加仕様、/N3

Cu100G Cu100GOST、付加仕様、/N3
Cu50G Cu50GOST、付加仕様、/N3
Cu10G Cu10GOST、付加仕様、/N3
Pt46G Pt46GOST、付加仕様、/N3

DX1000/DX2000 リリースナンバー 4 から下記の入力種類が追加されました。
モード 入力種類 説明
RTD Pt200W Pt200(WEED)、付加仕様、/N3

・ スパン下限、スパン上限 
	 入力範囲です。設定可能範囲は画面に表示されます。
	 DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 から TypeN の設定可能範囲が拡張 (–270.0 〜

1300.0℃ ) されました。

Note
・. [ スパン下限 ] と [ スパン上限 ] に、同じ値を設定することはできません。
・. [ モード ] が [1-5V]、[Sqrt] のとき、[ スパン下限 ] ＜ [ スパン上限 ] でのみ設定できます。

リニアスケーリング (SCALE)
単位を変換して測定値とします。

・ スケール下限、スケール上限 
	 単位変換後の入力範囲です。設定可能範囲は –30000 〜 30000 です。

・ 小数点
	 小数点以下の桁数を、4 桁以内に設定します。

Note
・. DX では、[ スケール下限 ] と [ スケール上限 ] の設定値から小数点を除いた数値幅に、測定

したデータを換算します。たとえば、スケール設定が「–5 〜 5」の場合は「10」、スケール
設定が「–5.0 〜 5.0」の場合は「100」の幅で換算します。この場合、「10」の幅で換算し
た値の分解能は、「100」の幅で換算した値より粗くなります。画面表示が粗くならないよ
うに、この値がなるべく「100」より大きくなるように設定してください。

・. [ スケール下限 ] と [ スケール上限 ] に、同じ値を設定することはできません。
・. [ モード ] が [1-5V]、[Sqrt] のとき、[ スケール下限 ] ＜ [ スケール上限 ] でのみ設定できます。

差演算 (DELTA)
基準チャネルとの入力の差を表示します。
レンジ / タイプの異なるチャネル間で差演算をすると、演算した結果の小数点位置は差
演算を設定したチャネルの小数点位置になります。基準チャネルの小数点以下の桁数が
差演算に設定したチャネルより多い場合は、差演算に設定したチャネルの小数点以下の
桁より下の値を四捨五入してから演算を行います。
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7.7　DX1000、DX2000 を設定する

基準
差演算のときの基準チャネルです。

開平演算 (SQRT)
入力の平方根を演算 / 表示します。入力の種類が VOLT( 電圧 ) のときだけ設定できます。
必要に応じて、スパン / スケール値 / 単位を設定してください。

単位
6 文字以内で単位名を入力します。全角の「度」「μ」「Ω」を使用できます (DX1000/
DX2000 リリースナンバー 3 以降 )。

ローカット ( モードが 1-5V のときと、モードが VOLT で開平演算のとき設定可 )
ローカット機能を使用するときは [ON] を選択します。

ローカット点 ( モードが VOLT で開平演算のとき設定可 )
ローカット点を、入力スパンの 0.0% 〜 5.0% の範囲で設定します。

	 	 	

入力値

開平演算結果

測定値

ローカット点
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入力値補正
入力値補正の入力値と出力値を設定します。補正点数(始点と終点を含む)は2〜16です。

	 	 	

クリックすると、選択された行を削除する 
クリックして補正点数だけ設定欄を追加する 

	 	 	

入力 

補正点数 

入力補正点 

Y5 

Y4 

Y3 
Y2 

Y1 

出力 

X1 X2 X3 X4 X5 

条件 
X1 < X2 < X3 < X4 < X5 

入力値、出力値の設定可能範囲
・	 リニアスケーリングが設定されているチャネル
	 –30000 〜 30000( 小数点位置はスケール値の設定と同じ )
・	 それ以外のチャネル
	 レンジの測定可能範囲内の値
	 例：2V レンジのとき、–2.0000 〜 2.0000
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7.7　DX1000、DX2000 を設定する

アラーム
チャネルごとに 4 つのアラーム ( アラーム 1 〜アラーム 4) を設定できます。

種類
H/L/h/l/R/r/T/t から選択できます。入力の種類や演算の種類などによって、選択できる
アラームが異なります。詳しくは、DX1000/DX2000 本体マニュアルの 3 章をご覧くだ
さい。

アラーム値
設定した値を境にアラームを発生させます。アラーム値の設定範囲は、入力の種類やレ
ンジなどによって異なります。

アラームディレイ
・ 時間
	 アラームディレイ時間を、1秒〜3600秒の範囲の整数で設定します。拡張セキュリティ

機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX では、1 秒〜3600 秒または 1 〜 24 時間の範囲で設
定します。

	 測定値がアラーム設定値以上または以下になっている状態が、設定した時間 ( ディレ
イ時間 ) 継続するとアラームを発生させます。	

・ 単位 ( 拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付き DX だけ )
	 アラームディレイ時間の単位です。[ 秒 ] または [ 時 ]( 時間 ) から選択します。

Note
DX1000/DX2000 本体の仕様は以下のとおりです。
・. アラームディレイ時間は、測定周期の整数倍の値をとります。たとえば、測定周期が 2 秒

の場合にアラームディレイ時間を 5 秒に設定すると、実際のアラームディレイ時間は 6 秒
になります。

・. ディレイアラームには以下の特殊な動作があります。
. ・.演算チャネルにディレイアラームを設定し、演算値がアラーム設定値を超えた状態で

演算をストップすると、設定時間 ( ディレイ時間 ) 経過後にアラームが On になります。
. ・.停電が発生したときは、アラーム検出動作はリセットされます。電源復帰後、改めて

アラーム検出動作を開始します。
. ・.ディレイ上限アラームのアラーム設定値を変更した場合、設定前にアラームが発生し

ていて入力が新しい設定値以上のとき、アラーム発生が継続されます。そのほかの場
合は、新しい設定値でアラーム検出動作を開始します。ディレイ下限アラームも同様
です。

アラームリレー
リレー出力をするときは、出力リレー番号を選択します。リレー出力をしないときは、
[NONE] を選択します。

検出
[ 基本設定 ] タブの [ アラーム設定 ] の、[ アラーム動作 ]>[ 未検出機能 ] を [ON] に設定
したとき、設定できます。
アラームが発生したときにアラーム発生を知らせる表示をする [ON] か、しない [OFF] か
を選択します。[OFF] にすると、アラームが発生したときに、アラーム出力リレーや内
部スイッチに出力しますが、アラーム発生表示は行いません。また、アラームサマリに
も記録されません。
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移動平均
使用するときは、サンプリング回数 (2 〜 400) を選択します。

タグ、タグ No.
チャネル番号の替わりにタグ名を設定して、画面に表示できます。
画面にチャネル名を表示するか、タグ名を表示するかの設定は、[ 基本設定 ] タブの [ 環
境設定 ]	-	[ 詳細設定 ] の [ タグ ] の設定で指定します。

DX1000/DX2000 リリースナンバー 2 以前
タグを半角 16 文字まで入力できます。

DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降
タグを半角 32 文字まで入力できます。タグ No. を使用する場合、タグ No. を半角 16 文
字まで入力できます。タグ No. を使用するかしないかの設定は、[ 基本設定 ] タブの [ 環
境設定 ]	-	[ 詳細設定 ] の [ タグ No.] の設定で指定します。

メモリサンプル
ON( 記録する )、または OFF( 記録しない ) を設定します。

ゾーン
各チャネルの波形を画面のどの範囲に表示するかを設定できます。
下限値および上限値とも、表示スケール上の位置 (％ ) を設定してください。
ゾーンの設定条件は以下のとおりです。
・	 設定範囲：0% 〜 100%
	 下限値	<	上限値
・	 下限値と上限値の差：5 以上

グラフ
分割数 / バーグラフ / スケールについて詳しくは、DX1000/DX2000 本体マニュアルの 5.7
節をご覧ください。

スケール表示位置
トレンド表示でのスケール表示位置を 1 〜 10(DX2000)、1 〜 6(DX1000) から選択します。
スケールを表示しないときは [Off] を設定します。

スケール分割位置
スケールの親目盛りによる分割数を [4] 〜 [12] および [C10] から選択します。
C10	 	スケールが親目により 10 等分割され、「0」、「30」、「50」、「70」、および「100」%

の位置に目盛り数値が表示されます。

バー表示位置
「標準」、「中央」、「下限」*、または「上限」* から選択します。

*. 「下限」、「上限」が選択できるのは、DX 本体ファームウエアバージョン 2.0x 以降です。

バー分割数
バーグラフ表示のスケールの分割数を選択します。
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部分圧縮拡大
境界位置
部分圧縮拡大をする境界値を設定します。設定範囲は、1 〜 99％です。

境界値
圧縮部と拡大部の境界にする値を「スパン最小値＋ 1digit」〜「スパン最大値 –1digit」
の範囲で設定します。リニアスケーリングが設定されているチャネルの場合の設定範囲
は「スケーリング最小値＋ 1digit」〜「スケーリング最大値 –1digit」になります。
例：	 入力レンジ：–6V 〜 6V、位置：30、境界値：0
	 	 「–6V 〜 0V」が「0% 〜 30%」の範囲に、「0V 〜 6V」が「30% 〜 100%」の範囲	

	 に表示されます。
設定条件は、測定チャネルと演算チャネルで次のように異なります。
・	 測定チャネル

SCALE、SQRT を使用していない時	 ：スパン最小値＜境界値＜スパン最大値
SCALE、SQRT を使用している時	 ：スケール最小値＜境界値＜スケール最大値

・	 演算チャネル
	 スパン最小値＜境界値＜スパン最大値

Note
部分圧縮拡大の設定が有効なのは、[基本設定 ]タブの [詳細設定 ]の [部分圧縮 ]が [ON]になっ
ているときです。

表示色
各チャネルの表示色を 24 色から選択できます。

グリーンバンド
測定範囲の指定した部分を、スケール上にカラーバンドで表示します。バーグラフ表示
と共通の設定です。

領域
選択肢 説明
内側 エリア内をカラーバンドで表示します。
外側 エリア外をカラーバンドで表示します。
OFF この機能を使用しません。

表示色
表示色を設定します。

下限、上限
表示位置を指定します。設定スパンまたはスケール範囲内の値を設定します。
下限	 エリアの下限です。
上限	 エリアの上限です。
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アラーム設定点マーク
マーク種類
選択肢 説明
アラーム 通常は緑、アラーム発生時は赤で表示します。
固定 固定色で表示します。

スケール表示
スケール上にアラーム設定点マークを表示するときは [ON] を選択します。

マーク色
[ マーク種類 ] が [ 固定 ] の場合、アラーム設定点マークの表示色を指定します。設定欄
をクリックすると表示色の選択ダイアログボックスが表示されます。[AUTO] を選択す
ると、設定したアラーム表示色([基本設定]＞ [アラーム設定]＞ [アラーム表示]で設定 )
で表示します (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )。

設定内容のコピー / 貼り付け
[ コピー詳細 ]でチェックした項目を、コピー /貼り付けできます。チャネル番号をクリッ
クして、コピー / 貼り付け対象を選択します。
複数のチャネルをコピー元にするときは、チャネル番号をドラッグして、コピーする範
囲を指定します。同様に、複数のチャネルをコピー先にするときは、その範囲のチャネ
ル番号をドラッグします。
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チャネルごとの設定

	 	 	 2. [チャネル設定]
ダイアログボックスが開く

1. 設定するチャネルを
ダブルクリック

設定可能な値の最大値に設定する

設定可能な値の最小値に設定する

拡張チャネルの場合

	 	 	

測定チャネルタブの各項目をチャネルごとに設定できます。各項目の設定内容は、スプ
レッドシート上で設定するときと同じです。詳しくは、各項目の該当するページをご覧
ください。
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演算チャネルを設定する
チャネルごとに設定するときクリック

このタブを選択

スパンを設定 単位を入力 TLOG設定 長時間移動平均の設定

グラフの設定を選択 部分圧縮拡大のON/OFF

表示色を選択

演算のON/OFF 小数点以下の
桁数を選択

演算式を
入力

スパンを設定
単位を入力 演算式で使う

定数を入力

先頭チャネルの設定をコピー

初期値を設定一斉ON/OFF

アラーム種類を選択

グリーンバンドの設定

マーク種類を選択する
スケール表示ON/OFFの選択

マーク色を設定する

アラーム値を入力
リレー番号を選択

検出ON/OFFを設定

タグNo.を入力 表示ゾーンを入力タグ名を入力
アラームディレイ時間を入力



7-54 IM WX101-01

7.7　DX1000、DX2000 を設定する

演算の ON/OFF
各演算チャネルに対して、演算をするかしないかを設定します。

演算式の設定
120 文字以内で入力します。変数や定数の一覧を表示して、対象となる変数や定数をク
リックするだけで、演算式に記述できます。演算式について詳しくは、DX1000/DX2000
のマニュアルをご覧ください。

	 	 	

タブをクリックして、その項目の
一覧を表示
DX1000/DX2000
リリースナンバー 3 から
[ メモリ状態 ] が追加されました。

スパン、小数点
表示の上下限値を設定します。
設定範囲は、–9999999 〜 99999999 です。また、小数点以下の桁数は、4 桁以内に設定
します。

単位
6 文字以内で単位名を入力します。全角の「度」「μ」「Ω」を使用できます ( リリース
ナンバー 3 以降 )。

TLOG
・ タイマ番号
	 使用するタイマまたはマッチタイムタイマ ( リリースナンバー 3 以降 ) の番号を選択

します。

・ 積算単位
	 測定値の単位に合わせて [/s]、[/min]、[/h] から設定します。
	 例：測定値の単位が「m3/min」のときは [/min] を選択します。
	 OFF	 測定周期ごとの測定データをそのまま積算します。

・ リセット
	 TLOG 演算値をインターバルごとにリセットするときは、[ON] を選択します。

アラーム / タグ
測定チャネルの設定と同じです。
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長時間移動平均
・ ON/OFF
	 演算結果を移動平均するときは、[ON] を選択します。

・ サンプリング間隔
	 移動平均時のサンプリング間隔を選択肢の中から選択します。サンプリング間隔は、

測定周期の整数倍の値をとります。たとえば、測定周期が 2 秒の場合に、サンプリン
グ間隔を 5 秒に設定すると、実際のサンプリング間隔は 6 秒になります。

・ サンプリング数
	 移動平均時のサンプリングデータ数を 1 〜 1500 の整数で設定します。
	 「サンプリング間隔×サンプリングデータ数」が移動平均時間になります。
	
Note

DX1000/DX2000 本体の仕様は以下のとおりです。
・. 演算開始直後、移動平均するデータ数が設定したサンプリング数に達していないときは、

得られているデータの平均を算出します。
・. 演算エラーのデータは、長時間移動平均の演算から外されます。
・. 演算データが上下限値を超えた場合、上下限値でクリップして移動平均を計算します。上

下限値は、小数点を除き、「± 100000000」です。小数点位置は、スパン下限の小数点位置
と同じです。

メモリサンプル / ゾーン / グラフ / 部分圧縮拡大 / 表示色
測定チャネルと設定のしかたは同じです。

定数
演算式で使用する定数を設定できます。定数は 60 個まで設定できます。

設定内容のコピー / 貼り付け
[ コピー詳細 ]でチェックした項目を、コピー /貼り付けできます。チャネル番号をクリッ
クして、コピー / 貼り付け対象を選択します。複数のチャネルをコピー元にするときは、
チャネル番号をドラッグして、コピーする範囲を指定します。同様に、複数のチャネル
をコピー先にするときは、その範囲のチャネル番号をドラッグします。
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演算チャネルごとの設定

	 	 	 2. [チャネル設定]
ダイアログボックスが開く

1. 設定するチャネルを
ダブルクリック

測定チャネル，演算チャネル，拡張チャネルタブページからチャネル番号を
任意に選択したり，演算子を任意に選択して，演算式を作成する

ここをクリックして演算子のリストを選択すると表示が切り替わる

ここをクリックすると
タブ表示が切り替わる

選択したタブの項目が表示される

演算チャネルタブの各項目をチャネルごとに設定できます。各項目の設定内容は、スプ
レッドシート上で設定するときと同じです。詳しくは、各項目の該当するページをご覧
ください。
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一般設定を設定する
夏時間 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )

	 	 	

開始時間、終了時間
夏時間を開始する日時、夏時間を終了する日時を設定します。

グループ
ここをクリックすると、チャネル構成/トリップラインの
設定ダイアログボックスが表示される。

グループに登録するチャネルを選択したり
トリップラインを設定する

[ バッチ ] タブ (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2) を使用する場合、対象バッチのタブを選択します。
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・ 使用
	 使用するグループを [ON] に設定します。グループ数は以下のとおりです。

機種 マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2)
なし あり

DX1000 10 6/ バッチ
DX2000 36 12/ バッチ

・ グループ名
	 グループ名を設定します。( 半角 16 文字以内 )

・ チャネル構成
	 測定チャネル、演算チャネル(付加仕様、/M1、/PM1)、拡張チャネル(DX2000、付加仕様、

/MC1) の中から設定します。
	 DX2000：最大 10 チャネル、DX1000：最大 6 チャネル

Note
・. トレンド表示、ディジタル表示、バーグラフ表示は、設定したチャネル順に表示されます。
・. ひとつのチャネルを複数のグループに割り付けることができます。
・. ひとつのグループの中に同じチャネルを 2 回以上割り付けることはできません。

トリップライン
トレンド表示で、波形表示範囲の指定した位置にラインを表示します。

・ 使用
	 表示するトリップラインを [ON] に設定します。

・ 表示位置
	 表示幅の 0 〜 100% で設定します。

・ 表示色
	 表示色の初期値は、赤、緑、青、黄です。変更するときは、24 色から選択します。

・ 線幅
	 トリップラインの線幅をドット数 (1 〜 3) で指定します。
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画面設定

	 	 	

T-Y 更新周期
トレンド表示の時間軸 1div あたり時間を下記の中から選択します。測定周期より速いト
レンド更新周期は設定できません。下記の [T-Y	ファイルセーブ周期 ]	の表を参照してく
ださい。
	 15s*/30s/1min/2min/5min/10min/15min/20min/30min/1h/2h/4h/10h

*. DX1002、DX1002N、DX1004、DX1004N、DX2004、DX2008 で設定できます。

T-Y ファイルセーブ周期 ( 表示データを記録するとき )
記録データの 1 ファイルの大きさを選択します。記録データはここで設定したファイル
サイズで区切られます。選択肢は、[ トレンド更新周期 ] の設定値によって変わります。

トレンド周期と表示データのサンプリング周期

トレンド更新周期 5s*1 10s*1 15s*2 30s 1min
サンプリング周期 125ms 250ms 500ms 1s 2s
ファイルのセーブ周
期の選択可能範囲

10 分〜 12 時
間

10 分〜 1 日 10 分〜 3 日 10 分〜 7 日 10 分〜 14 日

トレンド更新周期 2min 5min 10min 15min 20min
サンプリング周期 4s 10s 20s 30s 40s
ファイルのセーブ周
期の選択可能範囲

10 分〜 14 日 10 分〜 31 日 10 分〜 31 日 10 分〜 31 日 1 時間〜 31 日

トレンド更新周期 30min 1h 2h 4h 10h
サンプリング周期 1min 2min 4min 8min 20min
ファイルセーブ周期
の選択可能範囲

1 時間〜 31 日 1 時間〜 31 日 2 時間〜 31 日 4 時間〜 31 日 8 時間〜 31 日

*1. DX1002、DX1002N、DX1004、DX1004N、DX2004、DX2008 で選択できます ( リリースナ
ンバー 3 以降 )。

*2. DX1006、DX1006N、DX1012、DX1012N、DX2010、DX2020、DX2030、DX2040、
DX2048 では高速モード時に選択できます ( リリースナンバー 3 以降 )。

サーキュラ周期
1 周の時間を [20min]* 〜 [4week] から選択します。

*. DX1000/DX2000 リリースナンバー 2 以前のモデルでは、DX2004、DX2008 のみで設定
できます。リリースナンバー 3 以降のモデルでは、DX2004、DX2008 に加え、DX2010、
DX2020、DX2030、DX2040、および DX2048 の高速モード時にも設定できます。
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サーキュラファイルセーブ周期
記録データの 1 ファイルの大きさを選択肢から選択します。記録データはここで設定し
たファイルサイズで区切られます。選択肢は、[1 周時間 ] の設定値によって、[10min]
〜 [31day] の範囲で変わります。

サーキュラオフセット時間
円周上の基準位置の時刻を 1 時間単位で、最大 23 時間ずらすことができます。選択肢
は 1 周時間の設定値により異なります。

第 2 表示更新周期
[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ トレンド更新周期切換 ] を [ON] にする
と有効になります。
第 2	表示更新周期の選択肢は、[T-Y	更新周期 ]	の選択肢と同じです。

表示方向
トレンド波形の表示方向を、[ 横 ]、[ 縦 ]、[ ワイド ]、[ 分割 ] から選択します。

スタート時波形消去
選択肢 説明
ON 記録スタート ( メモリスタート ) 時に、表示されている波形を消去します。
OFF 記録スタート ( メモリスタート ) 時に波形を消去しません。

メッセージ方向
メッセージの表示方向を [ 横 ] または [ 縦 ] から選択します。トレンド波形が「縦表示」
のときは [ 横 ] に固定です。

表示桁
[ 標準 ] または [ 詳細 ] から選択します。
詳細	 目盛りの数値が 2 桁表示になる場合に 3 桁表示にすることができます。たとえば、	

	 スケール範囲が「49.0 〜 51.0」の場合、下記のように目盛りの数値が 3 桁で表示	
	 されます。

	 	 	

現在値表示
現在値をマークまたはバーグラフで表示します。

サーキュラ周期動作
選択肢 説明
全消去 波形を 1 周分記録したら、波形をすべて消去して次の 1 周の記録を続けます。
部分消去 波形を記録する残りが 1 目盛りになったときに、古い波形を 1 目盛り分消去して

記録を続けます。

線幅
トレンド波形の線幅をドット数 (1 〜 3) で指定します。

グリッド
トレンドの波形表示エリアに表示されるグリッドの数を設定します。

選択肢 説明
4 〜 12 表示幅を 4 分割〜 12 分割するグリッドを表示します。
自動 グループの先頭に割り付けられたチャネルのスケール分割数と同じ分割数のグ

リッドを表示します。
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バーブラフ表示方向
バーグラフの表示方向を [ 横 ] または [ 縦 ] から選択します。

LCD 輝度
1 〜 6( 初期値：2) から選択します。数値が大きいほど、画面が明るくなります。

バックライトセーバモード
選択肢 説明
Off バックライトセーバを使用しません。
減光 一定時間操作がないと減光します。
消灯 一定時間操作がないと消灯します。

バックライトセーバ移行時間
1min 〜 1h から選択します。キー操作またはアラーム発生がない状態で設定時間が経過
すると、[ バックライトセーバモード ] で設定した状態になります。

バックライトセーバ復帰要因
選択肢 説明
キー キーを押すと元の明るさに復帰します。
キー / アラーム キーを押す、またはアラーム発生で元の明るさに復帰します。

表示画面背景色
運転画面の背景色を [ 白 ]( 初期値 ) または [ 黒 ] から選択します。

ヒストリカルトレンド背景色
ヒストリカルトレンド表示の背景色を下記から選択します。
選択肢：[ 白 ]、[ 黒 ]( 初期値 )、[ クリーム ]、[ ライトグレー ]

グループ自動切換
切り換え周期を 5s 〜 1min の選択肢から選択します。グループは、グループ 1 →グルー
プ 2 →グループ 3 →・・・の順で切り換わります

モニタ自動復帰
指定した時間キー操作がなければ、あらかじめ指定した画面に戻します。

選択肢 説明
1min 〜 1h 画面切り換えまでの時間です。
OFF この機能を使用しません。

お気に入りキー動作
DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降で設定できます。

動作
選択肢 説明
ヒストリカル キーを押すと、現在表示中のデータのヒストリカルトレンド表示に切り換

わります。
お気に入り キーを押すと、お気に入り登録した画面に切り換わります。画面をお気に

入り登録して、画面表示を切り換える場合は、[	お気に入り ]	を選択します。

表示グループ番号
[ 動作 ] が [ お気に入り ] の場合の設定です。

選択肢 説明
現状 お気に入りキーに登録されている画面のうち、グループごとに表示される

画面 ( トレンド、ディジタル、バーグラフ、ヒストリカルトレンド ) を、現
在表示されている表示グループで表示します。

登録時 お気に入り登録したときの表示グループで画面を表示します。
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時間軸倍率
[ 動作 ] が [ お気に入り ] の場合の設定です。

選択肢 説明
現状 お気に入りキーに登録されているヒストリカルトレンドを、現在設定され

ている時間軸拡大 / 縮小率で表示します。
登録時 ヒストリカルトレンドをお気に入り登録したときの時間軸拡大 / 縮小率で

表示します。

画面グループ
４画面表示で表示する画面を設定します。DX2000 の機能です。
レビジョン R7.21 以降では、画面グループの番号をダブルクリックすると、画面ごとに
設定するためのダイアログボックスが表示されます。

	 	 	

番号をダブルクリックすると、画面ごとに設定するための
ダイアログボックスが表示される

	 	 	

表示するグループを選択

画面グループ名を入力
表示する画面の種類を選択、または、
画面アイコンをドラッグ & ドロップ

選択可能な画面の種類

[ バッチ ] タブ (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2) を使用する場合、対象バッチのタブを選択します。



7-63IM WX101-01

7.7　DX1000、DX2000 を設定する

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

グループ名
半角 16 文字まで入力できます。

画面種類
各画面グループは、4 つの画面からなります。各画面に何を表示するのかを選択します。
積算バーグラフ、アナンシェータ、イベントレベルスイッチの各画面も選択できます
(DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )。

表示グループ
表示するグループを指定します。積算バーグラフの場合、積算バーグラフのグループを
指定します。

メッセージ

	 	 	

グループに書き込むメッセージを半角 32 文字以内で入力します。
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コメント (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )

	 	 	

番号をクリックすると、コメントブロック詳細
ダイアログボックスが表示される
コメントボックス番号を変更すると、登録され
ている文字列が表示される
すべての行のコメントボックス番号を設定して
OK をクリックする

コメントボックス
・ 番号、文字列
	 コメントボックスに文字列を登録します。
	 文字列：半角 32 文字以内

機種 コメントボックスの数
DX1000 100
DX2000 200

コメントブロック
・ 番号、行
	 コメントブロックに文字列を登録します。文字列は最大５つのコメントボックスを組

み合わせて登録します。登録するコメントボックス番号を [ 行 ] の欄に設定します。
機種 コメントブロックの数
DX1000 50
DX2000 100



7-65IM WX101-01

7.7　DX1000、DX2000 を設定する

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

アナンシェータ (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
アナンシェータモードが [ON]([ 基本設定 ] ＞ [ アラーム設定 ] ＞ [ アラーム動作 ] ＞ [ ア

ンアンシェータモード ]) のとき有効になります。

	 	

ここをクリックすると、チャネル
選択ダイアログボックスが表示さ
れる
チャネル番号をクリックして選択
する

ここをクリックすると、コメントブ
ロックを指定するダイアログボック
スが表示される
コメントブロック番号を入力し、
表示される文字列を確認して OK を
クリックする

番号
アナンシェータの表示窓の位置です。

機種 表示窓数
DX1000 24 以下
DX2000 80 以下

使用
使用するアナンシェータ表示位置を [ON] に設定します。
[1] から番号順に使用する分だけ [ON] を設定してください。[OFF] を設定すると、それ
以降に [ON] を設定しても無効です。

チャネル番号、レベル
表示窓に割り当てるアラームを、チャネル番号とアラームレベル番号で設定します。
[ レベル ] は [1][2][3][4] または [All] から選択します。[All] を選択すると、割り当てたチャ
ネルのすべてのアラームが対象です。

コメントブロック番号
表示窓に表示する文字列 ( ラベル ) を、コメントブロック番号で選択します。
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タイマ

	 	 	

上下の表示領域を変更する

イベントアクションで使用するタイマです。演算機能の TLOG 演算にも使用します。
タイマの個数は下表のとおりです。

機種 タイマの個数
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2) なしのモデル 4
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、リリースナン
バー 3 以降 ) 付きのモデル

12

絶対時刻タイマを使用する場合
・ 種類
	 [ 絶対時刻 ] を選択します。

・ 時間間隔
	 1min(1 分 ) 〜 24h(24 時間 ) の選択肢の範囲で設定します。

・ 基準時間
	 0 時〜 23 時の範囲で設定します。

相対時間タイマを使用する場合
・ 種類
	 [ 相対時間 ] を選択します。

・ 周期
	 00：01(1 分 ) 〜 24：00(24 時間 ) の範囲で設定します。
	 時：	 0 〜 24 の範囲で設定します。
	 分：	 0 〜 59 の範囲で設定します。

・ 演算スタート時リセット
	 ON	 	 	演算スタート時にタイマをリセットします。タイマのタイムアップにはな

りません ( そのタイマをイベントとして使用していても、アクションを実
行しません )。
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マッチタイムタイマ
イベントアクションで使用する時刻一致条件を設定します。マッチタイムタイマの個数
は下表のとおりです。

機種 マッチタイムタイマの個数
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2) なしのモデル 4
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、リリースナン
バー 3 以降 ) 付きのモデル

12

・ 種類
	 毎日	 	 1 日の時刻一致条件を設定します。
	 毎週	 	 1 週間の時刻一致条件を設定します。
	 毎月	 	 1 か月間の時刻一致条件を設定します。
	 毎年	 	 	1 年間の時刻一致条件を設定します。(DX1000/DX2000 リリースナンバー 3

以降 )
	 種類の設定値により、下表の 3 項目を設定します。

設定項目 種類
日 週 月 年

月 
日  
曜日 
時分    

・ 月
	 月を設定します ( リリースナンバー 3 以降 )。

・ 日
	 日を設定します。

・ 曜日
	 曜日を設定します。

・ 時分
	 時刻を 00：00 〜 23：59 の範囲で設定します。

・ タイマ動作
	 単発	 一回条件が成立すると、以後は動作しません。
	 繰返	 毎回指定時刻に条件成立となります。
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マニュアルサンプル
拡張チャネル ( 付加仕様、/MC1) 付きの DX2000 の場合、マニュアルサンプルの対象チャ
ネルを指定します。そのほかの機種では、全チャネルがマニュアルサンプルの対象なの
で、この設定はありません。

	 	 	

ここをクリックすると、チャネル選択ダイアログボックスが
表示される

チャネル選択ダイアログボックス

選択範囲の先頭の番号に+1しながら設定する
選択範囲の先頭の設定に一括設定する

ドラッグして選択範囲を指定する

マニュアルサンプル番号
001 〜 120 から選択します。この順番でチャネルの瞬時値を出力します。

マニュアルサンプル
・ 使用
	 マニュアルサンプル番号にチャネルを割り付けるときは [ON] を設定します。

・ チャネル番号
	 測定チャネル、演算チャネル ( 付加仕様、/M1、/PM1)、または拡張チャネル ( 付加仕

様、/MC1) のチャネル番号を選択します。
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イベントアクション

	 	 	

イベントアクション番号
40 まで設定できます。

イベント
アクションを実行する条件です。

選択肢 設定内容
無 使用しません。
リモート リモート制御入力端子番号を選択します。
リレー アラーム出力リレー番号を選択します。
リレー OFF*2 アラーム出力リレー番号を選択します。
スイッチ 内部スイッチ番号を選択します。
スイッチ OFF*2 内部スイッチ番号を選択します。
タイマ タイマ番号を選択します。
マッチタイムタイマ マッチタイムタイマ番号を選択します。
アラーム -
アラーム OFF*2 -
ユーザキー -
レベルスイッチ *1 イベントレベルスイッチ番号を選択します。
レベルスイッチ OFF*2 イベントレベルスイッチ番号を選択します。
エッジスイッチ *1 イベントエッジスイッチ番号を選択します。
*1		リリースナンバー 3 以降の機能です。
*2		リリースナンバー 4 以降の機能です。
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アクション
イベントが発生したときに実行する動作です。

選択肢 説明
メモリスタート / ストッ
プ

—

メモリスタート —
メモリストップ —
トリガ *2 イベントデータを記録する設定のときに指定できます。
アラーム ACK イベントが [ 出力リレー ]、[ 内部スイッチ ]、または [ アラーム ]

のときは指定できません。
演算スタート / ストップ 付加仕様、/M1、/PM1 です。
演算スタート 付加仕様、/M1、/PM1 です。
演算ストップ 付加仕様、/M1、/PM1 です。
演算リセット 付加仕様、/M1、/PM1 です。
表示データ保存 表示データを記録する設定のときに指定できます。
イベントデータ保存 イベントデータを記録する設定のときに指定できます。
メッセージ 書き込むメッセージのメッセージ番号と、メッセージ書込み先を

指定します。メッセージ書込み先は、すべてのグループ (All) か
書込み先グループ番号で指定します。

スナップショット —
更新周期表示切り換え トレンド更新周期と第 2 トレンド更新周期を切り換える機能を

有効に設定しているときに指定できます。
マニュアルサンプル —
タイマリセット イベントが [ タイマ ] のときは指定できません。
グループ切り替え 表示するグループのグループ番号を指定します。
フラグ 付加仕様、/M1、/PM1 です。
時刻合わせ イベントが [ リモート ] のときだけ指定できます。
パネルロード *2 イベントが [ リモート ] のときだけ指定できます。
アラーム表示リセット *1 アナンシェータシーシーケンスが「ISA-M」のアンアンシェータ

を使用するとき、かつ、イベントが [ リモート ]、[USER キー ]、
または [ エッジスイッチ ] のときだけ指定できます。

コメント画面表示 *1 表示するコメントブロック番号を指定します。
お気に入り画面表示 *1 登録されている画面のうち、どの画面を表示するかを指定しま

す。
[ 動作 ] として、[ キー ] または [ 指定 ] を選択します。

選択肢 説明
キー お気に入りキーを押したときと同じ動作です。
指定 指定したお気に入り画面を表示します。[ 番号 ] 欄に指

定する画面の登録順番号を設定します。
*1		DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降の機能です。
*2		拡張セキュリティ機能 (/AS1) 付き DX では選択できません。

	 マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 ) を
使用する場合、以下の選択肢では、対象とするバッチグループを指定します。
バッチグループを指定する選択肢 メモリスタート / ストップ

メモリスタート
メモリストップ
演算リセット
表示データ保存
イベントデータ保存
メッセージ
グループ切り替え
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ファイル
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリース 3 以降 ) を使用しない場
合

	 	 	

マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリース 3 以降 ) を使用する場合

	 	 	

ディレクトリ名
データを保存する記憶メディア上のディレクトリ名を設定します。( 半角 20 文字以内 )
使用できる記号	 ：#、%、(、)、+、-、.、@、ｰ、_
使用できない文字列	 ：	AUX、CON、PRN、NUL、CLOCK、COM1〜COM9、LPT1〜

LPT9

マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリース 3 以降 ) を使用するする
場合、以下の [ ヘッダ ]、[ 構成 ]、[ 指定ファイル名 ]、[ フィールドタイトル ]、[ フィー
ルド文字列 ] はバッチグループごとに設定します。

ヘッダ
データファイルに書き込むヘッダコメントを設定します。( 半角 50 文字以内 )

構成
データを保存するときのファイル名の構成を設定します。

選択肢 説明
日付 連番＋ユーザー指定文字列＋日付
連番 連番＋ユーザー指定文字列
バッチ名 連番＋バッチ名 ( バッチ機能を使用する場合 )
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指定ファイル名
ユーザー指定文字列を設定します。( 半角 16 文字以内 )
使用できる記号：#、%、(、)、+、-、.、@、ｰ、_

フィールドタイトル、フィールド文字列
文字列を設定します。マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリース
ナンバー 3 以降 ) を使用する場合、対象バッチのタブを選択します。
フィールドタイトル：半角 20 文字以内、フィールド文字列：半角 30 文字以内
フィールド数は、24(DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )、または 8(DX1000/
DX2000 リリースナンバー 2 以前 ) です。
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イベントデータ

	 	 	

イベントデータに関する設定は、[基本設定]タブの [環境設定]>[基本設定環境]の [デー
タ種類 ] を [E+D] か、または [Event] に設定すると有効になります。

サンプルレート
データの記録周期を選択します。次ページの [	データ長 ]	の説明をご覧ください。	測定
周期より早いサンプルレートは設定できません。

モード
選択肢 説明
Free 常時データを記録します。
SingleTrigger トリガ条件が成立するとデータを記録します (1 回のみ )。
RepeatTrigger トリガ条件が成立するたびにデータを記録します。

マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 ) を使用
する ([ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ バッチ数 ] で設定 ) 場合、[Free] モー
ドに固定です。拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1、リリースナンバー 4 以降 ) 付
きの DX の場合、[Free] モードに固定です。

データ長
記録データの 1 ファイルの大きさを選択します。記録データはここで設定したファイル
サイズで区切られます。設定できるデータ長は、[ サンプルレート ] の設定値によって変
わります。

サンプルレート *1 25ms*2 125ms 250ms 500ms 1s
データ長の	
選択可能範囲

10 分〜 4 時間 10 分〜 1 日 10 分〜 2 日 10 分〜 3 日 10 分〜 7 日

サンプルレート *1 2s 5s 10s 30s 1min
データ長の選択可能
範囲

10 分〜 14 日 10 分〜 31 日 10 分〜 31 日 1 時間〜 31
日

1 時間〜 31 日

サンプルレート *1 2min 5min 10min 15min*3 20min*3

データ長の選択可能
範囲

1 時間〜 31 日 1 時間〜 31 日 1 時間〜 31 日 1 時間〜 31
日

1 時間〜 31 日

サンプルレート *1 30min*3

データ長の選択可能
範囲

1 時間〜 31 日

*1.測定周期より早いサンプルレートは設定できません。
*2. DX2004、DX2008 で選択できます。
*3. DX1000/DX2000 リリースナンバー 3.以降。

プリトリガ
トリガ成立前のデータを記録するときにその範囲を指定します。データ長に対する % 値
を [0]、[5]、[25]、[50]、[75]、[95]、[100]％の中から選択します。トリガ成立前のデー
タを記録しないときは [0]％を選択します。

トリガソースキー
キー操作でトリガを与えるとき [ON] を選択します。
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カスタムメニュー
DISP/ENTER キーを押したときに表示される画面メニューと FUNC キーを押したときに
表示されるメニューの表示 / 非表示を設定します。

メニュー
DX 本体の DISP/ENTER キーを押したときに表示される画面メニューです。

	 	 	

選択されている項目を削除する

選択された項目の下に、項目を追加する 
クリックすると、画面右側にサブメニューが表示される 

サブメニュー

クリックして選択する 

設定中のメインメニューの種類 

左右の表示領域を変更する

メニューについては、DX1000 本体マニュアルの 5.17 節、または DX2000 本体マニュア
ルの 5.18 節をご覧ください。

ファンクション
FUNC キーを押したときに表示されるメニューです。

	 	 	

メニューについては、DX1000/DX2000 本体マニュアルの 4.1 節をご覧ください。
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Web レポートレイアウト (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )

	 	 	

チャネル欄をクリックするとレポート
チャネル選択ダイアログボックスが
表示される
選択したレポートチャネルが設定さ
れる

上下の表示領域を変更する
スライダ

[項目]欄をクリック
すると表示される

オペレータページまたはモニタページで、内部メモリ内のレポートデータを表示するた
めの設定です。10 種類のレポートレイアウトを作成できます。各レイアウトには表示す
る項目を 10 まで登録できます。
オペレータページまたはモニタページにおいて、レポートレイアウトとレポートデータ
を指定し、表示します。

Web レポートレイアウト
・ 使用、タイトル
	 [ 使用 ] を [ON] に設定し、レポートレイアウトの [ タイトル ] を、半角 64 文字以内で

入力します。

・ 項目
	 登録されている項目数を表示します。[項目 ]欄をクリックすると、スライダの下に[項

目 ] 設定欄が表示されます。項目設定欄が表示されている Web レポートレイアウト
の [ 項目 ] 欄には [ 設定中 ] と表示されます。

項目
・ 使用
	 [ 使用 ] を [ON] に設定します。

・ チャネル、種類、名称
	 [ チャネル ] にはレポートチャネル番号 (R01 など ) を設定します。
	 [ 種類 ] には演算種類 ( 最大、最小、平均、積算、瞬時 ) を設定します。
	 [ 名称 ] には項目名を、半角 16 文字以内で入力します。
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基本設定を設定する
環境設定

基本環境設定

	 	 	

・ データ種類
選択肢 説明
Display 表示データを記録します。
E+D 	表示データとイベントデータを記録します。[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳

細設定 ] の [ トレンド更新周期切換 ] が [ON] の場合、[E+D] を選択できません。
マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、リリースナンバー 3 以降 ) を使用する ([ 基
本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ バッチ数 ] で設定 ) 場合、[E+D] を
選択できません。拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX では [E+D]
を選択できません。

Event イベントデータを記録します。

・ タイムゾーン
	 DX1000/DX2000 を使用する地域のタイムゾーンを、世界標準時との時差で設定しま

す。
・ 徐々に修正する限界値

	 	 	 	
▽

徐々に修正する限界値

現在時刻 指定時刻

	 DX1000/DX2000 の時刻との時間差が、±( ここで設定した値 ) 以内　の時刻を指定
したときだけ、DX1000/DX2000 の時刻を徐々に修正します。それ以外の場合は、直
ちに時刻を修正します。
選択肢 説明
10s 〜 5min 時間差の限界値です。
OFF 時刻を徐々に修正する機能を使いません。

例：	 [ 徐々に修正する限界値 ] を [10s] に設定し、DX1000/DX2000 の時刻が 10 時 21
分 15 秒のとき、10 時 21 分 5 秒〜 10 時 21 分 25 秒の範囲にある時刻を変更後
の時刻として指定すると、DX1000/DX2000 本体の時刻を徐々に修正します。

・ 日付フォーマット
選択肢 表示例
年／月／日 2005/11/30
月／日／年 11/30/2005
日／月／年 30/11/2005
日．月．年 30.11.2005
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 適用範囲
	 画面での表示に適用されます。日付 / 時刻の設定画面、通信による出力データ、デー

タとともに保存される日付、およびデータファイル名の日付のフォーマットは変更さ
れません。

・ 週の開始曜日 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 過去の測定データを検索するときに使用するカレンダーの表示方法です。週の開始曜

日を、日曜日または月曜日に設定できます。

・ サービスポート
	 最大同時接続数 / 同時使用許可数 ( 同時に使用できるユーザー数 )/DX1000/DX2000

のポート番号を下表に示します。
機能 最大同時接続数 同時使用許可数 ポート番号

管理者 利用者
FTP サーバ 2 2 2*1 21/tcp*3

Web サーバ (HTTP) 1 − − 80/tcp*3

SNTP サーバ − − − 123/udp*3

Modbus サーバ 2 − − 502/tcp*3

機器情報サーバ − − − 34264/udp*2

*1	利用者には使用制限があります。詳細は、DX1000/DX1000N/DX2000 通信インタ
フェースマニュアル (IM	04L41B01-17) をご覧ください。

*2	ポート番号は固定です。
*3		ポート番号の初期値です。1〜65535の範囲で設定できます。特に理由がない限り、

このままでご使用ください。

・ 機器情報出力
	 [ システムの構成 ] 画面で、[FAIL] を [FAIL& アラーム出力リレー ]( 付加仕様、/F2)、

または [FAIL& ステータス出力リレー ]( 付加仕様、/F1) に設定したとき、[ 機器情報出
力 ] の設定項目が表示されます。

 FAIL リレー、ステータスリレー ( リリースナンバー 4 以降 )
	 本機能のために、リアパネルに「FAIL」、「Status」という名前のリレーが用意されい

ます。2つのリレーに動作を割り当てます。[機器情報出力 ]を割り当てたリレーでは、
さらにリレー出力の対象となる DX	の状態を設定します。

	 拡張セキュリティ機能 (/AS1) なしの DX
	 [FAIL] または [ 機器情報出力 ] を割り当てます。

	 拡張セキュリティ機能 (/AS1) 付きの DX
	 [FAIL]、[ 機器情報出力 ]、[ メモリサンプル ]、[ ユーザ無効 ]、または [ ログイン ] を

割り当てます。

 メモリ / メディア状態、測定異常、通信異常、メモリストップ、アラーム
	 [ 機器情報出力 ] を割り当てたリレーの出力の条件です。[ON] に設定した項目に異常

が発生するとリレー接点出力します。[ アラーム ] はリリースナンバー 3 以降の機能
です。
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詳細設定

	 	 	

・ タグ
選択肢 説明
タグ タグまたはタグ No. を表示します。タグまたはタグ No. が設定されていない

チャネルは、チャネル番号を表示します。
チャネル チャネル番号を表示します。

・ タグ No.(DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 タグ No. を使うときは [ON] を選択します。

・ 表示言語
	 表示言語を選択します。

・ リモコン ID
	 リモコンIDを、[0]〜[31]から選択します。リモコンを使用しないときは[OFF]を選択します。

・ 小数点種類 ( DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 テキスト形式で保存するデータファイルと画面表示の小数点種類を、「.」( ポイント )

または「,」( カンマ ) から選択します。

・ メニュー表示 ( DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 設定モードのメニューに、[ 基本設定モード ]( 基本設定モードに切り換えるためのメ

ニュー項目 ) を表示するときは [ON] を選択します。

・ バッチ関連
 バッチ機能 ( マルチバッチ機能なしの場合 )
	 バッチ機能を使うときは [ON] を選択します。

 バッチ数 ( マルチバッチ機能 (/BT2) ありの場合、DX1000/DX2000 リリース
ナンバー 3 以降 )

	 バッチ数を設定します。
選択肢 説明
OFF マルチバッチ機能、( 単一 ) バッチ機能を使用しません。
1 単一バッチ機能が有効になります。
2 以上 マルチバッチ機能が有効になります。設定できるバッチ数は下表のとおり

です。
機種 バッチ数
DX1000 2 〜 6
DX2000( 標準メモリモデル ) 2 〜 6
DX2000( 拡張メモリモデル ) 2 〜 12



7-79IM WX101-01

7.7　DX1000、DX2000 を設定する

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

・ ロット番号桁数
	 ロット番号の桁数を 4、6、8 から選択します。ロット番号を使わないときは [OFF] を

選択します。

・ オートインクリメント
	 ON	 	 次回の測定のロット番号を、自動的に「今回の測定のロット番号＋1」とします。

・ トレンド種類
	 DX2000 の機能です。

選択肢 説明
T-Y 時間軸が直線のトレンド表示です。
サーキュラ 時間軸が円のトレンド表示です。

・ 部分圧縮
	 部分圧縮表示をする [ON]/ しない [OFF] を選択します。

・ トレンド更新周期切換
	 ON	 	 	メモリサンプル中にトレンド更新周期を切り換える機能を有効にします。	

[ 一般設定 ] タブの [ 画面設定 ] の [ 第 2 表示更新周期 ] の項目が有効になり
ます。

・. トレンド更新周期切換が [ON] のときは、[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 基本環境設定 ]
のデータ種類を [E+D] には設定できません。

・. マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリースナンバー 3.以降 ) 付きのモ
デルでバッチ数を [2] 以上に設定したときは、この設定は [OFF] に固定されます。

・ キーからの書き込み方法
選択肢 説明
共通 すべてのグループにメッセージを書き込みます。
個別 表示しているグループにメッセージを書き込みます。

・ 停電
	 ON	 	 	メモリサンプル中に停電し、復帰したときに、自動的にメッセージを書き込	

みます。

・ 変更
	 ON	 	 	トレンド更新周期が切り換えられたときに、切り換え時刻と切り換え後のト	

レンド更新周期をメッセージとして書き込みます。拡張セキュリティ機能(付
加仕様、/AS1) 付きの DX では、メモリサンプル中に設定モードの項目の設定
を変更したときも、メッセージを書き込みます。

・ スケールオーバ値検出
選択肢 説明
Free 小数点を除き、–30000 未満が「– レンジオーバ」、30000 を超えると「＋レ

ンジオーバ」となります。それぞれ「–Over」「＋ Over」と表示されます。
Over スケールの –5% 未満が「– レンジオーバ」、105% を超えると「＋レンジオー

バ」となります。それぞれ「–Over」「＋ Over」と表示されます。
	 例：	 	 	 	スケールが 0.0 〜 200.0 に場合、–10.0 未満が「– レンジオーバ」、210.0 を超え

ると「＋レンジオーバ」です。

Note
演算機能の TLOG、CLOG、レポートなどの演算では、スケールオーバ値の扱いをあらかじめ
決めておくことができます。
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・ キーセキュリティ
選択肢 説明
Login 登録したユーザーだけがキー操作できるようにします。DX1000/DX2000 本

体の基本設定モードのメニューに [ ユーザ登録 ] の項目が表示されます。拡
張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX では [Login] に固定です。

Keylock キー操作を禁止する機能を使います。基本設定の [ キーロック ] で、キーロッ
ク機能を設定します。拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1)	付きの DX	で
は選択できません。

OFF セキュリティを設定しません。拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1)	付
きの DX	では選択できません。

・ 通信セキュリティ
Login 	登録したユーザーだけが通信経由でDX1000/DX2000を操作できるようにします。

DX本体の [基本設定 ]タブの [ユーザ登録 ]の設定項目が有効になります。
OFF セキュリティを設定しません。

・ マルチログイン ( 拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付き DX だけ )
選択肢 説明
On マルチログイン機能を使用します。キー操作、イーサネット経由 ( セッティ

ング機能への接続 )、およびシリアル通信経由で、各 1 ユーザが同時にログ
インできます。

Off マルチログイン機能を使用しません。キー操作、イーサネット経由 ( セッティ
ング機能への接続 )、またはシリアル通信経由 (LL コマンド ) で同時ログイン
はできません。

・ パスワード管理 ( 拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付き DX だけ )
	 イーサネット上のKDCサーバによるパスワード管理を行うときは[On]を選択します。

[ イーサネット通信 ]	-	[ パスワード管理機能 ] の項目の設定が必要です。

・ メディア自動保存
ON 測定データを自動的に CF カードに保存します。
OFF 	自動保存しません。測定データをマニュアル保存操作で CF カードまたは

USB フラッシュメモリ ( 付加仕様　/USB1) に保存します。

・ メディア FIFO
	 DX 本体のファームウエアバージョン 2.0x 以降で設定できます。
	 [ メディア自動保存 ] が [ON] の場合だけ有効です。

ON 	CF カードの空き容量がなくなると、もっとも古いファイルを削除して、最
新のファイルを保存します。

OFF CF カードに空き容量がないと、測定データを CF カードに保存しません。
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オプション

	 	 	

・ エラー時表示
	 演算エラーのときの表示を、[+Over] とするか [–Over] とするかを指定します。

・ オーバフロー時 Sum、Ave
	 TLOG または CLOG の SUM、AVE 演算でオーバフローデータが検出されたときの処理

を指定します。この設定はレポート作成にも適用します。
選択肢 説明
Error 演算結果を演算エラーとします。
Skip オーバフローデータを捨てて演算を続行します。
Limit オーバフローデータの代わりにリミット値を使用して演算を続行します。

・ オーバフロー時 Min、Max、P-P
	 TLOG または CLOG の MAX、MIN、P-P 演算でオーバフローデータが検出されたとき

の処理を指定します。この設定はレポート作成にも適用します。
選択肢 説明
Over オーバフローデータをそのまま使用します。
Skip オーバフローデータを捨てて演算を続行します。

・ レポート ( 第 1 項〜第 4 項 )
	 レポートとして出力するデータの種類を選択します。

選択肢 説明
OFF 何も出力しません。第１項を [OFF] に設定することはできません。
平均 平均値を出力します。
最大 最大値を出力します。
最小 最小値を出力します。
積算 積算値を出力します。
瞬時 瞬時値を出力します。

・ 作成ファイル数
	 レポートファイルの作成方法を指定します。

選択肢 説明
分割 レポート種類ごとに別ファイルに保存します。
連結 2 つのレポート種類のレポートデータをひとつのファイルに保存します。
分割 2 1 日の時報、1 ヶ月間の日報のように、まとめてファイルに保存します ( リリー

スナンバー 4 以降 )。

・ 帳票機能 ( リリースナンバー 4 以降 )
	 任意に作成した XML スプレッドシート形式の帳票テンプレートに従って、レポート

ファイルを自動的に作成する機能です。使用する場合は[ON]を選択します。[作成ファ
イル数 ] が [ 分割 2] の場合は、[OFF] に固定です。
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・ 入力値補正管理 ( リリースナンバー 4 以降 )
	 入力値補正管理機能を使用する場合は [ON] を選択します。

 通知
	 「入力値補正お知らせ画面」を入力値補正期限の何日前に表示させるかを 1	〜	10	日の

範囲で設定します。

 再通知周期
	 入力値補正お知らせ画面を表示させる周期を設定します。入力値補正作業を終了する

まで繰り返し表示します。

・ サインイン ( 拡張セキュリティ機能 (/AS1) 付き DX だけ )
 プロセスタイプ
	 プロセスタイプを指定することにより、サインインできる測定データの条件が決まり

ます。
選択肢 説明
連続 測定データファイルごとにサインインできます。
バッチ 記録スタートから記録ストップまでの測定データファイルがすべてそろって

いるときに、サインインできます。ただし、DX でサインインできるのは、記
録スタートから記録ストップまでの測定データが 1 ファイルになっている場
合だけです。

 本体でのサインイン
	 DX のキー操作でできるサインイン権限の範囲を設定します。

選択肢 説明
Off DX ではサインインしません。
サインイン 1 DX ではサインイン 1 の権限でサインインします。
サインイン
1+2

DX ではサインイン 1 とサインイン 2 の権限でサインインします。

サインイン
1+2+3

DX ではサインイン 1、サインイン 2、およびサインイン 3 の権限でサインイ
ンします。

 バッチストップ時サインイン
	 記録をストップ ( メモリストップ ) したときに、サインインするための画面 ( ヒスト

リカルトレンド画面 ) を表示するように設定できます。
選択肢 説明
On メモリストップしたとき、ヒストリカルトレンド画面が自動的に表示されま

す。
Off メモリストップしたとき、画面遷移はありません。

Note
次の場合、[ バッチストップ時サインイン ] の設定はできません。
・. [ 本体でのサインイン ] が [Off] のとき
[ バッチストップ時サインイン ] が [On] に設定されていても、次の場合、メモリストップ時に
ヒストリカルトレンド画面に遷移しません。
・. プロセスタイプが [ バッチ ] で、測定データが複数のファイルに分割されているとき
・. サインイン権限がないユーザがメモリストップしたとき
・. マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2) を使用していて、バッチ共通モードになっているとき
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 サインイン時 FTP 転送
	 サインインを実行したときに測定データファイル ( 表示データファイルまたはイベン

トデータファイル ) を FTP サーバに転送できます。FTP クライアントの設定で、表示
データ、イベントデータが FTP 転送されるように設定されていることが必要です。
選択肢 説明
On 表示データまたはイベントデータのサインインを実行したときだけ、測定デー

タファイルを FTP サーバに転送します。また、FTP[ 転送時間シフト ] の設定
は無効となり、直ちに転送が実行されます。

Off サインインを実行したときは測定データファイルを FTP サーバに転送しませ
ん。
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再故障再アラーム
アラーム出力リレーに再故障再アラーム動作を設定するときは [ON] を選択します。再
故障再アラームの機能は、先頭の 3 つの出力リレーに設定されます。

選択肢 説明
Off 再故障再アラーム機能を使用しません。
On*1 再故障再アラーム機能を使用します。リレーの非動作時間が約 500ms です。
500ms*2 再故障再アラーム機能を使用します。リレーの非動作時間が約 500ms です。
1s*2 再故障再アラーム機能を使用します。リレーの非動作時間が約 1s です。
2s*2 再故障再アラーム機能を使用します。リレーの非動作時間が約 2s です。
*1		リリースナンバー 3 まで
*2		リリースナンバー 4 以降

変化率警報インターバル下限
変化率下降限アラームの変化率計算のためのインターバルを、サンプリングデータ数 (1
〜 32) で設定します。ここで設定した値と、測定周期を掛けた値がインターバルになり
ます。

変化率警報インターバル上限
変化率上昇限アラームの変化率計算のためのインターバルを、変化率下降限アラームの
インターバルと同様に設定します。

保持
アラーム表示動作を次から選択します。アラームアナンシェータ機能 (DX1000/DX2000
リリースナンバー 3 以降 ) を使用しているときは、アナンシェータシーケンスに従った
設定値に固定されます。

選択肢 説明
非保持 アラーム解除の状態 ( 正常状態 ) に戻ると、アラーム表示を解除
保持 アラーム出力解除操作が行われるまで、アラーム表示を保持

内部スイッチ　AND
AND 動作にする内部スイッチを選択します。先頭の内部スイッチからどの内部スイッチ
までを AND 動作にするかを設定します。それより後のスイッチは OR 動作になります。
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出力リレー AND
AND 動作にするリレーを選択します。先頭のアラーム出力リレーからどのリレーまでを
AND 動作にするかを設定します。それより後のリレーは OR 動作になります。選択肢は、
[ 無 ]、[I01](I01 のみ )、[I01-I02](I01 と I02)、[I01-I03](I01 〜 I03)、・・・です。装着され
ているアラーム出力リレー以外は無効です。

出力リレー動作
アラーム出力リレーを、アラームを発したときに [ 励磁 ] するのか、[ 非励磁 ] にするの
かを選択します。すべてのアラーム出力リレーに適用されます。

出力リレー保持
アラーム出力リレー動作を次から選択します。すべてのリレーに適用されます。アラー
ムアナンシェータ機能 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 ) を使用しているとき
は、アナンシェータシーケンスに従った設定値に固定されます。

選択肢 説明
非保持 アラーム解除の状態 ( 正常状態 ) に戻ると、出力リレーを OFF
保持 アラーム出力解除操作が行われるまで、出力リレーを ON に保持

ACK 時のリレー動作
DX 本体のファームウエアバージョン 2.0x 以降で設定できます。アラームアナンシェー
タ機能 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 ) を使用しているときは、アナンシェー
タシーケンスに従った設定値に固定されます。

選択肢 説明
標準 アラーム ACK 操作を実行すると、リレー出力を非動作にします。次の測定周

期でアラーム出力リレーの動作要因が成立していると、リレー出力を動作さ
せます。
アラーム出力リレーを [ 保持 ] に設定したときだけ有効です。

リセット アラームACK操作を実行すると、リレー出力を非動作にします。新たにアラー
ム出力リレーの動作要因が成立したとき、リレーを動作させます。

Note
再故障再アラームが ON に設定されているときは、先頭の 3 つの出力リレーは OR 動作、非保
持になります。

測定チャネル　上下限
測定チャネルに設定する上下限アラームのアラーム発生 / 解除のヒステリシス幅を設定
します。
設定値の範囲：スパンまたはスケーリング幅の 0.0％〜 5.0%

測定チャネル　差上下限
測定チャネルに設定する差上下限アラームのアラーム発生 / 解除のヒステリシス幅を設
定します。
設定値の範囲：スパンの 0.0％〜 5.0%

演算チャネル　上下限、拡張チャネル　上下限
演算チャネルや拡張チャネルに設定する上下限アラームのアラーム発生 / 解除のヒステ
リシス幅を設定します。
設定値の範囲：測定スパンの 0.0％〜 5.0%
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アラーム動作
・ 未検出機能
	 「アラーム発生を表示しない機能」を使用するときは [ON] を選択します。[ 測定チャ

ネル ]/[ 演算チャネル ]/[ 拡張チャネル ] タブの [ 検出 ] の設定項目が有効になります。	
「アラーム発生を表示しない機能」とは、アラームが発生したときに、アラーム発生
を知らせる表示とアラームサマリへの記録をしない機能です。アラームアナンシェー
タ (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 ) での表示も行いません。

・ アナンシェータモード、シーケンス (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3
以降 ) 

	 アナンシェータ機能を使うときは [ON] を選択し、シーケンスを設定します。
選択肢 説明
ISA-A-4 ノンロックインシーケンスです。
ISA-A ロックインシーケンスです。
ISA-M ダブルロックインシーケンスです。

・ 正常時表示色 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 ) 
	 アナンシェータ表示窓の正常時の表示色です。[ 白 ] または [ 緑 ] から選択します。

アラーム表示 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
・ 重要度
	 複数のアラームが発生した場合、重要度が高いアラームの表示を優先します。

選択肢 説明
1>2>3>4	 重要度の高い順に、アラームレベル番号は 1、2、3、4	です。
1>4>2>3 重要度の高い順に、アラームレベル番号は 1、4、2、3	です。
1>4>3>2 重要度の高い順に、アラームレベル番号は 1、4、3、2	です。

・ アラーム 1、アラーム 2、アラーム 3、アラーム 4
	 アラームレベルごとのアラームの表示色を設定します。重要度と表示色を関連付けて

おくと、アラーム発生時にプロセスの状態を認識しやすくなります。すべてのチャネ
ルに共通です。
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測定周期

	 	 	

測定周期
測定周期を選択します。以下のモデルでは高速モード (125ms) を選択できません。
・	 拡張チャネル ( 付加仕様、/MC1) 付きのモデル
・	 マルチバッチ機能 ( 付加仕様、/BT2、DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 ) 付

きのモデル

A/D 積分時間
必要に応じて A/D 積分時間を選択します。選択できる選択肢だけが表示されます。

選択肢 説明
Auto DX1000/DX2000 が自動的に電源周波数を検知して、60Hz のときは 16.7ms、

50Hz のときは 20ms に積分時間を設定します。24VDC 電源のときは、20ms
に固定です。

50Hz 積分時間を 20ms に設定します。
60Hz 積分時間を 16.7ms に設定します。
100ms 積分時間を 100ms に設定します ( 測定周期が 2s または 5s のとき )。
600Hz 高速モードのときのA/D積分時間です。変更はできません。拡張チャネル(付

加仕様、/MC1) 付きの場合、高速モードは使用できません。マルチバッチ機
能 ( 付加仕様、/BT2) を使用する場合、高速モードは使用できません。
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測定機能

	 	 	

バーンアウト
熱電対入力

選択肢 説明
OFF センサーの断線を検知しません。
Up センサーが断線すると、測定結果を＋レンジオーバに固定します。測定値は

「Burnout」と表示されます。
1-5V 入力の場合、測定値が、「スケール上限値＋スケール幅の 10%」を上回
るとセンサー断線とします。( 例：スケールが 0 〜 100 の場合、110 より大
きいとき )

Down センサーが断線すると、測定結果を – レンジオーバに固定します。測定値は
「Burnout」と表示されます。
1-5V 入力の場合、測定値が、「スケール下限値 – スケール幅の 5%」を下回
るとセンサー断線とします。( 例：スケールが 0 〜 100 の場合、–5 より小さ
いとき )

RJC
・ モード
	 熱電対入力の基準接点補償方法の設定です。[内部 ]、[外部 ]のどちらかを選択します。

選択肢 説明
内部 DX1000/DX2000 の基準接点補償機能を使用します。
外部 外部の基準接点補償機能を使用します。[外部 ]のときは [基準接点補償電圧 ]

が表示されます。

・ 基準接点補償電圧 (µV)
	 [ モード ] が [ 外部 ] の場合、補償電圧を入力します。
	 基準接点補償電圧は、入力に加算する補償電圧です。–20000µV 〜 20000µV の範囲で

設定します。
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レポート

	 	 	

ここをクリックすると、チャネル選択ダイアログボックスが
表示される

チャネル選択ダイアログボックス

レポート種類
作成するレポートの種類を選択します。

選択肢 説明
OFF レポート作成しません。
時報 時報を作成します。
日報 日報を作成します。
時報＋日報 時報と日報を作成します。
日報＋週報 日報と週報を作成します。
日報＋月報 日報と月報を作成します。

作成日 / 作成曜日、作成時刻 ( 時 )
レポートを作成する日または曜日、作成時刻を設定します。設定日時はレポートファイ
ルを分割する日時となります。下表の範囲で設定します。「—」の項目は無効です。

レポート種類 作成日 作成曜日 作成時刻
時報 — — 0 〜 23
日報 1 〜 28* — 0 〜 23
時報＋日報 — — 0 〜 23
日報＋週報 — 日〜土 0 〜 23
日報＋月報 1 〜 28* — 0 〜 23

*	 29、30、31 日は設定できません。

レポートチャネル番号
この番号順で、レポートが出力されます。

・ 使用
	 使用するレポートチャネルを [ON] に設定します。

・ チャネル番号
	 レポートチャネルに割り付けるチャネルを設定します。すべてのチャネルを設定でき

ますが、[Skip] や [OFF] に設定されているチャネルは、設定してもレポートは作成さ
れません。

	 積算バーグラフ表示では、下記のグループごとにレポートデータが表示されます。た
だし、グループの先頭チャネルと同じ単位のチャネルだけが対象です。

番号 1 2 3 4 5 6
レポートグループ(DX1000) R01〜 R06 R07〜 R12 R13〜 R18 R19〜 R24 - -
レポートグループ(DX2000) R01〜 R10 R11〜 R20 R21〜 R30 R31〜 R40 R41〜 R50 R51〜 R60

・ 積算単位
	 測定値の単位に合わせて [/s] 〜 [/day] から設定します。
	 例：測定値の単位が「m3/min」のときは [/min] を選択します。

OFF	 測定周期ごとの測定データをそのまま積算します。
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番号
リモート制御端子の番号です。リモート制御端子の個数分だけ表示されます。

リモート接点入力
リモート制御端子ごとに、動作を選択します。
選択肢 	説明
N.O	接点 接点入力がオープン→クローズのときリモート信号が立上がり、クローズ→

オープンのとき立ち下がります。
N.C	接点 接点入力がクローズ→オープンのときリモート信号が立上がり、オープン→ク

ローズのとき立ち下がります。
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キーロック

	 	 	

[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ キーセキュリティ ] が [Keylock] のとき、
設定が有効になります。拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX では、この
機能はありません。

パスワード
キーロックを解除するときのパスワードです。「**********」と表示されます。( 半角 8
文字以内 )

ユーザ制限
それぞれの項目を禁止するか、しないかを選択します。DX1000/DX2000 リリースナン
バー 3 のモデルから [ 設定ロード ] が追加されました。

選択肢 説明
フリー キーロック対象外です。
ロック 操作を禁止します。
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ユーザ登録
拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX では設定できません。
[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ キーセキュリティ ]、または [ 通信セキュ
リティ ] が [Login] に設定されているときに、有効になります。

システム管理者

・ 自動ログアウト時間
選択肢 説明
OFF ログアウト操作を実行するまでログアウトしません。
1min 〜 10min 指定した時間キー操作がなければ自動的にログアウトします。

・ ログアウト時操作
選択肢 説明
OFF ログインする操作以外できません。
表示画面 ログインする操作のほかに、運転画面の切換え操作ができます。

・ モード
	 [ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ キーセキュリティ ] と [ 通信セキュリ

ティ ] の選択内容により、選択肢が変わります。
選択肢 説明
Off 登録しません。
Key キー操作で DX1000/DX2000 にログインできます。
Comm 通信経由で DX1000/DX2000 にログインできます。
Web Web ブラウザで DX1000/DX2000 のオペレータページとモニタページに

ログインできます。
Key+Comm キー操作および通信経由で DX1000/DX2000 にログインできます。

・ ユーザ名
	 ユーザー名を設定します。( 半角 20 文字以内 )

・	 すでに登録されているユーザー名と同じユーザー名は登録できません。
・	「quit」または全スペースは登録できません。

・ パスワード
	 パスワードを設定します。( リリースナンバー 3 以前：半角 8 文字以内、リリースナ

ンバー 4 以降：半角 20 文字以内 )
	 入力したパスワードは「********」と表示されます。

・	「quit」、スペースを含む文字列、または全スペースは登録できません。
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一般ユーザ
30 名まで登録できます。

ここをクリックすると、コピー、貼付する項目を
選択するダイアログボックスが表示される

[詳細]ボタンをクリックしたときに表示される
ダイアログボックスの例

コピー、貼付したい項目にチェック(青色)する

上下の表示領域を変更する

・ モード
	 [ セキュリティ ] の選択内容により、選択肢が変わります。

選択肢 説明
OFF 登録しません。
Key キー操作で DX1000/DX2000 にログインできます。
Comm 通信経由で DX1000/DX2000 にログインできます。
Web Web ブラウザで DX1000/DX2000 のモニタページにログインできます。
Key+Comm キー操作および通信経由で DX1000/DX2000 にログインできます。

・ ユーザ名、パスワード
	 システム管理者の設定の場合と同じです。

・ ユーザ制限番号
選択肢 説明
OFF 操作の制限を設定しません。
1 〜 10 操作制限の登録番号です。

・ キー動作、ファンクション動作、外部機器動作
	 それぞれの項目を禁止にするか、しないかを選択します。DX1000/DX2000 リリース

ナンバー 3 のモデルから [ 設定ロード ] が追加されました。
選択肢 説明
フリー 操作制限の対象外です。
ロック 操作を禁止します。
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イーサネット通信
TCP/IP

	 	 	

IP アドレスを、固定 IP[ON] または自動取得 (DHCP)[OFF] のどちらかから選択します。
IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、DNS などの設定は、ネット
ワークの管理者にご確認のうえ設定してください。

固定 IP アドレスの場合
・ 自動取得
	 固定 IP アドレスのときは [OFF] を選択します。

・ IP アドレス
	 DX1000/DX2000 に割り当てる IP アドレスを設定します。

・ サブネットマスク
	 DX1000/DX2000 が属するシステムまたはネットワークに応じて設定してください。

・ デフォルトゲートウェイ
	 ゲートウェイの IP アドレスを設定します。

・ ホスト名
	 DX1000/DX2000 のホスト名を 64 文字以内の英数字で設定します。設定しなくても

問題ありません。

・ ドメイン名
　	DX1000/DX2000 が属しているネットワークのドメイン名を 64 文字以内の英数字で

設定します。設定しなくても問題ありません。

・ サーバプライマリ、サーバセカンダリ
	 DNS サーバのプライマリとセカンダリの 2 つまで IP アドレスを登録できます。

・ ドメインプライマリ、ドメインセカンダリ
	 設定したドメイン名の次に検索するドメイン名をドメインサフィックスとしてプライ

マリとセカンダリの 2 つまで設定できます。
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IP の自動取得 (DHCP) の場合
・ 自動取得
	 自動取得 (DHCP) のときは [ON] を選択します。

・ 情報取得
	 DNS サーバアドレスを自動取得するときは [ON]、自動取得しないときは [OFF] を選

択します。[OFF] を選択すると、DNS サーバの IP アドレスの設定が必要になります。

・ ホスト名自動登録
	 ホスト名の自動登録をするときは、[ON] にします。

・ ホスト名
	 DX1000/DX2000 のホスト名を 64 文字以内の英数字で設定します。

・ ドメイン名
　	DX1000/DX2000 が属しているネットワークのドメイン名を 64 文字以内の英数字で

設定します。DNS 情報取得が [ 無 ] のときに有効です。

・ サーバプライマリ、サーバセカンダリ
	 DNS サーバのプライマリとセカンダリの 2 つまで IP アドレスを登録できます。

・ ドメインプライマリ、ドメインセカンダリ
	 設定したドメイン名の次に検索するドメイン名をドメインサフィックスとしてプライ

マリとセカンダリの 2 つまで設定できます。

キープアライブの設定
定期的に送信される検査パケットに応答がないとき強制切断する場合は [ON]、切断しな
い場合は [OFF] を選択します。

通信タイムアウトの設定
通信タイムアウト機能を使う時は [ON]、使わない時は [OFF] を選択します。[ON] を選
択すると、タイムアウト時間の項目が表示されます。

・ 時間
	 タイムアウト時間を 1 〜 120( 分 ) から設定します。

通信の状態の確認
イーサネット通信の状態は、DX1000/DX2000 背面のイーサネットコネクタに設けられ
た LED ランプまたは、基本設定モード画面の右上に表示されるイーサネットリンクで確
認できます。
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FTP

	 	 	

FTP 転送するファイル
データファイルが FTP 接続先に自動転送されます。
ファイルの種類 内容
表示データファイル ファイルセーブ周期ごとに自動転送されます。
イベントデータファイル データ長分のデータが記録されるごとに自動転送されます。
レポートファイル レポートファイルが作成されるごとに自動転送されます。
スナップショットデータ
ファイル

スナップショットを実行 * したときに、自動転送されます。また、
メディア保存の設定に関係なく転送されます。

設定 拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX だけの項目です。
設定変更時の設定ファイルと設定変更ログファイルを自動転送しま
す。

*. FUNC キー、通信コマンド (EV2 コマンド )、USER キー、またはリモート制御機能によるスナッ
プショットを指します。

・ ディレクトリ出力形式 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 ディレクトリ出力形式を [MS-DOS] または [UNIX] から選択します。

転送時間シフト (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
複数台の DX1000/DX2000 でファイルの FTP 転送を設定していてファイルが同時刻に作
成されたときなど、FTP サーバにアクセスが集中して接続数オーバーとなり、DX1000/
DX2000 から FTP サーバへデータを転送できないことがあります。あらかじめ、転送時
間をシフトする ( 遅らせる ) ことにより、FTP サーバへのアクセスの集中を回避できます。
ファイルの種類 設定値
表示データファイル
イベントデータファイル

0	〜	120 分

レポートファイル 0	〜	120 分
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FTP 接続先の設定
プライマリ / セカンダリの FTP サーバ、ポート番号、ログイン名、パスワード、アカウント、
PASV モードの有無、イニシャルパスなどの設定内容は、ネットワークの管理者にご確
認のうえ設定してください。

・ プライマリ、セカンダリ
	 ファイルの転送先 (FTPサーバ )を、[プライマリ ](第 1優先 )、[セカンダリ ](第 2優先 )

の 2 つまで指定できます。プライマリの FTP サーバに障害が生じたとき、セカンダリ
の FTP サーバにファイルを転送します。

・ サーバ名
	 ファイルの転送先の FTP サーバ名を 64 文字以内の半角英数字で設定します。

・	 DNS を使用しているときは、サーバ名としてホスト名を設定できます。
・	 IP アドレスを設定することもできます。このときは DNS を必要としません。

・ ポート番号
	 ファイルの転送先の FTP サーバのポート番号を 1 〜 65535 までの範囲で設定します。

初期値は 21 です。

・ ログイン名
	 FTP サーバにアクセスするときのログイン名を 32 文字以内の英数字で設定します。

・ パスワード
	 FTP サーバにアクセスするときのパスワードを 32 文字以内の英数字で設定します。
「**********」と表示されます。

・ アカウント
	 FTP サーバにアクセスするときのアカウント ( 識別するのに必要な ID) を 32 文字以内

の英数字で設定します。

・ PASV モード
	 PASV モードを必要とするファイアウォール内で DX1000/DX2000 を使用するときに

[ON] にします。初期値は [OFF] です。

・ イニシャルパス
	 ファイルの転送先のディレクトリを 64 文字以内の英数字で設定します。ディレクト

リの区切りの仕方は転送先の FTP サーバの実装に依存します。
例：	 UNIX ファイルシステムを持つ FTP サーバの、home というディレクトリの中の	

	 data というディレクトリにファイルを転送する場合の設定
	 	 /home/data

プライマリとセカンダリの両方の転送先へのファイルの転送に失敗した場合、DX はファ
イルの転送を中断しますが、転送先との接続が回復した時点で、DX は新しいデータファ
イルと一緒に転送に失敗していたデータ分も転送します。ただし、DX の内部メモリ上
のデータなので、上書きされてしまうと転送に失敗したデータは消失します。
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モドバスクライアント

	 	

・ 通信周期
	 通信周期を 125ms/250ms/500ms/1s/2s/5s/10s から選択します。

・ コネクションリトライ周期
	 通信が何かの原因で不通となったとき、再接続を試みる周期を OFF/10s/20s/30s/

1min/2min/5min/10min/20min/30min/1h から選択します。

接続先サーバ設定
・ 接続先サーバ番号
	 設定するサーバの登録番号を 1 〜 16 から選択します。

・ Modbus サーバ名
	 接続先の Modbus サーバ名を 64 文字以内の英数字で設定します。

・	 DNS を使用しているときは、サーバ名としてホスト名を設定できます。
・	 IP アドレスを設定することもできます。このときは DNS を必要としません。

・ ポート番号
	 選択したサーバのポート番号を 0 〜 65535 から入力します。初期値は 502 です。

・ ユニット
	 接続先サーバのユニット番号が不要のときは [Auto]、固定ユニット番号を必要とする

ときは [Fixed] を設定します。[Fixed] を選択すると、ユニット番号の項目が表示され
ます。

・ ユニット番号
	 固定ユニット番号を 0 〜 255 から入力します。
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コマンド設定
・ コマンド番号
	 設定する送信コマンド番号を 1 〜 16 から選択します。

・ コマンド種類
	 コマンドの種類を選択します。

選択肢 説明
Read 拡張チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) へサーバから読み込み
R-Math 通信入力データ (32 ビット浮動小数点型 ) へサーバから読み込み
Write 測定チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) をサーバに書き込み
W-Math 演算チャネル ( 符号付 32 ビット整数型 ) をサーバへ書き込み
Exchange-M 通信入力データ (32 ビット浮動小数点型 ) へサーバから読み込み / カスタム

ディスプレイから値をサーバへ書き込み ( リリースナンバー 4 以降 )
	 	 [Read] は DX2000 の拡張チャネル ( 付加仕様、/MC1) 装着時に選択できます。
	 	 [R-Math]、[W-Math]、[Exchange-M] は演算機能 ( 付加仕様、/M1、/PM1) 装着時に選択で	
	 	 きます。

・ 先頭チャネル / 最終チャネル ( クライアントチャネル )
	 入出力の先頭チャネル番号と終了チャネル番号を入力します。コマンドの種類により

次のチャネル番号になります。
	 Read：201 〜 440、R-Math：C01 〜 C60、Write：1 〜 48、W-Math：101 〜 160	

Exchange-M( リリースナンバー 4 以降 )：C01 〜 C60

・ 接続先 ( サーバ番号 )
	 サーバ番号を 1 〜 16 から選択します。

・ レジスタ
	 サーバのレジスタ番号を設定します。
	 入力レジスタは 30001 〜 39999 と 300001 〜 365536、保持レジスタは 40001 〜

49999 と 400001 〜 465536 から入力します。
	 コマンドの種類により、設定できるレジスタ番号が異なります。DX1000/DX1000N/

DX2000 通信インタフェースユーザーズマニュアル (IM	04L41B01-17) の 6.3 節をご覧
ください。

・ タイプ
	 INT16/UINT16/INT32_B/INT32_L/UINT32_B/UINT32_L/FLOAT_B/FLOAT_L から選択し

ます。
	 コマンドの種類により、設定できるレジスタ番号が異なります。DX1000/DX1000N/

DX2000 通信インタフェースユーザーズマニュアル (IM	04L41B01-17) の 6.3 節をご覧
ください。

	 DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 のモデルから、測定チャネルデータ、演算チャ
ネルデータの書き込み先のデータ型として、FLOAT が追加されました。
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E メール

	 	 	

SMTP サーバやメールアドレスを設定します。

・ SMTP サーバ名
	 SMTP サーバのホスト名または IP アドレスを入力します。

・ ポート番号
	 特に指定がなければ初期設定値にします。初期値は 25 です。

・ 認証 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 送信前認証が必要な場合、[POP	before	SMTP] を選択します。認証付きのメール送信

(Authentication	SMTP) に対応する場合、[Auth] を選択します ( リリースナンバー 4 以
降 )。

・ 送信先アドレス 1、送信先アドレス 2
	 メールアドレスを入力します。1 つの送信先入力欄に複数のメールアドレスを設定で

きます。複数のときは、スペースで区切ります。最大 150 文字まで入力できます。

・ 送信元アドレス
	 送信元のメールアドレスを入力します。最大 64 文字まで入力できます。

POP3 設定 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
・ POP3 サーバ名、ポート番号
	 POP3	サーバのホスト名または IP アドレスを入力します。

・ ポート番号
	 特に指定がなければ初期設定値にします。初期値は 110	 です。

・ ログイン名
	 POP3	サーバへのログイン名を入力します。

・ パスワード
	 POP3	サーバへのログインパスワードを入力します。最大 32 文字まで入力できます。
「**********」と表示されます。



7-101IM WX101-01

7.7　DX1000、DX2000 を設定する

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

・ 送信ディレイ [ 秒 ]
	 POP3	サーバへの認証から送信までの待ち時間を入力します。0 〜 10 秒から設定しま

す。

・ ログイン方法
	 POP3	サーバへログイン時のパスワード送信を暗号化しないときは [PLAIN]、暗号化す

るときは [APOP]	に設定します。

Auth 設定 ( リリースナンバー 4 以降 )
認証付きのメール送信 (Authentication	SMTP) に対応する場合、認証するユーザ名とパ
スワードを設定します。

・ ユーザ名
	 ユーザ名を入力します。最大 32 文字まで入力できます。

・ パスワード
	 パスワードを入力します。最大 32 文字まで入力できます。「**********」と表示され

ます。

アラーム
アラーム発生時のメール送信について設定します。

・ 送信先 1、送信先 2
	 メール送信先を設定します。送信先 1、送信先 2 のそれぞれで、メールを送信すると

きは [ON]、送信しないときは [OFF] を選択します。

・ メール送信するアラーム
	 アラームが発生したときメールを送信します。アラーム 1 〜 4 に対して、それぞれ送

信する [ON]、送信しない [OFF] の設定ができます。

・ 瞬時値データ付加
	 メールに瞬時値データを付加するときは [ON] を設定します。付加される瞬時値デー

タは、E メール送信時の瞬時値です。

・ 送信元 URL 付加
	 送信元の URL を付加するときは [ON] を設定します。Web サーバが有効のとき付加し

ます。

・ 題名
	 メールの題名を 32 文字までの半角英数字で入力します。初期値は Alarm_summary

です。

・ ヘッダ 1、ヘッダ 2
	 ヘッダ 1、ヘッダ 2 を 64 文字まで入力できます。

・ 送信アラーム動作 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 アラームの発生時と解除時にEメール送信するときは[ON+OFF]を選択します。アラー

ムの発生時だけ E メールを送信するときは [ON] を選択します。

・ 題名へのタグ／チャネル付加 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 [ON] を選択すると、題名にタグ No. を付加します。タグ No. が設定されていないと

きはチャネル番号を付加します。
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定刻

指定時刻でのメール送信について設定します。

・ 送信先
	 メール送信先を設定します。送信先 1、送信先 2 のそれぞれで、メールを送信すると

きは [ON]、送信しないときは [OFF] を選択します。

・ インターバル
	 送信先 1、送信先 2 のそれぞれにメールを送信する間隔を 1/2/3/4/6/8/12/24 時間か

ら選択をします。

・ 基準時刻
	 送信先 1、送信先 2 のそれぞれにメールを送信する時間間隔の基準となる時刻を入力

します。

・ 瞬時値データ付加、送信元 URL 付加、題名、ヘッダ
	 アラームメールの説明を参照してください。題名の初期値は Periodic_data です。

システム

	 	 	

停電からの復帰時、メモリエンド時、エラー発生時、ユーザ無効発生時 ( 拡張セキュリティ
機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX だけ ) でのメール送信について設定します。

・ 送信先
	 メールの送信先について設定します。	 送信先 1、送信先 2 のそれぞれで、メールを

送信するときは [ON]、送信しないときは [OFF] を選択します。

・ 送信元 URL 付加、題名、ヘッダ
	 アラーム発生時の送信メール内容と同じです。題名の初期値はSystem_warningです。



7-103IM WX101-01

7.7　DX1000、DX2000 を設定する

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

レポート

レポート作成時でのメール送信について設定します。

・ 送信先
	 送信先を設定します。送信先1、送信先2のそれぞれで、メールを送信するときは[ON]、

送信しないときは [OFF] を選択します。

・ 送信元 URL 付加、題名、ヘッダ
	 アラーム発生時の送信メール内容と同じです。題名の初期値は Report_data です。
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SNTP クライアント

	 	 	

・ 使用
	 SNTPクライアント機能を使うときは [使用 ]、使わないときは [未使用 ]を選択します。

[ 使用 ] を選択すると、SNTP クライアントの設定項目が表示されます。

・ SNTP サーバ名
	 ファイルの転送先の SNTP サーバ名を 64 文字以内の半角英数字で設定します。

・	 DNS を使用しているときは、サーバ名としてホスト名を設定できます。
・	 IP アドレスを設定することもできます。このときは DNS を必要としません。

・ ポート番号
	 ファイルの転送先のSNTPサーバのポート番号を1〜65535までの範囲で設定します。

初期値は 123 です。

・ 問い合わせ間隔
	 サーバへの時刻同期の間隔を OFF/1/8/12/24 時間から選択します。OFF のときは、ソ

フトキーによる操作で時刻合わせをすることができます。DX1000/DX2000 とサーバ
の時刻の差が 10 分以上異なるとき、時刻修正を実行しません。

・ 基準時刻
	 問い合わせのときの基準となる時刻を設定します。

・ タイムアウト時間
	 問い合わせのとき、SNTP サーバからの返答を待つ時間を 10/30/90 秒から設定します。
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・ メモリスタート時調整
	 メモリスタート時に SNTP による時刻調整を行うときは [ON]、行わないときは [OFF]

を選択します。

サーバ機能

	 	 	

・ FTP サーバ
	 DX を FTP サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択します。

・ Web サーバ
	 DX を Web サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択します。

 ・ オペレータ有無
	 オペレータページを設定するときは [ON] を選択します。

 ・ オペレータアクセス認証
	 	アクセス認証を使用するときは [ON] を選択します。オペレータページを表示する

のに、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。この機能を使用する
には、[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ 通信セキュリティ ] を [Login]
に設定し、[ ユーザ登録 ] でユーザーを設定しておく必要があります。拡張セキュ
リティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX では、[ ユーザ登録 ] を本体で設定します。

 ・ オペレータコマンド入力
	 メッセージの書き込みをするとき [ 使用 ]、しないとき [ 未使用 ] を選択します。

拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX では使用できません。[ 未使用 ]
に固定です。

 ・ モニタ有無
	 	ブラウザソフトでモニタページを表示するときは [ON]、使用しないときは [OFF]

を選択します。

 ・ モニタアクセス認証
	 オペレータページの設定と同様です。

・ SNTP サーバ
	 DX を SNTP サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択します。

・ Modbus サーバ
	 DX を Modbus サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択し

ます。

・ EtherNet/IP サーバ (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )
	 EtherNet/IP サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択します。
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コネクション制限 (DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )

	 	 	

Modbus サーバ
・ コネクション制限
	 コネクション制限を使用するときは [ 有 ] を選択します。

・ 許可する IP アドレス
	 DX1000/DX2000のModbusサーバ機能に接続できるIPアドレスを制限する場合に[使

用 ] を [ON] にして [ 許可する IP アドレス ] に IP アドレス (0.0.0.0 〜 255.255.255.255)
を設定します。ホスト名は入力できません。

	 ここで設定した IP アドレス以外は、DX1000/DX2000 の Modbus サーバ機能に接続で
きません。
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パスワード管理機能 ( 拡張セキュリティ機能 ( 付加仕様、/AS1) 付きの DX だけ )

	 	 	

認証キー
・ ホストプリンシパル名
	 KDC サーバに登録されている DX のアカウント名です。20 文字以内の英数字で設定

します。

・ レルム名
	 KDC サーバと DX が属するドメイン名です。64 文字以内の英数字で設定します。

・ パスワード
	 KDC サーバにアクセスするときのパスワードを 20 文字以内の英数字で設定します。
「**********」と表示されます。

・ 暗号化方式
	 サーバと共通の暗号化方式を、[AES128]、[AES256]、または [ARC4] から選択します。

[ARC4](ARCFOUR)	は、RC4 と互換性のある暗号化アルゴリズムです。

接続先
プライマリとセカンダリの KDC サーバを指定できます。

・ KDC サーバ名
	 KDC サーバ名です。64 文字以内の英数字で設定します。

・ ポート番号
	 1 〜 65535 の範囲で設定できます。特に指定がなければ初期値のままとします。初期

値は 88 です。
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シリアル通信

	 	 	

RS-232 の場合
・ ボーレート
	 1200/2400/4800/9600/19200/38400(bps) の中から選択します。

・ パリティ
	 パリティチェックの方式を Odd/Even/None から選択します。

・ データ長
	 7/8(bit)から選択します。バイナリ形式でデータを出力するときは、8を選択してください。

・ ハンドシェイク
	 Off:Off/XON:XON/XON:RS/CS:RS から選択します。

・ アドレス
	 Modbus プロトコルのとき、1 〜 99 から入力します。汎用通信プロトコルのときは

設定しません。

・ プロトコル
選択肢 説明
Normal 汎用通信プロトコル
Modbus Modbus スレーブ
Master Modbus マスタ *

Barcode Barcode プロトコル。拡張セキュリティ機能 (/AS1) 付きの DX だけ。
*		Modbus マスタ選択時は、モドバスマスタの設定が必要です。次ページをご覧ください。

RS-422/RS-485 の場合
・ ボーレート
	 1200/2400/4800/9600/19200/38400(bps) の中から選択します。

・ データ長
	 7/8(bit)から選択します。バイナリ形式でデータを出力するときは、8を選択してください。

・ パリティ
	 パリティチェックの方式を Odd/Even/None から選択します。

・ ハンドシェイク
	 設定しません。

・ アドレス
	 1 〜 99 から選択します。

・ プロトコル
	 RS-232 の場合と同じです。
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モドバスマスタ

	 	 	

モドバスマスタの設定は、[ 基本設定 ] タブの [ シリアル通信 ]>[ シリアル通信 ] の [ プ
ロトコル ] を [Master] に設定すると有効になります。

基本設定
・ 通信周期
	 データを読み込む周期の設定を 125ms/250ms/500ms/1s/2s/5s/10s から選択します。

・ タイムアウト時間
	 コマンドのタイムアウト時間を、125ms/250ms/500ms/1s/2s/5s/10s/1min から選択

します。

・ リトライ数
	 スレーブから応答がないときの再送信回数を OFF/1/2/3/4/5/10/20 から選択します。

・ コマンド待ち時間
	 コマンド間の待ち時間を、OFF/5ms/10ms/15ms/45ms/100ms から選択します。

・ 自動復帰
	 通信停止からの自動復帰時間を、OFF/1min/2min/5min/10min/20min/30min/1h か

ら選択します。

コマンド設定
・ コマンド番号
	 設定するコマンド番号を 1 〜 8 と 9 〜 16 から選択します。

・ コマンド
送信コマンドの動作を選択します。
選択肢 説明
Read 拡張チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) へスレーブから読み込み
R-Math 通信入力データ (32 ビット浮動小数点型 ) へスレーブから読み込み
Write 測定チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) をスレーブに書き込み
W-Math 演算チャネル ( 符号付 32 ビット整数型 ) をスレーブへ書き込み
Exchange-M 通信入力データ (32 ビット浮動小数点型 ) へサーバから読み込み / カスタ

ムディスプレイから値をサーバへ書き込み ( リリースナンバー 4 以降 )
[Read] は DX2000 の拡張チャネル ( 付加仕様、/MC1) 装着時に選択できます。
[R-Math]、[W-Math]、[Exchange-M] は演算機能 ( 付加仕様、/M1、/PM1) 装着時に選択できます。
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・ 先頭チャネル / 最終チャネル ( マスタチャネル番号 )
	 入出力先頭チャネル番号と終了チャネル番号を入力します。コマンドの種類に対応し

たチャネル番号を指定します。
	 Read：201 〜 440、R-Math：C01 〜 C60、Write：1 〜 48、W-Math：101 〜 160	

Exchange-M( リリースナンバー 4 以降 )：C01 〜 C60

・ アドレス
	 スレーブ機器のアドレスを 1 〜 247 から入力します。

・ レジスタ
	 スレーブのレジスタ番号を設定します。
	 入力レジスタは 30001 〜 39999 と 300001 〜 365536、
	 保持レジスタは 40001 〜 49999 と 400001 〜 465536 から入力します。
	 コマンドの種類により、設定できるレジスタ番号が異なります。DX1000/DX1000N/

DX2000 通信インタフェースユーザーズマニュアル (IM	04L41B01-17) の 6.3 節をご覧
ください。

・ タイプ
	 INT16/UINT16/INT32_B/INT32_L/UINT32_B/UINT32_L/FLOAT_B/FLOAT_L から選択し

ます。
	 コマンドの種類により、設定できるタイプが異なります。DX1000/DX1000N/DX2000

通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM	04L41B01-17)の6.3節をご覧ください。
	 DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 のモデルから、測定チャネルデータ、演算チャ

ネルデータの書き込み先のデータ型として、FLOAT が追加されました。

PROFIBUS-DP(DX1000/DX2000 リリースナンバー 3 以降 )

	 	 	

PROFIBUS-DP 設定
・ ノードアドレス

0 〜 125 の範囲で設定します。
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使用可能な文字

入力種類一覧
種類	 使用可能文字	 項目

英数字 記号 1 バイト
カナ

2 バイト
日本語

任意文字列	 ○ ○ ○ ○ タグ、グループ名、コメント
ボックス、Web レポートレイ
アウトタイトル / 項目名称

○ △ ○ ○ バッチフィールドタイトル／
文字、ファイルヘッダ、メー
ルヘッダ

英数字文字列	 ○ ○ × × 単位、ユーザ名、パスワード、
アカウント、タグ No.

○ ○ ([,] 含む ) × × 演算式
マシンアドレス	 ○ △ × × 		ホスト名、ドメイン名、サー

バ名、ドメインサフィックス
メールアドレス ○ △ × × 送信先、送信元
サブジェクト ○ △ × × 	メールの題名
ファイルパス名	 ○ △ × × ファイル名、ディレクトリ名、	

イニシャルパス

「○」、「△」は、その文字種が使用可能であることを示します。
「△」は、入力できても実際に使えない文字が存在することを示します。
1 バイトカナと 2 バイト日本語は、「環境設定」の「表示言語」が日本語の場合のみ有効
です。第 1 水準の漢字を使用できます。
ファイルパス名には、「*、+、.、/」を使用できません。
演算式は、文法によって記述方法が定義されています。

1 バイトで表現される英数字、記号、1 バイトカナにおいて使用可能な文字を以下に示
します。

文字コード表
HEX 英数字、記号	 1 バイトカナ

0x 1x 2x 3x 4x 5x 6x 7x	 8x 9x Ax Bx Cx Dx	 Ex Fx
0	 (SP) 0 @ P p	 ｰ ﾀ ﾐ
1	 1 A Q a q	 ｱ ﾁ ﾑ
2	 2 B R b r	 ｲ ﾂ ﾒ
3	 # 3 C S c s	 ｳ ﾃ ﾓ 	 	
4	 4 D T d t	 ｴ ﾄ ﾔ
5	 % 5 E U e u	 ｵ ﾅ ﾕ
6	 6 F V f v	 ｦ ｶ ﾆ ﾖ
7	 7 G W g w	 ｧ ｷ ﾇ ﾗ
8	 ( 8 H X h x	 ｨ ｸ ﾈ ﾘ
9	 ) 9 I Y i y	 ｩ ｹ ﾉ ﾙ
A	 * J Z j z	 ｪ ｺ ﾊ ﾚ
B	 + K [* k ｫ ｻ ﾋ ﾛ
C	 L l ｬ ｼ ﾌ ﾜ 	
D	 - M ]* m ｭ ｽ ﾍ ﾝ
E	 . N (゜) n ｮ ｾ ﾎ ﾞ
F	 / O _ o ｯ ｿ ﾏ ﾟ

「(SP)」は、スペースです。
「( ゜ )」は、温度記号です。PC では「^」で入力し、「^」と表示されます。
* の「[」と「]」は、演算式でのみ有効です。
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DX1000/DX2000 のシステム構成を変更する
設定対象となる DX1000/DX2000 に合わせて、オプションの有無などのシステム構成を
変更するもので、必要に応じて実施します。
ダイアログボックスシステム構成の変更は、最初に行ってください。
システムの変更は「レコーダ一覧」ウインドウに反映されます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面で、DXAdvenced ウインドウを開き、メニューバーの「シ

ステム」-「システム構成」を選択します。

	 「システムの構成」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 設定対象の DX1000/DX2000 に合わせて、設定を変更します。

	 タブ画面の設定項目は、ここでの設定内容を反映したものとなります。

3. 	 設定が完了したら「OK」ボタンを押します。
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7.8 MV1000、MV2000 を設定する

システム構成を変更して設定情報を作成する場合は、最初に「MV1000/MV2000 のシス
テム構成を変更する」(7-140 ページ ) を実行してください。

設定を編集する
MV1000、MV2000 の設定ウインドウを表示し、設定内容タブをクリックするか、メニュー
バーのメニューから設定項目を選択します。
設定不能項目は、項目がグレー表示となり、入力できません。
各設置項目の詳細については、MV1000/MV2000 のマニュアルを参照ください。
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測定チャネル、拡張チャネルを設定する
拡張チャネルの設定については、測定チャネルの項目と同様に設定してください。
また、測定チャネルの設定画面は、一例ですので、実際の画面と異なる部分があります。

このタブを選択 
チャネルごとに設定するときダブルクリック 

差演算 
スケール 

開平演算 

入力の種 
類を選択 

レンジ/タイプの選択 

アラームの種類を選択 

リレー番号を選択 

移動平均のサンプリング回数を入力 

部分圧縮拡大のON/OFF 

差演算の基準チャネルを選択 

スパンを設定 スケールを入力 

スケールの単位を入力 
アラーム値を入力 

タグ名を入力 

アラームディレイ時間を入力 

表示ゾーンを入力 

グラフの設定を選択 チャネルの表示色を選択 

先頭チャネルの設定をコピー 一括設定 
すべてのチャネルをOFF 初期値を設定 

先頭チャネルの設定をコピー 
設定可能な値の最小値にする 

設定可能な値の最大値にする 

一斉ON/OFF 

検出ON/OFFを選択 
ローカットの 
設定 

グリーンバンドの設定 

マーク種類を選択する 
スケール表示ON/OFFの選択 

マーク色を設定する 

クリックして入力値補正の設定をする
(7-95ページを参照)
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入力の種類 ( モード、レンジ / タイプ )
モードと、差演算 / スケールリング / 開平演算との対応は以下のとおりです。
モード 差演算 / スケールリング / 開平演算

OFF DELTA SCALE SQRT
SKIP ○ × × ×
VOLT ○ ○ ○ ○
TC ○ ○ ○ ×
RTD ○ ○ ○ ×
DI ○ ○ ○ ×
1-5V × × ○ ×

レンジ / タイプは、上記の設定によってリストボックスの内容が変わります。

・ スパン下限、スパン上限 
	 入力範囲です。設定可能範囲は画面に表示されます。

Note
・. [ スパン下限 ] と [ スパン上限 ] に、同じ値を設定することはできません。
・[ モード ] が [1-5V]、[Sqrt] のとき、[ スパン下限 ] ＜ [ スパン上限 ] でのみ設定できます。

リニアスケーリング (SCALE)
単位を変換して測定値とします。

・ スケール下限、スケール上限 
	 単位変換後の入力範囲です。設定可能範囲は –30000 〜 30000 です。

・ 小数点
	 小数点以下の桁数を、4 桁以内に設定します。

Note
・. MV では、[ スケール下限 ] と [ スケール上限 ] の設定値から小数点を除いた数値幅に、測定

したデータを換算します。たとえば、スケール設定が「–5 〜 5」の場合は「10」、スケール
設定が「–5.0 〜 5.0」の場合は「100」の幅で換算します。この場合、「10」の幅で換算し
た値の分解能は、「100」の幅で換算した値より粗くなります。画面表示が粗くならないよ
うに、この値がなるべく「100」より大きくなるように設定してください。

・. [ スケール下限 ] と [ スケール上限 ] に、同じ値を設定することはできません。
・. [ モード ] が [1-5V]、[Sqrt] のとき、[ スケール下限 ] ＜ [ スケール上限 ] でのみ設定できます。

差演算 (DELTA)
基準チャネルとの入力の差を表示します。
レンジ / タイプの異なるチャネル間で差演算をすると、演算した結果の小数点位置は差
演算を設定したチャネルの小数点位置になります。基準チャネルの小数点以下の桁数が
差演算に設定したチャネルより多い場合は、差演算に設定したチャネルの小数点以下の
桁より下の値を四捨五入してから演算を行います。

基準
差演算のときの基準チャネルです。

開平演算 (SQRT)
入力の平方根を演算 / 表示します。入力の種類が VOLT( 電圧 ) のときだけ設定できます。
必要に応じて、スパン / スケール値 / 単位を設定してください。

単位
6 文字以内で単位名を入力します。全角の「度」「μ」「Ω」も使用できます。
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ローカット ( モードが 1-5V のときと、モードが VOLT で開平演算のとき設定可 )
ローカット機能を使用するときは [ON] を選択します。

ローカット点 ( モードが VOLT で開平演算のとき設定可 )
ローカット点を、入力スパンの 0.0% 〜 5.0% の範囲で設定します。

	 	 	

入力値 

開平演算結果 

測定値 

ローカット点 

入力値補正
入力値補正の入力値と出力値を設定します。補正点数(始点と終点を含む)は2〜16です。

	 	 	

クリックすると、選択された行を削除する 
クリックして補正点数だけ設定欄を追加する 

	 	 	

入力 

補正点数 

入力補正点 

Y5 

Y4 

Y3 
Y2 

Y1 

出力 

X1 X2 X3 X4 X5 

条件 
X1 < X2 < X3 < X4 < X5 

入力値、出力値の設定可能範囲
・	 リニアスケーリングが設定されているチャネル
	 –30000 〜 30000( 小数点位置はスケール値の設定と同じ )
・	 それ以外のチャネル
	 レンジの測定可能範囲内の値
	 例：2V レンジのとき、–2.0000 〜 2.0000
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アラーム
チャネルごとに 4 つのアラーム ( アラーム 1 〜アラーム 4) を設定できます。

種類
H/L/h/l/R/r/T/t から選択できます。入力の種類や演算の種類などによって、選択できる
アラームが異なります。詳しくは、MV1000/MV2000 本体マニュアルの 3 章をご覧くだ
さい。

アラーム値
設定した値を境にアラームを発生させます。アラーム値の設定範囲は、入力の種類やレ
ンジなどによって異なります。

アラームディレイ
アラームディレイ時間を、1 秒〜 3600 秒の範囲の整数で設定します。
測定値がアラーム設定値以上または以下になっている状態が、設定した時間 ( ディレイ
時間 ) 継続するとアラームを発生させます。

Note
MV1000/MV2000 本体の仕様は以下のとおりです。
・. アラームディレイ時間は、測定周期の整数倍の値をとります。たとえば、測定周期が 2 秒

の場合にアラームディレイ時間を 5 秒に設定すると、実際のアラームディレイ時間は 6 秒
になります。

・. ディレイアラームには以下の特殊な動作があります。
. ・.演算チャネルにディレイアラームを設定し、演算値がアラーム設定値を超えた状態で

演算をストップすると、設定時間 ( ディレイ時間 ) 経過後にアラームが On になります。
. ・.停電が発生したときは、アラーム検出動作はリセットされます。電源復帰後、改めて

アラーム検出動作を開始します。
. ・.ディレイ上限アラームのアラーム設定値を変更した場合、設定前にアラームが発生し

ていて入力が新しい設定値以上のとき、アラーム発生が継続されます。そのほかの場
合は、新しい設定値でアラーム検出動作を開始します。ディレイ下限アラームも同様
です。

アラームリレー
リレー出力をするときは、出力リレー番号を選択します。リレー出力をしないときは、
[NONE] を選択します。

検出
[ 基本設定 ] タブの [ 詳細設定 ] の、[ アラーム未検出機能 ] を [ON] に設定したとき、設
定できます。
アラームが発生したときにアラーム発生を知らせる表示をする [ON] か、しない [OFF] か
を選択します。[OFF] にすると、アラームが発生したときに、アラーム出力リレーや内
部スイッチに出力しますが、アラーム発生表示は行いません。また、アラームサマリに
も記録されません。

移動平均
使用するときは、サンプリング回数 (2 〜 400) を選択します。

タグ
16 文字まで入力できます。
チャネル番号の替わりにタグ名を設定して、画面に表示できます。
画面にチャネル名を表示するか、タグ名を表示するかの設定は、[ 基本設定 ] タブの [ 環
境設定 ]	-	[ 詳細設定 ] の [ タグ ] の設定で指定します。
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メモリサンプル
ON( 記録する )、または OFF( 記録しない ) を設定します。

表示ゾーン
各チャネルの波形を画面のどの範囲に表示するかを設定できます。
下限値および上限値とも、表示スケール上の位置 (％ ) を設定してください。
ゾーンの設定条件は以下のとおりです。
・	 設定範囲：0% 〜 100%
	 下限値	<	上限値
・	 下限値と上限値の差：5 以上

グラフ
分割数/バーグラフ/スケールについて詳しくは、MV1000/MV2000本体マニュアルの5.7
節をご覧ください。

スケール表示位置
トレンド表示でのスケール表示位置を1〜10(MV2000)、1〜6(MV1000)から選択します。
スケールを表示しないときは [Off] を設定します。

スケール分割位置
スケールの親目盛りによる分割数を [4] 〜 [12] および [C10] から選択します。
C10	 スケールが親目により 10 等分割され、「0」、「30」、「50」、「70」、および	 	
「100」% の位置に目盛り数値が表示されます。

バー表示位置
「標準」、「中央」、[ 下限 ]、または [ 上限 ] から選択します。

バー分割数
バーグラフ表示のスケールの分割数を選択します。

部分圧縮拡大
境界位置
部分圧縮拡大をする境界値を設定します。設定範囲は、1 〜 99％です。

境界値
圧縮部と拡大部の境界にする値を「スパン最小値＋ 1digit」〜「スパン最大値 –1digit」
の範囲で設定します。リニアスケーリングが設定されているチャネルの場合の設定範囲
は「スケーリング最小値＋ 1digit」〜「スケーリング最大値 –1digit」になります。
例：	 入力レンジ：–6V 〜 6V、位置：30、境界値：0
	 	 「–6V 〜 0V」が「0% 〜 30%」の範囲に、「0V 〜 6V」が「30% 〜 100%」の範囲	

	 に表示されます。
設定条件は、測定チャネルと演算チャネルで次のように異なります。
・	 測定チャネル

SCALE、SQRT を使用していない時	 ：スパン最小値＜境界値＜スパン最大値
SCALE、SQRT を使用している時	 ：スケール最小値＜境界値＜スケール最大値

・	 演算チャネル
	 スパン最小値＜境界値＜スパン最大値

Note
部分圧縮拡大の設定が有効なのは、[基本設定 ]タブの [詳細設定 ]の [部分圧縮 ]が [ON]になっ
ているときです。
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表示色
各チャネルの表示色を 24 色から選択できます。

グリーンバンド
測定範囲の指定した部分を、スケール上にカラーバンドで表示します。バーグラフ表示
と共通の設定です。

領域
選択肢 説明
内側 エリア内をカラーバンドで表示します。
外側 エリア外をカラーバンドで表示します。
OFF この機能を使用しません。

表示色
表示色を設定します。

下限、上限
表示位置を指定します。設定スパンまたはスケール範囲内の値を設定します。
下限	 エリアの下限です。
上限	 エリアの上限です。

アラーム設定点マーク
マーク種類
選択肢 説明
アラーム 通常は緑、アラーム発生時は赤で表示します。
固定 固定色で表示します。

スケール表示
スケール上にアラーム設定点マークを表示するときは [ON] を選択します。

マーク色
[ マーク種類 ] が [ 固定 ] の場合、アラーム設定点マークの表示色を指定します。

設定内容のコピー / 貼り付け
[ コピー詳細 ]でチェックした項目を、コピー /貼り付けできます。チャネル番号をクリッ
クして、コピー / 貼り付け対象を選択します。
複数のチャネルをコピー元にするときは、チャネル番号をドラッグして、コピーする範
囲を指定します。同様に、複数のチャネルをコピー先にするときは、その範囲のチャネ
ル番号をドラッグします。
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チャネルごとの設定

	 	 	

2. クリックしたチャネルの設定画面が開く

1. 設定するチャネルをダブルクリック

設定可能な値の最大値に設定する 

設定可能な値の最小値に設定する 

拡張チャネルの場合

	 	 	

測定チャネルタブの各項目をチャネルごとに設定できます。各項目の設定内容は、スプ
レッドシート上で設定するときと同じです。詳しくは、各項目の該当するページをご覧
ください。
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演算チャネルを設定する
チャネルごとに設定するときクリック 

このタブを選択 

TLOG設定 長時間移動平均の設定

タグ名を入力 
アラームディレイ時間を入力 

表示ゾーンを入力 

グラフの設定を選択 部分圧縮拡大のON/OFF 

チャネルの表示色を選択 

演算のON/OFF 小数点以下の 
桁数を選択 

演算式を 
入力 

スパンを設定 
単位を入力 演算式で使う 

定数を入力 

先頭チャネルの設定をコピー

初期値を設定 一斉ON/OFF 

アラーム種類を選択 

グリーンバンドの設定 

マーク種類を選択する 
スケール表示ON/OFFの選択 

マーク色を設定する 

アラーム値を入力 
リレー番号を選択 

検出ON/OFFを設定 
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演算の ON/OFF
各演算チャネルに対して、演算をする / しないを設定します。

演算式の設定
120 文字以内で入力します。変数や定数の一覧を表示して、対象となる変数や定数を
クリックするだけで、演算式に記述できます。演算式について詳しくは、MV1000/
MV2000 のマニュアルをご覧ください。

	 	 	

タブをクリックして、
その項目の一覧を表示

スパン、小数点
表示の上下限値を設定します。
設定範囲は、–9999999 〜 99999999 です。また、小数点以下の桁数は、4 桁以内に設定
します。

単位
6 文字以内で単位名を入力します。

TLOG
・ タイマ種類
	 タイマまたはマッチタイムタイマを選択します。

・ タイマ番号
	 使用するタイマまたはマッチタイムタイマの番号を選択します。

・ 積算単位
	 測定値の単位に合わせて [/s]、[/min]、[/h] から設定します。
	 例：測定値の単位が「m3/min」のときは [/min] を選択します。
	 OFF	 測定周期ごとの測定データをそのまま積算します。

・ リセット
	 TLOG 演算値をインターバルごとにリセットするときは、[ON] を選択します。

アラーム / タグ
測定チャネルの設定と同じです。詳しくは 7-95 ページをご覧ください。
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長時間移動平均
・ ON/OFF
	 演算結果を移動平均するときは、[ON] を選択します。

・ サンプリング間隔
	 移動平均時のサンプリング間隔を選択肢の中から選択します。サンプリング間隔は、

測定周期の整数倍の値をとります。たとえば、測定周期が 2 秒の場合に、サンプリン
グ間隔を 5 秒に設定すると、実際のサンプリング間隔は 6 秒になります。

・ サンプリング数
	 移動平均時のサンプリングデータ数を 1 〜 1500 の整数で設定します。
	 「サンプリング間隔×サンプリングデータ数」が移動平均時間になります。

Note
MV1000/MV2000 本体の仕様は以下のとおりです。
・. 演算開始直後、移動平均するデータ数が設定したサンプリング数に達していないときは、

得られているデータの平均を算出します。
・. 演算エラーのデータは、長時間移動平均の演算から外されます。
・. 演算データが上下限値を超えた場合、上下限値でクリップして移動平均を計算します。上

下限値は、小数点を除き、「± 100000000」です。小数点位置は、スパン下限の小数点位置
と同じです。

表示ゾーン / グラフ / 部分圧縮拡大 / 表示色
測定チャネルと設定のしかたは同じです。詳しくは 7-96 〜 7-97 ページをご覧ください。

定数
演算式で使用する定数を設定できます。定数は 60 個まで設定できます。
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演算チャネルごとの設定

	 	 	

2. クリックしたチャネルの設定画面が開く

1. 設定するチャネルをダブルクリック

測定チャネル、演算チャネル、拡張チャネルタブページから 
チャネル番号を任意に選択したり、演算子を任意に選択して、 
演算式を作成する 

ここをクリックして演算子のリストを選択すると表示が 
切り替わる 

演算チャネルタブの各項目をチャネルごとに設定できます。各項目の設定内容は、スプ
レッドシート上で設定するときと同じです。詳しくは、各項目の該当するページをご覧
ください。
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一般設定を設定する
グループ

	 	 	

ここをクリックすると、チャネル構成/トリップ 
ラインの設定ダイアログボックスが表示される。 

グループに登録するチャネ
ルを選択したり、トリップラ
インを設定する。

・ 使用
	 使用するグループを [ON] に設定します。

・ グループ名
	 グループ名を設定します。( 半角 16 文字以内 )

・ チャネル構成
	 測定チャネル、演算チャネル(付加仕様、/M1、/PM1)、拡張チャネル(MV2000、付加仕様、

/MC1) の中から設定します。
	 MV2000：最大 10 チャネル、MV1000：最大 6 チャネル

Note
・. トレンド表示、ディジタル表示、バーグラフ表示は、設定したチャネル順に表示されます。
・. ひとつのチャネルを複数のグループに割り付けることができます。
・. ひとつのグループの中に同じチャネルを 2 回以上割り付けることはできません。
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トリップライン
トレンド表示で、波形表示範囲の指定した位置にラインを表示します。

・ 使用
	 表示するトリップラインを [ON] に設定します。

・ 表示位置
	 表示幅の 0 〜 100% で設定します。

・ 表示色
	 表示色の初期値は、赤、緑、青、黄です。変更するときは、24 色から選択します。

・ 線幅
	 トリップラインの線幅をドット数 (1 〜 3) で指定します。

画面設定

	 	 	

T-Y 更新周期
表示データのデータ更新周期 ( サンプリング周期、記録周期 ) を、時間軸 1div あたり時
間で指定します。測定周期より速いサンプリング周期は設定できません。下記の[T-Yファ
イルセーブ周期 ] の表を参照してください。
高速モデル：5s/10s/15s/30s/1min/2min/5min/10min/15min/20min/30min/1h/2h/4h/10h
中速モデル **：15s*/30s/1min/2min/5min/10min/15min/20min/30min/1h/2h/4h/10h

*. 高速モード時だけ。
**. 拡張チャネル (/MC1) 付きの場合、高速モードは使用できません。

T-Y ファイルセーブ周期 ( 表示データを記録するとき )
記録データの 1 ファイルの大きさを選択します。記録データはここで設定したファイル
サイズで区切られます。選択肢は、[ トレンド更新周期 ] の設定値によって変わります。
データ更新周期 5s 10s 15s 30s 1min
サンプリング周期 125ms 250ms 500ms 1s 2s
ファイルのセーブ周
期の選択可能範囲

10 分〜 12 時間 10 分〜 1 日 10 分〜 3 日 10 分〜 7 日 10 分〜 14 日

データ更新周期 2min 5min 10min 15min 20min
サンプリング周期 4s 10s 20s 30s 40s
ファイルのセーブ周
期の選択可能範囲

10 分〜 14 日 10 分〜 31 日 10 分〜 31 日 10 分〜 31 日 1 時間〜 31 日

データ更新周期 30min 1h 2h 4h 10h
サンプリング周期 1min 2min 4min 8min 20min
ファイルセーブ周期
の選択可能範囲

1 時間〜 31 日 1 時間〜 31 日 2 時間〜 31 日 4 時間〜 31 日 8 時間〜 31 日
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第 2 表示更新周期
[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ トレンド更新周期切換 ] を [ON] にする
と有効になります。
第 2 表示更新周期の選択肢は、[T-Y 更新周期 ] の選択肢と同じです。

表示方向
トレンド波形の表示方向を、[ 横 ]、[ 縦 ]、[ ワイド ]、[ 分割 ] から選択します。

スタート時波形消去
選択肢 説明
ON 記録スタート ( メモリスタート ) 時に、表示されている波形を消去します。
OFF 記録スタート ( メモリスタート ) 時に波形を消去しません。

メッセージ方向
メッセージの表示方向を [ 横 ] または [ 縦 ] から選択します。トレンド波形が「縦表示」
のときは [ 横 ] に固定です。

表示桁
[ 標準 ] または [ 詳細 ] から選択します。
詳細	 目盛りの数値が 2 桁表示になる場合に 3 桁表示にすることができます。たとえば、	

	 スケール範囲が「49.0 〜 51.0」の場合、下記のように目盛りの数値が 3 桁で表示	
	 されます。

	 	 	 	 	

現在値表示
現在値をマークまたはバーグラフで表示します。

線幅
トレンド波形の線幅をドット数 (1 〜 3) で指定します。

グリッド
トレンドの波形表示エリアに表示されるグリッドの数を設定します。

選択肢 説明
4 〜 12 表示幅を 4 分割〜 12 分割するグリッドを表示します。
自動 グループの先頭に割り付けられたチャネルのスケール分割数と同じ分割数のグ

リッドを表示します。

バーブラフ表示方向
バーグラフの表示方向を [ 横 ] または [ 縦 ] から選択します。

LCD 輝度
1 〜 6( 初期値：2) から選択します。数値が大きいほど、画面が明るくなります。

バックライトセーバモード
選択肢 説明
Off バックライトセーバを使用しません。
減光 一定時間操作がないと減光します。
消灯 一定時間操作がないと消灯します。
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バックライトセーバ移行時間
1min 〜 1h から選択します。キー操作またはアラーム発生がない状態で設定時間が経過
すると、[ バックライトセーバモード ] で設定した状態になります。

バックライトセーバ復帰要因
選択肢 説明
キー キーを押すと元の明るさに復帰します。
キー / アラーム キーを押す、またはアラーム発生で元の明るさに復帰します。

表示画面背景色
運転画面の背景色を [ 白 ]( 初期値 ) または [ 黒 ] から選択します。

ヒストリカルトレンド背景色
ヒストリカルトレンド表示の背景色を下記から選択します。
選択肢：[ 白 ]、[ 黒 ]( 初期値 )、[ クリーム ]、[ ライトグレー ]

グループ自動切換
切り換え周期を 5s 〜 1min の選択肢から選択します。グループは、グループ 1 →グルー
プ 2 →グループ 3 →・・・の順で切り換わります。

モニタ自動復帰
指定した時間キー操作がなければ、あらかじめ指定した画面に戻します。

選択肢 説明
1min 〜 1h 画面切り換えまでの時間です。
OFF この機能を使用しません。

HISTORY キー動作
・ 動作

選択肢 説明
ヒストリカル キーを押すと、ヒストリカルトレンド表示に切り換わります。
お気に入り キーを押すと、お気に入り登録した画面に切り換わります。

・ 表示グループ表示
選択肢 説明
登録時 お気に入り登録したときの表示グループで表示します。
現状 現在表示されている表示グループで表示します。

・ 時間軸倍率
選択肢 説明
登録時 お気に入り登録したときの時間軸拡大 /	縮小率で表示します。
現状 現在表示されている時間軸拡大 /	縮小率で表示します。
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画面グループ
４画面表示で表示する画面を設定します。MV2000 の機能です。

	 	 	

画面グループの番号

	 	 	

表示するグループを選択 選択可能な画面の種類

表示する画面の種類を選択、または、
画面アイコンをドラッグ＆ドロップ

画面グループ名を入力

グループ名
半角 16 文字まで入力できます。

画面種類
各画面グループは、4 つの画面からなります。各画面に何を表示するのかを選択します。

表示グループ
表示するグループを指定します。
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メッセージ

	 	 	

グループに書き込むメッセージを半角 32 文字以内で入力します。

タイマ

	 	 	

上下の表示領域を変更する

タイマ
イベントアクションで使用するタイマです。演算機能の TLOG 演算にも使用します。
タイマは 4 つ (1 〜 4) 設定できます。

・ 絶対時刻タイマを使用する場合
 種類
	 [ 絶対時刻 ] を選択します。

 時間間隔
	 1min(1 分 ) 〜 24h(24 時間 ) の選択肢の範囲で設定します。

 基準時間
	 0 時〜 23 時の範囲で設定します。

・ 相対時間タイマを使用する場合
 種類
	 [ 相対時間 ] を選択します。

 周期
	 00：01(1 分 ) 〜 24：00(24 時間 ) の範囲で設定します。
	 時：	 0 〜 24 の範囲で設定します。
	 分：	 0 〜 59 の範囲で設定します。
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 演算スタート時リセット
	 ON	 	演算スタート時にタイマをリセットします。タイマのタイムアップにはなりません(そ

のタイマをイベントとして使用していても、アクションを実行しません )。

マッチタイムタイマ
イベントアクションで使用する時刻一致条件を設定します。演算機能の TLOG 演算にも
使用します。マッチタイムタイマは 4 つ (1 〜 4) 設定できます。

・ 種類
	 毎日	 	 1 日の時刻一致条件を設定します。
	 毎週	 	 1 週間の時刻一致条件を設定します。
	 毎月	 	 1 か月間の時刻一致条件を設定します。
	 毎年	 	 1 年間の時刻一致条件を設定します。
	 種類の設定値により、下表の 4 項目を設定します。

設定項目 種類
毎日 毎週 毎月 毎年

月 
日  
曜日 
時分    

・ 月、日、曜日、時分
	 月、日、曜日を設定します。[ 時分 ] には時刻を 00：00 〜 23：59 の範囲で設定します。

・ タイマ動作
	 単発	 一回条件が成立すると、以後は動作しません。
	 繰返	 毎回指定時刻に条件成立となります。
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マニュアルサンプル
拡張チャネル ( 付加仕様、/MC1) 付きの MV2000 の場合、マニュアルサンプルの対象チャ
ネルを指定します。そのほかの機種では、全チャネルがマニュアルサンプルの対象なの
で、この設定はありません。

	 	 	

ここをクリックすると、チャネル選択ダイアログボックスが 
表示される 

チャネル選択ダイアログボックス 

選択範囲の先頭の番号に+1しながら設定する 
選択範囲を一斉にON/OFFする 

ドラッグして選択範囲を指定する 

マニュアルサンプル番号
001 〜 120 から選択します。この順番でチャネルの瞬時値を出力します。

マニュアルサンプル
・ 使用
	 マニュアルサンプル番号にチャネルを割り付けるときは [ON] を設定します。

・ チャネル番号
	 測定チャネル、演算チャネル ( 付加仕様、/M1、/PM1)、または拡張チャネル ( 付加仕

様、/MC1) のチャネル番号を選択します。
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イベントアクション

	 	 	

イベントアクション番号
40 まで設定できます。

イベント
アクションを実行する条件です。

選択肢 設定内容
無 使用しません。
リモート リモート制御入力端子番号を選択します。
リレー アラーム出力リレー番号を選択します。
スイッチ 内部スイッチ番号を選択します。
タイマ タイマ番号を選択します。
マッチタイムタイマ マッチタイムタイマ番号を選択します。
アラーム -
ユーザキー -

アクション
イベントが発生したときに実行する動作です。

選択肢 説明
メモリスタート / ストッ
プ

-

メモリスタート -
メモリストップ -
トリガ イベントデータを記録する設定のときに指定できます。
アラーム ACK イベントが [ 出力リレー ]、[ 内部スイッチ ]、または [ アラーム ]

のときは指定できません。
演算スタート / ストップ 付加仕様、/M1、/PM1 です。
演算スタート 付加仕様、/M1、/PM1 です。
演算ストップ 付加仕様、/M1、/PM1 です。
演算リセット 付加仕様、/M1、/PM1 です。
表示データ保存 表示データを記録する設定のときに指定できます。
イベントデータ保存 イベントデータを記録する設定のときに指定できます。
メッセージ 書き込むメッセージのメッセージ番号と、メッセージ書込み先を

指定します。メッセージ書込み先は、すべてのグループ (All) か
書込み先グループ番号で指定します。

スナップショット -
更新表示周期切り替え トレンド更新周期と第 2 トレンド更新周期を切り換える機能を

有効に設定しているときに指定できます。
マニュアルサンプル -
タイマリセット イベントが [ タイマ ] のときは指定できません。
グループ切り替え 表示するグループのグループ番号を指定します。
フラグ 付加仕様、/M1、/PM1 です。
時刻合わせ イベントが [ リモート ] のときだけ指定できます。
パネルロード イベントが [ リモート ] のときだけ指定できます。
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ファイル

	 	 	

ディレクトリ名
データを保存する記憶メディア上のディレクトリ名を設定します。( 半角 20 文字以内 )
使用できる記号	 	 	：#、%、(、)、+、-、.、@、ｰ、_
使用できない文字列	：	AUX、CON、PRN、NUL、CLOCK、COM1〜COM9、LPT1〜LPT9

ヘッダ
データファイルに書き込むヘッダコメントを設定します。( 半角 50 文字以内 )

構成
データを保存するときのファイル名の構成を設定します。

選択肢 説明
日付 連番＋ユーザー指定文字列＋日付
連番 連番＋ユーザー指定文字列
バッチ名 連番＋バッチ名 ( バッチ機能を使用する場合 )

指定ファイル名
ユーザー指定文字列を設定します。( 半角 16 文字以内 )
使用できる記号：#、%、(、)、+、-、.、@、ｰ、_

ファイル形式
選択肢 説明
テキスト 表示データファイル、イベントデータファイルはテキスト形式です。
バイナリ 表示データファイル、イベントデータファイルはバイナリ形式です。

フィールドタイトル、フィールド文字列
文字列を設定します。
フィールドタイトル：半角 20 文字以内、フィールド文字列：半角 30 文字以内
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イベントデータ

	 	 	

イベントデータに関する設定は、[基本設定]タブの [環境設定]>[基本設定環境]の [デー
タ種類 ] を [E+D] か、または [Event] に設定すると有効になります。

サンプルレート
データの記録周期を選択します。[ データ長 ] の説明をご覧ください。	測定周期より早
いサンプルレートは設定できません。

モード
選択肢 説明
Free 常時データを記録します。
SingleTrigger トリガ条件が成立するとデータを記録します (1 回のみ )。
RepeatTrigger トリガ条件が成立するたびにデータを記録します。

データ長
記録データの 1 ファイルの大きさを選択します。記録データはここで設定したファイル
サイズで区切られます。設定できるデータ長は、[ サンプルレート ] の設定値によって変
わります。
サンプルレート 25ms* 125ms 250ms 500ms 1s
データ長の選択可
能範囲

10 分〜 4 時間 10 分〜 1 日 10 分〜 2 日 10 分〜 3 日 10 分〜 7 日

サンプルレート 2s 5s 10s 30s 1min
データ長の選択可
能範囲

10 分〜 14 日 10 分〜 31 日 10 分〜 31 日	 1 時間〜 31 日 1 時間〜 31 日

サンプルレート 2min	 5min	 10min
データ長の選択可
能範囲

1 時間〜 31 日 1 時間〜 31 日 1 時間〜 31 日

*	MV1004、MV1008、MV2008 で選択できます。

プリトリガ
トリガ成立前のデータを記録するときにその範囲を指定します。データ長に対する % 値
を [0]、[5]、[25]、[50]、[75]、[95]、[100]％の中から選択します。トリガ成立前のデー
タを記録しないときは [0]％を選択します。

トリガソースキー
キー操作でトリガを与えるとき [ON] を選択します。
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カスタムメニュー
メニュー
DISP/ENTER キーを押したときに表示される画面メニューです。

	 	 	

選択されている項目を削除する

選択された項目の下に、項目を追加する
クリックすると、画面右側にサブメニューが表示される

サブメニュー

クリックして選択する

設定中のメインメニューの種類

左右の表示領域を変更する

ファンクション
FUNC キーを押したときに表示されるメニューです。
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基本設定を設定する
環境設定

基本環境設定

	 	 	

・ データ種類
	 Display	 表示データを記録します。
	 E+D	 	表示データとイベントデータを記録します。[ 基本設定 ] タブの [ 環境設

定 ]>[ 詳細設定 ] の [ トレンド更新周期切換 ] が [ON] のときは選択でき
ません。

	 Event	 イベントデータを記録します。

・ タイムゾーン
	 MV1000/MV2000 を使用する地域のタイムゾーンを、世界標準時との時差で設定しま

す。
・ 徐々に修正する限界値

	 	 	 	
▽ 

徐々に修正する限界値 

現在時刻 指定時刻 

	 MV1000/MV2000 の時刻との時間差が、±( ここで設定した値 ) 以内　の時刻を指定
したときだけ、MV1000/MV2000 の時刻を徐々に修正します。それ以外の場合は、直
ちに時刻を修正します。
選択肢 説明
10s 〜 5min 時間差の限界値です。
OFF 時刻を徐々に修正する機能を使いません。

例：	 [ 徐々に修正する限界値 ] を [10s] に設定し、MV1000/MV2000 の時刻が 10 時 21
分 15 秒のとき、10 時 21 分 5 秒〜 10 時 21 分 25 秒の範囲にある時刻を変更後
の時刻として指定すると、MV1000/MV2000 本体の時刻を徐々に修正します。

・ 日付フォーマット
選択肢 表示例
年／月／日 2005/11/30
月／日／年 11/30/2005
日／月／年 30/11/2005
日．月．年 30.11.2005

 適用範囲
	 画面での表示に適用されます。日付 / 時刻の設定画面、通信による出力データ、デー

タとともに保存される日付、およびデータファイル名の日付のフォーマットは変更さ
れません。
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・ サービスポート
	 最大同時接続数 / 同時使用許可数 ( 同時に使用できるユーザー数 )/MV1000/MV2000

のポート番号を下表に示します。
機能 最大同時接続数 同時使用許可数 ポート番号

管理者 利用者
FTP サーバ 2 2 2*1 21/tcp*3

Web サーバ (HTTP) 1 − − 80/tcp*3

SNTP サーバ − − − 123/udp*3

Modbus サーバ 2 − − 502/tcp*3

機器情報サーバ − − − 34264/udp*2

*1		利用者には使用制限があります。詳細は、MV1000/MV2000 通信インタフェースマ
ニュアル (IM	MV1000-17) をご覧ください。

*2	ポート番号は固定です。
*3		ポート番号の初期値です。1〜65535の範囲で設定できます。特に理由がない限り、

このままでご使用ください。

・ 機器情報出力
	 [ON] に設定した項目に異常が発生するとリレー接点出力します。
	 [ システムの構成 ] 画面で、[FAIL] を [FAIL& アラーム出力リレー ]( 付加仕様、/F2)、

または [FAIL& ステータス出力リレー ]( 付加仕様、/F1) に設定したとき、[ 機器情報出
力 ] の設定項目が表示されます。

詳細設定

	 	 	

・ タグ
選択肢 説明
タグ タグ名を表示します。タグ名が設定されていないチャネルは、チャネル番号

を表示します。
チャネル チャネル番号を表示します。

・ 表示言語
	 表示言語を選択します。

・ 小数点種類
選択肢 説明
ポイント 小数点をポイント「.」で出力します。例：1234.56
カンマ 小数点をカンマ「,」で出力します。例：1234,56

・ バッチ機能
	 バッチ機能を使うときは [ON] を選択します。



7-139IM WX101-01

7.8　MV1000、MV2000 を設定する

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

・ ロット番号桁数
	 ロット番号の桁数を 4、6、8 から選択します。ロット番号を使わないときは [OFF] を

選択します。

・ オートインクリメント
	 ON	 	 次回の測定のロット番号を、自動的に「今回の測定のロット番号＋1」とします。

・ 部分圧縮
	 部分圧縮表示をする [ON]/ しない [OFF] を選択します。

・ トレンド更新周期切換
	 ON	 	 	メモリサンプル中にトレンド更新周期を切り換える機能を有効にします。	

[ 一般設定 ] タブの [ 画面設定 ] の [ 第 2 表示更新周期 ] の項目が有効になり
ます。

*. トレンド更新周期切換が [ON] のときは、[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 基本環境設定 ]
のデータ種類を [E+D] には設定できません。

・ キーからの書き込み方法
選択肢 説明
共通 すべてのグループにメッセージを書き込みます。
個別 表示しているグループにメッセージを書き込みます。

・ 停電
	 ON	 	 	メモリサンプル中に停電し、復帰したときに、自動的にメッセージを書き込	

みます。

・ 変更
	 ON	 	 	トレンド更新周期が切り換えられたときに、切り換え時刻と切り換え後のト	

レンド更新周期をメッセージとして書き込みます。

・ スケールオーバ値検出
選択肢 説明
Free 小数点を除き、–30000 未満が「– レンジオーバ」、30000 を超えると「＋レ

ンジオーバ」となります。それぞれ「–Over」「＋ Over」と表示されます。
Over スケールの –5% 未満が「– レンジオーバ」、105% を超えると「＋レンジオー

バ」となります。それぞれ「–Over」「＋ Over」と表示されます。
	 例：	 	 	 	スケールが 0.0 〜 200.0 に場合、–10.0 未満が「– レンジオーバ」、210.0 を超え

ると「＋レンジオーバ」です。

Note
演算機能の TLOG、CLOG、レポートなどの演算では、スケールオーバ値の扱いをあらかじめ
決めておくことができます。

・ アラーム未検出機能
	 「アラーム発生を表示しない機能」を使用するときは [ON] を選択します。[ 測定チャ

ネル ]/[ 演算チャネル ]/[ 拡張チャネル ] タブの [ 検出 ] の設定項目が有効になります。

	 「アラーム発生を表示しない機能」とは、アラームが発生したときに、アラーム発生
を知らせる表示とアラームサマリへの記録をしない機能です。

・ キーセキュリティ
選択肢 説明
Login 登録したユーザーだけがキー操作できるようにします。MV1000/MV2000 本

体の基本設定モードのメニューに [ ユーザ登録 ] の項目が表示されます。
Keylock キー操作を禁止する機能を使います。基本設定の [ キーロック ] で、キーロッ

ク機能を設定します。
OFF セキュリティを設定しません。
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・ 通信セキュリティ
Login 	登録したユーザーだけが通信経由でMV1000/MV2000を操作できるようにしま

す。MV 本体の [基本設定 ]タブの [ユーザ登録 ]の設定項目が有効になります。
OFF セキュリティを設定しません。

・ メディア自動保存
ON 測定データを自動的に CF カードに保存します。
OFF 	自動保存しません。測定データをマニュアル保存操作で CF カードまたは

USB フラッシュメモリに保存します。

・ メディア FIFO
	 [ メディア自動保存 ] が [ON] の場合だけ有効です。

ON 	CF カードの空き容量がなくなると、もっとも古いファイルを削除して、最
新のファイルを保存します。

OFF CF カードに空き容量がないと、測定データを CF カードに保存しません。

オプション

	 	 	

・ エラー時表示
	 演算エラーのときの表示を、[+Over] とするか [–Over] とするかを指定します。

・ オーバフロー時 Sum、Ave
	 TLOG または CLOG の SUM、AVE 演算でオーバフローデータが検出されたときの処理

を指定します。この設定はレポート作成にも適用します。
選択肢 説明
Error 演算結果を演算エラーとします。
Skip オーバフローデータを捨てて演算を続行します。
Limit オーバフローデータの代わりにリミット値を使用して演算を続行します。

・ オーバフロー時 Min、Max、P-P
	 TLOG または CLOG の MAX、MIN、P-P 演算でオーバフローデータが検出されたとき

の処理を指定します。この設定はレポート作成にも適用します。
選択肢 説明
Over オーバフローデータをそのまま使用します。
Skip オーバフローデータを捨てて演算を続行します。

・ レポート ( 第 1 項〜第 4 項 )
	 レポートとして出力するデータの種類を選択します。

選択肢 説明
OFF 何も出力しません。第１項に [OFF] を設定することはできません。
平均 平均値を出力します。
最大 最大値を出力します。
最小 最小値を出力します。
積算 積算値を出力します。
瞬時 瞬時値を出力します。

・ 作成ファイル数
	 「日報と月報」のように 2 種類のレポートを作成するときに設定します。

選択肢 説明
分割 レポート種類ごとに別ファイルに保存します。
連結 2 つのレポート種類のレポートデータをひとつのファイルに保存します。
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アラーム設定

	 	 	

再故障再アラーム
アラーム出力リレーに再故障再アラーム動作を設定するときは [ON] を選択します。再
故障再アラームの機能は、先頭の 3 つの出力リレーに設定されます。

変化率警報インターバル下限
変化率下降限アラームの変化率計算のためのインターバルを、サンプリングデータ数 (1
〜 32) で設定します。ここで設定した値と、測定周期を掛けた値がインターバルになり
ます。

変化率警報インターバル上限
変化率上昇限アラームの変化率計算のためのインターバルを、変化率下降限アラームの
インターバルと同様に設定します。

保持
アラーム表示動作を次から選択します。

選択肢 説明
非保持 アラーム解除の状態 ( 正常状態 ) に戻ると、アラーム表示を解除
保持 アラーム出力解除操作が行われるまで、アラーム表示を保持

内部スイッチ　AND
AND 動作にする内部スイッチを選択します。先頭の内部スイッチからどの内部スイッチ
までを AND 動作にするかを設定します。それより後のスイッチは OR 動作になります。

出力リレー AND
AND 動作にするリレーを選択します。先頭のアラーム出力リレーからどのリレーまでを
AND 動作にするかを設定します。それより後のリレーは OR 動作になります。選択肢は、
[ 無 ]、[I01](I01 のみ )、[I01-I02](I01 と I02)、[I01-I03](I01 〜 I03)、・・・です。装着され
ているアラーム出力リレー以外は無効です。

出力リレー動作
アラーム出力リレーを、アラームを発したときに [ 励磁 ] するのか、[ 非励磁 ] にするの
かを選択します。すべてのアラーム出力リレーに適用されます。

出力リレー保持
アラーム出力リレー動作を次から選択します。すべてのリレーに適用されます。

選択肢 説明
非保持 アラーム解除の状態 ( 正常状態 ) に戻ると、出力リレーを OFF
保持 アラーム出力解除操作が行われるまで、出力リレーを ON に保持
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ACK 時のリレー動作
選択肢 説明
標準 アラーム ACK 操作を実行すると、リレー出力を非動作にします。次の測定周

期でアラーム出力リレーの動作要因が成立していると、リレー出力を動作さ
せます。
アラーム出力リレーを [ 保持 ] に設定したときだけ有効です。

リセット アラームACK操作を実行すると、リレー出力を非動作にします。新たにアラー
ム出力リレーの動作要因が成立したとき、リレーを動作させます。

Note
再故障再アラームが ON に設定されているときは、先頭の 3 つの出力リレーは OR 動作、非保
持になります。

測定チャネル　上下限
測定チャネルに設定する上下限アラームのアラーム発生 / 解除のヒステリシス幅を設定
します。
設定値の範囲：スパンまたはスケーリング幅の 0.0％〜 5.0%

測定チャネル　差上下限
測定チャネルに設定する差上下限アラームのアラーム発生 / 解除のヒステリシス幅を設
定します。
設定値の範囲：スパンの 0.0％〜 5.0%

演算チャネル　上下限、拡張チャネル　上下限
演算チャネルや拡張チャネルに設定する上下限アラームのアラーム発生 / 解除のヒステ
リシス幅を設定します。
設定値の範囲：測定スパンの 0.0％〜 5.0%

測定周期

	 	 	

測定周期
測定周期を選択します。

A/D 積分時間
必要に応じて A/D 積分時間を選択します。選択できる選択肢だけが表示されます。

選択肢 説明
Auto MV1000/MV2000 が自動的に電源周波数を検知して、60Hz のときは 16.7ms、

50Hz のときは 20ms に積分時間を設定します。24VDC 電源のときは、20ms
に固定です。

50Hz 積分時間を 20ms に設定します。
60Hz 積分時間を 16.7ms に設定します。
100ms 積分時間を 100ms に設定します ( 測定周期が 2s または 5s のとき )。
600Hz 高速モードのときの A/D 積分時間です。変更はできません。拡張チャネル

(/MC1) 付きの場合、高速モードは使用できません。
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測定機能

	 	 	

バーンアウト
熱電対入力

選択肢 説明
OFF センサーの断線を検知しません。
Up センサーが断線すると、測定結果を＋レンジオーバに固定します。測定値は

「Burnout」と表示されます。
1-5V 入力の場合、測定値が、「スケール上限値＋スケール幅の 10%」を上回
るとセンサー断線とします。( 例：スケールが 0 〜 100 の場合、110 より大
きいとき )

Down センサーが断線すると、測定結果を – レンジオーバに固定します。測定値は
「Burnout」と表示されます。
1-5V 入力の場合、測定値が、「スケール下限値 – スケール幅の 5%」を下回
るとセンサー断線とします。( 例：スケールが 0 〜 100 の場合、–5 より小さ
いとき )

RJC
・ モード
	 熱電対入力の基準接点補償方法の設定です。[内部 ]、[外部 ]のどちらかを選択します。

選択肢 説明
内部 MV1000/MV2000 の基準接点補償機能を使用します。
外部 外部の基準接点補償機能を使用します。[外部 ]のときは [基準接点補償電圧 ]

が表示されます。

・ 基準接点補償電圧 (µV)
	 [ モード ] が [ 外部 ] の場合、補償電圧を入力します。
	 基準接点補償電圧は、入力に加算する補償電圧です。–20000µV 〜 20000µV の範囲で

設定します。
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レポート

	 	 	

ここをクリックすると、チャネル番号選択ダイアログボックスが 
表示される 

チャネル番号選択ダイアログボックス 
チャネル番号をクリックして選択 

レポート種類
作成するレポートの種類を選択します。

選択肢 説明
OFF レポート作成しません。
時報 時報を作成します。
日報 日報を作成します。
時報＋日報 時報と日報を作成します。
日報＋週報 日報と週報を作成します。
日報＋月報 日報と月報を作成します。

作成日 / 作成曜日、作成時刻
レポートを作成する日または曜日、作成時刻を設定します。設定日時はレポートファイ
ルを分割する日時となります。下表の範囲で設定します。「-」の項目は無効です。

レポート種類 作成日 作成曜日 作成時刻
時報 - - 0 〜 23
日報 1 〜 28* - 0 〜 23
時報＋日報 - - 0 〜 23
日報＋週報 - 日〜土 0 〜 23
日報＋月報 1 〜 28* - 0 〜 23

*	 29、30、31 日は設定できません。

レポートチャネル番号
この番号順で、レポートが出力されます。

・ 使用
	 使用するレポートチャネルを [ON] に設定します。

・ チャネル番号
	 レポートチャネルに割り付けるチャネルを設定します。すべてのチャネルを設定でき

ますが、[Skip] や [OFF] に設定されているチャネルは、設定してもレポートは作成さ
れません。

・ 積算単位
	 測定値の単位に合わせて [/s] 〜 [/day] から設定します。
	 例：測定値の単位が「m3/min」のときは [/min] を選択します。

OFF	 測定周期ごとの測定データをそのまま積算します。
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キーロック

	 	 	

[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ キーセキュリティ ] が [Keylock] のとき、
設定が有効になります。

パスワード
キーロックを解除するときのパスワードです。( 半角 8 文字以内 )

ユーザ制限
それぞれの項目を禁止するか、しないかを選択します。

選択肢 説明
フリー キーロック対象外です。
ロック 操作を禁止します。
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ユーザ登録
[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ キーセキュリティ ]、または [ 通信セキュ
リティ ] が [Login] に設定されているときに、有効になります。

システム管理者

・ 自動ログアウト時間
選択肢 説明
OFF ログアウト操作を実行するまでログアウトしません。
1min 〜 10min 指定した時間キー操作がなければ自動的にログアウトします。

・ ログアウト時操作
選択肢 説明
OFF ログインする操作以外できません。
表示画面 ログインする操作のほかに、運転画面の切換え操作ができます。

・ モード
	 [ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ キーセキュリティ ] と [ 通信セキュリ

ティ ] の選択内容により、選択肢が変わります。
選択肢 説明
Off 登録しません。
Key キー操作で MV1000/MV2000 にログインできます。
Comm 通信経由で MV1000/MV2000 にログインできます。
Web Web ブラウザで MV1000/MV2000 のオペレータページとモニタページに

ログインできます。
Key+Comm キー操作および通信経由で MV1000/MV2000 にログインできます。

・ ユーザ名
	 ユーザー名を設定します。( 半角 20 文字以内 )

・	 すでに登録されているユーザー名と同じユーザー名は登録できません。
・	「quit」または全スペースは登録できません。

・ パスワード
	 パスワードを設定します。( 半角 8 文字以内 )
	 入力したパスワードは「********」と表示されます。

・	「quit」または全スペースは登録できません。
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一般ユーザ
30 名まで登録できます。

	 	 	

上下の表示領域を変更する

・ モード
	 [ セキュリティ ] の選択内容により、選択肢が変わります。

選択肢 説明
OFF 登録しません。
Key キー操作で MV1000/MV2000 にログインできます。
Comm 通信経由で MV1000/MV2000 にログインできます。
Web Web ブラウザで MV1000/MV2000 のモニタページにログインできます。
Key+Comm キー操作および通信経由で MV1000/MV2000 にログインできます。

・ ユーザ名、パスワード
	 システム管理者の設定の場合と同じです。

・ ユーザ制限番号
選択肢 説明
OFF 操作の制限を設定しません。
1 〜 10 操作制限の登録番号です。

・ キー動作、ファンクション動作、外部機器動作
	 それぞれの項目を禁止にするか、しないかを選択します。

選択肢 説明
フリー 操作制限の対象外です。
ロック 操作を禁止します。
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イーサネット通信
TCP/IP

	 	 	

IP アドレスを、固定 IP[ON] または自動取得 (DHCP)[OFF] のどちらかから選択します。
IP アドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイ、DNS などの設定は、ネット
ワークの管理者にご確認のうえ設定してください。

固定 IP アドレスの場合
・ 自動取得
	 固定 IP アドレスのときは [OFF] を選択します。

・ IP アドレス
	 MV1000/MV2000 に割り当てる IP アドレスを設定します。

・ サブネットマスク
	 MV1000/MV2000 が属するシステムまたはネットワークに応じて設定してください。

・ デフォルトゲートウェイ
	 ゲートウェイの IP アドレスを設定します。

・ ホスト名
	 MV1000/MV2000 のホスト名を 64 文字以内の英数字で設定します。設定しなくても

問題ありません。

・ ドメイン名
　	MV1000/MV2000 が属しているネットワークのドメイン名を 64 文字以内の英数字で

設定します。設定しなくても問題ありません。

・ サーバプライマリ、サーバセカンダリ
	 DNS サーバのプライマリとセカンダリの 2 つまで IP アドレスを登録できます。

・ ドメインプライマリ、ドメインセカンダリ
	 設定したドメイン名の次に検索するドメイン名をドメインサフィックスとしてプライ

マリとセカンダリの 2 つまで設定できます。
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IP の自動取得 (DHCP) の場合
・ 自動取得
	 自動取得 (DHCP) のときは [ON] を選択します。

・ 情報取得
	 DNS サーバアドレスを自動取得するときは [ON]、自動取得しないときは [OFF] を選

択します。[OFF] を選択すると、DNS サーバの IP アドレスの設定が必要になります。

・ ホスト名自動登録
	 ホスト名の自動登録をするときは、[ON] にします。

・ ホスト名
	 MV1000/MV2000 のホスト名を 64 文字以内の英数字で設定します。

・ ドメイン名
　	MV1000/MV2000 が属しているネットワークのドメイン名を 64 文字以内の英数字で

設定します。DNS 情報取得が [ 無 ] のときに有効です。

・ サーバプライマリ、サーバセカンダリ
	 DNS サーバのプライマリとセカンダリの 2 つまで IP アドレスを登録できます。

・ ドメインプライマリ、ドメインセカンダリ
	 設定したドメイン名の次に検索するドメイン名をドメインサフィックスとしてプライ

マリとセカンダリの 2 つまで設定できます。

キープアライブの設定
定期的に送信される検査パケットに応答がないとき強制切断する場合は [ON]、切断しな
い場合は [OFF] を選択します。

通信タイムアウトの設定
通信タイムアウト機能を使う時は [ON]、使わない時は [OFF] を選択します。[ON] を選
択すると、タイムアウト時間の項目が表示されます。

・ 時間
	 タイムアウト時間を 1 〜 120( 分 ) から設定します。

通信の状態の確認
イーサネット通信の状態は、MV1000/MV2000 背面のイーサネットコネクタに設けられ
た LED ランプまたは、基本設定モード画面の右上に表示されるイーサネットリンクで確
認できます。
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FTP

	 	 	

FTP 転送するファイル
データファイルが FTP 接続先に自動転送されます。

ファイルの種類 内容
表示データファイル ファイルセーブ周期ごとに自動転送されます。
イベントデータファイル データ長分のデータが記録されるごとに自動転送されます。
レポートファイル レポートファイルが作成されるごとに自動転送されます。
スナップショットデータ
ファイル

スナップショットを実行 * したときに、自動転送されます。また、
メディア保存の設定に関係なく転送されます。

*. FUNC キー、通信コマンド (EV2 コマンド )、USER キー、またはリモート制御機能によるスナッ
プショットを指します。

FTP 接続先の設定
プライマリ / セカンダリの FTP サーバ、ポート番号、ログイン名、パスワード、アカウント、
PASV モードの有無、イニシャルパスなどの設定内容は、ネットワークの管理者にご確
認のうえ設定してください。

・ プライマリ、セカンダリ
	 ファイルの転送先 (FTPサーバ )を、[プライマリ ](第 1優先 )、[セカンダリ ](第 2優先 )

の 2 つまで指定できます。プライマリの FTP サーバに障害が生じたとき、セカンダリ
の FTP サーバにファイルを転送します。

・ サーバ名
	 ファイルの転送先の FTP サーバ名を 64 文字以内の半角英数字で設定します。

・	 DNS を使用しているときは、サーバ名としてホスト名を設定できます。
・	 IP アドレスを設定することもできます。このときは DNS を必要としません。

・ ポート番号
	 ファイルの転送先の FTP サーバのポート番号を 1 〜 65535 までの範囲で設定します。

初期値は 21 です。

・ ログイン名
	 FTP サーバにアクセスするときのログイン名を 32 文字以内の英数字で設定します。

・ パスワード
	 FTP サーバにアクセスするときのパスワードを 32 文字以内の英数字で設定します。

・ アカウント
	 FTP サーバにアクセスするときのアカウント ( 識別するのに必要な ID) を 32 文字以内

の英数字で設定します。

・ PASV モード
	 PASV モードを必要とするファイアウォール内で MV1000/MV2000 を使用するときに

[ON] にします。初期値は [OFF] です。
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・ イニシャルパス
	 ファイルの転送先のディレクトリを 64 文字以内の英数字で設定します。ディレクト

リの区切りの仕方は転送先の FTP サーバの実装に依存します。
例：	 UNIX ファイルシステムを持つ FTP サーバの、home というディレクトリの中の	

	 data というディレクトリにファイルを転送する場合の設定
	 	 /home/data

プライマリとセカンダリの両方の転送先へのファイルの転送に失敗した場合、MV はファ
イルの転送を中断しますが、転送先との接続が回復した時点で、MV は新しいデータファ
イルと一緒に転送に失敗していたデータ分も転送します。ただし、MV の内部メモリ上
のデータなので、上書きされてしまうと転送に失敗したデータは消失します。

モドバスクライアント

	 	 	

上下の表示領域を変更する

・ 通信周期
	 通信周期を 125ms/250ms/500ms/1s/2s/5s/10s から選択します。

・ コネクションリトライ周期
	 通信が何かの原因で不通となったとき、再接続を試みる周期を OFF/10s/20s/30s/

1min/2min/5min/10min/20min/30min/1h から選択します。

接続先サーバ設定
・ 接続先サーバ番号
	 設定するサーバの登録番号を 1 〜 16 から選択します。

・ Modbus サーバ名
	 接続先の Modbus サーバ名を 64 文字以内の英数字で設定します。

・	 DNS を使用しているときは、サーバ名としてホスト名を設定できます。
・	 IP アドレスを設定することもできます。このときは DNS を必要としません。

・ ポート番号
	 選択したサーバのポート番号を 0 〜 65535 から入力します。初期値は 502 です。

・ ユニット
	 接続先サーバのユニット番号が不要のときは [Auto]、固定ユニット番号を必要とする

ときは [Fixed] を設定します。[Fixed] を選択すると、ユニット番号の項目が表示され
ます。

・ ユニット番号
	 固定ユニット番号を 0 〜 255 から入力します。
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コマンド設定
・ コマンド番号
	 設定する送信コマンド番号を 1 〜 16 から選択します。

・ コマンド
	 コマンドの種類を選択します。

選択肢 説明
Read 拡張チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) へサーバから読み込み
R-Math 通信入力データ (32 ビット浮動小数点型 ) へサーバから読み込み
Write 測定チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) をサーバに書き込み
W-Math 演算チャネル ( 符号付 32 ビット整数型 ) をサーバへ書き込み

	 	 [Read] は MV2000 の拡張チャネル ( 付加仕様、/MC1) 装着時に選択できます。
	 	 [R-Math]、[W-Math] は演算機能 ( 付加仕様、/M1、/PM1) 装着時に選択できます。

・ 先頭チャネル / 最終チャネル ( クライアントチャネル )
	 入出力の先頭チャネル番号と終了チャネル番号を入力します。コマンドの種類により

次のチャネル番号になります。
	 Read：201 〜 440、R-Math：C01 〜 C60、Write：1 〜 48、W-Math：101 〜 160

・ 接続先 ( サーバ番号 )
	 サーバ番号を 1 〜 16 から選択します。

・ レジスタ
	 サーバのレジスタ番号を設定します。
	 入力レジスタは 30001 〜 39999 と 300001 〜 365536、保持レジスタは 40001 〜

49999 と 400001 〜 465536 から入力します。
	 コマンドの種類により、設定できるレジスタ番号が異なります。MV1000/MV2000 通

信インタフェースユーザーズマニュアル (IM	MV1000-17) の 7.3 節をご覧ください。

・ タイプ
	 INT16/UINT16/INT32_B/INT32_L/UINT32_B/UINT32_L/FLOAT_B/FLOAT_L から選択し

ます。
	 コマンドの種類により、設定できるレジスタ番号が異なります。MV1000/MV2000 通

信インタフェースユーザーズマニュアル (IM	MV1000-17) の 7.3 節をご覧ください。



7-153IM WX101-01

7.8　MV1000、MV2000 を設定する

レ
コ
ー
ダ
を
設
定
す
る

1

2

3

4

5

6

7

8

9

索

E メール

	 	 	

基本設定
SMTP サーバやメールアドレスを設定します。

・ SMTP サーバ名
	 SMTP サーバのホスト名または IP アドレスを入力します。

・ ポート番号
	 特に指定がなければ初期設定値にします。初期値は 25 です。

・ 認証
選択肢 説明
OFF 送信前認証 (POP	before	SMTP)	を使用しません。
POPbeforeSMTP 送信前認証 (POP	before	SMTP)	を使用します。

・ 送信先アドレス 1、送信先アドレス 2
	 メールアドレスを入力します。1 つの送信先入力欄に複数のメールアドレスを設定で

きます。複数のときは、スペースで区切ります。最大 150 文字まで入力できます。

・ 送信元アドレス
	 送信元のメールアドレスを入力します。最大 64 文字まで入力できます。

POP3 設定
送信前認証が必要な場合、認証を受けるための POP3	サーバを設定します。

• POP3 サーバ名
	 POP3	サーバのホスト名または IP	アドレスを入力します。

• ポート番号
	 特に指定がなければ初期設定値にします。初期値は 110	です。

• ログイン名
	 POP3	サーバへのログイン名を入力します。

• パスワード
	 POP3	サーバへのログインパスワードを入力します。最大 32	文字まで入力できます。

• 送信ディレイ [ 秒 ]
	 POP3	サーバへの認証から送信までの待ち時間を入力します。0	〜	10(	秒)	から設定します。

• ログイン方法
	 POP3	サーバへログイン時のパスワード送信を暗号化しないときは [PLAIN]、暗号化

するときは [APOP]	に設定します。
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アラーム
アラーム発生時のメール送信について設定します。

・ 送信先 1、送信先 2
	 メール送信先を設定します。送信先 1、送信先 2 のそれぞれで、メールを送信すると

きは [ON]、送信しないときは [OFF] を選択します。

・ メール送信するアラーム
	 アラームが発生したときメールを送信します。アラーム 1 〜 4 に対して、それぞれ送

信する [ON]、送信しない [OFF] の設定ができます。

・ 瞬時値データ付加
	 アラーム発生時の瞬時値データを付加するときは [ON] を設定します。

・ 送信元 URL 付加
	 送信元の URL を付加するときは [ON] を設定します。Web サーバが有効のとき付加し

ます。

・ 題名
	 メールの題名を 32 文字までの半角英数字で入力します。初期値は Alarm_summary

です。

・ ヘッダ 1、ヘッダ 2
	 ヘッダ 1、ヘッダ 2 を 64 文字まで入力できます。

定刻

	 	 	

指定時刻でのメール送信について設定します。

・ 送信先
	 メール送信先を設定します。送信先 1、送信先 2 のそれぞれで、メールを送信すると

きは [ON]、送信しないときは [OFF] を選択します。

・ インターバル
	 送信先 1、送信先 2 のそれぞれにメールを送信する間隔を 1/2/3/4/6/8/12/24 時間か

ら選択をします。

・ 基準時刻
	 送信先 1、送信先 2 のそれぞれにメールを送信する時間間隔の基準となる時刻を入力

します。

・ 瞬時値データ付加、送信元 URL 付加、題名、ヘッダ
	 アラーム発生時の送信メール内容と同じです。題名の初期値は Periodic_data です。
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システム

	 	 	

停電からの復帰時、メモリエンド時、エラー発生時でのメール送信について設定します。

・ 送信先
	 メールの送信先について設定します。	 送信先 1、送信先 2 のそれぞれで、メールを

送信するときは [ON]、送信しないときは [OFF] を選択します。

・ 送信元 URL 付加、題名、ヘッダ
	 アラーム発生時の送信メール内容と同じです。題名の初期値はSystem_warningです。

レポート

	 	 	

レポート作成時でのメール送信について設定します。

・ 送信先
	 送信先を設定します。送信先1、送信先2のそれぞれで、メールを送信するときは[ON]、

送信しないときは [OFF] を選択します。

・ 送信元 URL 付加、題名、ヘッダ
	 アラーム発生時の送信メール内容と同じです。題名の初期値は Report_data です。
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SNTP クライアント

	 	 	

・ 使用
	 SNTPクライアント機能を使うときは [使用 ]、使わないときは [未使用 ]を選択します。

[ 使用 ] を選択すると、SNTP クライアントの設定項目が表示されます。

・ SNTP サーバ名
	 ファイルの転送先の SNTP サーバ名を 64 文字以内の半角英数字で設定します。

・	 DNS を使用しているときは、サーバ名としてホスト名を設定できます。
・	 IP アドレスを設定することもできます。このときは DNS を必要としません。

・ ポート番号
	 ファイルの転送先のSNTPサーバのポート番号を1〜65535までの範囲で設定します。

初期値は 123 です。

・ 問い合わせ間隔
	 サーバへの時刻同期の間隔を OFF/1/8/12/24 時間から選択します。OFF のときは、ソ

フトキーによる操作で時刻合わせをすることができます。MV1000/MV2000 とサーバ
の時刻の差が 10 分以上異なるとき、時刻修正を実行しません。

・ 基準時刻
	 問い合わせのときの基準となる時刻を設定します。

・ タイムアウト時間
	 問い合わせのとき、SNTP サーバからの返答を待つ時間を 10/30/90 秒から設定します。

・ メモリスタート時調整
	 メモリスタート時に SNTP による時刻調整を行うときは [ON]、行わないときは [OFF]

を選択します。
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サーバ機能

	 	 	

・ FTP サーバ
	 MV を FTP サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択します。

・ Web サーバ
	 MV を Web サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択します。

 ・ オペレータ有無
	 オペレータページを設定するときは [ON] を選択します。

 ・ オペレータアクセス認証
	 	アクセス認証を使用するときは [ON] を選択します。オペレータページを表示する

のに、ユーザー名とパスワードを入力する必要があります。この機能を使用する
には、[ 基本設定 ] タブの [ 環境設定 ]>[ 詳細設定 ] の [ 通信セキュリティ ] を [Login]
に設定し、[ ユーザ登録 ] でユーザーを設定しておく必要があります。

 ・ オペレータコマンド入力
	 メッセージの書き込みをするとき [ 使用 ]、しないとき [ 未使用 ] を選択します。

 ・ モニタ有無
	 	ブラウザソフトでモニタページを表示するときは [ON]、使用しないときは [OFF]

を選択します。

 ・ モニタアクセス認証
	 オペレータページの設定と同様です。

・ SNTP サーバ
	 MV を SNTP サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択します。

・ Modbus サーバ
	 MV を Modbus サーバとして使用する [ 使用 ]、または使用しない [ 未使用 ] を選択し

ます。
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シリアル通信

	 	 	

RS-232 の場合
・ ボーレート
	 1200/2400/4800/9600/19200/38400(bps) の中から選択します。

・ パリティ
	 パリティチェックの方式を Odd/Even/None から選択します。

・ データ長
	 7/8(bit) から選択します。BINARY形式でデータを出力するときは、8を選択してください。

・ ハンドシェイク
	 Off:Off/XON:XON/XON:RS/CS:RS から選択します。

・ アドレス
	 Modbus プロトコルのとき、1 〜 99 から入力します。汎用通信プロトコルのときは

設定しません。

・ プロトコル
	 汎用通信プロトコルのときは [Normal]、Modbus スレーブのときは [Modbus]、

Modbus マスタのときは [Master] を選択します。
	 Modbus マスタ選択時は、Modbus マスタの設定が必要になります。次ページをご覧

ください。

RS-422/485 の場合
・ ボーレート
	 1200/2400/4800/9600/19200/38400(bps) の中から選択します。

・ データ長
	 7/8(bit)から選択します。バイナリ形式でデータを出力するときは、8を選択してください。

・ パリティ
	 パリティチェックの方式を Odd/Even/None から選択します。

・ ハンドシェイク
	 設定しません。

・ アドレス
	 1 〜 99 から選択します。

・ プロトコル
	 RS-232 の場合と同じです。
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モドバスマスタ

	 	 	

モドバスマスタの設定は、[ 基本設定 ] タブの [ シリアル通信 ]>[ シリアル通信 ] の [ プ
ロトコル ] を [Master] に設定すると有効になります。

基本設定
・ 通信周期
	 データを読み込む周期の設定を 125ms/250ms/500ms/1s/2s/5s/10s から選択します。

・ タイムアウト時間
	 コマンドのタイムアウト時間を、125ms/250ms/500ms/1s/2s/5s/10s/1min から選択

します。

・ リトライ数
	 スレーブから応答がないときの再送信回数を OFF/1/2/3/4/5/10/20 から選択します。

・ コマンド待ち時間
	 コマンド間の待ち時間を、OFF/5ms/10ms/15ms/45ms/100ms から選択します。

・ 自動復帰
	 通信停止からの自動復帰時間を、OFF/1min/2min/5min/10min/20min/30min/1h か

ら選択します。

コマンド設定
・ コマンド番号
	 設定するコマンド番号を 1 〜 8 と 9 〜 16 から選択します。

・ コマンド
送信コマンドの動作を選択します。
選択肢 説明
Read 拡張チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) へスレーブから読み込み
R-Math 通信入力データ (32 ビット浮動小数点型 ) へスレーブから読み込み
Write 測定チャネル ( 符号付 16 ビット整数型 ) をスレーブに書き込み
W-Math 演算チャネル ( 符号付 32 ビット整数型 ) をスレーブへ書き込み
[Read] は MV2000 の拡張チャネル ( 付加仕様、/MC1) 装着時に選択できます。
[R-Math]、[W-Math] は演算機能 ( 付加仕様、/M1、/PM1) 装着時に選択できます。

・ 先頭チャネル / 最終チャネル ( マスタチャネル番号 )
	 入出力先頭チャネル番号と終了チャネル番号を入力します。コマンドの種類に対応し

たチャネル番号を指定します。
	 Read：201 〜 440、R-Math：C01 〜 C60、Write：1 〜 48、W-Math：101 〜 160
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・ アドレス
	 スレーブ機器のアドレスを 1 〜 247 から入力します。

・ レジスタ
	 スレーブのレジスタ番号を設定します。
	 入力レジスタは 30001 〜 39999 と 300001 〜 365536、
	 保持レジスタは 40001 〜 49999 と 400001 〜 465536 から入力します。
	 コマンドの種類により、設定できるレジスタ番号が異なります。MV1000/MV2000 通

信インタフェースユーザーズマニュアル (IM	MV1000-17) の 7.3 節をご覧ください。

・ タイプ
	 INT16/UINT16/INT32_B/INT32_L/UINT32_B/UINT32_L/FLOAT_B/FLOAT_L から選択し

ます。
	 コマンドの種類により、設定できるタイプが異なります。MV1000/MV2000 通信イン

タフェースユーザーズマニュアル (IM	MV1000-17) の 7.3 節をご覧ください。
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使用可能な文字
入力種類一覧
種類	 使用可能文字	 項目

英数字 記号 1 バイト
カナ

2 バイト
日本語

任意文字列	 ○ ○ ○ ○ タグ、グループ名
○ △ ○ ○ バッチフィールドタイトル／

文字、ファイルヘッダ、メー
ルヘッダ

英数字文字列	 ○ ○ × × 単位、ユーザ名、パスワード、
アカウント	

○ ○ ([,] 含む ) × × 演算式
マシンアドレス	 ○ △ × × 		ホスト名、ドメイン名、サー

バ名、ドメインサフィックス
メールアドレス ○ △ × × 送信先、送信元
サブジェクト ○ △ × × メールの題名
ファイルパス名	 ○ △ × × ファイル名、ディレクトリ名、

イニシャルパス

「○」、「△」は、その文字種が使用可能であることを示します。
「△」は、入力できても実際に使えない文字が存在することを示します。
1 バイトカナと 2 バイト日本語は、「環境設定」の「表示言語」が日本語の場合のみ有効
です。	第 1 水準の漢字を使用できます。
ファイルパス名には、「*、+、.、/」を使用できません。
演算式は、文法によって記述方法が定義されています。

1 バイトで表現される英数字、記号、1 バイトカナにおいて、	使用可能な文字を以下に示
します。

文字コード表
HEX 英数字、記号	 1 バイトカナ

0x 1x 2x 3x 4x 5x 6x 7x	 8x 9x Ax Bx Cx Dx Ex Fx
0	 (SP) 0 @ P p	 ｰ ﾀ ﾐ
1	 1 A Q a q	 ｱ ﾁ ﾑ
2	 2 B R b r	 ｲ ﾂ ﾒ
3	 # 3 C S c s	 ｳ ﾃ ﾓ 	 	
4	 4 D T d t	 ｴ ﾄ ﾔ
5	 % 5 E U e u	 ｵ ﾅ ﾕ
6	 6 F V f v	 ｦ ｶ ﾆ ﾖ
7	 7 G W g w	 ｧ ｷ ﾇ ﾗ
8	 ( 8 H X h x	 ｨ ｸ ﾈ ﾘ
9	 ) 9 I Y i y	 ｩ ｹ ﾉ ﾙ
A	 * J Z j z	 ｪ ｺ ﾊ ﾚ
B	 + K [ k ｫ ｻ ﾋ ﾛ
C	 L l ｬ ｼ ﾌ ﾜ 	
D	 - M ] m ｭ ｽ ﾍ ﾝ
E	 . . N (゜) n ｮ ｾ ﾎ ﾞ
F	 / O _ o ｯ ｿ ﾏ ﾟ

「(SP)」は、スペースです。
「( ゜ )」は、温度記号です。PC では「^」で入力し、「^」と表示されます。
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MV1000/MV2000 のシステム構成を変更する
設定対象となる MV1000/MV2000 に合わせて、オプションの有無などのシステム構成を
変更するもので、必要に応じて実施します。
ダイアログボックスシステム構成の変更は、最初に行ってください。
システムの変更は「レコーダ一覧」ウインドウに反映されます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面で、MVAdvenced ウインドウを開き、メニューバーの「シ

ステム」-「システム構成」を選択します。

	 「システムの構成」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 設定対象の MV1000/MV2000 に合わせて、設定を変更します。

	 タブ画面の設定項目は、ここでの設定内容を反映したものとなります。

3. 	 設定が完了したら「OK」ボタンを押します。
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7.9 DARWIN を設定する

システム構成やモジュール構成を変更して設定情報を作成する場合は、最初に後述の「シ
ステム構成を変更する」、「モジュール構成を変更する」を実行してください。

設定ウインドウを表示する
設定するレコーダの設定ウインドウ表示し、設定内容タブをクリックするか、メニュー
バーのメニューから設定項目を選択します。
表示されるタブは、DA100/DC100/DR で異なります。

DA100

	 	 	

DC100

	 	 	

DR

	 	 	

以下で、各項目の設定について概略を説明しています。各設定項目の詳細については、
それぞれのレコーダのマニュアルをご参照ください。

チャネルに関する設定は、チャネルごとの設定画面で設定することもできます。「1 チャ
ネルごとに設定する」をご覧ください。
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測定レンジを設定する

	 	 	

モード(入力の種類)設定
スケールのON/OFF

パワーモニタの結線方法の設定
パワーモニタの入力レンジの設定

スパン(R)の設定
スパン(L)の設定

スケール(R)の設定
スケール(L)の設定

モードが「DELTA」または「RRJC」の場合の基準チャネルの設定
スケールの単位の設定

測定レンジの設定

「モード」( 入力の種類 ) と「レンジ」の選択
次の中から選択します。モジュールによって選択できる内容が異なります。
チャネル番号をダブルクリックして表示される、チャネルごとに設定する画面の「レン
ジ情報」タブをクリックすると、測定レンジと測定範囲が表示されます。
・	 SKIP( スキップ )
	 測定、データ保存、表示 ( ページ表示を除く ) をしません。スキップ選択されていな

いチャネルに飛び越して測定、データ保存、表示をします。
・	 VOLT( 直流電圧 )

・	「レンジ」は、20mV、60mV、200mV、2V、6V、20V、50V の中から選択します。
・	 初期設定は 2V です。

・	 TC( 熱電対 )
・	「レンジ」は、R、S、B、K、E、J、T、N、W、L、U、KP(KPvsAu7Fe) の中から選択

します。
・	 初期設定は R です。

・	 RTD( 測温抵抗体 )
・	「レンジ」は、PT1(Pt100	1mA)、PT2(Pt100	2mA)、JPT1(JPt100	1mA)、
	 JPT2(JPt100	2mA)、PT50(Pt50	2mA)、NI1(Ni100	1mA	SAMA)、
	 NI2(Ni100	1mA	DIN)、NI3(Ni120	1mA)、CU1(Cu10	GE)、CU2(Cu10	L&N)、
	 CU3(Cu10	WEED)、CU4(Cu10	BAILEY)、PT1S(Pt100	1mA	高分解能 )、
	 PT2S(Pt100	2mA	高分解能 )、JPT1S(JPt100	1mA	高分解能 )、
	 JPT2S(JPt100	2mA	高分解能 )、J263B(J263*B) の中から選択します。
・	 初期設定は PT1 です。

・	 DI( 電圧レベル：LEVL、接点：CONT)
・	「レンジ」は、LEVL、CONT の中から選択します。
・	 LEVLは約2.4V未満が「0(OFF)」、約2.4V以上(最大入力電圧±60VDC以下)が「1(ON)

と判断されます。
・	 CONT は外部に接続されている無電圧接点が開いているとき「0(OFF)」、閉じてい

るとき「1(ON)」と判断されます。
・	 初期設定は LEVL です。
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・	 mA( 直流電流、DR130/DR231/DR241 には設定できません )
mA 入力チャネルだけに設定できます。測定レンジは –20mA 〜 20mA です。

・	 AC( パワーモニタ )
	 測定したデータを使って演算した実効電圧、実効電流、有効電力、無効電力、皮相電

力、周波数、力率、位相角の中から選択された項目を表示、記録するチャネル番号に
設定します。

	 「結線」は、次の結線方法から選択します。
	 単相 2 線式 (1Ph2W)
	 単相 3 線式 (1Ph3W　3 線式入力モジュールだけ )
	 3 相 3 線式、2 電圧 2 電流 (3Ph3W-2I　3 線式入力モジュールだけ )
	 3 相 3 線式、3 電圧 3 電流 (3Ph3W-3I　3 線式入力モジュールだけ )
	 3 相 4 線式 (3Ph4W　3 線式入力モジュールだけ )

	 「入力レンジ」はモジュールで共通です。次から選択します。
	 250V-0.5A	 	 250V-5A
	 25V-0.5A	 	 25V-5A

	 「レンジ」は同一モジュール内の 1-2 チャネル、3-4 チャネル、5-6 チャネルごとに測
定対象の組み合わせが固定されています。

・	 STRAIN( ひずみ、DR130/DR231/DR241 には設定できません )
	 「レンジ」は、2k、20k、200k から選択します。測定モードと

ゲージ法 2k 20k 200k
1 ゲージ法 –2000 〜 2000µε –20000 〜 20000µε –200000 〜 200000µε
2 ゲージ法 –1000 〜 1000µε –10000 〜 10000µε –100000 〜 100000µε
4 ゲージ法 –500 〜 500µε –5000 〜 5000µε –50000 〜 50000µε

Note
新規にひずみゲージを取り付けたり、測定レンジを変更した場合 ( 設定の初期化やシステム再
構築を実行した場合も、測定レンジは初期値に変更されます )、初期バランスをとる必要があ
ります。「7.17 節」をご覧ください。

・	 PULSE( パルス入力、DR130/DR231/DR241 には設定できません )
	 レンジは次から選択します。

・	 カウント数瞬時モード (RATE)
	 1 秒間のカウント数を求めるときに選択します。
・	 ON 時間瞬時モード (GATE)
	 1 秒毎の瞬時値変動で ON/OFF を検出するときに選択します。

・	 DELTA( チャネル間差演算 )
・	 同じユニット内でだけ演算できます。
・	 基準チャネル：基準チャネル番号＜被演算チャネル番号の範囲で設定します。
	 SKIP、スケールが ON のチャネル、パルス、パワーモニタチャネルは基準チャネル

に設定できません。また、別のモジュールのチャネルを基準チャネルに設定する
場合は、モジュールが対応しているレンジに設定されている必要があります。

・	 基準チャネルの初期設定は設定可能な最小のチャネル番号です。
・	 被演算チャネルの入力の種類/測定レンジは、基準チャネルと同じになります。チャ

ネル間差演算設定後、基準チャネルの入力の種類 / 測定レンジを変更したときは、
差演算の設定は解除されます。被演算チャネルの入力の種類 / 測定レンジは元の設
定に戻り、スパンはレンジの初期値になります。

・	 RRJC( リモート RJC　オプションの MATH 機能付きの場合のみ )
・	 基準チャネル (RJC)：基準チャネル番号＜設定チャネル番号の範囲です。
・	 基準チャネルとして、熱電対 (TC) のチャネルだけが選択できます。
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・	 基準チャネルのチャネル番号や基準チャネルの入力種類または熱電対の種類を変
更した場合、アラームは OFF になります。

・	 基準チャネルの入力種類または熱電対の種類を変更した場合、RRJC の設定は解除
され、設定チャネルの入力の種類と測定レンジは、変更する前の基準チャネルの
設定になります。また、スパンは測定レンジの初期値になります。

スパン
DR の記録範囲の設定です。入力の種類にしたがって測定レンジが決まります。測定レ
ンジの測定範囲内でレフトスパン / ライトスパンを設定します。ただし、入力の種類が
DI のときは「0」「1」固定です。
リモート RJC の場合、設定チャネルのスパン設定範囲は、基準チャネルと同じです。
チャネル番号をダブルクリックして表示される、チャネルごとに設定する画面の「レン
ジ情報」タブをクリックすると、測定レンジと測定範囲が表示されます。詳細は「1 チャ
ネルごとに設定する」をご覧ください。

スケール
測定値を他の単位に換算して表示する機能 ( スケーリング ) を使用する / しないを設定
します。パルスモジュールの場合は「ON」に固定です (「ON」は表示されません )。

・リニアスケーリングができる入力の種類
「モード」の設定が次のいずれかのときに、リニアスケーリングできます。
・	 VOLT( 直流電圧 )
・	 TC( 熱電対 )
・	 RTD( 測温抵抗体 )
・	 DI( 接点 )
・	 mA( 直流電流 )
・	 AC( パワーモニタ )
・	 STRAIN( ひずみ )
・	 PULSE( パルス )
	 パルスの場合、スケーリングの設定は不要です (ON に固定 )

スケール (L)(R)
スケーリングチャネルのスケールの上下限値です。

・リニアスケーリング値の設定
スパン (L)/ スパン (R) に対応して、スケール (L)/ スケール (R) を設定します。
・	「□ . □□□□」「□□ . □□□」「□□□ . □□」「□□□□ . □」「□□□□□ .」の

位置に小数点を設定できます。
・	 初期設定はスケール (L) が 0/ スケール (R) が 30000 です。

結線 ( パワーモニタ )
結線方法を変更すると、アラームの設定は OFF になります。

入力レンジ ( パワーモニタ )
入力レンジを変更すると、アラームの設定は OFF になります。

パワーモニタのチャネル番号
測定したデータを使って演算した実効電圧、実効電流、有効電力、無効電力、皮相電力、
周波数、力率、位相角の中から選択された項目を表示、記録するチャネル番号に設定す
るため、入力モジュールの端子との相関はありません。
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パワーモニタの表示 / 保存 / 記録項目
パワーモニタモジュールでは、電圧または電流を各端子で測定していますが、表示、デー
タ保存をする値は各端子で実際に測定している電圧、電流値ではなく、「入力レンジ」
で設定する項目です。
同一モジュール内の 1-2 チャネル、3-4 チャネル、5-6 チャネルごとに測定対象の組み合
わせが固定されています。たとえば、1 チャネルを P1( 実効電力 1) にした場合 2 チャネ
ルは VA1( 皮相電力 1) になります。また、結線方法によって設定できる測定対象が変わ
ります。

パワーモニタモジュールによる測定時の注意点
測定対象電圧または電流は、測定レンジの 10％より大きく 100% 以下で入力してくださ
い。特に、V1 の周波数を基に各項目の演算を行っているため、V1 の入力が上記範囲外
の場合各項目の測定は保証できません。

基準
「モード」に「DELTA」または「RRJC」を設定した場合は、基準チャネルを設定します。

単位
半角 6 文字以内で設定してください。使用できる文字は、英数文字、スペースと　:　#
　%　&　(　)　*　+　-　.　/　です。
設定データを DA100、DC100、DR から受信したり、DC100 または DR でフロッピーディ

スクに保存した設定データを開いた場合、Ω、

Ω

はスペース、µ は u、ε は e に変換さ
れます。一度変換された文字は、元に戻りません。

アラームを設定する

アラームの種類
アラーム値

アラーム出力リレー
アラーム項目番号

種類
上限アラーム、下限アラーム、変化率上昇限アラーム、変化率下降限アラーム、差上限
アラーム、差下限アラームから選択できます。

Note
次の変更をしたチャネルのアラームの種類は OFF になります。
・. 入力の種類
・. 測定レンジ
・. チャネル間差演算の基準チャネル
・. RRJC の基準チャネル、基準チャネルの入力種類や熱電対の種類
・. 演算チャネルの ON/OFF や演算式

アラーム値
アラーム値の設定範囲は、アラームの種類と「モード」( 入力の種類 ) によって異なります。

リレー
アラーム出力リレーモジュールまたは DI/DO モジュールのリレー端子を設定する場合は
リレー番号を選択、内部スイッチを設定する場合は S01 〜 S60 を選択します。
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Note
スタイルナンバー 8 以降の DA100 の場合、セットアップモードで外部から ON/OFF するリレー
に設定したリレーを、アラーム出力リレーには設定できません。
また、ここでアラーム出力リレーに設定したリレーを外部から ON/OFF するリレーに設定した
場合、アラーム出力は OFF になります。

アラーム印字 (DR の場合 )
ON1：	 アラームが発生したときにだけ、アラーム発生マーク、チャネル番号またはタ
グ / アラームの種類 / アラーム項目、アラーム発生時刻を印字します。
ON2：	 アラームが発生したときと、アラームが解除されたときに、アラーム発生 / 解
除マーク、チャネル番号またはタグ / アラームの種類 / アラーム項目、アラーム発生
/ 解除時刻を印字します。

アラーム印字のON/OFF
メッセージの選択

メッセージ (DC100、DR の場合 )
アラーム発生時に選択したメッセージを印字します。OFF に設定するとメッセージ印字
しません。メッセージ内容の設定は後述の、「メッセージを設定する」をご覧ください。

移動平均、フィルタを設定する

移動平均
平均数は 2 〜 64 の整数です。

フィルタ
パルス入力の場合、「フィルタ」を設定します。
チャタリング (5ms まで ) を除去するときに ON に設定します。

記録に関する設定をする (DR だけ )
DR の記録に関する設定の設定方法について説明します。次の項目を設定します。
・	 ゾーン記録
・	 部分圧縮記録
・	 直線補間
・	 トレンド記録の ON/OFF
・	 ディジタル印字の ON/OFF
・	 マニュアル印字の ON/OFF
・	 スケール値印字の ON/OFF
・	 リスト印字の ON/OFF
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ゾーン記録のレフト位置
ゾーン記録のライト位置

部分圧縮記録のON/OFF
部分圧縮記録の境界位置

境界位置の値
補間のON/OFF

打点記録のON/OFF
ディジタル印字のON/OFF

マニュアル印字のON/OFF
スケール値印字のON/OFF

リスト印字のON/OFF

ゾーン
ライト位置はレフト位置よりも 5mm 以上大きい値を設定してください。

部分圧縮
部分圧縮の設定をするときの注意
・	 入力の種類が SKIP/DI のときや演算チャネルが OFF のときは設定できません。
・	 次の変更をしたチャネルの部分圧縮の設定は OFF になります。
	 ・	 入力の種類
	 ・	 測定レンジ
	 ・	 チャネル間差演算の基準チャネル
	 ・	 RRJC の基準チャネル、基準チャネルの入力種類や熱電対の種類
	 ・	 演算チャネルの ON/OFF や演算式

直線補間
測定値が短時間に大きく変化した場合、打点記録では打点間が大きく空くことがありま
す。このような場合、打点間を直線で補間するかしないかを設定します。

ディジタル印字
打点記録時のディジタル印字とロギング記録時に測定 / 演算値を印字するチャネルを設
定します。

スケール印字
打点記録のときにスケール値を印字するチャネルを設定します。

リスト印字
ON に設定したチャネルの設定内容がリストに含まれます。

測定 / 演算データを保存するチャネルを選択する (DR の FDD オプション装着モデル
または DC100)

メモリにデータを保存するチャネルを設定します。

	 	 	

測定データを保存するチャネルの選択
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タグを設定する (DC100 または DR)

	 	 	

タグの設定

設定できる文字数は次のとおりです。
DC100：半角 8 文字
DR：半角 16 文字

半角英数文字と次の記号を入力できます。
:　#　%　&　(　)　*　+　-　.　/　スペース

1 チャネルごとに設定する
測定チャネルタブの設定内容を、1 チャネルごとに設定できます。
設定するチャネル番号をダブルクリックすると、選択したチャネルの設定画面が表示さ
れます。
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DR の場合、「印字関連」タブをクリックすると印字関連の設定画面に切り替わります。

	 	 	

「レンジ情報」のタブをクリックすると、測定レンジに対応した測定範囲などが表示さ
れます。
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パワーモニタのチャネルの場合は、「パワーモジュール情報」のタブをクリックすると、
結線の種類や結線の種類に対応したレンジが表示されます。

	 	 	

演算式を設定する
演算機能付き (/M1)、パルスモジュール装着時、DR の FDD 付きの場合に設定できます。

	 	 	

演算式の設定演算チャネルのON/OFF 単位の設定
スパン(L)の設定 スパン(R)の設定

演算チャネル番号

ON に設定した演算チャネルが有効になります。

演算チャネルのチャネルごとの入力画面
「演算チャネル」タブ画面の「CH」セルをダブルクリックすると、演算チャネルをチャ
ネルごとに設定できる画面が表示されます。入力は、どちらの画面でも行えます。

演算式
演算機能付き (/M1) の場合、演算子を参照できます。演算チャネル番号ダブルクリック
して、チャネルごとに設定する画面で、演算式の入力ボックス横のボタンをクリックし
ます。使用できる演算子が表示されます。演算子のボタンをクリックすると、演算式に
入力されます。
演算式に使用できる記号は、演算子の他に次のものがあります。
(	)	：(	) 設定の場合に使用します。
K	：	 定数K01からK60(スタンドアロンタイプはK30)を演算式に用いる場合に使用します。
M	：	 DR の FDD 付きモデルで、内蔵 RAM ディスクに保存したデータを再生する場合に、

再生する測定チャネル No. を指定するときに使用します。
A	：	 演算チャネル No. を指定する場合に A05 のように使用します。また、DR の FDD

付きモデルで、内蔵 RAM ディスクに保存したデータを再生する場合に、再生する
演算チャネル No. を指定するときに M と組み合わせて MA としても使用します。

C	：	 通信入力データ ( ディジタルデータ ) を指定するときに使用します。
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G	：	 演算子 CLOG( 同一時刻に測定したグループ内の演算 ) の対象グループ No. を指定
するときに使用します。

F	 ：	 フラグ番号を指定するときに使用します。DC100 のスタイルナンバー 7 以降と
DA100、DR のスタイルナンバー 8 以降で使用できます。

K、A、C、G、F は演算機能付きの場合にだけ使用できます。

演算式の制限
・	 設定している演算チャネル番号以下の演算チャネル番号を変数として使用できます。
	 (例)A02＝001＋A01←この演算ではA03以上の演算チャネル番号は使用できません。
・	 TLOG と CLOG は混在して使用できません。

Note
・1 つの演算式は、最大 40 文字以内で設定してください。
・1 つの演算式に使用できるチャネル数と定数の合計は 16 個以下です。

スパン
表示、記録するスパンを設定します。設定範囲は –9999999 〜 99999999 です。小数点
は次の位置に設定してください。
	 「□ . □□□□」「□□ . □□□」「□□□ . □□」「□□□□ . □」「□□□□□ .」

単位
半角 6 文字以内で設定してください。使用できる文字は、英数文字、スペースと　:　#
　%　&　(　)　*　+　-　.　/　です。

アラーム
アラーム、DR の印字関係の設定は、測定チャネルと同じです。

伝送出力を設定する (DA、DC の場合 )
伝送出力モジュール付きのモデルで、伝送出力に割り当てるチャネルを設定します。伝
送出力フィルタの設定については、後述の「伝送出力フィルタの設定」をご覧ください。
測定チャネルまたは演算チャネルのタブ画面の、「伝送出力チャネル」ボタンを押すと、

「伝送出力チャネルの割り付け」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	

伝送出力に割り当
てるチャネルを選
択するボタン
クリックすると、
「伝送出力チャネ
ルの割り付け」ダ
イアログが表示さ
れる

クリックすると
リストボックス
が表示される
割り付けるチャ
ネルを選択する
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定数を設定する
演算式に使用する定数を設定します。演算機能付き (/M1) の場合だけ設定できます。

	 	 	

定数タブ

スタンドアロンタイプは 30 個、拡張タイプは 60 個の定数を設定できます。設定範囲は
次のとおりです。
–1.0000E+35 〜 –1.0000E-35、0、1.0000E–35 〜 1.0000E35
定数の有効桁数は、小数点を除いて 5 桁です。指数で設定する場合は、仮数部を 5 桁、
指数部を符号を除いて 2 桁で設定してください。
例
2.5000E15
ただし、–99999 〜 –0.1000、0.1000 〜 99999 の範囲では指数表示しません。

イベント / アクション、マッチタイム、グループを設定する
DA100 では、演算機能付き (/M1) またはパルスモジュール装着時にイベント / アクショ
ンとマッチタイムを設定できます。
また、DA100 と DC100 では、演算機能付き (/M1) のときにグループを設定できます。

イベントの設定
REMORT/RELAY/TIMER/MATCH TIME番号の設定

エッジ/レベルの選択

アクションの設定 マッチタイムの設定

グループの設定

コピーボタン 貼り付けボタン
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イベント/アクションは、30個設定できます。機種によって設定できる内容が異なります。

イベント
次の中から選択します。
・	 NONE
	 イベント / アクションの設定を解除します。
・	 REMOTE
	 このメニューは DI/DO モジュール付きで、システムとして認識されているときだけ

に有効です。
	 リモート制御信号が入力されたとき、アクションを実行します。
	 リモート制御信号は 12 点あり、その中から何番の信号をイベントにするかを選択し

ます。
・	 ALARM
	 1 つでもアラームが発生したとき、アクションを実行します。
・	 RELAY
	 選択された内部スイッチ / リレーが動作したとき、アクションを実行します。
・	 CHART	END(DR だけ )
	 チャートエンドを検知したとき、アクションを実行します。
・	 FILE	END(DC100 だけ )
	 ファイルエンド ( ファイル書き込みが終了し、ファイルを閉じたとき ) を検知したと

きアクションを実行します。
・	 TIMER
	 選択されたタイマがタイムアップしたとき、アクションを実行します。
	 タイマは 6 種類の中から選択します。タイマの設定方法については「タイマを設定す

る」(7-156 ページ ) を参照してください。
	 レベルアクションとの組み合わせでは、タイムアップごとにアクションの実行 / 停止

を交互に繰り返します。
・	 MFUNC	KEY(DC100、DR だけ )
	 操作パネルの M.FUNC	キーを押したとき、アクションを実行します。
	 M.FUNC	1/M.FUNC	2 のどちらかを選択します。
	 レベルアクションとの組み合わせでは、押すごとにアクションの実行 / 停止を交互に

繰り返します。
・	 MATCH	TIME
	 設定した時刻になったとき、アクションを実行します。
	 マッチタイムは 3 種類の中から選択します。
	 レベルアクションとの組み合わせでは、設定した時刻ごとにアクションの実行 / 停止

を交互に繰り返します。

エッジアクションとレベルアクション
・	 エッジアクション (EDGE)
	 イベントが検知されたときにアクションを実行します。
・	 レベルアクション (LEVL)
	 イベントが検知されたときにアクションを実行します。イベントが解除されるとアク

ションを停止します。

アクション
・	 ALARM	ACK(DC100、DR だけ )
	 アラームアクノレッジを動作します。
・	 ALARM	RST
	 アラームをリセットします。イベントに「RELAY」を選択しているときは、この選択

はできません。
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・	 TIMER	RST
	 タイマをリセットします。
・	 RECORD(DR だけ )
	 ON：記録を開始します。記録フォーマットは設定により異なります。
	 OFF：記録を停止します。
	 レベルアクションには、ON/OFF の設定はありません。
	 レベルアクションに設定しているときは、RECORD キーでの ON/OFF は無効です。
	 エッジアクションとレベルアクションに重複して設定できません。
	 イベント / アクション機能のレベルアクション中で、1 設定だけできます。
・	 MANUAL	PR(DR だけ )
	 マニュアルプリントを実行します。
・	 DIGITAL	PR(DR だけ )
	 アナログトレンドモードのディジタルプリントを開始します。記録周期はタイマ設定

(「タイマを設定する」(7-156 ページ ) 参照 ) によります。イベント / アクション機能
として設定しているときは、通常のディジタルプリント機能は無効になります。

	 イベント / アクション機能の中で、1 設定だけできます。
・	 MSG	PR(DR だけ )
	 メッセージを印字します。
	 01 〜 20 の中からメッセージを選択します。
・	 MSG	DISP(DC100、DR だけ )
	 メッセージをメインディスプレイに表示します。
	 01 〜 20 の中からメッセージを選択します。
	 メッセージ表示は、どれかの操作キーを押すことによって解除されます。
・	 SPEED	CHG(DR だけ )
	 チャートスピード 1 からチャートスピード 2 への切り替えをします。また、打点の

記録周期が AUTO(「印字関連の設定をする (DR だけ )」(7-156 ページ ) 参照 ) のとき、
記録周期も同時に切り替えます。イベントが解除されると、元のチャートスピード
1/ 記録周期に戻ります。

	 イベント / アクション機能の中で、1 設定だけできます。
・	 GR	TREND(DR だけ )
	 グループ設定されているチャネルの記録を実行します。ただし、打点の記録方式が
「GROUP」で、記録が開始 ( キー操作か上記の RECORD によって ) されている必要が
あります。

	 グループは G01 〜 G07 から選択します。
	 イベント / アクション機能の中で、同一グループの設定は 1 設定しかできません。

Note
・. イベントがチャートエンドのとき、RECORD.ON のような相反するアクションは実行されま

せん。
・. RECORD や SPEED.CHG などのアクションは、イベント発生よりも遅れて動作することがあ

ります。たとえば、イベント：アラーム発生で、アクション：RECORD の設定のとき、アラー
ムが発生したときの測定値は記録されません。アクションによる記録動作が遅れるためで
す。

・	 MATH(/M1 オプション、パルスモジュールまたは DR の FDD 装着時だけ )
	 START：演算を開始します。
	 STOP：演算を終了します。
	 RESET：イベント発生後、最初の演算を終了したのち演算チャネルデータをクリアし

ます。
	 CLEAR：イベント発生後、ただちに演算チャネルデータをクリアします。
	 RST_G □：指定した番号のグループに登録されている演算チャネルデータを 0 にリ

セットします。/M1 オプションのときだけに表示されます。
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	 測定チャネルには無効です (DC100 のスタイルナンバー 7 以降、DA100/DR のスタイ
ルナンバー 8 以降 )。

	 レベルアクション設定しているときは、FUNC キーや通信コマンドで演算のスタート
/ ストップ / クリア後スタートできません。

	 エッジアクションの START、STOP とレベルアクションの MATH は同時に設定できま
せん。

	 イベント / アクション機能のレベルアクション中で、1 設定だけできます。
・	 MEMRY(DC100、DR の FDD 付きのときだけ )
	 DC100 と DR で動作が異なります。
	 DC100 の場合
	 DATA_WR：イベント発生時に保持している 1 スキャン分 (1 データ / チャネル ) のデー

タを書き込みます。実行するには、書き込み周期を LOGIC に設定する必要があります。
	 WR_TRIG：書き込み開始のトリガを発生します。実行するには、取り込み動作を

TRIG に設定する必要があります。
	 START：ファイルを開き、書き込み動作を開始します。操作パネルの START キーと同

じ機能です。
	 PAUSE：エッジアクションの場合、イベント発生で書き込みを中断します。レベルア

クションの場合、アラーム、リモート、リレーまたは内部スイッチをイベントに設定
すると、イベント検知で書き込みを中断し、イベント解除で書き込みを再開します。
タイマ、マッチタイム、マニュアルファンクションキーをイベントに設定すると、イ
ベント発生ごとに中断、再開を繰り返します。

	 CP_FDD：	 内蔵 RAM ディスクにあるすべてのファイルをフロッピーディスクにコ
ピーします。コピー後のファイル消去については SET	UP メニューの設定に従います。
ASCII 形式に変換してコピーすることはできません。

	 CP_SCS0 〜 CP_SCS7：
	 内蔵 RAM ディスクにあるすべてのファイルを SCSI デバイスにコピーします。コピー

後のファイル消去についてはSETUPメニューの設定に従います。ASCII変換してコピー
することはできません。/C5 オプションのときだけ表示されます。SCS0 〜 SCS7 は
SCSI	ID 番号を表します。接続されていない ID 番号も表示されるので、接続されてい
る SCSI デバイスの ID 番号を確認してください。

	 DR の FDD 付きの場合
	 DATA_WR：指定したデータ長までイベントが発生するたびに 1 データ保存します。
	 WR_TRIG：内蔵 RAM ディスクに測定 / 演算データを保存します。
	 RD_TRIG：内蔵 RAM ディスクから測定 / 演算データを読み込みます。
	 LD_TRG1 〜 3：内蔵 RAM ディスクから設定データを読み込みます。
	 DC100 の場合、PAUSE はエッジアクションとレベルアクションに重複して設定でき

ません。
	 イベント / アクション機能のレベルアクション中で、1 設定だけできます。
	 コピー先に同名ファイルがある場合、コピーしません。
・	 FLOPY(DC100、DR の FDD 装着モデルだけ )
	 LD_TRG1 〜 3	：フロッピーディスクから設定データを読み込みます。
・	 SCSI0 〜 SCSI7(DC100 の /C5 オプションの時だけ )
	 LD_TRG1 〜 3：	 SCSI デバイス (MO、ZIP または PD) から設定データを読み込みます。
	 SCSI0 〜 SCSI7 は SCSI	ID 番号を表します。
	 接続されていない ID 番号も表示されるので、接続している SCSI デバイスの ID 番号

を確認してください。
・	 FLAG(/M1 オプションの時だけ、DC100 のスタイルナンバー 7 以降、DA100/DR のス

タイルナンバー 8 以降 )
F01 〜 16：クラブ番号 F01 〜 F16 を 1 にします。F01 〜 F16 は通常 0 です。
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	 演算式に設定することにより、あるイベントをトリガとして、演算結果を残したり、
0 にリセットすることができます。

・	 REPORT(/M3 オプションの時だけ )
	 START：レポートをスタートします。
	 STOP：レポートストップします。
	 レベルアクションには、START/STOP の設定はありません。
	 セットアップモードで、時報、日報、月報のどれかが ON になっていないと使用でき

ません。

マッチタイム
設定した日付・時刻にイベント検知になります。日を 0 に設定すると、毎日、設定した
時刻にイベント検知になります。

グループ
DR のグループトレンド記録や演算のグループ内統計演算を行う場合にも、ここで設定
したグループを使用します。
グループに登録するチャネル間は「、」で区切ります。連続したチャネルを登録する場
合は、先頭チャネルと末尾チャネルの間を「-」で結びます。
001、005、008
001-005：チャネル 001 からチャネル 005

タイマを設定する
イベント / アクションのイベントや DR のロギング記録の周期に適用されるタイマです。
DA100 では、演算機能付き (/M1) のときに設定できます。

	 	 	

タイマの種類を選択 タイマタブ
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印字関連の設定をする (DR だけ )
次のような DR の印字関連を設定します。
・	 記録モード ( 打点記録 / ロギング記録 )
・	 打点記録の打点周期
・	 チャートスピード
・	 チャートスピード 2
・	 ヘッダ
・	 タイトル
・	 リストフォーマット

記録モードの選択
記録関連タブ

チャートスピード2
の設定
ロギングモードの
記録周期

ヘッダの設定

タイトルの設定

リスト印字する項目を
チェック

チャートスピードの設定

記録モード
打点記録 (Trend) とロギング (Logging) 記録から選択します。
打点記録：	 波形を記録します。打点周期を設定できます。
ロギング記録：	ディジタル値を記録します。記録周期は、セットアップモードの記録

フォーマットの設定で決まります。
打点記録 (Trend) の場合の打点周期を設定します。
FIX：測定周期に同期して記録します。
AUTO：測定周期とチャートスピードから自動的に決まります。

チャートスピード / チャートスピード 2
1 〜 1500mm/h の範囲で、1mm/h 単位で設定します。

記録周期
ロギング記録の記録周期です。
絶対時間指定を選択した場合は、基準時刻と時間間隔を設定します。相対時間指定を選
択した場合は、周期を設定します。時間は 0 〜 23 時間で設定します。

ヘッダ
最大 5 行まで設定できます。1 行あたりの文字数は、DR130 で半角 60 文字 / 行、
DR230/DR240 で半角 80 文字 / 行です。使用できる文字は、英数文字、スペースと　:　
#　%　&　(　)　*　+　-　.　/　です。全角文字は使用できません。
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タイトル
タイトルを設定します。半角 32 文字以内で設定してください。使用できる文字は、英
数文字、スペースと　:　#　%　&　(　)　*　+　-　.　/　です。全角文字は使用できま
せん。

リストフォーマットの設定
リスト印字で印字したい内容をチェックします。

メッセージを設定する (DC100、DR だけ )

	 	 	

メッセージタブ

メッセージを 16 文字以内で入力します。使用できる文字は、英数文字、スペースと、
:　#　%　&　(　)　*　+　-　.　/　
です。全角文字は使用できません。
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DC100 の書き込み動作を設定する (DC100 だけ )
次のような DC100 のデータ書き込み動作を設定します。
・	 測定データを 1 ファイル分だけ取り込むか、連続して複数ファイル分取り込むかの設

定
・	 トリガを使ってデータを取り込むか、「START」キーを押してすぐにデータを取り込

むかの設定
・	 書き込むデータの選択
・	 ファイル名の設定
・	 書き込み周期の設定
・	 内蔵 RAM ディスクの使い方 ( ファイル容量 )
・	 プリトリガ ( プレトリガ )
・	 定刻ファイル、レポートファイルの書き込み動作

書き込み動作タブ

書き込み周期

内蔵RAMディスクの
使用方法

「内蔵RAMディスク
の使用方法」で

「LENGTH」を選択
した場合のデータ長

プリトリガの設定
「トリガの使用」で
「Trigger」を選択
した場合に有効

現在の設定での定刻
ファイル、レポート
データのファイル
情報

書き込み動作の設定
トリガのON/OFF

書き込みデータの選択
ファイル名を自動設定するかマニュアルで設定するかの選択

「ファイル名の指定」で「Set」を選択した場合のファイル名

現在の設定での測定データファイル
のファイル情報

書き込むファイルの種類の選択
定刻ファイルの作成期間の設定

定刻ファイルのサンプル周期の設定

書き込み動作
Single：	 1 ファイルだけ書き込んで、書き込み動作を終了します。
Repeat：	 内蔵 RAM ディスクがいっぱいになるまで書き込み動作を続けます。
None：	 測定 / 演算データを書き込みません。定刻ファイルやレポートデータだけを

書き込む場合に設定します。

トリガの使用
Free：	 トリガを使用しません。「START」キーを押すとデータ書き込みを開始します。
Trigger：	 イベント / アクション機能を使って、イベントが発生したときに書き込みを開

始します。

7.9　DARWIN を設定する



7-182 IM WX101-01

書き込みデータの選択
All：	 書き込み ON に設定されているチャネルの、すべての測定 / 演算データを書

き込みます。
ALARM：	 アラームが発生している間、書き込み ON に設定されているチャネルの、測

定 / 演算データを書き込みます。

ファイル名の設定
Date：	書き込んだデータを、日付を基に自動的にファイル名を設定して保存します。
Set：	書き込んだデータを、任意にファイル名を設定して保存します。
Set を選択した場合は、「ファイル名」を設定します。半角 5 文字以内で設定します。小
文字入力は自動的に大文字に変換されます。

書き込み周期
INTVL：	 測定周期と同期して書き込みます。測定 / 演算データを間引かないで

保存します。
1sec 〜 60min：	 1sec 〜 60min の中から、測定周期の整数倍の値を設定できます。指定

した周期で書き込みます。
LOGIC：	 イベント / アクション機能のアクションに「DATA ＿ WR」を設定した

場合に有効です。イベントが発生するたびに、1 スキャン (1 チャネル
あたり 1 データ ) のデータを書き込みます。

測定周期を変更して書き込み周期が測定周期の整数倍でなくなったとき、書き込み周期
は測定周期になります。

内蔵 RAM ディスクの使用方法
LENGTH：	 RAM ディスクを分割しないで、指定した 1 チャネルあ

たりのデータ数で、ファイル容量を定めます。
DIV2、DIV4、DIV8、DIV16：	 RAM ディスクを 2、4、8、16 分割して使用します。メ

モリ容量が 4MB の場合は、2 分割できません。
「内蔵 RAM ディスク」に「LENGTH」を設定した場合、「データ長」(1 チャネルあたりの
データ数 ) を設定します。スタイルナンバーが 7 以前の場合は、表示される選択肢から
選択してください。スタイルナンバー 8 以降の場合は、10 〜 100000 の範囲で任意の数
値を設定してください。
ただし、ファイル容量が 1MB を超えるデータ長は選択できません。

Note
演算チャネルを使用している場合、測定周期 0.5sec、書き込み周期.INTVL、データ長 50 以下
のときは、次の条件で測定データ / 演算データの書き込みをしないでください。正常にデータ
を書き込めないことがあります。
・. 書き込み動作がリピート
・. イベント / アクションによる書き込みのスタート

プレトリガ
「トリガの使用」で「Trigger」を設定した場合に有効です。
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A/D 積分時間、フィルタ、測定周期、伝送出力フィルタ (DA、DC の場合 ) を設定する
セットアップタブ

A/D積分時間
ユニットごとに設定

フィルタのON/OFF
測定周期の選択

設定内容の選択

伝送出力フィルタの
時定数の設定
(DA、DCの場合)

測定周期の設定
最短測定周期は、入力の種類、A/D 積分時間の設定、フィルタの設定によって異なります。

伝送出力フィルタの設定
DA または DC で、伝送出力モジュールが付いているときに設定できます。設定値と時
定数は下記のように対応します。

設定値 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
時定数 (ms) 4 12 28 60 125 250 500 950 1750 3000

アラームインターバル、ヒステリシス、アラーム表示のホールドを設定する
セットアップタブ

変化率上昇限アラームの
インターバルの設定

ヒステリシスの設定
アラーム表示の保持/非保持
(DC100/DRだけ)

設定内容の選択

変化率下降限アラームの
インターバルの設定

アラーム表示のホールドの設定
DC100、DR だけに有効です。アラームか解除されたあと、アラーム表示を保持するか
しないかを選択します。
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リレー、内部スイッチの動作を設定する

セットアップタブ
再故障/再アラーム
の設定

励磁/非励磁の設定

リレーの保持/非保持

設定内容の選択
AND/ORの設定

外部からON/OFF
するリレーの選択
(スタイルナンバー8
以降のDA100だけ)

再故障再アラームの設定
最大 6 個のリレーを設定できます。

AND/OR の設定
AND で動作するリレーを選択します。リレー番号 1 からの範囲で選択します。

励磁 / 非励磁の設定
あるリレーの設定を他のリレーにコピーできます。コピー元のリレー番号をクリックし
て、「コピー」ボタンをクリックします。
コピー先のリレー番号をクリックします。連続したリレーにコピーする場合は、先頭リ
レーから末尾リレーをドラッグします。

「貼り付け」ボタンをクリックするとコピーされます。

リレーホールドの設定
非保持または保持のどちらかを選択します。

外部から ON/OFF するリレーの選択 ( スタイルナンバー 8 以降の DA100 だけ )
設定は、ユニットの先頭リレーからモジュール単位で設定します。ここで設定したリレー
をアラーム出力リレーに設定していた場合、設定していたアラームの出力リレーは「OFF」
になります。
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バーンアウト、基準接点補償、記録色 (DR だけ ) を設定する
セットアップタブ

設定内容の選択 バーンアウトの設定 
基準接点補償の選択

記録色の設定
(DRにだけ表示)

EXTの場合の補償電圧

コピーボタン 貼り付けボタン

記録色をクリックす
ると，記録色設定ダ
イアログボックスを
表示 

バーンアウトの設定
熱電対入力のバーンアウト機能です。

基準接点補償 (RJC)
熱電対入力の基準接点補償機能です。

記録色の設定 (DR だけ )
各チャネルの記録色をクリックすると、記録色を設定するダイアログボックスが表示さ
れます。

	 	 	

設定内容をコピーする
あるチャネルの設定を他のチャネルにコピーできます。
コピー元のチャネル番号をクリックして、「コピー」ボタンをクリックします。
コピー項目を選択するダイアログボックスが表示されます。

	 	 	

すべての項目をチェックするか
チェックを外す
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コピーする項目のチェックボタンをチェックして、ダイアログボックスを閉じます。
コピー先のチャネル番号をクリックします。連続したチャネルにコピーする場合は、先
頭チャネルから末尾チャネルをドラッグします。

「貼り付け」ボタンをクリックするとコピーされます。

レポート作成条件を設定する
レポート機能付き (/M3) の場合に設定できます。

コピーボタン

セットアップタブ

レポートの種類

設定内容の選択

レポート演算の設定

レポート作成時刻
レポート印字のON/OFF

貼り付けボタン
ソートボタン

レポートの機能
作成するレポートを選択します。

レポート作成時刻
日は 01 〜 28、時刻は 00 〜 23 で設定します。

レポート印字 (DR だけ )
ON に設定すると、レポート作成と同時に自動的に記録紙に印字します。

対象チャネルなど
レポートチャネルに測定 / 演算チャネルを割り当てて、瞬時値、平均値 / 最大値 / 最小値、
積算値 / 累計積算値および積算単位を演算します。

設定内容をコピーする
あるチャネルの設定を他のチャネルにコピーできます。
コピー元のチャネル番号をクリックして、「コピー」ボタンをクリックします。
コピー先のチャネル番号をクリックします。連続したチャネルにコピーする場合は、先
頭チャネルから末尾チャネルまでをドラッグします。

「貼り付け」ボタンをクリックするとコピーされます。

対象チャネルを順番に設定する
あるレポートチャネルに設定されている対象チャネルを先頭に、それ以降のレポート
チャネルの対象チャネルを存在する連続したチャネルに設定できます。たとえば、レポー
トチャネルR02の対象チャネルを005にした場合、レポートチャネルR03以降の対象チャ
ネルに 006、007、008、・・・を自動的に設定します。
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先頭のレポートチャネル番号から末尾のレポートチャネルまでドラッグします。
「ソート」ボタンをクリックすると、先頭のレポートチャネルから末尾のレポートチャ
ネルの対象チャネルが、連続したチャネルに設定されます。

演算エラー時の処理、TLOG.SUM の時間軸、DC100 の SCSI ID 番号を設定する

	 	 	

セットアップタブ設定内容の選択

演算エラー時の表示 / 記録
演算エラーが発生した場合、+OVER または -OVER どちらを表示 / 記録するかを設定し
ます。

TLOG SUM の時間軸スケール (TLOG TIME SCALE)
時系列の合計演算 (TLOG.SUM) では、測定周期ごとにデータが加算されますが、流量値
のように /s、/min、/h の単位を持った入力の場合、測定周期と入力値の単位が違うた
め、単純に加算すると実際の値と演算結果が異なります。このような場合、TLOG	TIME	
SCALE を入力値の単位に合わせて設定することにより、測定周期で測定したデータを入
力の単位に合わせて処理して演算をします。
OFF に設定すると単純に加算します。

TLOG、CLOG 演算中の異常データ処理
TLOG、CLOG 演算中の異常な測定データの処理方法を選択します。
・	 ERROR：演算エラーとして処理します。
・	 SKIP：異常データを無視して演算を続けます。

TLOG、CLOG 演算中のオーバフローデータ処理
TLOG、CLOG 演算中のオーバフローデータの処理方法を選択します。
・	 ERROR：演算エラーとして処理します。
・	 SKIP：オーバフローデータを無視して演算を続けます。
・	 LIMIT：測定範囲 ( スパン、スケール ) の上 / 下限値として演算を続けます。
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TLOG.PSUM 演算結果の処理
・	 OVER：	 ｢TLOG.PSUM(××× ×)｣単独の演算処理結果が99999999を超えた場合、

オーバーフローになります。
・	 ROTATE：	 ｢TLOG.PSUM( × ×××)｣ 単独の演算処理結果が 999999999 を超え

た場合、99999999 の次の値を 0 として演算を続けます。たとえば、
99999999 となった次の測定データが 3 の場合、0、1、2 とカウントして
演算結果は ｢2｣ になります。

	 	 パルス入力モジュールが装着されているときだけ有効です。DR のスタン
ドアロンタイプには設定できません。

SCSI ID 番号 (DC100 の SCSI オプション /C5 付きの場合 )
プルダウンメニューから DC100 に設定する SCSI	ID 番号を選択します。

FUNC キー、SET キーの設定内容を選択する (DC100、DR だけ )
セットアップタブ設定内容の選択

それぞれの設定内容を、FUNC キーを押したメニュー (FUNC) か、約 3 秒間 FUNC キー
を押したメニュー (FUNC3) に登録するかを設定します。
1：FUNC キーを押したメニュー
2：FUNC キーを約 3 秒間押したメニュー
3：どちらにも登録しない
SET メニューの操作方法は、FUNC メニューと同じです。
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記録フォーマットの設定 (DR だけ )
セットアップタブ設定内容の選択

チャネル番号 / タグ
測定値を印字 / 表示するときの呼び名を、チャネルにするか TAG にするかの選択をしま
す。

タグの印字文字数
設定されているタグよりも印字文字数のほうが小さいときは、先頭の文字から数えて選
択した印字文字数まで印字します。

打点の記録方式
次のような記録方式から選択します。
・	 NORMAL：
	 記録の対象になっているすべてのチャネルの記録をします。
・	 ALARM1：
	 アラームが発生しているチャネルだけの記録をします。
	 アラームが解除されても継続して記録をします。
・	 ALARM2：
	 アラームが発生しているチャネルだけの記録をします。
	 アラームが解除されると記録を停止します。
・	 GROUP：
	 グループ設定されているチャネルの記録をします。
	 イベント / アクション機能で「GR	TREND」の設定をしているときだけに記録できます。

チャートスピード切り替え時の印字
打点記録で、チャートスピードの変更があったときに、変更したチャートスピード値を
印字するかしないかを選択します。

記録開始 / 停止時刻の印字
打点記録で、記録の開始 / 停止時刻を印字するかしないかを選択します。
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ディジタル印字の列数
横方向 1 行あたりに、何チャネル分の測定値を印字するかを選択します。
DR231/DR232/DR241/DR242 の場合
1、2、3、4 カラムの中から選択します。
チャネル番号 /TAG の選択で TAG を選択しているときは、タグの文字数が 8 文字以上で
は 3 カラムまでです。
TAG が 16 文字のときは 2 カラムまでです。
DR130 の場合
1、2、カラムの中から選択します。
TAG が 8 文字以上のときは 1 カラムです。

チャネル印字ピッチ
打点記録で、チャネル番号またはタグを何 mm おきに印字をするかを選択します。

タイトル印字ピッチ
打点記録で、タイトルを何 mm おきに印字をするかを選択します。

スケールチック印字
打点記録で、スケール値の位置を示すマークを、印字するかしないかを選択します。

横印字 / 縦印字
ロギングモードで、チャネル番号 /TAG と測定値を、横方向に印字するか縦方向に印字
するかを選択します。

ディジタルプリント / ロギングモード時の記録周期
チャネル番号 / タグと測定値を、全チャネル共通の周期で記録するか、6 種類のタイマ
からチャネルごとに選択した周期で記録するかの選択をします。
・	 SINGLE：	 全チャネル共通です。
・	 ディジタルプリント：チャートスピードと印字する列数によって周期が決まります。
・	 ロギングモード：タイマ No.1 の周期です。
・	 MULTIPLE：ディジタルプリント、ロギングモードともに、6 種類のタイマからチャ

ネルごとに選択した周期です。

Note
・. MULTIPLE から SINGLE に変更した場合、記録周期にタイマ番号を設定しているチャネルの

記録周期は、ON になります。
・. SINGLE から MULTIPLE に変更した場合、記録周期が ON に設定されているチャネルはタイ

マ 1 に設定されます。
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メモリに関する設定をする (DC100 だけ )
セットアップタブ設定内容の選択

ファイルアラーム時間
の設定

同名ファイルを上書き
するかしないかの設定

保存動作の設定
ファイルコピー時に
コピー元ファイルを
削除するかしないか
の設定

コピーロックの設定

ファイルアラーム時間
内蔵 RAM ディスクに測定データ / 演算データを書き込んでいる間、ファイルの残り容
量が指定時間以下になったときに、ファイルアラームをリレー出力します。

同名ファイルの上書き
測定データ / 演算データを書き込む場合に、内蔵 RAM ディスクに同名ファイルが存在
するとき、上書きするかしないか設定します。

保存方法分割時の保存動作継続
保存方法が分割方式、保存動作がリピートの場合、メモリがいっぱいで、ファイルを作
成する容量がなくなった場合に一番古い日付・時刻のファイルを消去して、保存動作を
継続します。

Note
保存方法分割時の保存動作継続を「ON」に設定すると、保存できるファイル容量は使用可能
なメモリ容量の 1/2 です。そのため、スタイルナンバー 8 以降で書き込み動作の内蔵 RAM ディ
スクの使用方法に LENGTH を設定した場合や、定刻ファイルのファイルの種類を Meas2 に設
定した場合、ファイル容量を自動的に変更することがあります。その場合、メッセージが表示
されます。

ファイルコピー時のファイル消去
測定データ / 演算データのファイルをフロッピーディスクへコピーするときにコピー元
のファイルを削除するかしないかを設定します。ASCII 変換コピーには対応していませ
ん。

フロッピーディスクへのコピーを制限する
測定データ / 演算データをフロッピーディスクへコピーするときに暗証番号を使用する
かしないかを設定します。「使用する」を選択した場合、暗証番号を設定します。
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キーロック、表示更新周期、チャネル表示 / タグ表示を設定する (DC100、DR だけ )
セットアップタブ設定内容の選択

キーロック機能を使用するか
しないかの設定

キーごとにキーロックの
ON/OFF

キーロックした場合の
暗証番号

ディスプレイ更新周期の設定
チャネル番号を表示するか，
タグを表示するかの設定
(DC100，DRだけ)

キーロック
「キーロック」を設定します。「キーロック」の「使用しない」、「使用する」どちらかの
ラジオボタンをクリックします。

「使用する」をクリックした場合は、キーごとにロックするかしないかの選択と暗証番
号を設定します。

表示更新周期
ディスプレイの運転モードが AUTO の場合の表示更新周期を設定します。

ディスプレイへの表示 (DC100、DR だけ )
DC100 でチャネル表示するかタグ表示するかを選択します。
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モジュール構成を変更する
設定対象となるレコーダに合わせて、サブユニットや搭載するモジュールを変更するも
ので、必要に応じて実施します。
モジュール構成の変更は「レコーダ一覧」ウインドウに反映されます。

操作手順
1. 	 モジュール構成を変更するレコーダの設定ウインドウを開き、「DAQLOGGER 設

定」画面のメニューバーで、「システム」-「モジュール構成変更」を選択します。
「モジュール構成」ダイアログボックスが表示されます。

メインユニット

サブユニットのこの
部分をクリックする
と削除を確認する
メッセージが表示さ
れます。

装着されているモジュールにポインタを
あてると、現在のモジュールの形名を表
示します。
クリックすると、モジュールを選択する
プルダウンメニューが表示されます。

クリックすると、確認のメッセージが
表示されます。

ユニット番号

サブユニットの追加、削除
2. 	 サブユニットを追加する場合は、追加する部分をクリックします。追加を確認す

るメッセージが表示されます。「OK」をクリックすると、サブユニットが追加さ
れます。

3. 	 サブユニットを削除する場合は、削除するユニットの製品名称 (DS600) 部分をク
リックします。削除するかを確認するメッセージが表示されます。「OK」ボタン
をクリックするとサブユニットが削除されます。

7.9　DARWIN を設定する
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モジュールを追加、変更、削除する
4. 	 モジュールを追加する場合は、モジュールを追加するスロット部をクリックしま

す。モジュールを選択するダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

5. 	 追加するモジュールをプルダウンメニューから選択し、「OK」を押します。

6. 	 モジュールを変更または削除する場合は、対象のモジュールをクリックします。
モジュールを選択するプルダウンメニューが表示されます。変更する場合は新し
いモジュールを選択します。削除する場合は「NONE」を選択します。

Note
・. ユニットやモジュールを削除した場合、削除したユニットやモジュールに関係する設定は

無効になります。
・. サブユニットはすべて DS600 で表示されます。モジュールを追加する場合は、DS400 の場

合は 4 モジュール以内、DS600 の場合は 6 モジュール以内で装着してください。

7. 	 設定対象のレコーダに合わせて、サブユニットや搭載するモジュールを設定しま
す。

7.9　DARWIN を設定する
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システム構成を変更する
設定対象となるレコーダに合わせて、オプションなどのシステム構成を変更するもので、
必要に応じて実施します。
システム構成を変更すると、セットモード、セットアップモードの設定値が、初期化さ
れます。システム構成の変更は、最初に行ってください。
システムの変更は「レコーダ一覧」ウインドウに反映されます。

操作手順
1. 	 システム構成を変更するレコーダの設定ウインドウを開き、「DAQLOGGER 設定」

画面のメニューバーで、「システム」-「システム構成」を選択します。「システ
ム構成」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 設定対象のレコーダに合わせて、スタイル番号、メモリ容量 (DC の場合 )、オプショ
ンを設定します。

3. 	 設定が完了したら「OK」ボタンを押します。タブ画面の設定項目は、ここでの
設定内容を反映したものとなります。

7.9　DARWIN を設定する
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7.10 CX を設定する

ハードウエア設定では、スタイルナンバー S1 〜 S3 の CX1000 または CX2000 に対して
設定の送受信および設定内容の確認や変更ができます。
システム構成を変更して設定情報を作成する場合は、最初に「CX のシステム構成を変
更する」(7-175 ページ ) を実行してください。

CX のシステム構成を確認する
下記の操作で、接続対象の CX のシステム構成を確認できます。

	 	 	

3. [システム構成]
ダイアログボックスが開く

2. [システム] > [システム構成]を
選択

1. 番号をクリックすると、設定画面が表示される
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チャネル数
CX のチャネル数を示します。
CX1000 は [0CH]( スタイルが Style2 以降のとき )、[6CH] のどちらかになります。
CX2000 は [0CH]( スタイルが Style2 以降のとき )、[10CH] または [20CH] のいずれかに
なります。

ループ数
CX のループ数を示します。
CX1000：[0 ループ ]、[2 ループ ]
CX2000：[0 ループ ]、[2 ループ ]、[4 ループ ]、[6 ループ ]

スタイル
CX のスタイルナンバーを示します。スタイルナンバーによっては、右にバージョン ( 例：
Ver	3.02 以上 ) のチェックボックスが表示されます。

演算機能
演算機能のある / なしを示します。

シリアル通信
シリアル通信の種類を [OFF]、[RS-232]、[RS-422/485] で示します。

外部メディア
外部記憶メディアの種類を [FDD]、[ATA]、[ZIP] のどれかで示します。

アラームリレー
アラームリレーの種類 ([NONE]、[4 点＋ FAIL/ メモリエンド出力リレー ]、[6 点 ]、[ 制
御用拡張 ] のどれかで示します。機種、チャネル数、ループ数の設定よって表示される
項目が変わります。
CX1000 でループ数を [2 ループ ] に設定しているときは、アラームリレーは [NONE] に
固定です。

オプション
スタイルが Style2 以前の場合、以下のオプションがあります。Style3 以降では標準装備
になったため、下記のオプションはありません。
・	 温調計通信
	 外部温調計との通信オプションがあるかどうかを示します。このオプションは [ シリ

アル通信 ] で [RS-232] または [RS-422/485] が選択されているときだけ表示されます。
また、[ ループ数 ] で [0 ループ ] が選択されている場合は、温調計通信に固定です。

・	 ラダー通信
	 ラダー通信オプションがあるかどうかを示します。このオプションは [ シリアル通信 ]

で [RS-232] または [RS-422/485] が選択されているときだけ有効です。
	 また、ループ数を [0 ループ ] に設定した場合は無効です。

リモート
リモートオプションがあるかどうかを示します。ただし、このオプションは [ アラーム
リレー ] で [4 点＋ FAIL/ メモリエンド出力モジュール ] または「6 点」が選択されてい
るときだけ有効です。

7.10　CX を設定する
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プログラム運転
プログラム制御オプションを、[無 ]、[プログラムパターン数：4]、[プログラムパターン数：
30] のどれかで示します。

Note
・. 上記の [ システム構成 ] ダイアログボックスでは、設定変更が可能です。接続していない

CX のシステム構成をあらかじめ行っておくときなどに実施します。
・. システム構成を変更した場合、[OK] ボタンをクリックすると、[ システム設定が変更されま

した。入力構成およびデータが初期化されますがよろしいですか？ ] のメッセージが表示
されます。[OK] ボタンをクリックすると、データが初期化されます。

制御機能基本設定
制御機能の基本設定をします。
制御機能の基本設定を行うには、[ セットアップ ] タブをクリックして表示される画面の
左側の項目から設定したい項目を選択します。または、[ 制御設定 ] メニューの [ セット
アップモード ] から各項目を選択できます。

制御動作関連

	 	 	

PID 組数
PID 組数を 1 〜 8 個の範囲で選択します。組数を変更するとプログラム制御オプション
のプログラムパターンが初期化されます。

制御周期
制御周期を [250ms]、[500ms]、[1s] から選択します。
ただし、[ 測定周期 / メモリサンプル ]	>	[A/D 積分時間 ] が [100ms] に設定されていると
きは、[1s] だけ選択が可能になります。

ゾーン PID 選択
ゾーン PID の ON/OFF を選択します。

停電復帰時動作
停電復帰時動作を、[ 継続 ]、[ 手動運転 ]、[ 自動運転 ] から選択します。プログラム制
御オプションがあるときは、プログラム制御の動作を [ 継続 ]、[ 手動運転 ]、[ リセット ]
から選択します。

	 	 	

7.10　CX を設定する
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PID 初期値
PID 初期値を、[ 温度 ]、[ 圧力流量 ] から選択します。

6/4 ループ選択 (CX2000 だけ )
6/4 ループ選択を 6、4 ループから選択します。
[ システムの構成 ] ダイアログボックスで、[ ループ数 ] が [6 ループ ] に設定されている
ときだけ選択が可能です。

オートチューニング
オートチューニングの ON/OFF を選択します。

PV/SP 演算機能 (CX のスタイルナンバー S3 以降 )
PV/SP 演算機能の ON/OFF を選択します。ON にすると、PV/SP として演算式を設定で
きます。

CLOG エラー (CX のスタイルナンバー S3 以降 )
PV/SP 演算およびアナログ伝送の演算子である CLOG のチャネルデータが異常な場合の
処理方法を設定します。
エラー：	演算エラーとして処理
スキップ：	異常なデータをスキップして演算

イベント出力設定
Style3	Ver.3.02 以降では、イベント出力設定をプログラムパターンごとに設定できます。
プログラムパターンごとに設定するときは [ 個別 ]、全プログラムパターンに共通に設定
するときは [ 共通 ] を選択します。

7.10　CX を設定する
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内蔵ループ
ループごとに「制御基本設定」と「バーンアウト / チューニング設定」があります。

	 	 	

ループ番号
設定対象のループ番号 1 〜 6(CX1000 は 1、2、CX2000 の 4/6 ループ選択で 4 ループを
選択した場合は1〜4)を選択します。ループ番号は、システム設定で設定されているルー
プ数分だけしか表示されません。

[ 制御基本設定 ] タブ
内蔵ループの制御基本設定です。
・	 制御動作
	 制御モード
	 制御モードを、[ 単ループ制御 ]、[ カスケード制御 ]、[2 入力切替制御 ]、[ アナログ

再伝送 ](Style3 以降 ) の中から選択します。制御しないループの場合は、OFF を選択
します。カスケードに設定する場合は、1 つの制御出力端子ブロック内の 2 ループに
共通の設定で、たとえば、ループ 1 をカスケードに設定すると、ループ 2 も自動的に
カスケードに設定されます。OFF 以外に設定されている、もっとも若いループ番号が
変わるような変更をすると、すべてのプログラムパターンが初期化されます。

	 切替条件
	 2つの測定入力の切り替え条件を[設定範囲]、[PV上限値]、[接点入力]から選択します。
	 [ 制御モード ] で [2 入力切替制御 ] が選択されているときのみ有効です。

	 プログラム制御 ( プログラム制御オプションがあるとき )
	 プログラム制御の ON/OFF ループごとに選択します (Style2 以前では、1 つの制御出

力端子ブロックの 2 ループに共通の設定 )。1 つの制御出力端子ブロックの 2 ループ
に共通の設定です。ON に設定されている、もっとも若いループ番号が変わるような
変更をすると、すべてのプログラムパターンが初期化されます。

	 PID 制御モード
	 PID 制御モードを [ 追値制御 ]、[ 定値制御 ] から選択します。[ 制御モード ] が [OFF]

に設定されているループでは、この設定は無効です。

7.10　CX を設定する
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・	 その他
	 リモート入力選択 ( プログラム制御が OFF のときに有効 )
	 測定入力をリモートで行うときに、[ リモート ] を選択します。次のようなときは設

定できません。
・	 [ 制御モード ] が [ カスケード ] に設定されているときの 2 次側のループ番号
・	 ループ数が 2、4、6(6/4 ループ選択で 4 ループ選択 ) で [ 制御モード ] が [2 入力切

替制御 ] に設定されているときの偶数番号のループ (PV/SP 演算機能が OFF のとき )
・	 ループ数が 6(6/4 ループ選択で 6 ループ選択 ) で [ 制御モード ] が [2 入力切替制御 ]

に設定されているとき (PV/SP 演算機能が OFF のとき )

	 警報モード
	 制御アラームを無効にする条件を次の中から選択します。

常用：
常にアラームを無効にしない
運転停止時無効：
	 運転を停止したときにアラームを無効にする
手動運転 / 運転停止時無効：
	 手動運転モードのとき、または運転を停止したときにアラームを無効にする

・	 出力処理関連
	 [ 制御モード ] で [ カスケード制御 ] が選択されているときの 1 次側ループでは、この

設定は行えません。

	 制御出力種類
	 制御出力の種類を次の中から選択します。

・	 時間比例 PID リレー接点出力
・	 時間比例 PID 電圧パルス出力
・	 電流出力 ( 連続 PID 制御出力 )
・	 オンオフ制御リレー接点出力 ( アナログ再伝送のループでは選択不可 )

	 サイクルタイム
	 時間比例 PID の場合のサイクルタイム ( 制御出力の周期 ) を [1s] 〜 [1000s] の範囲で

設定します。

	 アナログ出力種別
	 電流出力時の出力電流の種類を次の中から選択します。
	 4-20mA、0-20mA、20-4mA、20-0mA

7.10　CX を設定する
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[ バーンアウト / チューニング設定 ] タブ

	 	 	

・	 設定値関連
	 バーンアウト
	 各ループの測定入力に対して、バーンアウト ( 断線検出 ) 動作を [OFF]、[UP]、[DOWN]

から選択します。[No.2]は制御モードを[2入力切替制御]に設定しているとき、[リモー
ト ] はリモート入力を測定入力としているときだけ有効です。熱電対または統一信号
以外の測定入力では CX 本体にとって無効な設定です。

	 PV/SP 演算が OFF のときは、7-182 ページの「制御入力チャネル」で設定します。

	 RJC(Type、電圧 uV)
	 熱電対入力の基準接点補償の設定です。各ループの測定入力に対して設定します。

[No.2] は制御モードを [2 入力切替制御 ] に設定しているとき、[ リモート ] はリモー
ト入力を測定入力としているときだけ有効です。熱電対以外の測定入力では CX 本体
にとって無効な設定です。

	 Type を [ 内部 ]、[ 外部 ] から選択します。
	 [ 外部 ] のときは、電圧の設定値を –20000uV 〜 20000uV の範囲で設定します。
	 PV/SP 演算が OFF のときは、7-182 ページの「制御入力チャネル」で設定します。

・	 チューニング設定
	 チューニング項目 ON/OFF
	 チューニング画面に表示するパラメータを [ON]、表示しないパラメータを [OFF] に

設定します。

	 アイテム ID
	 アイテム ID を次の中から選択します。
	 SP( 目標設定値 )、A1( 警報 1 設定値 )、A2( 警報 2 設定値 )、A3( 警報 3 設定値 )、

A4( 警報 4 設定値 )、P( 比例帯 )、I( 積分時間 )、D( 微分時間 )、OH( 出力リミット上
限値 )、OL( 出力リミット下限値 )、MR( マニュアルリセット )、H( リレーヒステリシス )、
DR( 制御動作方向 )、PO( プリセット出力 )、BS1( 測定値 1 入力バイアス )、FL1( 測
定値 1 入力フィルタ )、BS2( 測定値 2 入力バイアス )、FL2( 測定値 2 入力フィルタ )、
RT( 比例設定 )、RBS( リモート入力バイアス )、RFL( リモート入力フィルタ )、W01 〜
W36( 制御演算用定数 )

	 PV/SP 演算が ON のときは BS1、FL1、BS2、FL2、RFL は選択できません。
	 BS1、FL1、BS2、FL2、R、RBS、RFL は Style3 以降で有効です。

	 アイテム名
	 アイテム名を半角英数字 6 文字以内で設定します。

7.10　CX を設定する
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接点入力登録

	 	 	

モジュール選択
接点入力登録を行う端子ブロックを [CTRL1-2]、[CTRL3-4]、[CTRL5-6]、[ETXDIO] から選
択します。[CTRL3-4] はループ数が 4 以上の CX2000、[CTRL5-6] はループ数が 6 以上の
CX2000、[EXTDIO] はアラームリレーに制御用拡張を選択している CX2000 のときに有
効です。

接点割付
各接点入力登録番号に対して、接点入力の内容を以下から選択します。システム設定や
制御モードによっては選択できない項目があります。各接点入力の説明は、CX本体のユー
ザーズマニュアル (IM	04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。
・	 全ループ制御運転停止
・	 全ループ制御運転開始
・	 制御停止 / 運転
・	 リモート / ローカル
・	 Auto/Man 運転
・	 カスケード切替
・	 Auto 運転
・	 Man 運転
・	 目標設定値設定 0 〜 3bit( 目標設定値で選択した No. によって登録 )
・	 入力切替接点
・	 プログラム運転開始
・	 プログラム運転停止
・	 ホールド
・	 アドバンス
・	 メモリスタートストップ
・	 トリガ
・	 アラーム ACK
・	 時刻合わせ
・	 演算・スタート / ストップ
・	 演算・リセット
・	 マニュアルサンプル
・	 設定 1 ロード〜設定 3 ロード
・	 メッセージ 1 〜 8
・	 スナップショット
・	 パターン番号設定 (0 〜 4bit)( パターン番号設定で選択した番号によって登録。プロ

グラム制御が ON の時に有効 )

目標設定値設定
目標設定値を切り替える接点入力に登録するときに選択します。

7.10　CX を設定する
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7.10　CX を設定する

目標設定値番号切替対象選択
目標設定値設定の接点入力で、目標設定値番号を切り替える対象にするループを設定し
ます。各ループ番号 (CX1000：LOOP01 〜 LOOP02、CX2000：LOOP01 〜 LOOP06(6/4 ルー
プ選択で 4 ループを選択したときは 4 ループまで )) に対して、ON/OFF を設定します。

パターン番号設定 ([ 内蔵ループ ] の [ プログラム制御 ] が ON のとき )
プログラム制御で接点入力によりプログラムパターンを切り替える場合のパターン番号
範囲を選択します。パターン番号は 2 進数で入力されるため、必要なリレーの数は次の
ようになります。
	 パターン番号 1：	 リレー 1 つ (1bit)	 DI001 に割付
	 パターン番号 1 〜 3：	 リレー 2 つ (2bit)	 DI001、DI002 に割付
	 パターン番号 1 〜 7：	 リレー 3 つ (3bit)	 DI001 〜 DI003 に割付
	 パターン番号 1 〜 15：	 リレー 4 つ (4bit)	 DI001 〜 DI004 に割付
	 パターン番号 1 〜 30：	 リレー 5 つ (5bit)	 DI001 〜 DI005 に割付
選択したプログラムパターン番号の範囲に従って、自動的に接点入力に登録されます。
[1-15]、[1-30] は、プログラムパターン数が 30(/PG2) の時に有効です。

制御入力チャネル (PV/SP 演算が ON のとき　CX のスタイルナンバー S3 以降 )
PV/SP 演算が ON( 制御動作関連参照 ) の場合、バーンアウトと RJC(PV/SP 演算が OFF の
ときは「内蔵ループ」で設定 ) を設定します。

	 	 	

バーンアウト
制御入力チャネルごとに ON/OFF を設定します。

RJC(Type、電圧 uV)
熱電対入力の基準接点補償の設定です。各制御入力チャネルに対して設定します。熱電
対以外の測定入力では CX 本体にとって無効な設定です。
Type を [ 内部 ]、[ 外部 ] から選択します。
[ 外部 ] のときは、電圧の設定値を –20000uV 〜 20000uV の範囲で設定します。
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7.10　CX を設定する

制御リレー

	 	 	

モジュール選択
接点出力登録を行う端子ブロックを [CTRL1-2]、[CTRL3-4]、[CTRL5-6]、[EXTDIO] から選
択します。[CTRL3-4] はループ数が 4 以上の CX2000、[CTRL5-6] はループ数が 6 以上の
CX2000(6/4 ループ選択で 4 ループを選択した場合は選択不可 )、[EXTDIO] はアラームリ
レーに制御用拡張を選択している CX2000 のときに有効です。

FAIL([CTRL1-2] だけ )
CX 本体の CPU に異常が発生した場合に、リレー接点信号 (FAIL 信号 ) を出力する機能の
設定です。[ON]( 初期値：OFF) に設定すると、「リレー ( 動作 / 保持 )」設定における制
御出力端子ブロック 1 の接点出力番号 [DO001] を [ 非励磁 / 非保持 ] で自動的に割り付
けます。

故障診断 ([CTRL1-2] だけ )
入力バーンアウト、A/D コンバータ異常、基準接点補償不良のいずれかの場合に、リレー
接点信号を出力する機能の設定です。[ON]( 初期値：OFF) に設定すると、「リレー ( 動作
/ 保持 )」設定における制御出力端子ブロック 1 の [DO002] を非励磁 / 非保持で自動的に
割り付けます。

リレー ( 動作 / 保持 )
各接点出力のリレー動作タイプを [ 非励磁 / 保持 ]、[ 非励磁 / 非保持 ]、[ 励磁 / 保持 ]、[ 励
磁 / 非保持 ] から選択します。

外部ループ
ループごとに「基本設定」、「接続機器設定」、「パラメータアドレス設定」、「チューニン
グ設定」があります。外部ループの詳細については CX1000/CX2000 通信インタフェー
スユーザーズマニュアル (IM04L31A01-17) をご覧ください。

[ 基本設定 ] タブ

	 	 	

・	 制御動作関連
	 通信 Off/On
	 外部ループ機能 ( 温調計通信機能 ) の [OFF]、[ON] を設定します。
	 OFF にすると、以下のすべての設定は無効です。
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	 モドバスアドレス
	 外部ループ制御に使用する温調計のモドバスアドレスを1〜247の範囲で設定します。

	 接続機種
	 接続する UT シリーズ調節計の機種を選択します。UT シリーズ以外の調節計を接続

するときは、「その他」を選択します。
	 選択した機種によって、以降の設定内容が変わります。

[ 接続機器設定 ] タブ

	 	 	

・	 制御動作関連
	 ループ指定
	 指定するループを [ 第 1 ループ ]、[ 第 2 ループ ] から選択します。
	 [ 基本設定タブ ] の [ 接続機種 ] で「UT520」、「UT550」、「UT750」、「その他」の 2 ルー

プ制御が可能な機種が選択されているときに、この項目が表示されます。

	 タグ
	 タグを半角英数字、半角カタカナの 8 文字以内で設定します。

	 タグコメント
	 タグコメントを半角英数字、半角カタカナの 8 文字以内で設定します。

	 PV/SP/OUT
	 PV、SP、OUT の小数点位置 (0 〜 4) と単位 ( 半角英数文字または半角カタカナ ) を設

定します。

	 制御スパン
	 制御スパンを決める下限値と上限値を設定します。

	 制御モード
	 制御モードを次の中から選択します。接続機種によって、選択できる制御モードが変

わります。
	 [単ループ制御]、[カスケード1次側制御]、[カスケード2次側制御]、[カスケード制御]、

[ バックアップ機能付き制御 ]、[2 入力切替制御 ]、[2 入力選択制御 ]、[PV 値保持機能
付き制御 ]、[2 ループ制御 ]、[ 温室度制御 ]、[ ユニバーサル 2 入力カスケード制御 ]、
[ ユニバーサル 2 入力切替制御 ]、[ ユニバーサル 2 入力選択制御 ]

	 制御出力種類
	 制御出力種類を次の中から選択します。制御モードが [ カスケード制御 ] または [ ユ

ニバーサル 2 入力カスケード制御 ] のときは設定できません。
	 [ 時間比例 PID リレー接点出力 ]、[ 時間比例 PID 電圧パルス出力 ]、[ 電流出力 ]、[ オ

ンオフ制御リレー接点出力 ]

7.10　CX を設定する
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	 アラーム
	 アラーム種類を次の中から選択します。接続機種やアラームレベルによって、選択で

きるアラーム種類が変わります。
	 [ 測定値上限警報 ( 励磁 )]、[ 測定値下限警報 ( 励磁 )]、[ 偏差上限警報 ( 励磁 )]、[ 偏

差下限警報 ( 励磁 )]、[ 偏差上限警報 ( 非励磁 )]、[ 偏差下限警報 ( 非励磁 )]、[ 偏差上
下限警報 ( 励磁 )]、[ 上下限偏差内警報 ( 励磁 )]、[ 測定値上限警報 ( 非励磁 )]、[ 測定
値下限警報 ( 非励磁 )]、[ 測定値上限警報 ( 励磁 / 待機動作 )]、[ 測定値下限警報 ( 励磁
/待機動作 )]、[偏差上限警報 (励磁 /待機動作 )]、[偏差下限警報 (励磁 /待機動作 )]、[偏
差上限警報 ( 非励磁 / 待機動作 )]、[ 偏差下限警報 ( 非励磁 / 待機動作 )]、[ 偏差上下
限警報 ( 励磁 / 待機動作 )]、[ 上下限偏差内警報 ( 励磁 / 待機動作 )]、[ 測定値上限警
報 ( 非励磁 / 待機動作 )]、[ 測定値下限警報 ( 非励磁 / 待機動作 )]、[ タイマ機能 ( 検出
方向上向 / 時分 )]、[ タイマ機能 ( 検出方向下向 / 時分 )]、[ タイマ機能 ( 検出方向上
向 / 分秒 )]、[ タイマ機能 ( 検出方向下向 / 分秒 ]、[ センサ設置警報 ]、[ 故障診断出力 ]、
[FAIL 出力 ]、[ 設定値上限 ]、[ 設定値下限 ]、[ 出力値上限 ]、[ 出力値下限 ]、[ ヒータ
断線警報 1]、[ ヒータ断線警報 2]

[ パラメータアドレス設定 ] タブ

	 	 	

各設定値のパラメータアドレスを次の範囲で設定します。
30001 〜 39999、40001 〜 49999、300001 〜 365535、400001 〜 465535

7.10　CX を設定する
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[ チューニング設定 ] タブ

	 	 	

・	 チューニング設定
	 チューニング項目 ON/OFF
	 チューニング画面に表示するパラメータを [ON]、表示しないパラメータを [OFF] に

設定します。

	 アイテム ID
	 内蔵ループ
	 SP( 目標設定値 )、A1( 警報 1 設定値 )、A2( 警報 2 設定値 )、A3( 警報 3 設定値 )、

A4( 警報 4 設定値 )、P( 比例帯 )、I( 積分時間 )、D( 微分時間 )、OH( 出力リミット上限値 )、
OL( 出力リミット下限値 )、MR( マニュアルリセット )、H( ヒステリシス )、DR( 制御
動作方向 )、DB( 不感帯 )、PO( プリセット出力 )、ETC( その他のアイテム )、BS1( 測
定値 1 入力バイアス )、FL1( 測定値 1 入力フィルタ )、BS2( 測定値 2 入力バイアス )、
FL2( 測定値 2 入力フィルタ )、RT( 比例設定 )、RBS( リモート入力バイアス )、RFL( リモー
ト入力フィルタ )、W01 〜 W36( 制御演算用定数 )

	 外部ループ
	 SP( 目標設定値 )、A1( 警報 1 設定値 )、A2( 警報 2 設定値 )、A3( 警報 3 設定値 )、

A4( 警報 4 設定値：UT320/UT321/UT350/UT351/UT420 では選択できません )、P( 比
例帯 )、I( 積分時間 )、D( 微分時間 )、OH( 出力リミット上限値 )、OL( 出力リミット下
限値 )、MR( マニュアルリセット )、H( ヒステリシス )、DR( 制御動作方向 )、DB( 不感
帯 )、PO( プリセット出力 )、ETC( その他のアイテム )

Note
[ 基本設定 ].>.[ 接続機種 ] で [ その他 ] を選択しているときは、[ETC] しか設定できません。

	 アイテム名
	 アイテム名を半角英数字 6 文字以内で設定します。

	 レジスタアドレス
	 レジスタアドレスを次の範囲で設定します。
	 30001 〜 39999、40001 〜 49999、300001 〜 365535、400001 〜 465535

	 スパン ( 小数点 )
	 パラメータの小数点位置を設定します。

	 スパン (L)
	 測定スパンの下限値を設定します。

	 スパン (U)
	 測定スパンの上限値を設定します。

7.10　CX を設定する
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制御機能設定
内蔵ループの制御機能を設定します。制御機能の設定は [ 制御ループ ] タブと、[ 設定関
連 ] タブの [ コントロールグループ ] で行います。または、[ 制御設定 ] メニューの [ セッ
トモード ]	>	[ 制御ループ ] と [ 制御設定 ] メニューの [ セットモード ]	>	[ 制御グループ ]
で設定できます。
[ 制御ループ ] タブでは、設定したいループ番号のボタン (LOOP01、LOOP02、・・・) の
ボタンを選択し、各ループの設定をします。選択しているループ番号のボタンは赤い文
字で表示されています。各ループの設定項目 ( 制御入力、PID/ アラーム、運転関連、折
線入出力、制御機能 ) が表示されますので、オプションボタンを選択して各設定をします。

制御入力
制御機能基本設定の PV/SP 演算機能が ON の場合と OFF の場合で表示されるメニューが
変わります。

PV/SP 演算機能が OFF のとき
制御入力は、[ セットアップ ] タブの [ 内蔵ループ ]	>	[ 制御モード ] の設定により、表示
される入力種類が異なります。設定できる入力種類は、[ 測定値 1]、[ 測定値 2]、[ リモー
ト ]、[PV レンジ ] で、以下の条件で表示されます。

	 	 	

単ループ制御

カスケード

2入力切替

奇数ループ
偶数ループ
奇数ループ
偶数ループ
奇数ループ
偶数ループ
奇数ループ
偶数ループ

 測定値1 測定値2 リモート PVレンジ

○
○

○ * ○
○○

○
○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

アナログ再伝送
(Style3以降)

*：ループ数が 6 の場合は 6/4 ループ選択が 6 ループに設定されているときは無効

リモートは、[ セットアップ ] タブの [ 内蔵ループ ]	>	[ リモート入力選択 ] で ON に設定
した場合に表示されます。

入力種類 [ 測定値 1]、[ 測定値 2]、[ リモート ]、[PV レンジ ] によって表示される設定項
目は異なりますが、各設定項目の設定内容は同じです。

	 	 	

ループの選択

スケール / 統一信号 ( 測定値 1/2、リモート )
チャネルの測定モードを、[ 温度 ]、[ スケール ]、[1-5V] から選択します。

モード ( 測定値 1/2、リモート )
チャネルの入力モードを、[VOLT( 電圧 )]、[TC( 熱電対 )]、[RTD( 測温抵抗体 )] から選択
します。[ スケール / 統一信号 ] で [1-5V] を選択しているときは、[VOLT] に固定です。

7.10　CX を設定する
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レンジ / タイプ ( 測定値 1/2、リモート )
電圧のレンジ、熱電対、測温抵抗体の種類を選択します。

VOLT：	 20mV/60mV/200mV/2V/6V/20V/50V
TC：	 K/J/T/B/S/R/N/E/L/U/W/PLATINEL/PR40-20/WRe3-25
RTD：	 JPt100/Pt100

[ スケール / 統一信号 ] で [1-5V] を選択しているときは、[6V] に固定です。

スパン ( 測定値 1/2、リモート )
各ループの測定スパンを上限 (U) ＞下限 (L) となるように設定します。

スケール ( 測定値 1/2、リモート )
各ループのスケールを–30000〜30000の範囲で上限(U)＞下限(L)かつ、上限(U)–下限(L)
＝ 30000 となるように設定します。[ スケール / 統一信号 ] で [ スケール ] を選択時のみ
有効です。詳細については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	04L31A01-01 または
IM	04L31A01-03) をご覧ください。

単位 ( 測定値 1/2、リモート )
各ループの単位を設定します。
半角英数字、半角カタカナ 6 文字以下で入力します。

開平演算 ( 測定値 1/2、リモート )
開閉演算指定の ON/OFF を選択します。
ON を選択した場合、ローカット値を 0.0 〜 5.0% の範囲で設定します。

バイアス ( 測定値 1/2、リモート )
バイアス使用の ON/OFF を選択します。
ON を選択した場合、設定値を測定スパンの EUS(–100 〜 100%) で設定します。

フィルタ ( 測定値 1/2、リモート )
フィルタ使用の ON/OFF を選択します。
ON を選択した場合、設定値を 1 〜 120s の範囲で設定します。

比率設定 ( リモート )
リモートによる測定入力に対して、所定の比率をかけるときに ON にします。
ON を選択した場合、設定値を –30000 〜 30000 の範囲で設定します。小数点位置は 0 〜
4 の範囲で設定します。
Style2 以前では、0.001 〜 9.999 の範囲で設定します。

PV レンジ (PV レンジ )
最大値、最小値、小数点位置、単位を設定します。
最大値、最小値は、–30000 〜 30000 の範囲で最大値＞最小値かつ、最大値 – 最小値≦
30000 となるように設定します。

PV 入力切替 (PV レンジ )
入力レンジ内で設定します。[セットアップ]タブの[内蔵ループ]項目の[制御基本設定]
で [ 切替条件 ] を [ 設定範囲 ] に設定しているときは、上限値 (U) と下限値 (L)、[ 切替条件 ]
を[PV上限値]に設定しているときは、上限値だけを設定します。[切替条件]を[接点入力]
に設定しているときは、PV 入力切替の設定はありません。

Note
PV/SP 演算機能が ON のとき、入力に関する設定は [ 設定関連 ] タブの [ 制御入力チャネル ] 項
目で、制御入力チャネルごとに上記設定を行います。設定方法は 7-182 ページをご覧ください。

7.10　CX を設定する
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PV/SP 演算機能が ON のとき

	 	 	

PV または SP に関する設定をします。
制御モードがアナログ再伝送の場合は、アナログ再伝送に関する設定メニューが表示さ
れます。次ページをご覧ください。

PV/SP 演算機能
PV、PV1、PV2、SP のどれを設定するかを選択します。制御モードが単ループ制御また
はカスケード制御のときは PV、2 入力切替制御のときは PV1、PV2 を設定します。SP は
[ セットアップ ] タブの [ 内蔵ループ ]	>	[ リモート入力選択 ] で ON に設定した場合に選
択できます。

モード
ON/OFF を選択します。
ON：	 演算式を有効にします。
OFF：	 演算式に以下の制御入力チャネルが割り当てられます。

	 	 	
ループ1
ループ2
ループ3
ループ4
ループ5
ループ6

PV
CI01
CI04
CI06
CI09
CI03
CI08

SP
CI02
CI05
CI07
CI10
CI01
CI01

PV(1)
CI01
CI04
CI06
CI09

SP
CI02

CI07

PV1
CI01
CI04
CI06
CI09

PV2
CI02
CI05
CI07
CI10

SP
CI03
CI01
CI08
CI01

PV1
CI01
CI04
CI06
CI09

PV2
CI02
CI05
CI07
CI10

SP
CI01
CI01
CI01
CI01

制御モード 単ループ制御 カスケード制御 2入力切替制御
(4ループ)

2入力切替制御
(6ループ)

式
PV/SP の演算式を入力します。モードが OFF のときは入力できません。

PV レンジ (PV または PV1)
最大値、最小値、小数点位置 (0 〜 4)、単位 ( 半角英数字または半角カタカナで 6 文字以
内 ) を設定します。
最大値、最小値は、–30000 〜 30000 の範囲で最大値＞最小値かつ、最大値 – 最小値≦
30000 となるように設定します。
PV1 はモード OFF でも設定できます。
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入力切替 (PV1)
PVレンジ内で設定します。小数点位置(0〜4)、上限値(U)と下限値(L)を設定します。[セッ
トアップ ] タブの [ 内蔵ループ ] 項目の [ 制御基本設定 ] で [ 切替条件 ] を [ 設定範囲 ] に
設定しているときは、上限値 (U) と下限値 (L)、[ 切替条件 ] を [PV 上限値 ] に設定してい
るときは、上限値だけを設定します。[ 切替条件 ] を [ 接点入力 ] に設定しているときは、
PV 入力切替の設定はありません。
モード OFF でも設定できます。

比率設定 ( リモート )
SP に対して、所定の比率をかけるときに ON にします。
ON を選択した場合、比率を 0.0001 〜 30000 の範囲で設定します。小数点位置は 0 〜 4
の範囲で設定します。

リモートバイアス
SP に対するバイアス使用の ON/OFF を選択します。
ON を選択した場合、バイアス値を PV レンジの EUS(–100％〜 100％ ) の範囲で設定し
ます。

演算エラー
演算エラーが起きた場合、PV/SP としてオーバーレンジとして扱うか、アンダーレンジ
として扱うかを設定します。

定数
PV/SP 演算、アナログ再伝送、ロジック演算の演算に使われる定数を設定します。定数
はアナログ再伝送、ロジック演算の定数と共通です。

アナログ再伝送

	 	 	

制御モードがアナログ再伝送のループに演算式や出力スパンを設定します。

モード
ON/OFF を選択します。
ON：	 演算式を有効にします。
OFF：	 アナログ再伝送は機能しません。

式
アナログ再伝送の演算式を入力します。

7.10　CX を設定する
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出力スパン
最大値、最小値、小数点位置 (0 〜 4)、単位 ( 半角英数字または半角カタカナで 6 文字以
内 ) を設定します。
最大値、最小値は、–30000 〜 30000 の範囲で最大値＞最小値かつ、最大値 – 最小値≦
30000 となるように設定します。

演算エラー
演算結果がエラーのとき、レンジオーバー値にするかレンジアンダー値にするかを設定
します。

定数
PV/SP 演算、アナログ再伝送の演算、ロジック演算に使われる定数を設定します。

PID/ アラーム

	 	 	

・	 アラーム
	 各ループのアラームを設定します。

	 種類
	 アラームの種類を、次の中から選択します。
	 [ 測定値上限警報 ]	[ 測定値下限警報 ]	[ 偏差上限警報 ]	[ 偏差下限警報 ]
	 [ 偏差上下限警報 ]	[ 上下限偏差内警報 ]	[ 設定値上限警報 ]	[ 設定値下限警報 ]
	 [ 出力値上限警報 ]	[ 出力値下限警報 ]

	 待機動作
	 待機動作の ON/OFF を設定します。
	 ON/OFF できるアラームについては、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	

04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

	 リレー
	 リレーの種類を選択します。
	 DO001 〜 DO006：	 ループ 2
	 DO101 〜 DO106：	 ループ 4(CX2000 だけ )
	 DO201 〜 DO206：	 ループ 6(4/6 ループ選択で 6 ループに設定した CX2000 だけ )
	 RO001 〜 RO012：	 制御拡張 DIO( 制御拡張 DIO を装着した CX2000 だけ )
	 SW001 〜 SW036：	 内部スイッチ (CX1000 は SW001 〜 SW018、Style3 以降 )

	 ヒステリシス
	 アラームヒステリシスを EUS(0.0 〜 10.0%) で設定します。
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・	 PID パラメータ
	 各ループの PID パラメータを設定します。

	 目標設定値
	 目標設定値を測定スパンの EU(0.0 〜 100.0%) で設定します。
	 ただし、目標設定値リミットの上下限値内で設定します。

	 アラーム値 (1 〜 4)
	 アラーム値を設定します。( 設定値は、アラームの種類によって異なります。)
	 測定値 / 設定警報：	 測定スパンの EU(0 〜 100%)
	 偏差上限警報、偏差下限警報：	 測定スパンの EUS(–100 〜 100%)
	 その他の偏差警報：	 測定スパンの EUS(0 〜 100%)
	 出力値警報：	 	 	 出力値の –5.0 〜 105.0%

	 比例帯 (P)
	 比例帯を 0.1 〜 999.9% の範囲で設定します。

	 積分時間 (I)
	 積分時間を 0 〜 6000s で設定します。

	 微分時間 (D)
	 微分時間を 0 〜 6000s で設定します。

	 出力リミット下限値
	 出力リミット下限値を –5.0 〜 105.0% の範囲で上限値＞下限値となるように設定しま

す。

	 出力リミット上限値
	 出力リミット上限値を –5.0 〜 105.0% の範囲で上限値＞下限値となるように設定しま

す。

	 シャットダウン
	 シャットダウン機能の ON/OFF を設定します。[ セットアップ ] タブの [ 内蔵ループ ]

＞[出力処理関連]＞[制御出力種類]が[電流出力]で、[アナログ出力種別]が[4-20mA]
のときに設定できます。

	 マニュアルリセット
	 マニュアルリセットの値を出力値の –5.0 〜 105.0% の範囲で設定します。

	 リレーヒステリシス ( 設定値 )
	 オン / オフ制御時の目標設定値のヒステリシスを測定スパンの EUS(0.0 〜 100.0%) で

設定します。

	 リレーヒステリシス ( 動作点 )
	 オン / オフ制御時の目標設定値のヒステリシスの動作点を [ 中央 ]、[ 上側 ]、[ 下側 ]

から選択します。

	 プリセット出力
	 運転停止時の固定制御出力値を –5.0 〜 105.0% の範囲で設定します。

	 制御動作方向切替
	 制御動作方向切替を [ 正動作 ]、[ 逆動作 ] から選択します。

Note
[リレーヒステリシス(設定値)]および[リレーヒステリシス(動作点)]は、[セットアップ].>.[内
蔵ループ ].>.[ 出力処理関連 ].>.[ 制御出力種類 ] タブで、[ オンオフ制御リレー接点出力 ] が選
択されているとき、PID パラメータ欄に表示されます。このとき、P、I、D、出力リミット、シャッ
トダウン、マニュアルリセットは表示されません。

7.10　CX を設定する
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運転関連

	 	 	

・	 運転関連
	 内蔵ループ制御の運転関連の設定をします。

	 制御出力抑制機能
	 OFF、オーバーシュートのどちらかを選択します。

	 勾配時間単位
	 勾配時間の単位を設定します。

	 目標設定値下降勾配
	 1digit 〜測定スパンの EUS(100%) の範囲内で設定します。

	 目標設定値上昇勾配
	 1digit 〜測定スパンの EUS(100%) の範囲内で設定します。

	 タグ
	 タグを設定します。
	 半角英数、半角カタカナ 8 文字以下で入力します。

	 タグコメント
	 タグコメントを設定します。
	 半角英数、半角カタカナ 8 文字以下で入力します。

・	 ゾーン PID
	 内蔵ループ制御のゾーン PID の設定をします。
	 ゾーン PID の設定は、[ セットアップ ]	>	[ 制御動作関連 ] の [ ゾーン PID 選択 ] が [ON]

の場合に表示されます。

	 リファレンスポイント (PID 組数が 3 以上のとき表示 )
	 リファレンスポイントを、測定スパンの EU(0.0 〜 100.0%) で設定します。
	 PID 組数により点数が異なります (PID 組数 -2)。そのため、PID 組数が 2 以下のとき

は表示されません。
	 各点の設定値は、1 ≦ 2 ≦…≦ 6 となるよう設定します。

	 切替ヒステリシス
	 切替ヒステリシスの値を、測定スパンの EUS(0.0 〜 10.0%) で設定します。PID 組数が

2 以下のときは表示されません。
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	 リファレンス偏差
	 リファレンス偏差の ON/OFF と設定値を測定スパンの 1digit 〜 EUS(100.0%) で設定

します。スタイルナンバー S1( システム設定 ) では PID 組数が 1 のときは表示されま
せん。スタイルナンバー S2 では PID 組数が 2 以下のときは表示されません。

折線入出力 (PV/SP 演算機能が OFF の場合 )

	 	 	

折線モード
折線モードを [OFF]、[ 折線バイアス ]、[ 折線近似 ] から選択します。

折線入力
折線入力の値を入力します。( 折線モードにより値が異なります。)

折線バイアス：	 測定スパンの EU(–5.0 〜 105.0%) で設定します。
折線近似：	 測定スパンの EU(–5.0 〜 105.0%) で設定します。
	 	 2 点以上 11 点以下で設定します。

折線出力
折線出力の値を入力します。( 折線モードにより値が異なります。)

折線バイアス：	 測定スパンの EUS(–100.0 〜 100.0%) で設定します。
折線近似：	 測定スパンの EU(–5.0 〜 105.0%) で設定します。

Note
・. 折線バイアスの場合、折線入力＋折線出力が EU(0 〜 100%) となるように設定します。また、

折線入力＋折線出力が、ひとつ前の折線入力＋折線出力以上になるように設定します。
・. 折線近似の出力は、ひとつ前の値以上になるように設定します。
・. 3 点目以降で、前の数値より小さい値が設定されると、その点以降の設定は無効になります。
・. PV/SP演算機能がONの場合は、[設定関連]タブの[制御入力チャネル]項目で、制御入力チャ

ネルごとに上記設定を行います。設定方法は 7-199 ページをご覧ください。

7.10　CX を設定する
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制御機能設定

	 	 	

目標設定値トラッキング
目標設定値トラッキングの ON/OFF を設定します。

測定値トラッキング
測定値トラッキングの ON/OFF を設定します。

目標設定値リミット
測定スパンの EU(0.0 〜 100.0%) の範囲で、L ＜	U となるように設定します。

出力変化率リミッタ
出力変化率リミッタの ON/OFF と、設定値を 0.1 〜 100.0%/s の範囲で設定します。スタ
イルナンバーS2以降では、[セットアップ]タブの[内蔵ループ]で [制御出力種類]を [オ
ンオフ制御リレー接点出力 ] に設定している場合は表示されません。

過積分抑制機能
過積分のモードを[自動]、[手動]から選択します。スタイルナンバーS2では、[セットアッ
プ ] タブの [ 内蔵ループ ] で [ 制御出力種類 ] を [ オンオフ制御リレー接点出力 ] に設定
している場合は表示されません。

偏差幅
[ 過積分抑制機能 ] が [ 手動 ] のときだけ設定可能です。
過積分抑制機能の偏差幅を 50.0 〜 200.0% の範囲で設定します。

コントロールグループ
制御機能におけるグループを設定します。

	 	 	

[ 設定関連 ] タブから [ コントロールグループ ] を選択して設定します。

グループ名
グループ名称を半角英数、半角カタカナ 16 文字以内で設定します。

7.10　CX を設定する
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種類
グループに設定したいループ番号または、測定チャネル番号、DIO 番号 (Style3 以降 ) を
選択します。ループ数は、CX1000 の場合、内蔵ループ：1 〜 2、外部ループ：1 〜 4、
CX2000 の場合、内蔵ループ：1 〜 6、外部ループ：1 〜 16、DIO：1 〜 36 です。
1 グループは、CX1000 の場合は、制御ループと測定チャネル合わせて 4 種類以下、
CX2000 の場合は、制御ループと測定チャネル合わせて 6 種類以下で構成します。

DIO 操作監視機能 (CX のスタイルナンバー S3 以降 )

DIO 操作監視番号
1 〜 36 の範囲で設定します。

DIO 操作監視機能
設定した DIO 操作監視番号の ON/OFF を設定します。

DIO 種類
DIO 操作監視方法を設定します。
DI-1：	 設定した DI の入力状態を表示します。内部スイッチの状態は出力しません。
DO-1：	 内部スイッチの状態を 1 つの DO で出力します。内部スイッチが ON のとき

は 1(ON)、OFF のときは 0(OFF) を出力します。
DO-2：	 内部スイッチの ON と OFF の状態を別の DO で出力します。内部スイッチ

が ON のときは ON 出力用の DO から 1(ON)、OFF 出力用の DO から 0(OFF)
を出力します。内部スイッチが OFF のときは ON 出力用の DO から 0(OFF)、
OFF 出力用の DO から 1(ON) を出力します。

DIO-11：	 設定した DI の入力状態を表示するのと同時に、DO-1 と同様の動作を行いま
す。

DIO-12：	 設定した DI の入力状態を表示するのと同時に、DO-2 と同様の動作を行いま
す。

DO-2P：	 内部スイッチの ON と OFF の状態を別の DO で出力します。内部スイッチが
ON のときは ON 出力用の DO からパルス幅 1 〜 2 秒のパルス信号、OFF の
ときは OFF 出力用の DO からパルス幅 1 〜 2 秒のパルス信号を出力します。

DOI-12P：	設定した DI の入力状態を表示するのと同時に、DO-2P と同様の動作を行いま
す。

SW 番号
DO に割り付ける内部スイッチ番号を設定します。

7.10　CX を設定する
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DO 番号
DIO 操作監視を行う DO を設定します。DIO 種類が DO-2、DIO12、DO2P、DIO-12P の
ときは、ON と OFF で別の DO を設定します。DO 番号は、他の DIO 操作監視番号も含
めて重複した番号を設定できません。
DIO 種類が DI-1 のときは表示されません。

DI 番号
操作監視する DI 番号を設定します。

タグ
タグを設定します。
半角英数、半角カタカナ 8 文字以下で入力します。

タグコメント
タグコメントを設定します。
半角英数、半角カタカナ 8 文字以下で入力します。

操作状態表示
操作状態を表示するときのラベルと表示色を設定します。

DIO ラベル (CX のスタイルナンバー S3 以降 )

	 	 	

DIO のラベルを設定します。

ロジック演算 (CX のスタイルナンバー S3 以降 )

	 	 	

種類
演算結果の出力先を設定します。

演算式
演算式を入力します。[演算子]ボタンをクリックすると設定できる演算子が表示されます。

定数
演算式に使用する定数を設定します。
定数は PV/SP 演算、アナログ再伝送の定数と共通です。

7.10　CX を設定する
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制御入力チャネル (CX のスタイルナンバー S3 以降 )
PV/SP 演算が ON のときは、チャネルごとに [ 入力レンジ ]、[ 折線入出力 ] を設定します。

[ 入力レンジ ] タブ

	 	 	

・	 スケール / 統一信号
	 チャネルの測定モードを、[ 温度 ]、[ スケール ]、[1-5V] から選択します。

・	 モード
	 チャネルの入力モードを、[VOLT( 電圧 )]、[TC( 熱電対 )]、[RTD( 測温抵抗体 )] から選

択します。[ スケール / 統一信号 ] で [1-5V] を選択しているときは、[VOLT]に固定です。

・	 レンジ / タイプ
	 電圧のレンジ、熱電対、測温抵抗体の種類を選択します。

VOLT：	 20mV/60mV/200mV/2V/6V/20V/50V
TC：	 	 R/S/B/K/E/J/T/N/W/L/U/PLATINEL/PR40-20/WRe3-25
RTD：	 JPt100/Pt100

	 [ スケール / 統一信号 ] で [1-5V] を選択しているときは、[6V] に固定です。

・	 スパン
	 各ループの測定スパンを上限 (U) ＞下限 (L) となるように設定します。

・	 スケール
	 各ループのスケールを –30000 〜 30000 の範囲で上限 (U) ＞下限 (L) かつ、上限 (U)

– 下限 (L) ＝ 30000 となるように設定します。[ スケール / 統一信号 ] で [ スケー
ル ] を選択時のみ有効です。詳細については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	
04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

・	 単位
	 各ループの単位を設定します。
	 半角英数字、半角カタカナ 6 文字以下で入力します。

・	 開平演算
	 開閉演算指定の ON/OFF を選択します。
	 ON を選択した場合、ローカット値を 0.0 〜 5.0% の範囲で設定します。

・	 バイアス ( 測定値 1/2、リモート )
	 バイアス使用の ON/OFF を選択します。
	 ON を選択した場合、設定値を測定スパンの EUS(–100 〜 100%) で設定します。

7.10　CX を設定する
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・	 フィルタ ( 測定値 1/2、リモート )
	 フィルタ使用の ON/OFF を選択します。
	 ON を選択した場合、設定値を 1 〜 120s の範囲で設定します。

[ 折線入出力 ] タブ

	 	 	

・	 折線モード
	 折線モードを [OFF]、[ 折線バイアス ]、[ 折線近似 ] から選択します。

・	 折線入力
	 折線入力の値を入力します。( 折線モードにより値が異なります。)

折線バイアス：	 測定スパンの EU(–5.0 〜 105.0%) で設定します。
折線近似：		 	 測定スパンの EU(–5.0 〜 105.0%) で設定します。
	 	 	 	 	 	 2 点以上 11 点以下で設定します。

・	 折線出力
	 折線出力の値を入力します。( 折線モードにより値が異なります。)

折線バイアス：	 測定スパンの EUS(–100.0 〜 100.0%) で設定します。
折線近似：		 	 測定スパンの EU(–5.0 〜 105.0%) で設定します。

Note
・. 折線バイアスの場合、折線入力＋折線出力が EU(0 〜 100%) となるように設定します。また、

折線入力＋折線出力が、ひとつ前の折線入力＋折線出力以上になるように設定します。
・. 折線近似の出力は、ひとつ前の値以上になるように設定します。
・. 3 点目以降で、前の数値より小さい値が設定されると、その点以降の設定は無効になります。
・. PV/SP 演算機能が OFF の場合は、[ 制御ループ ] タブで、制御ループごとに上記設定を行い

ます。設定方法は 7-187 ページをご覧ください。

7.10　CX を設定する
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制御チャネル ( 内蔵 / 外部 ) 設定
内蔵ループ、外部ループの SP、PV、OUT の測定表示に関する設定をします。
制御チャネルの設定を行うには、[ 制御チャネル ( 内蔵 )] タブをクリックします。または、
[ 制御設定 ] メニューの [ セットモード ]	>	[ 制御チャネル ( 内蔵 )] を選択します。

タグ
タグ名を半角英数字、半角カタカナで 16 文字まで入力できます。
チャネル番号の替わりにタグ名を設定して、画面に表示できます。画面にチャネル名を
表示するか、タグ名を表示するかの設定は、[セットアップ]タブの[その他]	>	[タグ/チャ
ネル ] で行います。[ セットアップ ] タブ画面でタグを選択すると、データモニタやデー
タビューアでタグ No./ タグコメントやタグを選択できるようになります。

表示ゾーン
各チャネルの波形を CX 本体の画面のどの範囲に表示するかを設定できます。
下限値および上限値とも、表示スケール上の位置 (％ ) を設定してください。
ゾーンの設定条件は以下のとおりです。
・	 設定範囲：0% 〜 100%
	 下限値	<	上限値
・	 上限値と下限値の差：5% 以上

グラフ
・ 分割数
	 バーグラフの分割数を [4] 〜 [12]、[C10] の中から選択します。
	 [C10] を選択すると、トレンド表示でスケールが親目により 10 等分割され、[0]、[30]、

[50]、[70]、および [100]% の位置に目盛り数値が表示されます。

・ バーグラフ
	 バーグラフの基準位置を選択します。バーグラフが縦表示のときは、[ 中央 ] を選択

しても無効です。データチェック時に [ 標準 ] に設定しなおします。

・ スケール
	 トレンド表示でスケール表示をしているときに、スケールを表示する位置を選択しま

す。
	 詳細については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	04L31A01-01 または IM	

04L31A01-03) をご覧ください。

7.10　CX を設定する
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7.10　CX を設定する

部分圧縮拡大
位置 (％ )
境界値を表示幅内の何％の位置に表示するか、1 〜 99% の範囲で設定します。

境界値
設定条件は、内部制御チャネルと外部制御チャネルで次のように異なります。
・	 内蔵制御チャネル
	 PV/SP：	 EU(0％ ) ＜境界値＜ EU(100％ )
	 OUT：	 EU(–5.0％ ) ＜境界値＜ EU(105.0％ )
	 ただし、アナログ再伝送の OUT はスパン最小値＜境界値＜スパン最大値
・	 外部制御チャネル
	 スパン L ＋ 1digit ＜境界値＜スパン U–1digit
	 ただし、外部ループが OFF のときには、部分拡大圧縮を OFF にします。

Note
・. 部分圧縮拡大の設定が有効なのは、[ セットアップ ] タブの [ その他 ] の [ 部分圧縮拡大機能 ]

が [ 使用 ] に設定されているときです。
・. 外部制御チャネル出力値 (OUT) では、内部的なスパン –50 〜 1050 と指定した小数点位置

で決まるスパン内で境界値を設定します。通常は小数点位置は 1 ですので、–5.0％＜境界
値＜ 105.0％で設定します。

表示色
表示色の設定欄をクリックして色指定ダイアログボックスを表示します。
各チャネルの表示色を 16 色から選択できます。
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プログラム制御関連設定
オプションのプログラム制御関連の操作について説明します。

プログラム制御の ON/OFF
制御機能基本設定の内蔵ループでプログラム制御を ON/OFF します。
制御機能の基本設定を行うには、[ セットアップ ] タブをクリックして表示される画面の
左側の項目から[内蔵ループ]を選択します。または、[制御設定]メニューの[セットアッ
プモード ] から [ 内蔵ループ ] を選択できます。

ループ番号の選択 このタブを選択

プログラム制御のON/OFF
(Style2以前は2ループごと
Style3以降は各ループごと)

Note
以下に説明するプログラム制御関連の設定を行うには、プログラム制御を ON にしておく必要
があります。
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プログラムパターンの初期設定
プログラムパターンの初期設定をします。
プログラムパターンの初期設定を行うには、[ プログラムパターン ] タブをクリックして
[初期設定]を選択します。セグメント数が0のときは設定できません。[セグメント設定]
でセグメントを追加してください。

パターン初期設定
パターン名，セグメント設定方式，スタート目標設定値，スタートコード

セグメント設定
プログラムパターン，PVイベント，タイムイベント，リピート

イベント表示グループの設定(Style3 Ver.3.02以降)
イベント出力設定

PVイベントのヒステリシス設定

その他の設定
自動メッセージ印字，プログラム表示位置

このタブを選択

ウェイト時間の設定

ウェイトの設定
「セグメント設定」でセグ
メントを「挿入」または

「追加」すると設定可能

スタート目標設定値の設定
「セグメント設定」でセグメントを「挿入」または「追加」すると設定可能

セグメント設定方式の設定

動作ループの設定

このパターンで使用している
セグメント数とイベント数
(設定できません)

セグメントとイベントの総数
(設定できません)

パターン番号の選択

パターン名の設定

ゾーン番号

スタートコードの設定
「セグメント設定」でセグメントを「挿入」または「追加」すると設定可能

初期設定とセグメント設定の設定内容をコピー
コピーした他のパターンの初期設定とセグメント設定の設定内容をペースト

パターン番号
設定対象のパターン番号を [1] 〜 [30](/PG1 オプションの場合は、[1] 〜 [4]) から選択し
ます。

パターン名
パターン名称を半角英数字カタカナ 16 文字で設定します。

セグメント設定方式
セグメント時間設定方式か、セグメント勾配設定方式のどちらかを選択します。この設
定を変更すると、そのパターン番号のプログラムパターン設定が初期化されます。

7.10　CX を設定する
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スタート目標設定値
スタート条件のスタート目標設定値を測定スパンの「EU(0.0 〜 100.0％ )」( 初期値：0％
の値 ) の範囲で設定します。Style3 以降では、動作ループ指定で ON にしたループに対
して設定できます。Style2 以前では [ セットアップ ] タブの [ 内蔵ループ ] で [ プログラ
ム制御]をONにしたループの設定ができます。カスケード制御の場合は、同一端子ブロッ
ク内の偶数ループは設定できません。

スタートコード
運転開始条件を次の中から選択します。ただし、設定可能なループの条件だけが選択で
きます。
スタート目標設定値スタート、PV1〜PV6勾配優先PVスタート、時間優先PVスタート(セ
グメント時間勾配設定方式では表示されない )

ウェイト時間
ウェイト時間を [hh：mm：ss]( 設定範囲：[00:00:00] 〜 [99:59:59]) で、ゾーン数だけ設
定します。各ゾーンで共通の設定です。ウェイトゾーンがすべてのループで OFF に設定
されているときは、設定できません。

ウェイト動作設定
6( ループ数 ) × 5( ゾーン数 ) 分 (CX1000 の場合は 2( ループ数 )×5( ゾーン数 )) のウェ
イトゾーンを測定スパンの「EUS(0.0 〜 100.0％ )」の範囲で設定します。
Style3 以降では、動作ループ指定で ON にしたループに対して設定できます。Style2 以
前では [ セットアップ ] タブの [ 内蔵ループ ] で [ プログラム制御 ] を ON にしたループ
の設定ができます。カスケード制御の場合は、同一端子ブロック内の偶数ループは設定
できません。

ウェイト時間
ウェイト時間を [hh：mm：ss]( 設定範囲：[00:00:00] 〜 [99:59:59]) で、ゾーン数だけ設
定します。各ゾーンで共通の設定です。ウェイトゾーンがすべてのループで OFF に設定
されているときは、設定できません。

動作ループ指定
動作させるループを設定します。
プログラム制御が ON のループの中から選択します。

7.10　CX を設定する
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プログラムパターンの設定 ( セグメント設定 )
セグメントごとにプログラムパターンを設定します。
プログラムパターン設定を行うには、[ プログラムパターン ] タブをクリックして [ セグ
メント設定 ] を選択します。

セグメント設定

セグメント時間
選択したセグメントのスタート値

PVイベントの表示

パターン番号の選択

選択したセグメントの
到達目標設定値

セグメント番号の選択

タイムイベントの表示

選択しているセグメントの前にセグメントを挿入
最終セグメントの後ろにセグメントを追加

選択しているセグメントを削除

時間軸をセグメント時間の比率に合わせて表示
プログラムパターンを一括表示

プログラムパターンをループごとに分割表示
スタート値と到達値の表示/非表示

カレントループの選択

選択したセグメントを時間軸方向に拡大/縮小

カレントループのスパン
の最大値

カレントループのスパンの最小値

セグメント番号

プログラムパターンを初期化

バーをドラッグして表示
エリアを変更

バーをドラッグして表示
エリアを変更

セグメントの選択
[ セグメント番号 ] の矢印をクリックするか、プログラムパターンの表示画面で対象のセ
グメントをクリックします。

セットポイントの設定
セグメントごとにプログラムパターンを設定します。

	 	 	

勾配 

到達目標設定値の設定 

ランプ/ソークの切り替え 

 

セグメント時間の設定 
勾配時間の単位 

このタグを選択 

セグメントPIDグループ番号 
セグメント切替動作 
ウェイト時間 
ウェイトゾーン番号 

ループ番号 

スタート目標設定値 
([初期設定]で設定) 
セグメント2以降は 
ひとつ前のセグメン 
トの到達目標設定値 

7.10　CX を設定する
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Note
画面に表示されるプログラムパターンの波形は、厳密なものではありません。

・	 ランプ / ソーク選択
	 設定するセグメントの種類 ([ ランプ ]/[ ソーク ] のどちらか ) を選択します。

・	 到達目標設定値 ( ランプセグメントだけ )
	 ランプセグメントの到達目標設定値を測定スパンの「EU(0.0 〜 100.0％ )」( 初期値：0％

の値 ) の範囲で設定します。Style3 以降では、動作ループ指定で ON にしたループに
対して設定できます。Style2 以前では [ セットアップ ]	タブの	[ 内蔵ループ ]	で	[ 制御
モード ] を [Off] 以外、[ プログラム制御 ] を [On] に設定しているループだけ設定でき
ます。また、カスケード制御の場合は、同一端子ブロック内の偶数ループは設定でき
ません。

・	 セグメント時間
	 セグメント時間を [0:00:01] 〜 [99:59:59](0 時 0 分 1 秒〜 99 時 59 分 59 秒 ) の範囲で

設定します。セグメント時間設定方式の場合は常に表示、セグメント勾配設定方式の
場合は、ソーク時だけ設定できます。

・	 勾配時間単位
	 ランプ時の勾配設定単位を [ 時 ]/[ 分 ] のどちらかで設定します。セグメント勾配設定

方式でランプ時だけ設定できます。

・	 勾配
	 単位時間あたりの勾配を「1digit 〜測定スパンの EUS(100％ )」の範囲で設定します。

設定範囲の測定スパンおよび小数点位置は、設定するループの最も若い番号のループ
に依存します。セグメント勾配設定方式でランプ時だけ設定できます。

・	 セグメント PID グループ番号
	 セグメント PID グループ番号 [1] 〜 [8] を選択します。ゾーン PID 選択時は設定でき

ません。[ セットアップ ] タブの	[ 制御動作関連 ] で、[PID 組数 ] の指定による設定可
能な PID グループ番号だけが表示されます。

・	 セグメント切替時動作
	 セグメント切り替え動作を[継続切替]、[ホールド切替](セグメント終了後ホールド)、

[ ローカル終了 ]( 最終セグメント終了後ローカル運転モード )、[ リセット終了 ]( 最終
セグメント終了後リセットモード ) の中から選択します。

Note
プログラムパターン作成時に、[ ローカル終了 ] または [ リセット終了 ] を設定したセグメント
がプログラム運転最終セグメントとしてデータが作成されます。

・	 ウェイト動作
	 ウェイト動作の種類を[切替時]または[区間内]のどちらにするかを選択します。ウェ

イト動作をしないときは、[Off] を選択します。

・	 ウェイトゾーン番号
	 ウェイトゾーン番号を [1] 〜 [5] の中から選択します。[ ウェイト動作 ] の設定が [ 切

替時 ] または [ 区間内 ] のときだけ設定できます。

7.10　CX を設定する
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7.10　CX を設定する

PV イベント
PV イベントを設定します。

	 	 	

このタグを選択 PVイベントの表示

	
・	 ループ
	 PV イベントの対象ループ番号 [1] 〜 [6]( ただし、設定可能なループ番号だけ ) を設定

します。最大 16 個のイベントを設定でき、設定しないイベント番号には、[Off]( 初期
設定 ) を設定します。

・	 種類
	 PV イベントの種類を下記から選択します。
	 測定値上限、測定値下限、偏差上限、偏差下限、偏差上下限、上下限偏差内、設定値

上限、設定値下限、出力値上限、出力値下限

・	 設定値
	 PV イベントの種類に合わせ、下記の範囲で値を設定します。
	 測定値 / 設定値イベント：	 測定スパンの EU(0.0 〜 100.0％ )
	 偏差上限イベント / 下限イベント：	 測定スパンの EUS(–100.0 〜 100.0％ )
	 偏差上下限イベント / 上下限偏差内イベント：	 測定スパンの EUS(0.0 〜 100.0％ )
	 出力値イベント：	 出力の –5.0％〜 105.0％

PV イベントの表示
	 プログラムパターン表示画面の上部に、PV イベントが設定されていることを示すバー

が表示されます。
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タイムイベント
タイムイベントを設定します。

このタグを選択

タイムイベントの表示

・	 On1/On2/On3/Off
	 各イベント (16 個 ) の ON/OFF 設定タイプを下記の中から選択します。設定しないイ

ベントは [Off] に設定します。設定しないイベント番号には、[Off]( 初期設定 ) を設定
します。

	 On1：オン時間とオフ時間を使用
	 On2：オン時間だけを使用
	 On3：オフ時間だけを使用

・	 オン時間 / オフ時間
	 タイムイベントのオン時間 / オフ時間を「hh：mm：ss」で設定します。設定可能範囲は、
「00：00：00 〜 99：59：59」です。ただし、「オン時間≦オフ時間」で設定します。

タイムイベントの表示
	 プログラムパターン表示画面の下部に、タイムイベントが設定されていることを示す

バーが、設定したオン時間からオフ時間に合わせて表示されます。
	 タイムイベントが他のセグメントのタイムイベントと重なったときなどは、設定した

タイムイベントが発生しない場合があります。詳細は CX 本体のユーザーズマニュア
ル (IM04L31A01-01 または IM04L31A01-03) をご覧ください。

7.10　CX を設定する
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リピート
リピート動作を設定します。
プログラム表示画面にリピートスタート位置、リピートエンド位置、繰り返し回数が表
示されます。

	 	 	

リピートのスタートセグメント

リピートのエンドセグメント
繰り返し数

セグメント番号このタグを選択

リピート動作の選択
繰り返し数

リピートのスタートセグメント
リピートのエンドセグメント

・	 リピート動作
	 リピート動作を [Off]/[On]/[ 繰り返し ] の中から選択します。

・	 繰り返し数
	 リピート動作 ON 時の繰り返し数を [1] 〜 [999] の範囲で設定します。

・	 スタートセグメント番号 / エンドセグメント番号
	 リピート動作 ON 時または繰り返し時のスタートセグメント番号 / エンドセグメント

番号を「1 〜 99」の範囲で設定します。ただし、最大値は、パターンを設定した最大
セグメント番号です。「スタートセグメント番号≦エンドセグメント番号」で設定し
ます。

7.10　CX を設定する



7-232 IM WX101-01

PV イベントヒステリシス (CX のスタイルナンバー S3 以降 )
PV イベントのヒステリシスを [0.0] 〜 [10.0] の範囲で設定します。

	 	 	

Style2 以前では、「設定関連」タブの設定メニューから設定します。

イベント出力設定 (PV イベント出力 / タイムイベント出力 / プログラム制御終
了通知 )
PV イベントリレー出力、タイムイベントリレー出力およびプログラム制御終了通知を設
定します。

リレー出力のON/OFF
出力する制御リレー

リレー動作(ここでは設定できません)

7.10　CX を設定する
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7.10　CX を設定する7.10　CX を設定する

PV イベントリレー出力 / タイムイベントリレー出力 / プログラム制御終了通知
・	 出力
	 制御リレー出力の ON/OFF を設定します。

・	 番号
	 リレー出力する端子番号を下記から選択します。
	 DO001 〜 006、DO101 〜 106、DO201 〜 206、RO001 〜 012( 制御拡張 DIO 端子ブロッ

ク付きの場合だけ )

・	 動作
	 [セットアップ ]タブの [制御リレー ]の設定に従い、リレー出力時動作 (励磁 /非励磁 )

を表示します。

イベント表示グループ
CX のプログラム選択画面またはプログラム運転画面で、グループ表示するときのイベ
ントを選択します。最大 5 つのイベントを設定できます。
・	 ON/OFF
	 表示の ON/OFF を設定します。

・	 種類
	 PV イベントまたはタイムイベントのどちらかを選択します。

・	 番号
	 イベント番号を設定します。

	 	 	



7-234 IM WX101-01

7.10　CX を設定する

その他 ( 自動メッセージ印字、表示位置 )
CX でのメッセージ表示、ループ表示位置を設定します。

CXのトレンド表示画面にメッセージ表示
CXでループごとに表示位置を分割して表示する場合の表示位置

タグ表示(ここでは設定できません)

運転画面自動切り替えON/OFF(スタイルナンバーS3以降)

タグコメント表示(ここでは設定できません)

・	 自動メッセージ印字
	 [On]( 初期値 ) を選択すると、プログラム運転開始時およびプログラム運転停止時に

自動的にトレンド表示画面にメッセージを書き込みます。メッセージを書き込まな
いときは、[Off] を選択します。プログラム運転開始時のメッセージは「PROGRAM	
RUN」、プログラム運転停止時のメッセージは「PROGRAM	RESET」です。

・	 位置
	 プログラム選択画面およびプログラム運転画面では、同じ表示枠内に設定パターン

/PV 波形を表示すること ( 全体表示 ) ができるほか、ループごとに表示位置を分割し
て表示すること ( 分割表示 ) もできます。分割表示するときは、ループごとに表示位
置番号を [1] 〜 [6] の中から選択します。Style3 以降では、動作ループ指定で ON に
したループに対して設定できます。Style2 以前では [ セットアップ ]	タブの	[ 内蔵ルー
プ ]	で	[ 制御モード ] を [Off] 以外、[ プログラム制御 ] を [On] に設定しているループ
だけ設定できます。また、カスケード制御の場合は、同一端子ブロック内の偶数ルー
プは設定できません。

・	 運転画面自動切り替え ( スタイルナンバー S3 以降 )
	 通信機能を使ってプログラム実行コマンドが送られたときに、プログラム運転画面に

切り替わるようにできます。
ON：	 プログラム実行コマンドが送られると、プログラム運転画面に切り替わりま

す。
OFF：	 プログラム実行が送られても、プログラム運転画面に切り替わりません ( 初期

値 )。
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計測機能基本設定
計測機能基本設定を行うには、[ セットアップ ] タブをクリックします。または、[ 設定 ]
メニューの [ セットアップモード ]	>	[ 設定 ] を選択します。

アラーム / リレー / リモート
2. ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能) 

1. このタブを選択 

制御内容を選択 

1～15回から選択

選択した範囲を
コピー/貼り付け

アラーム / リレー
アラーム方式を設定します。選択された項目が青になります。

・	 再故障再アラーム
	 アラームリレー出力の再故障再アラームを使用する [ON] か、使用しない [OFF]	かを

設定します。

・	 リレー出力 AND
	 先頭のアラーム出力リレーから、どのリレーまでを AND にするかを設定します。そ

れ以外のリレーは OR になります。[NONE] を選択すると、すべて OR で動作します。

・	 出力リレー動作
	 アラーム出力リレーを、アラームを発したときに [ 励磁 ] にするのか、[ 非励磁 ] にす

るのかを選択します。

・	 アラームリレー保持
	 アラーム発生の状態からアラーム解除の状態 ( 正常状態 ) に戻ったときの出力リレー

動作を次から選択します。この設定は、すべてのアラーム出力リレーに適用されます。
計測警報出力オプションが付いていない場合、設定は無効です。

非保持 ( 初期値 )：	 アラーム解除操作で、出力リレーを OFF に保持
保持：	 アラーム ACK 操作が行われるまで、出力リレーを ON に保持

・	 アラーム表示保持
	 アラーム発生の状態からアラーム解除の状態に戻ったときのアラーム表示動作を次か

ら選択します。
非保持 ( 初期値 )：	 アラーム解除操作で、アラーム表示を解除
保持：	 アラーム ACK 操作が行われるまで、アラーム表示を保持
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・	 変化率上限アラームインターバル
	 変化率上昇限アラーム時のインターバルを決めるサンプリングデータ数を [1] 〜 [15]

の中から選択します。

・	 変化率下限アラームインターバル
	 変化率下降限アラーム時のインターバルを決めるサンプリングデータ数を [1] 〜 [15]

の中から選択します。

・	 アラームヒステリシス
	 アラームヒステリシスの [ON]/[OFF] を選択します。[ON] に設定した場合、ヒステリ

シスは測定スパンまたはスケール幅の 0.5％に設定されます。

リモート ( オプション )
8 個のリモート入力端子に制御内容を割り付けることができます。計測用リモート入力
機能が付いている場合に有効です。制御内容の詳細は、CX 本体のユーザーズマニュア
ル (IM	04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。
リモート番号を選択して、[ コピー ] ボタンをクリックすることで設定内容をコピーでき
ます。コピーした内容を貼り付けるには、リモート番号を選択して [ 貼り付け ] ボタン
をクリックします。

測定周期 / メモリサンプル

データの種類が[EVENT & DISP]または[EVENT]のときに設定

ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能) サンプル対象にする 
ときにチェック 

A/D 積分時間
[ オート ]、[50Hz]、[60Hz]、[100ms] の中から選択します。[ オート ] は、CX が電源周
波数を自動検知して、積分時間を切り替えます。

測定周期
1s または 2s のどちらかを選択します。
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メモリサンプル ( 測定 / 演算データの保存方式 )
・	 メディア保存
	 内部メモリのデータを外部記憶メディアへ保存する方式を [ オート ] または [ マニュ

アル ] から選択します。
	 マニュアル：	 外部記憶メディアをドライブに挿入し、操作部カバーを閉じると、保

存操作確認メッセージが表示され、保存操作が可能になります。保存
が終了したら、外部記憶メディアはドライブから取り出しておき、次
にデータを保存するときに同じ操作をします。内部メモリのすべての
データを保存するか、まだ外部記憶メディアに保存されていないデー
タだけを保存するかを、あらかじめ設定できます。

	 オート：	 常に外部記憶メディアをドライブに挿入しておくと、データ保存動作
が設定周期ごとに自動的に行われます。

・	 データの種類
	 内部メモリに書き込むデータの種類を[DISPLAY]	(表示データだけ)、[EVENT&DISP]	(イ

ベントデータ＆表示データ )、[EVENT]	( イベントデータだけ ) の 3 つの中から選択し
ます。

・	 イベントデータサンプルレート
	 イベントデータを保存する周期を [1s]、[2s]、[5s]、[10s]、[30s]、[60s]、[120s]、[300s]、

[600s] の中から選択します。

・	 イベントデータサンプルモード
	 [ フリー ]、[ トリガ ]、[ 繰り返し ] の中から選択します。

・	 ブロック数
	 データの種類が [EVENT&DISP] のときは、1、2、4 から選択します。
	 データの種類が [EVENT] のときは、1、2、4、8、16 から選択します。

・	 サンプル時間 ( データ長 )
	 イベントデータ書き込み領域の 1 ブロックの容量 ( データ長 ) を書き込み可能時間で

設定します。設定できるデータ長は、サンプリング周期 ( サンプルレート設定 ) によっ
て異なります。また、ブロック設定や測定 / 演算チャネルの数によっても異なります。

・	 プリトリガ長
	 0％を設定するとイベントファイルは、すべてトリガ成立後のデータになり、100％

を設定すると、すべてトリガ成立前のデータになります。

・	 マニュアルトリガ
	 トリガをキー操作で与えるとき、[ON] を選択します。

・	 外部トリガ
	 トリガ信号をリモート入力で与えるとき、[ON] を選択します。

・	 アラームトリガ
	 アラームの発生をトリガにするとき、[ON] を選択します。

・	 メモリサンプル
	 メモリへの保存対象チャネルを選択します。



7-238 IM WX101-01

7.10　CX を設定する

メモリタイムアップ
メモリサンプルの [ メディア保存 ] の設定を [ オート ] にした場合に、保存するタイミン
グを日時で指定するときに設定します。

・	 タイムアップ種類
	 保存するタイミングを [OFF]、[ 時 ]、[ 日 ]、[ 週 ]、[ 月 ] の中から選択します。この

機能を使用しないときは、[OFF] を設定します。

・	 作成曜日 / 作成日
	 [ タイムアップ種類 ] で [ 週 ] を設定した場合は、曜日を選択します。
	 [ タイムアップ種類 ] で [ 月 ] を設定した場合は、日付を 1 〜 28 で入力します。29 〜

31 は入力できません。

・	 作成時刻 ( 時 )
	 [ タイムアップ種類 ] で、[ 日 ]、[ 週 ]、[ 月 ] を選択したときのデータ保存時刻を設定

します。[ タイムアップ種類 ] が [ 時 ] のときは、この設定は無効です。[00] 〜 [23] で
時刻を設定します。

チャネル ( バーンアウトと RJC の設定 )

	 	 	

ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能) 
プラス側(100％)に振る 

マイナス側(0％)に振る 
基準接点補償を内部/外部にする 

バーンアウト
バーンアウト ( 断線検出 ) 動作を設定します。詳細については、CX 本体のユーザーズマ
ニュアル (IM	04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

RJC　電圧 (uV)
熱電対入力の基準接点補償の設定です。詳細については、CX 本体のユーザーズマニュ
アル (IM	04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

Note
計測チャネル 0ch モデルの場合、「チャネル」の設定はできません。メニューに「チャネル」
が表示されません。
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設定内容のコピー / 貼り付け
1 つまたは複数のチャネルで設定した内容を、ほかのチャネルにコピー / 貼り付けでき
ます。コピー / 貼り付けをするには、以下の手順に従ってください。

1. 	 コピー元のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー元の最初のチャネルをクリックしたあと、コピーする範囲をドラッグしま
す。

2. 	 ウインドウ左下の [ コピー ] ボタンをクリックします。

3. 	 コピー先のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー先の最初のチャネルをクリックしたあと、貼り付ける範囲をドラッグしま
す。

4. 	 [ 貼り付け ] ボタンをクリックします。

また、各チャネルの項目を限定してコピー / 貼り付けすることもできます。
上記の1でコピー元を選択したあと、[コピー詳細]ボタンをクリックすると、[セットアッ
プチャネルコピー詳細 ] ダイアログボックスが表示されます。
コピー / 貼り付けしたい項目にチェックマークが入っているか確認してください。

キーロック / ログイン設定

	 	 	

ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能) 

ログイン/オートログアウト/ユーザーIDを使用するときチェック
ユーザー設定を使用時ON

キーロック設定
・ キーロック
	 キーロック機能を使用する場合、キーロック機能を有効にする ( ロック ) か、無効に

する ( フリー ) かを選択します。詳細については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	
04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

・ パスワード
	 キーロックを解除するときのパスワードを半角 6 文字以内で入力します。入力後は

[???] が表示されます。
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ログイン設定
・ ログインを使用
	 ログイン、オートログアウト、ユーザー ID を使用するときにチェックします。

・ オートログアウト ( 自動ログアウト )
	 チェック ON：	 10 分間キー操作がないと、ログアウトします。
	 チェック OFF：	 ログアウトの操作をしない限り、ログアウトしません。

・ ユーザー ID
	 ログイン時にユーザー ID を使用するか、しないかを設定します。チェックボックス

を ON にすると、[ ユーザ ID] 設定欄が入力可能になります。

ユーザー設定リスト
・ ユーザー名
	 半角英数字、半角カタカナで 16 文字まで入力できます。

・ ユーザー ID
	 半角英数字で 4 文字まで入力できます。入力後は [???] が表示されます。

・ パスワード
	 半角英数字で 6 文字まで入力できます。入力後は [???] が表示されます。

・ セットアップ
	 ログインしたユーザーがセットアップモードでの設定変更を許可するかしないかを選

択します。

Note
・. ON になっているユーザーの [ ユーザ名 ] が重複していると、ユーザー番号の大きいほうの

ユーザーは OFF になります。
・. ON になっているユーザーの [ セットアップ ] がいずれも [ 不許可 ] になっている場合、一

番若い番号のユーザーの [ セットアップ ] が [ 許可 ] になります。

7.10　CX を設定する
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タイマ ( オプション )
ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能) 

どれかを選択 

タイムアップ時に演算リセット 
タイムアップ時にTLOGファイルにデータ保存 

タイムアップまでの時間を選択 
設定した時刻を 
基準にタイムアップ 

設定した時間が経過するたびにタイムアップ 

統計演算で使用するタイマを 3 種類設定できます。タイマに設定された時間が経過する
と、TLOG ファイルにデータを保存させたり、演算をリセットさせたりできます。演算
オプションが装着されている場合に有効です。
タイマの種類や設定内容については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	04L31A01-01
または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

レポート ( 時報 / 日報 / 週報 / 月報の作成、演算オプションが有効なときに設定
可能 )

作成したい 
日時を設定 

ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能) 

レポートチャネルの設定を有効(ON)/無効(OFF)にする
レポートチャネルの対象を選択

7.10　CX を設定する
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Note
計測チャネル 0ch モデルの場合、対象チャネルに測定チャネルを設定できません。

種類
レポートの種類を選択します。詳細については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	
04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

作成時間
レポートの作成時間を選択します。詳細については、CX本体のユーザーズマニュアル (IM	
04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

レポートチャネル
レポートチャネルは CX1000 が 12 チャネル、CX2000 が 30 チャネルあります。
レポートチャネルの右側にあるチェックボックスを OFF にすると、そのチャネルのレ
ポートデータは作成されません。

対象チャネル
対象チャネルを選択します。詳細については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	
04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

基準単位時間の変換
TLOG.SUM 演算チャネルの演算結果を、時間単位の値に変換してレポートするかどうか
を [Off( 変換しない )]、[Sec( 秒 )]、[Min( 分 )]、[Hour( 時間 )]、[Day( 日 )] から選択します。
演算オプションが装着されている場合に有効です。詳細については、CX 本体のユーザー
ズマニュアル (IM	04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

設定内容のコピー / 貼り付け
1 つまたは複数のチャネルで設定した内容を、ほかのチャネルにコピー / 貼り付けでき
ます。コピー / 貼り付けをするには、以下の手順に従ってください。

1. 	 コピー元のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー元の最初のチャネルをクリックしたあと、コピーする範囲をドラッグしま
す。

2. 	 ウインドウ左下の [ コピー ] ボタンをクリックします。

3. 	 コピー先のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー先の最初のチャネルをクリックしたあと、貼り付ける範囲をドラッグしま
す。

4. 	 [ 貼り付け ] ボタンをクリックします。

また、各チャネルの項目を限定してコピー / 貼り付けすることもできます。
上記の 1 でコピー元を選択したあと、[ コピー詳細 ] ボタンをクリックすると、[ レポー
トコピー詳細 ] ダイアログボックスが表示されます。
コピー / 貼り付けしたい項目にチェックマークが入っているか確認してください。
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タグ / メモリアラーム時間 / 表示言語 / 部分圧縮拡大の設定

	 	 	

ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能)

タグ / チャネル
測定 / 演算チャネルのラベルをタグ名にするか、チャネル番号にするかを選択します。
タグ名を選択すると、ラベル表示をタグ / チャネルから選択できるようになります。

メモリアラーム時間
内蔵メモリの空き容量を監視し、空き容量がなくなる何時間前にメモリエンド出力をす
るかを設定します。この時間をメモリアラーム時間と呼びます。

表示言語
CX 本体の画面表示で使用する言語 ([ 英語 ]、[ 日本語 ]、[ 独語 ]、[ 仏語 ]、[ 中国語 ](Ver.3.02
以上で選択可 ) のどれか ) を選択します。

部分圧縮拡大機能
部分圧縮拡大機能を [ 使用 ] にしていないときは、測定 / 演算 / 制御チャネルタブの部分
圧縮拡大の設定は無効です。

タイムゾーン
グリニッジ標準時からの時差を設定します。
日本での使用の場合、通常＋ 9:00 を設定します。

	 	 	

ここをクリック([設定] > [セットアップモード] > [設定]からも選択可能)
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測定チャネルの設定
測定チャネルの設定を行うには、[ 測定チャネル ] タブをクリックします。または、[ 設定 ]
メニューの [ セットモード ]	>	[ 測定チャネル ] を選択します。
計測チャネル 0ch モデルの場合、測定チャネルの設定はできません。測定チャネルのタ
ブおよび設定メニューの測定チャネルは表示されません。

このタブを選択
チャネルごとに設定するときダブルクリック

差演算
スケール

開平演算

入力の種
類を選択 レンジ/タイプの選択

アラームの種類を選択

リレー番号を選択

移動平均の
サンプリング回数を選択

部分圧縮拡大のON/OFF

設定可能な値の最小値にする
設定可能な値の最大値にする

差演算の基準を選択

スパンを設定

スケールを入力 スケールの単位を入力

アラーム値を入力

タグ名を入力

アラームディレイ時間を入力

表示ゾーンを入力 グラフの設定を選択
チャネルの表示色を選択

初期値を設定

初期値を設定
先頭チャネルの設定をコピー一括設定

すべてのチャネルをOFF

初期値を設定
先頭チャネルの設定をコピー

先頭チャネルの設定をコピー

先頭チャネルの設定をコピー

設定可能な値の最小値にする
設定可能な値の最大値にする

先頭チャネルの設定をコピー
一斉ON/OFF
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7.10　CX を設定する

入力の種類 ( モード、レンジ / タイプ )
プルダウンメニューの次の中から選択します。

種類 関連する設定
VOLT( 電圧 ) レンジ、スパン L、スパン U
TC( 熱電対 ) タイプ、スパン L、スパン U
RTD( 測温抵抗体 ) タイプ、スパン L、スパン U
DI( 電圧レベル / 接点入力 ) レンジ、スパン L、スパン U
SKIP( 測定 / 表示 OFF) なし

Note
・. 設定範囲外の値を入力したときや、スパン L とスパン U を同じ値に設定したときは、デー

タチェック時に修正されます。
・. SKIP を選択したときは、差入力 / スケール / 開平演算やレンジ / タイプなどの項目の設定

が無効になります。

差演算 / 基準
基準チャネルとの入力の差を表示します。
レンジ / タイプの異なるチャネル間で差演算をすると、演算した結果の小数点位置は差
演算を設定したチャネルの小数点位置になります。基準チャネルの小数点以下の桁数が
差演算に設定したチャネルより多い場合は、差演算に設定したチャネルの小数点以下の
桁より下の値を四捨五入してから演算を行います。

開平演算
入力の平方根を演算 / 表示します。入力の種類が VOLT( 電圧 ) のときだけ設定できます。
必要に応じて、スパン / スケール値 / 単位を設定してください。

表示スパン
表示の上下限値 ( フルスケール ) を設定します。
スパン L とスパン U を同じ値に設定したり、設定範囲外の値を入力したときは、データ
チェック時に修正されます。

スケール
スケール L、スケール U、小数点
[ スケール L- スケール U] 間をフルスケールにして、スケール値を表示します。変換した
い上下限値を小数点も含めて入力します。
スケール L とスケール U を同じ値に設定したり、設定範囲外の値を入力したときは、デー
タチェック時に修正されます。

単位
半角英数字、半角カタカナ 6 文字以内で単位名を入力します。
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アラーム
チャネルごとに 4 つのアラーム ( アラーム 1 〜アラーム 4) を設定できます。

種類
H/L/h(dH)/l(dL)/R(RH)/r(RL) から選択できます。入力の種類や演算の種類などによって、
選択できるアラームが異なります。詳細については、CX本体のユーザーズマニュアル (IM	
04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

アラーム値
設定した値を境にアラームを発生させます。アラーム値の設定範囲は、入力の種類やレ
ンジなどによって異なります。

リレー
リレー出力または内部スイッチ (Style3 以降 ) への出力をするときは、出力リレー番号ま
たは内部スイッチ番号を選択します。リレー出力または内部スイッチへの出力をしない
ときは、[NONE] を選択します。

検出
アラームが発生したときに、アラーム表示する (ON) かしない (OFF) かを設定します。
OFF に設定すると、アラームサマリには記録が残りません。

アラームディレイ
測定値がアラーム設定値以上または以下になっている状態が、設定した時間 ( ディレイ
時間 ) 継続するとアラームを発生させます。

移動平均
使用するときは、サンプリングデータ数 (2 〜 16) を選択します。

タグ
半角英数字、半角カタカナで 16 文字まで入力できます。
チャネル番号の替わりにタグ名を設定して、画面に表示できます。
画面にチャネル番号を表示するか、タグ名を表示するかの設定は、[ セットアップ ] タブ
の [ その他 ]	>	[ タグ / チャネル ] で行います。
[ セットアップ ] 画面でタグを選択すると、データモニタやデータビューアでタグ No./
タグコメントやタグを選択できるようになります。

表示ゾーン
各チャネルの波形を画面のどの範囲に表示するかを設定できます。
下限値および上限値とも、表示スケール上の位置 (％ ) を設定してください。
ゾーンの設定条件は以下のとおりです。
・	 設定範囲：0% 〜 100%
	 下限値	<	上限値
・	 下限値と上限値の差：5% 以上
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7.10　CX を設定する

グラフ
分割数
バーグラフの分割数を選択します。

バーグラフ
バーグラフの基準位置を選択します。バーグラフが縦表示のときは、[ 中央 ] を選択して
も無効です。
データチェック時に [ 標準 ] に設定しなおします。

スケール
トレンド表示でスケール表示をしているときに、スケールを表示する位置を選択します。

部分圧縮拡大
位置 (％ )
部分圧縮拡大をする境界値を設定します。設定範囲は、1 〜 99％です。

境界値
設定条件は、測定チャネルと演算チャネルで次のように異なります。
・	 測定チャネル
	 スケール [SCALE]、開平演算 [SQRT] を使用していないとき：
	 スパン最小値＜境界値＜スパン最大値
	 スケール [SCALE]、開平演算 [SQRT] を使用しているとき：
	 スケール最小値＜境界値＜スケール最大値
・	 演算チャネル
	 スパン最小値＜境界値＜スパン最大値
詳細については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	04L31A01-01 または IM	
04L31A01-03) をご覧ください。

Note
部分圧縮拡大の設定が有効なのは、[ セットアップ ] タブの [ その他 ] の部分圧縮拡大機能が [ 使
用 ] になっているときです。

表示色
表示色の設定欄をクリックして色指定ダイアログボックスを表示します。
各チャネルの表示色を 16 色から選択できます。
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設定内容のコピー / 貼り付け
1 つまたは複数のチャネルで設定した内容を、ほかのチャネルにコピー / 貼り付けでき
ます。コピー / 貼り付けをするには、以下の手順に従ってください。

1. 	 コピー元のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー元の最初のチャネルをクリックしたあと、コピーする範囲をドラッグしま
す。

2. 	 ウインドウ左下の [ コピー ] ボタンをクリックします。

3. 	 コピー先のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー先の最初のチャネルをクリックしたあと、貼り付ける範囲をドラッグしま
す。

4. 	 [ 貼り付け ] ボタンをクリックします。

また、各チャネルの項目を限定してコピー / 貼り付けすることもできます。
上記の 1 でコピー元を選択したあと、[ コピー詳細 ] ボタンをクリックすると、[ 測定チャ
ネルコピー詳細 ] ダイアログボックスが表示されます。
コピー / 貼り付けしたい項目にチェックマークが入っているか確認してください。

チャネルごとの設定
2. 設定する項目のタブを選択

3. 各項目の設定終了後、
ここをクリック

1. 設定するチャネルを
ダブルクリックして[チャネル設定]
ダイアログボックス
を開く

設定画面の[測定チャネル]シートの
変更を反映する

設定を有効にする

測定チャネルタブの各項目をチャネルごとに設定できます。各項目の設定内容は、[ 測
定チャネル ] タブ上で設定するときと同じです。詳しくは、各項目の該当するページを
ご覧ください。

7.10　CX を設定する
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演算チャネルの設定
演算チャネルの設定を行うには、[ 演算チャネル ] タブをクリックします。または、[ 設定 ]
メニューの [ セットモード ]	>	[ 演算チャネル ] を選択します。
計測チャネル 0ch モデルの場合、演算式に測定チャネルを使用できません。

チャネルごとに設定するときクリック

このタブを選択

アラームの設定(3.8節)

タグ名を入力(3.8節)アラームディレイ時間を入力

表示ゾーン グラフの設定 部分圧縮拡大 表示色

演算のON/OFF
小数点以下の
桁数を選択

演算式を
入力

表示スパンの設定(6文字以内)
単位を入力

演算式で使う
定数を入力

先頭チャネルの設定をコピー初期値を設定一斉ON/OFF

先頭チャネルの設定をコピー

演算の ON/OFF
各演算チャネルに対して、演算をするかしないかを設定します。

演算式
40文字以内で入力します。演算式について詳しくは、CX本体のユーザーズマニュアル(IM	
04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

表示スパン
表示の上下限値を設定します。
設定範囲は、–9999999 〜 99999999 です。また、小数点以下の桁数は、4 桁以内にして
ください。

7.10　CX を設定する
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アラーム / タグ
測定チャネルの設定と同じです。詳しくは「測定チャネルの設定」(7-224 ページ ) をご
覧ください。

TLOG 演算
タイマ
セットアップモードで設定したタイマの 1 〜 3 から選択します。
選択したタイマに設定されている時間が、TLOG 演算の演算周期になります。

積算単位
積算単位を設定します。

長時間移動平均
長時間移動平均演算の ON/OFF
長時間移動平均の演算をするかしないかを選択します。

間隔 ( インターバル )
長時間移動平均使用時のサンプリング間隔を選択します。

回数 ( サンプル数 )
サンプル数 ( 移動平均するデータ数 ) を選択します。

表示ゾーン / グラフ / 部分圧縮拡大 / 表示色
測定チャネルと設定のしかたは同じです。詳しくは「測定チャネルの設定」(7-224ページ、
7-225 ページ ) をご覧ください。

定数
演算式で使用する定数を設定できます。定数は CX1000 が 12 個、CX2000 が 30 個まで
設定できます。

7.10　CX を設定する
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演算チャネルごとの設定

1.  設定するチャネルを
 ダブルクリックして
 [チャネル設定]

ダイアログボックスを
開く

2. 設定する項目のタブを選択

演算子を入力するとき
は、ここをクリック

3. 各項目の設定終了後、
ここをクリック

最大値に設定
最小値に設定

先頭の設定をコピー

＜演算子選択ダイアログボックス＞

	 	 	

演算子ボタン

演算子の種類を選択して
演算子ボタンをクリック

演算チャネルタブの各項目をチャネルごとに設定できます。各項目の設定内容は、[ 演
算チャネル ] タブ上で設定するときと同じです。詳しくは、各項目の該当するページを
ご覧ください。

7.10　CX を設定する
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設定内容のコピー / 貼り付け
1 つまたは複数のチャネルで設定した内容を、ほかのチャネルにコピー / 貼り付けでき
ます。コピー / 貼り付けをするには、以下の手順に従ってください。

1. 	 コピー元のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー元の最初のチャネルをクリックしたあと、コピーする範囲をドラッグしま
す。

2. 	 ウインドウ左下の [ コピー ] ボタンをクリックします。

3. 	 コピー先のチャネル番号をクリックします。複数のチャネルを選択するときは、
コピー先の最初のチャネルをクリックしたあと、貼り付ける範囲をドラッグしま
す。

4. 	 [ 貼り付け ] ボタンをクリックします。

また、各チャネルの項目を限定してコピー / 貼り付けすることもできます。
上記の 1 でコピー元を選択したあと、[ コピー詳細 ] ボタンをクリックすると、[ 演算チャ
ネルコピー詳細 ] ダイアログボックスが表示されます。
コピー / 貼り付けしたい項目にチェックマークが入っているか確認してください。

7.10　CX を設定する
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画面表示関連設定
画面表示関連の設定を行うには、[ 設定関連 ] タブをクリックします。または、[ 設定 ]
メニューの [ セットモード ] から設定項目を選択します。

画面表示

このタブを選択
1divあたりの時間を選択

トレンド表示/バーグラフ表示
の表示のしかたを設定

キー操作で復帰

キー操作または
アラーム発生で復帰

選択した時間、キー操作や
アラーム発生がないと、
セーバ機能が働く

表示更新周期
トレンド表示時の時間軸1divあたりの時間を [1min/div]、[2min/div]、[5min/div]、[10min/
div]、[20min/div]、[30min/div]、[1h/div]、[2h/div]、[4h/div]、[10h/div] の中から選択
できます。

自動セーブ周期
[ セットアップ ] タブのメモリサンプルの設定で、[ メディア保存 ] が [ オート ]、データ
の種類が [DISPLAY] または [EVENT&DISP] のときに設定できます。

自動スクロール時間
表示しているグループを自動的に切り替える周期を [5S]、[10S]、[20S]、[30S]、[1min]
の中から選択できます。

その他の設定項目については、CX2000 本体のユーザーズマニュアル (IM	04L31A01-01
または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

7.10　CX を設定する
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7.10　CX を設定する

メッセージ / ファイル
ここをクリック
([設定] > [セットモード]からも選択可能)

メッセージを入力 入力したメッセージをコピー

他のメッセージ番号
に貼り付け

コメントを入力
保存先フォルダ名を
入力

メッセージ
半角英数字、半角カタカナで 16 文字まで入力できます。

ファイル格納ヘッダ
測定 / 演算データファイルのヘッダ部分に、コメントを追加します。

ディレクトリ名
測定 / 演算データファイルを保存するフォルダ名を設定します。

Note
・. ファイル格納ヘッダ / ディレクトリ名は、半角で 8 文字まで入力できます。AUX、CON、

PRN、NUL、CLOCK は使用できません。
・. ディレクトリ名を指定しないと、ディレクトリ名として DATA0( 初期値 ) が自動的に設定さ

れます。

マニュアルセーブ時のセーブ
マニュアルセーブ時に全データを保存するか、未保存のデータだけを保存するかを選択
します。
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7.10　CX を設定する

グループ / トリップライン
ここをクリック([設定] > [セットモード]からも選択可能)

設定をするグループのタブを選択

選択したグループに登録したいチャネルをチェック(青：ON)

トリップラインの色を
選択

グループ名を入力
トリップラインの位置
ドラッグして設定

トリップラインを
数値で設定

トリップラインの表示のON/OFF

グループ名
半角英数字、半角カタカナで 16 文字まで入力できます。

チャネル構成
各グループに割り付けできる最大チャネル数はCX1000が 6チャネル、CX2000が 10チャ
ネルです。割り付けられたチャネルは、[ チャネル構成 ] 欄に一覧表示されます。

トリップライン
1 つのグループに 4 つまで設定できます。
ここで設定したトリップラインのうち、No.1 と No.2 の設定は、データモニタとビュー
アのトリップラインに反映されます。トリップラインの設定については、CX 本体のユー
ザーズマニュアル (IM	04L31A01-01 または IM	04L31A01-03) をご覧ください。
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画面グループ設定 (CX2000 だけ )

ここをクリック([設定] > [セットモード]からも選択可能)
画面グループ名を入力

表示する画面の種類を選択
またはドラッグ＆ドロップ

選択した画面を
表示するグループを選択

選択可能な
画面の種類

画面グループ
画面グループは 4 つまで登録できます。

グループ名
半角英数字、半角カタカナで 16 文字まで入力できます。設定したグループ名は [4 画面 ]
表示のサブメニューとして表示されます。

画面の種類
各画面グループは、4つの画面からなります。各画面に表示する画面の種類を選択します。
計測チャネル 0ch モデルで演算オプションがない場合、画面の種類に OVERVIEW を選択
できません。

表示するグループ
選択した画面の種類により、表示するグループが異なります。画面の種類に測定画面
を選択した場合、表示するグループは計測グループのグループ ( グループ 1 〜グループ
10) の中から選択します。画面の種類に制御画面を選択した場合、表示するグループは
制御グループのグループ ( グループ 1 〜グループ 8) の中から選択します。
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7.10　CX を設定する

USER キー

ここをクリック
USERキーに割り当てる機能を選択

各 USER キーの設定内容については、CX 本体のユーザーズマニュアル (IM	04L31A01-01
または IM	04L31A01-03) をご覧ください。

バッチヘッダー
オプションのバッチヘッダーが有効な場合にヘッダーの内容を設定します。

ここをクリック([設定]-[セットモード]からも選択可能)

半角16文字以内
で入力

0～9999の範囲
で数値入力
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ネットワークの設定
ネットワークの設定を行うには、[ セットアップ ] タブをクリックし、左側の項目リスト
からネットワークを選択します。
または、[ 設定 ] メニューの [ セットアップモード ]	>	[ 通信 ] から各項目を選択できます。

TCP/IP の設定
CX をイーサネットに接続して、下図のダイアログボックスで TCP/IP の設定を行います。
IP アドレスは、[ ネットワーク設定 ] ダイアログボックスの [ アドレス ] と同じ数値を入
力してください。

1. ここをクリック([設定] > [セットアップモード]からも選択可能)
2. このタブを選択

CX本体の設定
と同じように
設定

ONにしたときは、タイムアウト
値を入力

DNSを使用
するとき設定

シリアル通信の設定
CX と他の機器とシリアル通信を行うときは、シリアル通信に必要なパラメータを設定
します。[プロトコル]の設定で[MODBUS	MASTER]を選択した場合は、[モドバスマスタ]
タブをクリックし、モドバスマスタの設定をする必要があります。

このタブを選択

7.10　CX を設定する
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モドバスマスタの設定
CX をモドバスマスタとして使用するときは、下図のダイアログボックスでモドバスマ
スタの基本設定とコマンド設定をします。設定内容については、「通信インターフェー
スユーザーズマニュアル」(IM	04L31A01-17) をご覧ください。

このタブを選択

FTP の設定
FTP 機能を使うと、測定 / 演算データをファイル単位で自動的に CX から指定したサー
バに送ることができます。FTP 機能は、イーサネットで通信するときに使用できます。
FTP 機能を使用するときは、下図のダイアログボックスで、ファイル転送先の [ サーバ名 ]
や [ ポート番号 ] などを設定します。

2. プライマリタブまたはセカンダリタブを選択
(プライマリ(第1優先)とセカンダリ(第2優先)の2つの
FTPサーバーを使用するときには両方を設定)

1. このタブを選択

ファイル転送先を設定

7.10　CX を設定する
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Web サーバの設定
イーサネットで通信するときに、CX を Web サーバとして使用できます。下図のダイア
ログボックスで、[Web サーバの使用 ] を [ON] に設定したのち、オペレーターページと
モニタページのアクセス認証などの設定をします。

このタブを選択

E- メール送信機能の設定
E メール送信機能を使用するときは、下図のダイアログボックスで [SMTP サーバ名 ]、
[ ポート番号 ]、[ 送信先アドレス ] などを設定します。E メール送信機能は、イーサネッ
トで通信しているときに使用できます。設定内容については、「通信インターフェース
ユーザーズマニュアル」(IM	04L31A01-17) をご覧ください。

このタブを選択

[ アラーム ]、[ 定刻 ]、[ システム ]、[ レポート ] の各タブをクリックすることで、各メー
ルの種類ごとに、個別に送信の条件が設定できます。

7.10　CX を設定する
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その他の設定
シリアル通信に有効な、通信バッファ復帰時の DO、内部スイッチ状態の処理とモドバ
スマスタ / 温調計との通信の自動復帰を設定します。シリアル通信が装着されている場
合に有効です。

このタブを選択

設定データの整合 ( データのチェック )

	 	 	
2. 整合がとれていないときは

次のダイアログボックスが開く

ここをクリックすると、修正リストが
表示される

1. ここをクリック([システム] > [データチェック])

設定した内容が、実際のシステムと整合しているかを確認します。整合がとれていない
場合は、自動的にデータを修正します。
なお、次のような場合にデータを修正します。
・	 測定 / 演算チャネルタブの各項目の値が設定範囲外のとき
・	 設定できない文字列を使用したときなど

データチェック確認ダイアログボックス
[ 表示 ]	>	[ データチェック確認ダイアログ ] をチェックすると、データチェック時、ま
たはデータ送信時にデータの整合がとれていないと、データの修正ダイアログボックス
が表示されます。

Note
データチェックをしないで送信しても、データチェックをして、整合のとれたデータを送信し
ます。

7.10　CX を設定する
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7.11 レコーダに設定情報を書き込む

レコーダの設定が終了したら、通信で、設定情報をレコーダに書き込みます。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面のメニューバーで、「通信」-「送信」を選択します。

	 「設定送信選択ダイアログボックス」が表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 送信するレコーダを選択して、「送信」ボタンを押します。

・	レコーダをすべて選択する	→	「すべてを選択」をクリック
・	レコーダを個別に指定する	→	現在接続可能な状態にあるレコーダは、「設定送

信選択ダイアログボックス」で青色表示される。目的のレコーダ ( 複数選択可 )
をクリックして、赤色表示にする

	 設定を送信するレコーダとして VR、DX、MV、CX が選択されていると、VR、DX、
MV、CX に設定データを送信する時点で下記のメッセージが表示されます。*

	 	 	 	 	 	

	 「はい」を選択すると、VR、DX、MV、CX に設定データが送信されます。複数の
VR、DX、MV、CX が選択されている場合、次の VR、DX、MV、CX への設定デー
タ送信時に同じメッセージが表示されます。

	 「全て送信」を選択すると、選択しているすべてのレコーダ(VR、DX、MV、CXも含む)
に設定データを送信します。

	 「いいえ」を選択すると、その VR、DX、MV、CX への設定データ送信はせずに、
次レコーダへの設定データ送信に移ります。複数の VR、DX、MV、CX が選択さ
れている場合、次の VR、DX、MV、CX への設定データ送信時に同じメッセージ
が表示されます。

	 「キャンセル」を選択すると、その VR、DX、MV、CX を含めて、それ以後のすべ
てのレコーダへの設定データ送信を取りやめます。

*	 VR の場合、変更する設定内容により、データメモリが初期化される場合があります。詳
細については、本体 IM(IM	4N1A1-01J、IM	4N2A1-01J) をご覧ください。

	 DX、MV、CX の場合、内部メモリにデータを書き込む方式についての設定を変更する
と、データメモリが初期化されます。詳細については、本体 IM(IM	04L01A01-01、IM	
04L02A01-01、IM	04L31A01-01、IM	04L31A01-03、IMMV100-01、IMMV200-01) をご覧
ください。
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3. 	 レコーダへの設定情報の送信が完了すると、「通信メッセージ」ダイアログボッ
クスが表示されます。

	 メッセージの内容を確認して、「OK」ボタンを押します。

	 	 	 	 	 	

Note
・. ロガーソフトウエアがスキャン中またはレコード中は通信できません。
・. VR シリーズでは、セットアップの設定を VR に送信できません。ファイルの「エクスポート」

機能を使って設定情報をレコーダに書き込んでください。
・. DX、MV、CX シリーズの「セットアップ」タブ画面によるネットワークの設定では、メモリデー

タ出力先以外(イーサネットやシリアル通信の設定)は、DX、MV、CXに送信できません。ファ
イルの「エクスポート」機能を使って設定情報をレコーダに書き込んでください。

・. データ送信する前に、送信先のシステム、モジュール構成と送信する設定データのシステム、
モジュール構成が合っていることを確認してください。

・. DC100 に送信する場合、DC100 の内蔵 RAM ディスクにファイルが残っていると、内蔵
RAM ディスクの使用方法は設定できません。送信する前に DC100 で内蔵 RAM ディスクを
初期化するか、本ソフトウエアで DC100 のメモリを初期化 (「5.13 節」) してください。そ
の場合、必要なファイルは必ずフロッピーディスクに保存してください。

・. DC100 に送信する場合、内蔵 RAM ディスクにファイルが保存されている場合、書き込み
動作を NONE から SINGLE または REPEAT への変更、SINGLE または REPEAT から NONE へ
の変更はできません。

・. DC100 に送信する場合、内蔵 RAM ディスクにファイルが保存されている場合、定刻ファ
イルのファイルの種類を NONE から Meas2 または Report への変更、Meas2 または Report
から NONE への変更はできません。

・. 送信先が演算、レポート、データ書き込み (DC だけ ) 中の場合、これらの動作は停止します。
・. 送信先が初期バランス中または内蔵 RAM ディスクへのデータ書き込み中 (DR) に送信する

と、通信エラーになります。
・. イーサネットで通信する場合、通信エラーの判定に数分かかる場合があります。

7.11　レコーダに設定情報を書き込む
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7.12 設定情報を初期化する

セットモード、セットアップモードの設定内容が、設定されているシステム構成やモ
ジュール構成 (DARWIN の場合 ) で初期化されます。

操作手順
1. 	 初期化するレコーダの「設定」ウインドウを表示した状態で、「メニューバーの「設

定」-「設定値の初期化」を選択します。

	 「現在の設定を初期化します。」とメッセージが表示されますので、「OK」ボタン
を押します。
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7.13 設定情報を FD で取り扱う

ファイルをインポートする
レコーダの設定保存機能で、FD( フロッピーディスク ) に保存された設定ファイルを読
み込みます。

VR の場合、通信でセットアップモードの設定情報を送受信できないため、本機能を使用
します。また、通信オプションを持たない VR や DARWIN の設定を、「DAQLOGGER 設定」
ソフトウエアで編集するために、本機能を使用します。
DX、MV、CX、通信機能付きの DARWIN でも、利用可能です。
DA、µR は、対象外です。
ファイルの種類と拡張子は、次のようになります。

.pnl：VR シリーズのセットモード

.pns：VR シリーズのセットアップモード

.pnl：DX シリーズ (DX1000、DX2000 を除く )、MV(MV1000、MV2000 を除く ) シリーズ

.pcl：CX シリーズ

.pnl：DC100/DR130/DR200 のセットモード

.set：DC100/DR130/DR200 のセットアップモード

● VR、DX、MV、CX の場合
操作手順

1. 	 VR の「セットアップ」の場合、「DAQLOGGER 設定」画面のメニューバーで、「ファ
イル」-「ファイルのインポート」-「セットアップモード」を選択します。

	 そのほかの場合は、「ファイル」-「ファイルのインポート」を選択します。「ファ
イルを開く」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	 (ファイル名が表示されます)

2. 	 読み込むファイルを選択して、「開く」ボタンを押します。FD の設定ファイルが
読み込まれます。
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● DR、DC の場合
操作手順

1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面のメニューバーで、「ファイル」-「ファイルのインポー
ト」を選択します。

	 「ファイルを開く」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

(ファイル名が表示されます)

2. 	 必要に応じて、「上書きで開く」のチェックボックスをクリックしてチェックマー
クを付けます。

	 DC100 または DR でフロッピーディスクに保存したセットモードの設定データ
ファイル (.pnl) を開くとき以外 ( 下記の解説をご覧ください ) は、チェックボッ
クスをチェックしないでください。

	 「上書きで開く」について
	 「上書きで開く」をチェックしないでファイルを開くと、システム / モジュール

構成も含めて、指定したファイルの設定データすべてを読み込みます。
	 「上書きで開く」をチェックしてファイルを開くと、指定したファイルのシステ

ム構成とモジュール構成は読み込まれず、読み込む前のシステム / モジュール構
成のままファイルを開きます。

	 ・ DC100/DR のセットモードの設定ファイル (.pnl) だけを開くとき
	 DC100/DR のセットモードの設定はセットアップモードの設定の影響を受けま

す。セットアップモードの設定は、システム / モジュール構成の影響を受けま
す。しかし、DC100/DR でフロッピーディスクに保存したセットモードのファ
イルには、システム / モジュール構成やセットアップモードの情報がありませ
ん。そのため、「上書きで開く」をチェックしないでファイルを開くと、シス
テム / モジュール構成の情報がないまま開くことになり、不具合が生じます。
また、「上書きで開く」をチェックしてファイルを開くと、レコーダと設定ソ
フトウエアのセットアップモードの設定が異なることがあるので、開いたセッ
トモードの内容と不整合が生じることがあります。

	 このような問題を解決するため、セットモードの設定ファイルだけを開く場合
は、次のように操作してください。
A.	「上書きで開く」のチェックボックスをチェックしないで、セットモードの

ファイルと対となるセットアップモードのファイル (.set) を開きます。
	 	 システム構成を確認するダイアログボックスが表示されます。

7.13　設定情報を FD で取り扱う
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B.	 開く設定データファイルのシステム構成と同じようにシステム構成を設定
します。

C.	「上書きで開く」のチェックボックスをチェックして、セットモードのファ
イル (.pnl) を開きます。

3. 	 「開く」をクリックするとファイルが読み込まれます。編集中の設定データ	
が保存されていない場合は、保存するかどうかを問い合わせるメッセージが表示
されます。保存する場合は「はい」、保存しない場合は「いいえ」、ファイルを開
くのを中止する場合は「キャンセル」をクリックします。読み込めなかった設定
データがある場合は、読み込めなかったデータがあることを知らせるメッセージ
が表示されます。

Note
DC100のセットモードの設定データ(.pnl)を読み込んだ場合、「書き込み動作が変更されました」
または「書き込まれなかったデータが存在します」のメッセージが表示されたときは、書き込
み動作の一部が読み込まれていない可能性があります。確認してください。

ファイルをエクスポートする
「DAQLOGGER 設定」で編集した設定を、設定ファイルに書き出します。

「DAQLOGGER 設定」ソフトウエアで編集した設定を、レコーダに FD 経由で設定するた
めに、本機能を使用します。
VR シリーズではセットアップモードの設定が、DX シリーズ、MV シリーズ、CX シリー
ズではネットワークの設定が、通信で行えませんが、この機能で設定できます。また、
通信機能を持たない DARWIN にも利用できます。

操作手順
1. 	 VRシリーズの「セットアップ」の場合、「DAQLOGGER設定」画面のメニューバーで、

「ファイル」-「ファイルのエクスポート」-「セットアップモード」を選択します。

	 そのほかの場合は、「ファイル」-「ファイルのエクスポート」を選択します。

	 「ファイル名を付けて保存」ダイアログボックスが表示されます。

  VR、DX、MV、CX の場合

	 	 	 	 	 	 (ファイル名が表示されます)

 

7.13　設定情報を FD で取り扱う
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DR、DC の場合

	 	 	 	 	 	

(ファイル名が表示されます)

	 「コメント」は無効です。

2. 	 ファイルに名前を付けて保存します。拡張子は自動的に付けられます ( 前ページ
を参照 )。

	 DARWIN の場合には、「ファイルの種類」セルで、2 つのファイル (「.pnl」「.set」
の拡張子の付いたファイル ) からどちらかを選択して作成します。

3. 	 レコーダの設定読み込み機能を利用して、作成したファイルをレコーダに読み込
ませます。

7.13　設定情報を FD で取り扱う
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7.14 設定情報を保存する

作成したレコーダの設定情報を保存します。保存先は、「DAQLOGGER」フォルダのプロ
ジェクト名のフォルダです。
保存設定ファイルの名前は、「プロジェクト名：Project1」「レコーダ番号：1」の場合は、

「Project1.r01」といった形式になります。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面のメニューバーで、「ファイル」-「設定保存」または「す

べての設定保存」を選択します。設定情報が保存されます。

	 ・設定保存：	 アクティブな「設定」ウインドウのデータを保存する　

	 ・すべての設定保存：	 開かれているすべての「設定」ウインドウのデータを保
存する
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7.15 設定情報を印刷する

「DAQLOGGER 設定」画面の「ファイル」メニュー下の「印刷」「印刷プレビュー」「プ
リンタの設定」の操作は、Windows の印刷コマンドに準じます。

操作手順
印刷プレビューを見る

1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面のツールバーで「印刷プレビュー」ボタンを押します。
「印刷プレビュー」ダイアログボックスが表示されます。

印刷する
1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面のツールバーで「印刷」ボタンを押すか、メニューバー

で、「ファイル」-「印刷」を選択します。

	 「印刷選択ダイアログボックス」が表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 印刷を行うレコーダを選択後、「OK」ボタンを押します。
・	レコーダをすべて選択する	→	「すべてを選択」をクリック
・	レコーダを個別に指定する	→	現在印刷可能な状態にあるレコーダは、「印刷選

択ダイアログボックス」で青色表示される。目的のレコーダ ( 複数選択可 ) を
クリックして、赤色表示にする

	 「印刷」ダイアログボックスが表示されますので、必要に応じて変更し、「OK」
ボタンを押します。設定情報が印刷されます。
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7.16 レコーダへ制御コマンドを送信する

通信状態にあるレコーダへ、以下の制御コマンドを、「DAQLOGGER 設定」画面から送
信することができます。
送信できるコマンドとその内容は、シリーズやモデルにより、一部異なります。

・	 日付時刻	 ：全レコーダ
	 レコーダの日付時刻を、PC の日付時刻に設定します。
・	 記録開始 / 停止	 ：DA、VR を除く全レコーダ
	 記録 ( レコーダのメモリへの書き込み、記録紙への記録、バッチ記録 ) を開始 / 停止

します。ただし、バッチ記録は、DX1000/DX2000/MV1000/MV2000 でバッチ機能が
有効の場合にだけ、記録開始 / 停止できます。

・	 演算開始 / 停止	 ：全レコーダ ( 演算機能付き )
	 演算機能付きレコーダの演算を開始 / 停止します。
・	 メモリの初期化	 ：VR、DX、DC、MV、CX
	 レコーダのデータメモリを初期化します。
・	 ディスプレイ選択	 ：	DA、DX1000、DX2000、MV1000、MV2000 を除く全レコーダ
	 レコーダの表示画面を指定します。
・	 再構築	 ：DA、DR200( 拡張 )、DC
	 DARWIN を初めて使用するときや、システムや接続ユニットおよび装着モジュール

を変更したときは、システムを再構築する必要があります。スタンドアロンタイプの
DR(DR130/DR231/DR241) では再構築はできません。

操作手順
1. 	 「DAQLOGGER 設定」画面のメニューバーで、「通信」-「レコーダ制御」を選択

します。

	 「制御コマンド送信ダイアログボックス」画面が表示されます。
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2. 	 送信するレコーダを選択します。
・	レコーダをすべて選択する	→	「すべてを選択」をクリック
・	レコーダを個別に指定する	→	現在接続可能な状態にあるレコーダは、一覧に

青色表示される。目的のレコーダ ( 複数選択可 ) をクリックして、赤色表示に
する。

3. 	 画面左側のコマンド項目一覧から目的の制御コマンドをクリックして、設定画面
を表示します。

4. 	 制御コマンドを設定します。

	 日付時刻

	 	 	 	 	 	

	 記録開始 / 停止

	 	 	 	 	 	

	 「同時に演算開始 / 停止を実行する」のチェックボックスにチェックマークを付
けて実行すると、「記録開始」に連動して演算を開始し、「記録停止」に連動して
演算を停止します。

 演算開始 / 停止

	 	 	 	 	 	

 メモリの初期化

	 	 	 	 	 	

7.16　レコーダへ制御コマンドを送信する
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7.16　レコーダへ制御コマンドを送信する

	 ディスプレイ選択 ( 操作手順 4 を参照 )

	 	 	 	 	 	

	 「ディスプレイ選択」コマンドは、機種により、下記のダイアログボックスが表
示されます。

 VR200 S2 µR1000/µR1800

	 	 	 	 	 	 	

 DX100/MV100/CX1000 DX200/DX200C/MV200/CX2000

	 	 	 	 	 	 	

 DR130/DR200 DC100

	 	 	 	 	 		

Note
・. VR206、VR106 以外では、標準画面以外を送信すると、エラーになります。
・. µR シリーズで、マニュアル表示を選択した場合は、.接続しているレコーダに存在しないチャ

ネルまで選択できますが、存在しないチャネルを選択して送信すると、通信エラーとなり
ます。

・. DARWIN の場合、設定できない「ディスプレイ選択」コマンドを送信しても通信エラーは
表示されません。

・. CX シリーズでは、/PG1.、/PG2 オプションがない機器に「各画面のモード」にプログラム
運転関連の項目を設定して送信すると、エラーになります。

・. バッチ記録開始が実行できるのは、コマンド送信する対象機器にバッチ機能が搭載されて
おり、バッチ機能が有効に設定してあるときだけです。.
バッチの設定により、コマンド送信は以下のように実行されます。
バッチの設定 コマンド送信の実行
マルチバッチ 全バッチ記録コマンド送信可能
バッチ ON ALL およびバッチグループ 1 のバッチ記録コマンド送信可能
バッチ OFF バッチ記録コマンド送信不可 ( エラー )
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7.16　レコーダへ制御コマンドを送信する

	 再構築

	 	 	 	 	 	

5. 	 目的のコマンドの設定が完了 ( 複数設定可 ) したら、「送信」ボタンを押します。

	 レコーダへの制御コマンドの送信が完了すると、「通信メッセージ」ダイアログ
ボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

6. 	 メッセージの内容を確認して、「OK」ボタンを押します。
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7.17 DARWIN のレポートの開始 / 停止、バランス動作
を実行する

DARWIN の場合、レポートの開始 / 停止、歪み入力のバランス動作を実行させることが
できます。

DARWIN のレポートを開始 / 停止する
レポート機能付きの DARWIN のときに有効です。

操作手順
1. 	 「レコーダ一覧」ウインドウで、レポートを開始 / 停止するレコーダの「番号」

セルをクリックし、「設定」画面を表示させます。

2. 	 メニューバーで、「通信」-「動作実行」-「レポート」を選択します。選択するご
とに、対象レコーダのレポートが開始 / 停止されます。

DARWIN のバランス動作を実行する
歪み入力の DARWIN のときに有効です。

操作手順
1. 	 「レコーダ一覧」ウインドウで、歪み入力のバランス動作を実行するレコーダの「番

号」セルをクリックし、「設定」画面を表示させます。

2. 	 メニューバーで、「通信」-「動作実行」-「バランス」を選択します。選択するご
とに、対象レコーダでバランス動作が実行されます。
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8.1 リモートモニタを起動する / サーバと接続する

リモートモニタはネットワーク上のサーバ ( ホスト ) からデータを受け取り、アラーム、
トレンド、カラーグラフ、ディジタル、メータ、サーキュラの 6 種類のモニタ画面に表
示する機能です。サーバ側ではモニタサーバが起動されていることが必要です。
各モニタ画面の使い方については、「8.2 節」をご覧ください。

リモートモニタを起動する
操作手順

1. 	 スタートメニューの「プログラム」-「YOKOGAWA	DAQWORX」-「DAQLOGGER	
Client」-「リモートモニタ」を選択します。

	 リモートモニタソフトウエアが起動して、リモートモニタ画面が表示されます。

サーバと接続する
操作手順

● 新規に接続する
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「新規接続」を選択します。トレンドモニタ画面

が表示されます。

2. 	 ツールバーの「接続 / 切断」ボタンを押すか、メニューバーの「ファイル」-「接
続」を選択します。「接続」ダイアログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

第 8 章	 DAQLOGGER クライアントパッケージを使う



8-2 IM WX101-01

8.1　リモートモニタを起動する / サーバと接続する

3. 	 各項目のセルをクリックして、設定値を入力します。

	 接続ホスト名：サーバの名前です。

	 ポート No.：使用するポート No. です。サーバでの設定値と一致していなければ
なりません。初期値は、50280 です。

	 システム No.：設定する必要はありません。0 に固定です。

	 ステップ：サーバから何データごとにデータを受け取るかを設定します ( サーバ
はスキャンデータを転送します )。ステップの初期値は 1 です。

	 例えば、スキャンインターバルが 2 秒で、ステップが 5 の場合は、2×5=10 秒
間隔のデータを、リモートモニタが受け取ります。

4. 	 「接続」ボタンを押すとサーバと接続され、モニタ画面にデータが表示されます。

	 「OK」ボタンを押すと、設定を有効にして、ダイアログボックスを閉じます。まだ、
サーバと接続されていません。

	 「キャンセル」ボタンを押すと、設定を破棄して、ダイアログボックスを閉じます。

Note
・. サーバ側でモニタサーバが起動されていないと接続できません。
・. 回線状況により接続が切れる場合もあります。その場合は接続し直してください。
・. リモートモニタを使用するためには、PC にイーサネットカードが用意されており、TCP/IP

プロトコルがインストールされている必要があります。
・.「OK」を選択した場合は、ツールバーの「接続／切断」ボタンをクリックするか、「ファイル」

-「接続」を選択するとサーバと接続されます。

● 接続条件を保存する
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「接続条件保存」を選択します。接続条件が保存

されます。ファイル名は、「接続ホスト名」.rmt です。

	 または、メニューバーの「ファイル」-「名前を付けて保存」を選択します。「名
前を付けて保存」ダイアログボックスが表示されます。保存するディレクトリを
指定し、ファイル名を設定して、「保存」ボタンを押します。接続条件が保存さ
れます。拡張子は、「.rmt」です。

Note
接続条件を保存すると、表示条件の設定 (「8.2 節」を参照 ) も保存されます。
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8.1　リモートモニタを起動する / サーバと接続する

● 保存してある接続条件ファイルを開いて接続する
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「接続条件を開く」を選択します。「開く」ダイア

ログボックスが表示されます。

	 	 	 	 	 	

2. 	 ファイルを選択して「開く」ボタンを押すと、ダイアログボックスが閉じ、「Trend」
モニタ画面が表示されます。

3. 	 ツールバーの「接続 / 切断」ボタンを押すか、メニューバーの「ファイル」-「接
続」を選択します。サーバと接続され、モニタ画面にデータが表示されます。

● さらに別のサーバと接続する
1. 	 メニューバーの「ファイル」-「新規接続」または「接続条件を開く」を選択し、

前述の「新規に接続する」または「保存してある接続条件ファイルを開いて接続
する」操作をします。

Note
接続できるサーバ数は、16 以下です。

モニタを休止する / 休止を解除する
モニタ画面の表示更新を休止します。モニタ休止中もデータは取り込まれ続けるので、
モニタ休止を解除すると、休止していた間のデータも表示されます。

操作手順

1. 	 表示更新を休止するモニタ画面をクリックして、前面に表示させます。

2. 	 「モニタ休止」ボタンをクリックするか、「ファイル」-「休止」を選択します。

Note
選択した接続条件以外のモニタは休止しません。

3. 	 モニタ休止を解除する場合は、再度「モニタ休止」ボタンをクリックするか、「ファ
イル」-「休止」を選択します。
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8.1　リモートモニタを起動する / サーバと接続する

サーバとの通信を切断する / 接続条件を閉じる
操作手順

● サーバとの通信を切断する
1. 	 通信を切断するモニタ画面をクリックして、前面に表示させます。

2. 	 ツールバーの「接続 / 切断」ボタンを押すか、メニューバーの「ファイル」-「切
断」を選択します。通信の切断を確認するダイアログボックスが表示されますの
で、「OK」ボタンを押します。サーバとの通信が切断されます。

Note
. 選択したモニタ画面で使用している接続条件以外の通信は、切断されません。

● 接続条件を閉じる
サーバとの通信を切断後に実行できます。接続条件を閉じる操作をすると、その接続条
件で開かれたすべてのモニタ画面が、閉じられます。

1. 	 その接続条件を使用しているモニタ画面をクリックして、前面に表示させます。

2. 	 メニューバーの「ファイル」-「接続条件を閉じる」を選択します。その接続条
件で開かれたすべてのモニタ画面が閉じられます。

リモートモニタを終了する
操作手順

1. 	 メニューバーの「ファイル」-「終了」を選択します。または、リモートモニタ
画面のタイトルバー最右端の終了ボタンを押します。リモートモニタ画面が閉じ
られます。

Note
. リモートモニタを終了する操作は、サーバとの通信をすべて切断してから行ってくだい。
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8.2 モニタを行う

モニタ画面を表示する
モニタ画面はリモートモニタのウインドウの中に表示されます。リモートモニタのメ
ニューバー表示内容は、選択されているモニタ画面ごとに変わります。また、ツールバー
にはすべてのツールボタンが表示されていますが、選択されているモニタ画面に関連し
たボタンのみ使うことができます。

操作手順
1.	 モニタバーの「アラームモニタ」「トレンドモニタ」「カラーグラフモニタ」「ディジ

タルモニタ」「メータモニタ」「サーキュラモニタ」ボタンから、表示したいモニタ画
面をクリックするか、メニューバーの「ウインドウ」メニューから、表示したいモニ
タを選択します。モニタ画面が表示されます。

Note
・. ひとつの接続で開くことができるモニタ画面の数は次のとおりです。
. 「アラームモニタ」：１枚
. 「トレンドモニタ」：4 枚以下
. 「カラーグラフモニタ」：4 枚以下
. 「ディジタルモニタ」：4 枚以下
. 「メータモニタ」：4 枚以下
. 「サーキュラモニタ」：4 枚以下
. ただし、多くの画面を表示すると、PC のパフォーマンスが低下します。
・. モニタ画面を整列させるには、「ウインドウ」メニューで、「重ねて表示」または「並べて表示」

を選択します

	 	 	 	

バージョンの表示モニタ画面表示の詳細設定

通信の接続/切断
モニタ表示形式の選択(左から、アラーム、トレンド、カラーグラフ、ディジタル、メータ、サーキュラ)

モニタの休止
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8.2　モニタを行う

アラームモニタ
操作方法は、下記をご覧ください。
・	「3.3 節」の「アラームモニタ」
・	「3.4 節」の「アラームログ表示からカーソル情報を表示する」
ただし、アラームを確認する操作はできません (3-17 ページの Note 内 )。

オーバビュー表示
グループごとのアラーム状態を示します。

	 	 	

グループ内のアラーム状態を、次の4パターンで表示します。
・緑のランプ：グループに登録しているタグのうち、波形表示をONにしているタグで、アラームが
 発生しているものがない。または、1つもアラームを設定しているタグがない。

・赤いランプ：グループに登録しているタグのうち、波形表示をONにしているタグのどれか1つで、
 アラームが発生している。

・緑のランプと点滅している黄色の輪：現時点でアラームは発生していないが、未確認の過去に発生
 したアラームがあります。

・赤いランプと点滅している黄色の輪：現時点でアラームが発生し、未確認の過去に発生したアラー
 ムがあります。

オーバビュー/ログの切り替え

タグ番号/タグ名の切り替え カーソル値の表示
タグ番号/タグ名の切り替え
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8.2　モニタを行う

ログ表示
過去に発生したアラームの種類、発生 / 解除時刻、タグを一覧表示します。最大 100 件
まで表できます。

	 	 	

発生/解除

アラーム種別文字アラーム種別のアイコン
アラームレベル(L1、L2、L3、L4)

アラーム発生/解除アイコン(赤：発生、緑：解除)
アラーム発生/解除時刻

測定値上限アラーム(赤)
偏差上限アラーム
設定値上限アラーム
出力値上限アラーム

測定値下限アラーム(青)
偏差下限アラーム
設定値下限アラーム
出力値下限アラーム

差上限アラーム(赤) 差下限アラーム(青)

変化率上昇限アラーム(赤) 変化率下降限アラーム(青) ディレイ上限アラーム(赤) ディレイ下限アラーム(青)

偏差上下限アラーム 上下限偏差内アラーム その他のアラーム

アラーム種別文字は、次のように表示されます。
H：測定値上限アラーム
PVH：測定値上限アラーム (CX の制御チャネルの PV 値の上限アラーム )
DVH：偏差上限アラーム (CX だけ )
SPH：設定値上限アラーム (CX だけ )
OTH：出力値上限アラーム (CX だけ )

L：測定値下限アラーム
PVL：測定値下限アラーム (CX の制御チャネルの PV 値の下限アラーム )
DVL：偏差下限アラーム (CX だけ )
SPL：設定値下限アラーム (CX だけ )
OTL：出力値下限アラーム (CX だけ )

dH：差上限アラーム
dL：差下限アラーム
RH：変化率上昇限アラーム
RL：変化率下降限アラーム
tH：ディレイ上限アラーム
tL：ディレイ下限アラーム
DVO：偏差上下限アラーム (CX だけ )
DVI：上下限偏差内アラーム (CX だけ )
ETC：その他のアラーム (CX だけ )
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8.2　モニタを行う

トレンドモニタ
操作方法は「3.3　モニタ画面を変更する」の「モニタ全般」「トレンドモニタ」をご覧
ください。
カーソルの活用方法については、「3.4　カーソルを活用する」をご覧ください。
表示の詳細設定については、この節の「表示条件を設定する」(8-13 ページ ) をご覧くだ
さい。
ただし、下記の操作は異なります。

● タグ番号 / タグ名表示を切り替える
1. 	 タグ番号を表示するときは、メニューバーで、「表示」-「タグ No.」または「チャ

ネル」を選択するか、ツールバーの「タグ No. 表示」または「チャネル表示」ボ
タンを押します。

	 タグ名を表示するときは、メニューバーで、「表示」-「タグコメント」を選択するか、
ツールバーの「タグコメント表示」ボタンを押します。

バージョンの表示
カーソル値表示ボタン

波形表示ゾーン

タグ番号/タグ名の切り替え 波形表示制限(クリップ)

拡大率/縮小率
ゾーン表示エリアの表示/非表示

ドラッグで波形表示エリアを広く/狭く

ゾーン表示
エリア

ゾーンバー
カレント波形マーク

アラームの表示ON/OFF
リンクのON/OFF

時間軸の拡大/縮小

表示グループの選択

時刻または時間 波形表示エリア
の輝度調整

波形表示のON/OFF
グループのアラーム状態

グリッドの
輝度調整

アラーム表示
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カラーグラフモニタ
操作方法は、「3.3　モニタ画面を変更する」の「カラーグラフモニタ」をご覧ください。
カーソルの活用方法については、「3.4　カーソルを活用する」をご覧ください。
表示の詳細設定については、この節の「表示条件を設定する」(8-13 ページをご覧くだ
さい。

タグ番号/タグ名の切り替え
時間軸の拡大/縮小 カーソル値表示 タグ番号/タグ名

波形表示色
表示グループの選択

グループのアラーム状態 拡大率/縮小率時刻または時間
カラーグラフの色
スケールの最小値から最大値までを50色に分けて表示します。
青(最小値)、水色、緑、黄、赤(最大値)の順です。

ディジタルモニタ
表示の詳細設定については、この節の「表示条件を設定する」(8-13 ページをご覧くだ
さい。

	 	 	

タグ番号/タグ名の切り替え
アラームの表示ON/OFF アラーム表示(左から、レベル1、2、3、4)

グループのアラーム状態 収集データのバー表示

表示グループの選択

タグ番号/タグ名波形表示色

8.2　モニタを行う
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8.2　モニタを行う

メータモニタ
表示の詳細設定については、この節の「表示条件を設定する」(8-13 ページ ) をご覧くだ
さい。

	 	 	

タグ番号/タグ名の切り替え
アラームの表示ON/OFF

リンクのON/OFF
表示グループの選択

グループのアラーム状態

アラーム表示(左から、レベル1、2、3、4)

サーモメータアナログメータバーメータ現在値の数値表示

タグ番号/タグ名 アラーム設定位置
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8.2　モニタを行う

サーキュラモニタ
1 時間〜 4 週間のデータを、円形のチャートに表示できます。円形チャートでは、半径
がトレンド表示の Y 軸に、円が時間軸に対応します。

表示グループの選択
モニタの接続/切断

モニタの休止
リンクのON/OFF

アラーム表示のON/OFF
表示の詳細設定

タグ番号/タグ名表示の選択
アラームが発生すると，赤いバーが点滅

カレント波形を
マーク

サーキュラ表示チャネル
カレント波形の選択

ゾーン表示エリア

波形表示のON/OFF

日付
カーソル

時刻または時間
波形表示位置を移動
(スクロールバー)

アラーム表示

波形表示エリアの
輝度調整つまみ

グリッドの輝度調整
つまみ

ゾーン表示エリアを
表示/非表示

Y軸の設定 カーソル値を表示

次の操作ができます。
・	 表示ゾーン ( 指定ゾーン、編集ゾーン、フルゾーン、スライドゾーン、自動ゾーン、

複数軸ゾーン ) を使用できます。
・	 アラームを表示 / 非表示できます。
・	 タグ No. 表示 / タグ名表示を切り替えることができます。
・	 波形表示線の太さを選択できます。
・	 時間軸は、時刻表示か時間表示できます。
・	 波形表示エリアとグリッドの輝度を調整できます。
・	 アラームを表示 / 非表示できます。
・	 カーソルを使えます。
操作方法は、次ページの「時間軸の設定」「Y 軸の設定」「アラーム表示」を除いてトレ
ンドモニタと同じです。また、サーキュラモニタのトリップラインは、ドラッグ & ドロッ
プできません (3-15 ページ )。トリップラインの位置を変更するときは、[ 表示詳細設定 ]
ダイアログボックスで数値を変更してください。
操作方法は「3.3　モニタ画面を変更する」の「モニタ全般」「トレンドモニタ」をご覧
ください。
表示の詳細設定については、この節の「表示条件を設定する」(8-13 ページ ) をご覧くだ
さい。
カーソルの活用方法については、「3.4　カーソルを活用する」をご覧ください。
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時間軸設定
表示時間の選択

	 	 	

1. メニューバーの[時間軸]をクリック

2. 1サイクル当たりの表示時間を選択

Note
1 波形の表示データ数は 1800 です。サーキュラ画面で測定データをモニタできる時間は、サー
バでのスキャンインターバルとリモートモニタでのステップ数 (8-1 ページ ) の設定で決まりま
す。

Y 軸の設定
波形表示制限
サーキュラ画面では常に波形の Y 軸方向の表示範囲を [ 表示詳細設定 ] の [ スケール ] で
設定して最小値から最大値までに表示制限した状態で表示します。

アラーム表示
アラームを表示する位置をサーキュラ画面の波形表示部分の内か外側か選択できます。

どちらかを選択

1. [表示]-[アラーム]を選択

2. [表示]をクリック

アラーム内側 アラーム外側

8.2　モニタを行う
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表示条件を設定する
1 グループあたり最大 32 個のタグを設定可能で、最大 50 グループまで登録することが
できます。

1. 	 ツールバーの「詳細設定」ボタンを押すか、メニューバーで「表示 -」-「詳細設定」
を選択します。「表示詳細設定」ダイアログボックス画面が表示されます。

設定するグループのタブをクリック

波形表示のON/OFF
(青がON)

一斉ON/OFF

波形番号をクリックした波形が選択される

設定を有効にして、ダイアログボックスを閉じる
選択範囲のタグに昇順で番号を付ける

タグの登録
Y軸を表示/非表示

選択範囲の先頭の設定を全体にコピー
選択範囲を一括設定

初期値にする
設定を有効にする

選択範囲の設定内容をコピー
コピーする項目の選択

コピーした設定内容を
アクティブな波形番号に
貼り付ける

グループ名を入力

メータモニタのメータ種類を選択
通常表示/指数表示のどちらか選択する

トリップラインを表示/非表示
トリップラインの位置を入力

表示ゾーンを入力
表示範囲を入力

表示色

通常表示 / 指数表示の選択は、下記のように操作します。他の項目の操作方法は、
DAQLOGGER の「表示詳細設定」ダイアログボックス画面と同じです。「3.2 節」をご覧
ください。

数値の通常表示 / 指数表示を選択する
ボタンをクリックして「E」表示にすると、収集データ値が指数表示になります。
例：通常表示　200.0、指数表示　2.000E2

表示条件を保存する
変更した表示条件は、接続条件を保存する操作をすると、保存されます。

「接続条件を保存する」(8-2 ページ ) をご覧ください。

8.2　モニタを行う
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8.3 ビューアを使う

ビューアソフトウエアでは、ロガーソフトウエアでレコードしたデータを、波形または
数値で表示します。また、レポート機能で作成したデータも表示できます。
ビューア画面では、次のデータファイルを表示できます。

・	 ロガーソフトウエアでレコードしたデータファイル ( 拡張子：.mld)
・	 レポートソフトウエアで作成したレポートバイナリファイル ( 拡張子：.rbi)

Note
VR、DX、MV、CX、DC、DR 本体でフロッピーディスク、CF カードに保存したデータファイルを、
ビューアソフトウエアで読み込むことはできません。

クライアントパッケージのビューアソフトウエアは、Windows のスタートメニューから
立ち上げます。ビューアソフトウエアの操作方法は、DAQLOGGER のビューアソフトウ
エアと同じです。

ビューアソフトウエアを起動する
操作手順

1. 	 スタートメニューの「プログラム」-「YOKOGAWA	DAQWORX」-「DAQLOGGER	
Client」-「データビューア」を選択します。

	 ビューアソフトウエアが起動して、ビューア画面が表示されます。

ビューアソフトウエアを操作する
操作方法については、「第 4 章」をご覧ください。

Note
DAQLOGGER のビューアソフトウエアと異なるのは、次の 2 点です。
・. 立ち上げは、Windows のスタートメニューからのみ
・. ロガーが収集中のデータは表示できない
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8.4 ファイルユーティリティを使う

ファイルユーティリティは、DAQLOGGER が生成するデータファイルまたはレポート
ファイルに対して、「結合」「分割」「変換」「再構成」の 4 種類の機能を行います。

クライアントパッケージのファイルユーティリティソフトウエアは、Windows のスター
トメニューから立ち上げます。ファイルユーティリティソフトウエアの操作方法は、
DAQLOGGER のファイルユーティリティソフトウエアと同じです。

ファイルユーティリティソフトウエアを起動する
操作手順

1. 	 スタートメニューの「プログラム」-「YOKOGAWA	DAQWORX」-「DAQLOGGER	
Client」-「ファイルユーティリティ」を選択します。

	 ファイルユーティリティソフトウエアが起動します。

ファイルユーティリティソフトウエアを操作する
操作方法については、「第 5 章」をご覧ください。

Note
DAQLOGGER のファイルユーティリティソフトウエアと異なるのは、次の 1 点です。
・. 立ち上げは、Windows スタートメニューからのみ
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8.5 リモートコントローラを使う

Ethernet を使って、以下の操作をリモートコントロールできます。
・	 ロガーソフトウエアのスキャンの開始と停止
・	 レコードの開始と停止
・	 イベントプロセッサの開始と停止
・	 イベントプロセッサのユーザイベントをマニュアルで発生させる
リモートコントローラ機能を使うためには、DAQLOGGER マネージャのコントロール
サーバを設定しておく必要があります。(2.13 節をご覧ください。)

操作手順
1. 	 スタートメニューの「プログラム」-「YOKOGAWA	DAQWORX」-「DAQLOGGER	

Client」-「リモートコントローラ」を選択して、リモートコントローラソフウエ
アを起動します。

	 	 	 	 	 	

リモートコントローラソフトウエアの終了

接続状態
青：接続されていない
赤：接続中
接続されていないときは、クリックすると
通信設定画面を表示

2. 	 「通信設定」のボタンを押して、通信定画面を表示します。

	 	 	 	 	 	

3. 	 ホスト名、ポート番号、ログインパスワードを設定します。

	 ホスト名：	 リモートコントロールサーバのある PC を指定します。

	 ポート番号：	 リモートコントロールサーバに設定したポート番号を設
定します。

	 ログインパスワード：	 リモートコントロールサーバに設定したログインパス
ワードを設定します。

4. 	 「OK」ボタンを押すとホスト名、ポート番号を記憶します。最大 10 個のホスト名、
ポート番号を記憶できます。記憶したホスト名、ポート番号はプルダウンメニュー
に表示されます。

5. 	 「接続」ボタンを押すと、指定した PC と接続します。
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6. 	 リモートコントロールする項目のボタンを押すと、接続した PC 上で動作してい
る DAQLOGGER を操作できます。「ユーザイベント」ボタンを押すと、接続した
DAQLOGGER のイベントプロセッサのイベント条件で「ユーザイベント」を設定
した実行処理が動作します (6-3 ページ参照 )。

	 接続した DAQLOGGER マネージャにパスワードプロテクトがかかっている場合
は、パスワード入力画面が表示されます。また、画面上にパスワードプロテクト
がかかっていることを示すアイコンとメッセージが表示されます。マネージャに
設定したパスワードを入力してください。

8.5　リモートコントローラを使う
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9.1 各種メッセージと対処方法

使用中に画面にメッセージが表示されることがあります。以下、その意味と対処方法を
説明します。

●共通
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E0002 メモリが足りません。直ちに終了してくださ

い。
他のプログラムを終了して再起動するか、ＯＳをリブートして
再起動してください。

E0003 共有メモリがオープンできません。 他のプログラムを終了して再起動するか、ＯＳをリブートして
再起動してください。

E0101 単独起動できません。 マネージャから起動してください。
E0211 ファイルに書き込めません。 ディスク容量やファイルシステムが正常か、確認してください。
E0212 ファイルが読み込めません。 ファイルがあるか、ソフトウエアでサポートしているか、ファ

イルシステムが正常か、確認してください。
E0213 ファイルがオープン出来ません。 ファイルがあるか、ソフトウエアでサポートしているか、ファ

イルシステムが正常か、確認してください。
E3007 接続できるモニタサーバが無いか、データを

収集中のモニタサーバがありません。
環境設定ソフトウエアで、モニタサーバとの通信設定を確認し
てください。モニタサーバが起動しデータ収集中であるかどう
か確認してください。

E3008 接続できる機器がありません。接続できるモ
ニタサーバが無いか、データを収集中のモニ
タサーバがありません。

環境設定ソフトウエアで、レコーダあるいはモニタサーバとの
通信設定を確認してください。
レコーダの場合、通信エラーの可能性もありますので、E0401
も参照してください。モニタサーバの場合、モニタサーバが起
動し合、モニタサーバが起動しデータ収集中であるかどうか確
認してください。

E0401 通信エラーです。 通信接続しているレコーダの電源が入っているか、ケーブルが
正しく接続されているかを確認してください。また、通信方式
によって次のことを確認してください。
・	 イーサネットの場合
	 アドレスが合っているか、Windows に TCP/IP プロトコルが

インストールされているか。
・	 RS-232、RS-422 の場合
	 ボーレートが合っているか、ポート (COM1 〜 COM9) が合っ

ているか、アドレスが合っているか (RS422)、パソコンのシ
リアルポートが有効であるか、ケーブルの種類が正しいか。

E0501 ライセンス番号が間違っています。再インス
トールしてください。

ソフトウエアを再度インストールしてください。

E0602 パスワード保護または操作レベル制限により
実行できません。

パスワードプロテクトを解除するか、Supervisor のプロジェク
トに移行して、再度実行してください。

E0603 スキャン / レコーディング中は実行できませ
ん。

スキャン / レコードを終了してから実行してください。

　ワーニング	
コード エラー内容 対処方法
W0601 パスワード保護または操作レベル制限により

変更は保存されません。
------

W2003 作業中のソフトウェアが存在します。 作業中のソフトウエアを終了してください。

第 9 章	 エラーメッセージと対処方法



9-2 IM WX101-01

9.1　各種メッセージと対処方法

●ロガー関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E3001 データファイルをオープンできません。 ディスク容量やファイルシステムが正常か、確認してください。
E3002 データファイルに書き込めません。 ディスク容量やファイルシステムが正常か、確認してください。
E3003 アラームログをオープンできません。 ディスク容量や他のプログラムが使用していないか、ファイル

システムが正常か、確認してください。
E3004 アラームログに書き込めません。 ディスク容量や他のプログラムが使用していないか、ファイル

システムが正常か確認してください。
E3005 測定するタグがありません。 タグ設定ソフトウエアで、測定するタグを設定してください。
E3006 接続できる機器がありません。 環境設定ソフトウエアで、レコーダとの通信設定を確認してく

ださい。通信エラーの可能性もありますので、E0401 も参照し
てください。

　ワーニング
コード エラー内容 対処方法
W3030 接続できない機器がありました。 環境設定ソフトウエアで、レコーダとの通信設定を確認してく

ださい。通信エラーの可能性もありますので、E0401 も参照し
てください。

W3031 接続できないモニタサーバかデータを収集し
ていないモニタサーバがありました。

環境設定ソフトウエアで、モニタサーバとの通信設定を確認し
てください。モニタサーバが起動しデータ収集中であるかどう
か確認してください。

W3032 接続できない機器がありました。接続できな
いモニタサーバかデータを収集していないモ
ニタサーバがありました。

環境設定ソフトウエアで、レコーダあるいはモニタサーバとの
通信設定を確認してください。レコーダの場合、通信エラーの
可能性もありますので、E0401 も参照してください。モニタサー
バの場合、モニタサーバが起動しデータ収集中であるかどうか
確認してください。

●ビューア関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
M3101 データ数が 0 です。 有効データが存在しません。
M3102 保存タグ数が 0 です。 有効タグが存在しません。

●タグ設定関連
　ワーニング
コード エラー内容 対処方法
W3201 タグ番号にレコーダが割り付けられていませ

ん。
タグ番号にレコーダを設定してください。

W3202 接続されているレコーダが異なります。 環境設定ソフトウエアで、接続しているレコーダを確認してく
ださい

W3407 通信の設定が未完全です。 環境設定ソフトウエアで、通信設定を確認してください。

　メッセージ
コード エラー内容 対処方法
M3204 データ内に表示できない文字がありました。

スペースに置き換えます。
------

M3205 文字数制限を超えた為、前から 16 文字のみ取
得されたタグが存在します。

------
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●環境設定関連
　ワーニング
コード エラー内容 対処方法
W3331 接続されているレコーダは µR1000 と µR1800

の判別ができません。手動で機種を選択して
ください。

手動で、µR1800 か µR1000 かを選択してください。

W3332 対応しない機種が接続されています。接続さ
れていないものとみなします。

接続しているレコーダの機種を確認してください。

W3333 接続されているレコーダは VR100 と VR200 の
判別ができません。手動で機種を選択してく
ださい。

手動で、VR100 か VR200 かを選択してください。

　メッセージ
コード エラー内容 対処方法
M3361 正常に機種判別が終了しました。 ------

9.1　各種メッセージと対処方法
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9.1　各種メッセージと対処方法

●設定関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E3401 送信コマンドエラーです。	接続されているレ

コーダが異なるか、	演算中などでコマンドが送
信できません。

接続しているレコーダを確認してください。演算中なら、演算
を停止してから送信してください。

E3402 受信コマンドエラーです。接続されているレ
コーダが異なる可能性があります。

接続しているレコーダを確認してください。

E3403 読み込んだファイルが設定ファイルではあり
ませんでした。すべてをデフォルトにもどし
ます。

読み込むファイルが正しいか、確認してください。

E3404 IC メモリ動作中はコマンドが送信できません。 IC メモリ動作を停止してから、実行してください。
E3405 メモリがいっぱいです。消去してから送信し

てください。
データメモリを消去してから、送信してください。

E3408 ユーザ名またはパスワードが違います。 環境設定ソフトウエアで、ユーザ名とパスワードを確認してく
ださい。

E3409 ログインユーザレベルが user では設定を送信
できません。

環境設定ソフトウエアで、admin のログインユーザーレベルに
設定してください。

E3410 送信できなかった設定が存在します。 接続しているレコーダ機種とオプションを確認してください。
E3411 メモリサンプル中または演算中のため送信を

中止しました。
レコーダ本体のメモリサンプルまたは演算を停止してから、実
行してください。

E3412 環境ソフトで設定された機種情報と異なる
ファイルを読み込みました。

読み込みを中止します。ファイルの内容を確認してください。

E3413 温度単位が異なるため通信できません。 温度単位を確認してください。
E3414 環境ソフトの設定と接続されている機種が異

なります。
接続機器を確認してください。

E3415 接続機器のモードを SET モードに変更してく
ださい。

接続機器を確認してください。

E3416 演算式が存在しません。 演算式を設定してください。
E3417 未定義シンボルが使用されました。 設定内容を確認してください。
E3418 不適切なチャネル番号が使われました。 設定内容を確認してください。
E3419 括弧が不適切です。 設定内容を確認してください。
E3420 文法ミスがあります。 設定内容を確認してください。
E3421 未対応モデルのデータです。 設定内容を確認してください。
E3422 温度単位が異なるため、読み込みに失敗しま

した。
設定内容を確認してください。

E3423 ファイル展開に失敗したため、一部のデータ
が初期化されました。

ファイルの内容を確認してください。

E3424 コピー元にコピー不可能なものが含まれてい
ます。

コピー元とコピー先の設定を確認してください。

E3425 不適切な文字列です。 設定内容を確認してください。
E3426 不適切なチャネル番号が使われました。 チャネル番号を確認してください。
E3427 範囲を指定する場合は、左＜右としてくださ

い。
設定内容を確認してください。

E3428 チャネルまたは範囲が、重複しています。 設定内容を確認してください。
E3429 不適切なファイル名です。 ファイル名、拡張子を確認してください。
E3430 制御運転中です。設定できません。 CX 本体の制御運転を停止した後、設定を送信してください。
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9.1　各種メッセージと対処方法

　ワーニング
コード エラー内容 対処方法
W3431 データメモリが初期化される場合があります。

送信しますか？
必要なデータをメディアにセーブしてから、実行してください。

W3433 環境ソフトで設定された機種情報と異なる
ファイルを読み込みました。読み込みを続け
ますか？

環境ソフトウエアで、設定してある機種情報を確認してくださ
い。

W3434 現在の設定を初期化します。 ------
W3435 システム設定が変更されました。入力構成及

び、データが初期化されますがよろしいです
か？

------

W3436 接続された本体と構成が異なるため正しく設
定が行われない可能性があります。送信を続
けますか？

------

W3437 モデルが異なります。送信を実行しますか？ ------
W3438 ハードウェア構成が異なります。送信を続行

しますか？
------

W3439 スタイル番号が異なります。送信を続行しま
すか？

------

W3440 オプションが異なります。送信を続行します
か？

------

W3441 基準チャネルとして使用されています。 ------
W3442 設定が変更されるチャネルが存在します。

よろしいですか？
------

W3443 読み込まれなかったデータが存在します。 ------
W3444 既存のデータが変更されました。 ------
W3445 書き込み動作の設定が変更されました。 ------
W3446 コピー範囲外に影響を受けるチャネルが存在

します。
------

W3447 測定、演算チャネルでディジタルプリントの
設定が変更されました。

------

W3448 一部の測定、演算チャネルでリレーの設定が
OFF になりました。

------

W3449 イベント / アクションが変更されました。 ------
W3450 温度単位の変更に伴い、セットモードのデー

タが初期化されました。
------

W3451 環境ソフトで設定されているものとモジュー
ル構成などが異なります。読み込みますか？

------

W3452 一部設定できない情報があります。展開しま
すか？

------

W3453 プログラムパターンの全設定は初期化されま
す。
よろしいですか？

------

W3454 このパターンのセグメント情報は初期化され
ます。
よろしいですか？

------

　メッセージ
コード エラー内容 対処方法
M3461 コピーできないチャネルがありました。 ------
M3462 通信は正常に終了しました。 ------
M3463 送信しませんでした。 ------
M3464 通信を中断しました。 ------
M3465 送信してよろしいですか？ ------
M3467 ユニットを追加します。よろしいですか？ ------
M3468 ユニットを削除します。よろしいですか？ ------
M3469 初期バランスに失敗しました。 ------
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●マネージャ関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E3503 パスワードと確認が異なります。 パスワードと確認は、同じものを入力してください。
E3504 パスワードが異なります。 正しいパスワードを入力してください。
E3505 スキャン / レコーディング中は終了できませ

ん。
スキャンを停止してから、マネージャを終了してください。

E3506 次の文字は使えません。	¥	/	:	,	;	*	?	"	<	>	| ¥	/	:	,	;	*	?	"	<	>	| 以外の文字を使用してください。
E3507 ファイル名が長すぎます。 短いファイル名を付けてください。
E3508 デスクトッププロテクト中は終了できません。 デスクトッププロテクトを解除してから、マネージャを終了し

てください。
E3509 パスワードプロテクト中は終了できません。 パスワードプロテクトを解除してから、マネージャを終了して

ください。
E3510 DAQLOGGER の起動中は終了ができません。 マネージャを終了してから、シャットダウンをしてください。
E3511 最低 1 つの Supervisor プロジェクトが必要で

す。
最後の Supervisor プロジェクトは削除できません。

E3512 最低 1 つのパスワード機能を使用しないプロ
ジェクトが必要です。

パスワード機能を使用しないプロジェクトがない場合、プロ
ジェクトの削除はできません。

E3513 同名で同レベルのプロジェクトが存在します。 既存のプロジェクトと同名で同レベルのプロジェクトは作成で
きません。

E3514 イベントプロセッサ動作中は終了できません。 イベントプロセッサの動作終了を待ってから、マネージャを終
了してください。

E3515 イベントプロセッサ動作中は実行できません。 イベントプロセッサの動作終了を待ってから、実行してくださ
い。

　メッセージ
コード エラー内容 対処方法
M3561 レコードを停止しますか？ ------
M3562 起動中のすべてのソフトウエアを終了します。

設定を保存しますか	?
------

M3564 プロジェクトを削除しますか？ ------
M3565 レコーダを切断しますか？ ------

●レポート関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E3601 レポート設定が不正です。 レポート設定で出力先が指定されていないか、レポートする演

算種類が指定されていません。

●設定データ送信関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E4000 演算中のため送信を中止しました。 続機器を確認してください。
E4001 送信できなかった設定が存在します。書き込

み中、ハードウェア構成が違うなどの理由が
あげられます。

接続機器を確認してください。

E4002 レポート中のため送信を中止しました。 接続機器を確認してください。

9.1　各種メッセージと対処方法
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●イベントプロセッサ関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E3701 イベントプロセッサ設定が不正です。 イベント設定を確認してください。イベントがひとつも設定さ

れていない場合などのときです。
E3702 不正な文字があります。 入力した文字列を確認してください。, は使用できません。

　メッセージ
コード エラー内容 対処方法
M3761 カレント設定を削除します。よろしいですか？ ------
M3762 カレント設定の変更が破棄されます。

よろしいですか？
------

M3763 設定の内容が正しくありません。
確認してください。

イベント設定を確認してください。
必須項目の指定が無いなど、設定の指定が不正な個所がありま
す。

M3764 実行処理の指定が不正になります。
よろしいですか？

変更によって設定が不正になる個所があります。確認してくだ
さい。例えば、ターゲットファイルの種類変更時に、変換実行
処理の入力ファイル指定やメールの本文指定が不正になること
があります。

M3765 実行処理の内容が正しくありません。
確認してください。

実行処理の設定を確認してください。必須項目の指定が無いな
ど、設定の指定が不正な個所があります。

M3766 実行処理が成功しました。 ------
M3767 実行処理が失敗しました。 ------
M3768 指定されているファイルは、実行時に決定さ

れます。テストでは空として処理されます。
よろしいですか？

------

●ファイルユーティリティ関連
　ワーニング
コード エラー内容 対処方法
W3831 入力ファイルが指定されていません。 入力ファイルを指定してください。
W3832 入力ディレクトリが指定されていません。 入力ディレクトリを指定してください。
W3833 出力ファイルが指定されていません。 出力ファイルを指定してください。
W3834 出力ディレクトリが指定されていません。 出力ディレクトリを指定してください。
W3835 結合候補がありません。 結合または再構成で、結合候補の存在する入力ディレクトリを

指定してください。
W3836 結合できるファイルがありません。 結合または再構成において、結合するファイルを 2 個以上選択

してください。
W3837 指定値が正しくありません。 分割または再構成における分割設定の分割タイプを「分割」に

し長さ指定を「時間」にしている場合、時間を正しく設定して
ください。分割における分割設定の分割タイプを「切出し」に
し位置指定を「時間」にしている場合、時間を正しく設定して
ください。

W3838 中止しました。 -----
W3839 対象ファイルが存在しません。 分割の場合、入力ファイルにデータファイルを指定してくださ

い。
変換の場合、入力ファイルにデータファイルあるいはレポート
ファイルを指定してください。
入力ファイルを正しく指定している場合、入力ファイルにレ
ポートファイルを指定しているときは出力するレポートファイ
ルのファイル形式を少なくとも 1 つ指定してください。入力
ファイルにデータファイルを指定しているときは出力するデー
タファイルのファイル形式を少なくとも1つ指定してください。

W3840 データが空になるファイルは出力しませんで
した。

-----

9.1　各種メッセージと対処方法
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●リモートコントローラ関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E3901 ログインに失敗しました。 コントロールサーバが起動中か確認してください。ホスト名

/ ポート番号 / パスワードが正しいか確認してください。

　ワーニング
コード エラー内容 対処方法
W3932 マネージャソフトウエアが作業中です。 マネージャソフトウエアにダイアログボックスが出ている場

合、このダイアログボックスを閉じてください。

●モニタサーバ関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E4101 設定したポート No. は、すでに使用されてい

ます。
ポート No. の設定を変更してください。

　メッセージ
コード エラー内容 対処方法
M4131 設定したポート No. は、次回起動時から有効

になります。
M4132 サーバを終了させます。よろしいですか ? -----

● DDE サーバ関連、コントロールサーバ関連
　メッセージ
コード エラー内容 対処方法
M4132 サーバを終了させます。よろしいですか ? -----

●リモートモニタ関連
　エラー
コード エラー内容 対処方法
E3558 接続に失敗しました。

接続ホスト名、ポート番号、モニタサーバが
起動していることを確認してください。

モニタサーバが立ち上がっていることを確認してください。モ
ニタサーバを立ち上げている PC のホスト名、ポート番号を正
しく指定しているか確認してください。

9.1　各種メッセージと対処方法
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